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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　!!top news!!　洋上水晶魔法学園グリモノア、待望の二隻目が就航




　近頃、アナスタシア＝ブラスト容疑者らが率いる非合法武装集団・通称『難なん問もん排はい除じよ』の手で撃沈された『ファーストアウト事変』が判明したばかりのグリモノアですが、異例の早さで二隻目となる学園船『セカンドグリモノア』の進水式が兵ひよう庫ご県けんは神こう戸べ港こうにて執り行われました。

　通常、排水量一四万トン級の三胴大型船舶の建造には三年から五年はかかるとされておりますが、今回の電撃就航の秘密にはすでに大枠が完成していた豪華客船を買い取り、グリモノアの要求仕様に従って艤ぎ装そうを交換する方式が採用されたからだとか。買収は円満に進んだようで、取引に応じた七なな海かい汽き船せんの代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう・横よこ河かわミツアキ氏は『具体的な取引価格は公表できないが、こちらが想定した額の三倍以上の提示があった。ここまで大事に扱われたのであっては無む碍げにはできないし、おそらく我が社の手掛けた船が人類の歴史に名を残すまたとないチャンスになるだろう。丁重に、末永く愛してもらえる事を願う』とコメントしております。

　軍艦ベースではなく客船ベースとなったのは一一八〇人に届く教員生徒の収容と十分な生活・教育スペースの確保が最優先となったため。また、一定以上の非化学非物理攻撃、いわゆる『魔法』に対しては既存の装甲の厚みだけでは対処できず、高額な整備費用の割にあまり効果が見込めないからだとする軍事評論家の意見もあります。

　水晶魔法は世界全体を危険にさらす『脅威』との戦闘が期待されており、早急な実戦配備と量産体制が求められております。

　今後は太平洋上での試運転によって船全体の重量分散や造波抵抗などのデータを取りつつ、順次活動範囲を広げていくとの事。新たな人類の砦とりでの門出を祝って、今日この日を新しい祝日とする国や地域が三八にも及んでいるというから驚きです。（文責・週刊見聞編集部電子班）




　イイぜ!!　（４１３０５９００件）　ＳＮＳで共有

　コメントする（５８０２０６７件）




（追記）

　当記事のリアクション数（投稿後二四時間換算）は世界最高記録を更新しました。感謝!!













　ゴッ!!　という音速超え特有の衝撃波が、強化ガラスの窓を揺さぶっていた。

　いわずもがな、巨大な船の真上を生身のまま水晶魔法使い達が編隊飛行で突っ切っていったのだ。半透明の装甲を纏まとい、杖つえや水晶球と違ってエネルギーロスをゼロにしたまま全力で魔法を行使する水晶魔法があれば、そこらの学生であっても造作もないアクションだった。ただ『飛行』は二年生レギユレーシヨン２の内容なので、今のは自主練という事になるのか。

「はっ、はっ」

　それとは別に、少女の吐息があった。

　場所は特殊なワックスで磨き上げられた広大な板張りの体育館、その外周部分。

　四月末から五月頭に差し掛かろうとするそんな陽気の中だが、エアコンフル装備の館内では季節感はあまりない。常に適温が保たれる中で珠たまの汗あせを散らしている理由は他にある。

　半袖の体操服に着替えた雨あま脚あしマリカがぐるぐると何周もジョギングしていたのだ。呼吸の乱れは、わざと自分の体に負荷をかけ限界を探っているから。ストロベリーブロンドに染めたくるくる巻きのツインテールがでんでん太鼓みたいに揺れていた。平均よりも大きな胸元や真っ赤なブルマから伸びた健康的な両足（ニーソックス付き）は、まあ詳細を語るまでもないか。目の毒なほど躍動している。一〇代女子は体の中に永久機関でも積んでいるのかもしれない。

　その手足は半透明の装甲で覆われ、片手にはレイピア状の武装まであった。

　とはいえ、今は筋力アシストを切っているのでただの錘おもりにしかなっていないが。言ってみれば、ただただ大仰な甲かつ冑ちゆうを着たまま走り回っているのと変わらない。

　マッハ二以上で大空を突っ切る水晶魔法があるのにわざわざ自力で走るなんて非効率と思われるかもしれないが、水晶魔法の屋内使用は開けた海や空とは違う怖さがある。例えばマッハ二で飛べる機械を作る程度なら誰でもできるが、マッハ二で棚にぶつからないようコンビニ店内を動き回る機械は無理だ。そして水晶魔法はその二つを両立させて戦う領域にいる。人類全体を絶滅に追いやる『脅威』の正体が不明である以上、『速く動くだけ』では足りないのだ。

　が。いつも以上のペースなのに、その横を涼しい顔で突っ切っていく影がもう一つあった。

　水晶少女のアイネ。

　今はマリカとお揃そろいの体操服を纏まとっているが、その正体は人間ですらない。ある少年の『手違い』によって切手より小さなプリント基板に神の名を封入する前に水晶花が起動した結果半透明の装甲の代わりに呼び出された、青ざめた肌の少女の形をした何か、という事になる。

「あっ、アイネちゃん待って。ぜえ、はあ、ちょっとすとーっぷ!!」

「アイネが立ち止まっても背中に追い着く訳ではありません。もう二周差ついていますので」

「はあ、ひい。な、何でそんな涼しい顔しているのよう……」

「人間とは解剖学的構造が異なるからでは？」

「何でアイネちゃんまで体操服なのようー!?」

「重量や空気抵抗軽減を考えれば何も着ないのが一番のはずですが、いくら合理性を説明しても何な故ぜかにえさまからご許可をいただけません」

　ぐるぐる回るサイクルが途切れた辺りで、一段高い演劇舞台の縁に座る歌うた貝がいカルタはストップウォッチのボタンを押して記録を止めた。女性陣と違い彼だけは紫ベースのブレザー制服だ。

「アイネ」

「はいにえさま」

　並の人間なら短距離走の全力疾走でも勝てないほどのハイペースでマラソンしていたのに、受け答えに支障はなかった。幼おさな馴な染じみのマリカと違って息が切れておらず、発汗や顔の紅潮もない。一見すればハイスペックぶりを発揮するアイネだが、カルタの顔色は優れなかった。

「……やっぱり変化なし、か」

「少しは汗をかいた方がよろしかったでしょうか。ぐしぐし」

　アイネは体操服の薄い胸の辺りの布を無造作に摑つかむと、それで自分の顔を拭く素振りを見せた。おかげで体操服が上に引っ張られ、半袖シャツと赤いブルマの隙間から見るだけなら可か愛わいらしい縦長のおへそが覗のぞけてしまう。冷静に考えてみれば、別にお母さんのお腹なかから出てきた訳でもないのにどうしてへそがついているのかは謎過ぎるのだが。

　カルタはそっと息を吐いて、

「疲労しないって事は成長しないって事だ。筋肉は負荷を掛けてから休ませる事で力が増すからな。これじゃお前、ずっと今の強さで固定だぞ。今はそれで良いいかもしれないけど……」

「ですからこのアイネはケイ素性半導体の塊です。スペックに不満があるなら、速やかに純金を摂取させて髪の毛よりも細い新規回路を増設すべきと常々進言してきたはずなのですが」

『前の事件』の時は冗談のような言葉と思って聞き流したが、段々馬鹿にできなくなってきた。ようは金の延べ棒がプロテイン代わりに必要なのか。レベルアップの方法が廃課金過ぎる。

「それに外から見て疲労の度合いが分からないっていうのは、味方のＨＰが見えないままボス戦に挑むようなもんだぞ。お前の限界を外から把握できる方法を編み出さないとな……」

　歩数計やモバイルウォッチなどのヘルスケア商品で対応とか。色々出費がかさむ小娘だ。

「ひい、ひい、はひー……」

　と、幼おさな馴な染じみのマリカが今にも倒れそうな感じで体育館の壁に体を横から預けた。心なしかくるくるツインテールがしおれているような。彼女は水晶花を展開すればいくらでも魔法の恩恵を得られるのだが、筋力アシストを切れば単なる錘おもりだ。それにアシストされるといっても、基礎体力が多くて困る事はない。魔法も技術だ、故障や動作不良がないとは言い切れない。

　完全に切り離してしまうカルタには共有できない悩みであった。

　まあ、彼も彼でアイネが戦っている間は自分の身を自分で守る必要があるため、逃げ回るための体力作りはしておいて損はないと思うのだが。

「マリカ嬢には汗拭きが必要なようですね、汗フェチにえさまの要求仕様に応えられているようで羨ましい限りです」

「ひいー」

「ではぐしぐしと」

「待ってそれアイネちゃんの体操ふｋ……もがもがふがー!?」

　アイネが自分の半袖シャツの胸の辺りの布を無造作に摑つかみ、そのままマリカの顔を拭き始めた。一滴の汗もないのでハンカチとそう変わらないだろうが、気分的な問題はあるはず。あと自分より背の高いマリカの顔を拭こうとするので、アイネの半袖の伸びっぷりが危ない位置までやってきた。このままだとおへそどころではなくなる、てか肋ろつ骨こつの起伏がちらちら見えてる。

「アイネっ、これアイネ！　はしたないですよ!!　そもそもお前ブラはどうしたんだッ!?」

　カルタが言わないと止まらないため口を挟むと、当の水晶少女は首くびを傾かしげていた。

「やはりそれ専用のタオルでなければならないのでしょうか。面倒ですが、そういう事なら」

「おいアイネ何を、ぐわあーっ!?」

　カルタが突然太い声で叫んだのは、アイネが腰を曲げて首を突っ込んだからだ。

　彼のお腹なかの辺りから、華きや奢しやな少女の両腕と頭が丸ごと少年の肉の中へ埋まる。秘密の宝箱の中に首を突っ込んで中身を漁あさっている、あるいは居酒屋ののれんの下を潜るあのスタイル。全部引っこ抜いたアイネの手には何な故ぜか柔軟剤の香りが漂う洗濯済みのスポーツタオルがあった。

「ふう。こちらがあれば文句はないのでしょう？」

「お、おま、アイネ、おまえ……」

「はいにえさま」

「お前俺の体の中に何をどれだけ突っ込んでんだあーっ!?」

　元々アイネはカルタの体内に『格納』されるので自由に出入りできるはず。なのだが、もしや彼女が持ち込んだ物品も素通りなのか？　自分の体なのに自分で把握できない事実に今さら少年の指先からぞわぞわした感覚がせり上がる。レントゲンに謎の影どころでは済まない異物感だ。まさかと思うが中身はポテチやざらめお煎餅の食べかすだらけとかではあるまいな。

　一方、ようやくまともなスポーツタオルを確保したマリカは両手で自分の頰や額を拭きつつ、

「カルタ、アンタは何で運動しない訳？」

「この後アレがあるだろ。シャワー後の濡ぬれ髪がみで出たくない、時間的にドライヤーでも無理」

　ああ、とマリカは適当な感じで呟つぶやいた。

　そう。つい先日まで世界の裏側に潜って仇あだ討うちという名の殺人行為に没頭していた彼らには不釣り合いなイベントが待っているのだ。

　カルタ自身も場違い感は理解しているのか、軽く肩をすくめて、

「インタビューだってさ。例の映画化の挨拶代わりみたいなものだろうけど」







『カルタ〉一時間目はダメっぽい。後でノートだけ見せて』

『やまねん〉カルタちゃんはマジメだねえ。昼飯おごりな』

『ヒロスケ〉退屈な授業を全部動画で撮っておこうか？　子守唄の代わりになると思うけど』

　見た目は磨き上げられた新設校の廊下のようにカルタの目に映る。間違ってもいないだろう。だが排水量が燃費と直結する船の設計から考えれば、あまりにも規格外ではあったが。

　グリモノアのそもそもの定義、『学校』の色が優先された設計の廊下を歩きつつ、カルタはスマホでクラスメイト達と連絡を取り合う。授業が始まる時間だが、行き先は教室ではない。

　スマホをポケットに突っ込み、カルタはお行儀良く扉をノックした。

「失礼します」

「やあ、これはどうも」

　革張りのソファが並ぶ応接室に足を踏み入れながら、高校生・歌うた貝がいカルタは自分の顔が引きつっていないか全く自信がなかった。この黒光りするソファ自体、校長先生や理事長先生が腰掛けるべき重々しさがある。間違っても一生徒が気軽に飛び乗って良いものではなさそうだ。

　ガラステーブルの上にはＡ４の企画書と簡単な冊子。

　それから複数のボイスレコーダー。

「今回、我々バーナードが映像化権を獲得したのはご存じの通り」

　向かいの席で前のめりなのは、ハリウッド映画のプロデューサー陣らしい。日本の会社と違って最初に名刺は出さないのか、随分と気軽にＳＮＳで連絡先を交換してしまったものだ。

「セントラルやバニー＆ベリーがうるさくてね。競せり落おとすのに今日の日本円で一〇〇億ほど使いました。その四倍は確実です。つきましては余計な脚色はナシ、リアリティを追求したい。我々は知りたいのです、かつての世界最強の五人を残らず仕留めた、あなた達の仇あだ討うちを」

　カルタは気づかれないようにそっと息を吐いていた。

　正直に言うと自分自身の英えい雄ゆう譚たんなんて恥ずかしくて見られたものではない。あれは生々しい犯罪行為であり、キラキラと美化させるものでもない。しかし少年がこの話を断れなかったのは、かつての戦いで理不尽に全身を砕かれた友の存在があったからだ。

　風かざ向むきゲキハ。

　いつの日か『脅威』と戦う自分達の活躍が映画になる事を、面白おかしく語って聞かせた少年。友に叶かなえられなかった願いを足あし蹴げにするのは、どうしても躊躇ためらわれたのだ。

「では流れの確認から。グリモノア……失礼、一隻目が襲撃を受けた『ファーストアウト事変』は四月の中旬。東南アジア海域という事でしたね」

「はい」

　返事をしながら、思わず笑ってしまいそうになった。

　ファーストアウト事変。当事者は誰もそんな風には呼んでいなかった。カルタ達も、アナスタシア達も。そんなのは後付けで広告代理店が広めていっただけだ。

　主に映画の話題性を事前に吊つり上あげておくための、餌として。

「最初に襲ってきたのはエリシア《ザウルス》ルークスヴェルグ。彼女は旧式の仰ぎよう神しん魔ま法ほう・ヴィシュヌを用いて、同船体育館にいた七〇〇人の教員生徒を皆殺しにした」

「いえ、ヤツのアヴァターラ……いわゆる『恐竜』にやられたのは、実際には三分の二程度だったと思います。俺も含めて、いくらかは体育館の外へ出る事はできた」

「そこへユキノ《パニッシュ》アラカワやジェシー《エッジ》マークスらがさらに追撃を？」

「……放送機材をいじくっていたから、船内にスザニアがいたのは確定。裁神アヌビスを使うアナスタシアは分かりません。船内にいたのか、外にいたのか……」

「とにかくエリシア、ユキノ、ジェシー、スザニア、アナスタシア。これら『難なん問もん排はい除じよ』五人が、あなた方の仇かたきとなった」

　その後はプロデューサーからの質問ではなく、カルタの独白で進んだ。沈没した海域から砕けた水晶像を引き揚げ、東南アジアの洞窟に隠した事。長い時をかければ復活する教員生徒の存在に気づくと『難なん問もん排はい除じよ』が口封じするであろう事。中古の安いキャンピングカーを買い取り移動拠点とし、『難なん問もん排はい除じよ』が秘密の洞窟に気づく前に追い詰めて殺す必要があった事……。

　本来なら、このような席で話す内容ではないはずだ。

　警察の取調室か、あるいは裁判所の被告人席が似合いの言葉の数々。

　しかしプロデューサー陣は大仰に驚き、グローブみたいな手てを叩たたいて拍手した。特に、アナスタシアが使ったケタ外れの『魔法』と、それに打うち克かったカルタ達のくだりは。最高のエンターテイメントを誰よりも早く、濃縮された原液のまま楽しめる。全員そんな顔つきだ。

「そして最強の五人を殺したあなた方が、次の時代の最強『天てん外がい四し神じん』となった!!　すごい、人間個人の可能性をＡＩが採点するくそったれな世の中で、下克上が成立してやがる！」

「……ええ、まあ」

　歌うた貝がいカルタは淡い笑みを作っていた。

　彼らが知りたがっているのは『難なん問もん排はい除じよ』との顚てん末まつだけだ。その後にあった黒服との会話についてまで話す必要はないだろう。

　世界最強とは、強き者が作るのではない。

　強き者を担かついで利益を貪る者達が、電球のように使い捨てで交換しているだけなどと。アナスタシア達だって、知らない内に追い詰められていた。

　気づいていないプロデューサー陣は鼻息を荒らげてこう締めくくってきた。

「やはり魔法は何か違う……。ただマンパワーのＣＧで規模だけ大きくすれば追い着ける訳じゃあない。こう、発想の段階から違うんだ！　私達じゃ本物の殺し合いは思いつかないッ!!」

「……、」

「売れますよ、これは。どう考えたって売れるに決まってる!!　こう、首の後ろで毛穴が開くような感じがするとね、当たるんですよ。この感覚には間違いがない。ですから安心してください。あなた達の英えい雄ゆう譚たんは、我々が形にする。この戦いは永遠に語り継がれる伝説になる!!」

　歌うた貝がいカルタは笑顔のままだった。正確には、そのまま固まっていた。

　ぶん殴ってやろうか、否か。

　天てん秤びんがかなり危ういところまで揺れている事実には、きっと誰も気づいていないだろう。







　心が磨すり減へるような初顔合わせが終わった。

　高等部の教室へ戻る前に、向こうの温度感だけ知っておきたい。カルタはスマホを取り出す。

『ヒロスケ〉もう授業終わる頃合いだし、そのままサボっちゃえば？』

『やまねん〉その方がお得だな』

（……コトが水晶魔法だと全部自分に跳ね返ってくるんだよ。実戦の現場で本物の化け物相手に絶望しながらお勉強不足を嘆きたくはないしな）

　まったく、何のためのセカンドグリモノアなのだ。

　カルタはため息をついて自分の教室へ戻ろうとした、その時だった。

「今は授業中だぞ！　お前そこで何している!?」

　大きな声を投げかけられて、カルタは廊下の真ん中でびくりと肩を震わせた。

　しかし恐る恐る振り返れば、こちらの顔を見た男性教師の方がばつの悪そうな顔をしていた。

「チッ。何だ、お前か。正義の代表サマ」

「す、すみません……。一応学園側の許可は取っていたんですけど」

　ランニングシャツにジャージのズボン。黒い短髪と筋骨隆々がとにかく目立つこの人は、確か中等部の先生だったはずだ。高等部にいるカルタからすればあまり縁はないはずなのだが、カルタは数少ない『実戦経験者』として中高を問わず助言を与える側に回らされる事が多いのだ。その関係で中等部の方にも顔を出す機会が増えてしまっている。

　まあそれ以前に、新たなる世界最強『天てん外がい四し神じん』として良くも悪くも顔が知れ渡ってしまっているのかもしれないが。そもそも二隻目となる『セカンドグリモノア』をこれだけ早く見繕えた事自体、二位でも三位でもなく水晶魔法が世界の頂点に立てたからこそなのだから。

　つまり今あるグリモノアは、カルタ達四人を効率的に動かす大規模な空母と水晶魔法を扱う護衛の艦載機の群れ。いくら周りを固めても、最強の『天てん外がい四し神じん』がいなければ意味がない。

　そういう観点だと、先生達はエンジニア的な側面が強くなる。

　絶対に必要ではあるが、どうしても英傑や猛将とは離れたポジションになりがちだ。

　さらに言えば、どこか教師の方が生徒のカルタよりも立場が弱そうに見えるのは、理論派と実践派の間に壁があるからだろう。あくまで机の上にかじりついて机上の空論を並べていく事に終始する理論派と、『ファーストアウト事変』から仰神魔法を扱う『難なん問もん排はい除じよ』撃破まで地獄の戦闘を経験してきた実践派。世間がどちらを重視するかは火を見るより明らかだった。

　エリシア、ユキノ、ジェシー、スザニア、アナスタシア。

　そうした『難なん問もん排はい除じよ』が理論派の存在を見逃していたのは、そもそも『一隻目』に乗っていなかったからだ。その存在すら認識されていなかったため、彼らは生き残れた。そうでなければカルタ達が仇あだ討うちを成し遂げる前に、徹底的に狩られていただろう。

　もちろん。どんな経緯であれ、カルタ側としては生きて協力してくれる人材が残ってくれた事は諸もろ手てを挙あげて喜ぶ事態なのだが。

　男性教師は犬でも追い払うように片手を振ると、

「分かった、もういい。用事を済ませたら早く教室へ戻れ。他の生徒に真ま似ねだけはさせるな」

「カルタ君」

　そこへ、透き通るような声がそっと割り込んできた。

　ますます男性教師の顔が歪ゆがんでいく。

　車椅子で廊下に顔を出したのは、表おもて参さん道どうキョウカ。

　この洋上水晶魔法学園グリモノアの生徒会長にして、唯一の三年生レギユレーシヨン３でもある。逆に言えばそれ以外は全て死んだ、という事になる。『難なん問もん排はい除じよ』の一件から『二隻目』を調達し、世界各地から新入生を確保しても先輩方の数は変わらないのだ。高校二年や三年から編入させても、そんな短期間では水晶魔法を覚えきれない。そのまま希望だけ持たせて『あの世界』に放り込むのは過酷にもほどがある。よって新しく補充する人員は中等部にせよ高等部にせよ、基礎の基礎から学べる一年生だけ。これは生き残った四人で話し合って決めた絶対の条件だった。

　長い黒髪にグラマラスなボディラインが特徴の、オトナの女性だった。何しろ高校三年。日本の法律では一八歳は未成年ではないのだ。しかしそれ以上に目立つのは、やはり彼女が腰掛けている車椅子だろう。生まれつきの障しよう碍がいではない。これも前回の死闘の爪跡、その一つだ。

　理論派の先生達からすれば、コンプレックスの象徴でもあるだろう。

　自らの体を害してでもあの五人と戦い抜いて生き残った、生徒達の代表だなんて。

　扱いとしては高等部側の生徒会長だが、実際にはグリモノア全体を取り仕切っているのに等しい立場にいる。理論派の教師でもおいそれとは口を出せないはずだ。

　彼女はそっと首くびを傾かしげて、

「何かお困りかしら？」

　チッ、と男性教師は露骨に舌打ちした。

　それからカルタの横を通り過ぎて、

「……好きなように告げ口し、自分の望むものだけで世界を作っていけば良い。クソガキめ」

　少年にしか聞こえない声でそっと言い捨て、立ち去っていった。

（ここで身を退く必要ないのにな）

　率直に言って、カルタはあの手の先生が好きだった。言っている事は間違っていないし、立場が悪くなっても態度を翻ひるがえさない。授業中に廊下へ出ている生徒がいたら呼びつけるのは正解だし、他の生徒が真ま似ねする事がないようにという忠告も全くその通りなのだ。映画関係のインタビューは正式のオファーなので教師の怒りは見当違いなのだが、これについては彼には知りようのない前提なのだからミスとは呼べない。相手が『世界最強』だからという理由だけで誰でも彼でもぺこぺこされてしまうと、逆にこちらは基準となるモラルを忘れてしまいそうで怖かった。そういう意味では、ああいう『先生』がいてくれて非常に助かる。

「清きよ沢さわハドメ先生だったかしら」

「中等部の先生まで全部覚えているんですか？」

　意外そうな顔をしたカルタだったが、生徒会長は特にリアクションを返さなかった。これくらいは当然、といったところなのだろうか。

　表おもて参さん道どうキョウカはくすりと笑って、

「良いい人よね」

「ええ。それは間違いなく」

　ただし良いい人というだけでは生き残れない、ふざけた世界があるだけで。

　ところで車椅子の生徒会長は何しに来たのだろう。

　その多忙さで言えばカルタなどとは比べ物にならないはずなのだが。

「それから今日は何だかごめんなさいね。外の人と話を合わせるのって大変でしょ」

「ああ……。それこそ表おもて参さん道どうさんが気にする事じゃないですよ」

「映画化決定、ね。あはは、本当はこういう対外的なお仕事はわたしが担当すべきなんでしょうけど。あっちもこっちもとはなかなか手が回らなくて」

「構いませんよ。今じゃ俺だってパレード部隊せかいさいきようの一員で、どれだけ不慣れでもグリモノアの代表って顔を作らないといけない。周りから担かつがれても、やれる事は変わらないのに」

　カルタも授業はあるが、ここで生徒会長を放り出すのもな、と思った。それに今から半はん端ぱに授業を聞くより、キョウカから生の意見を聞いた方が身につくかも、という打算もある。

『やまねん〉大正解、どう考えてもそっちだろ。美人生徒会長にバンザイって言っといて』

　方針転換についてスマホで謝っておくと、謎の好評価をいただいた。

　カルタは車椅子の後ろに回ると、二つのグリップを左右の手で摑つかんだ。キョウカは基本的に一人で何でもできるが、顔を合わせた時は何となくサポートする流れができていた。

「今日はどちらまで？」

「目的地は決まっていないのよ。新しくできた『セカンドグリモノア』のバリアフリーを点検している最中だから。高等部は大体チェックしたんだけど、もう片側がね」

　車椅子生活も大変そうだ。左右と中央にある三つの船体を一つの甲板で繫つないだ三胴船で、しかも全長は六〇〇メートルもある。その全部を車椅子で見て回るだけでも重労働だ。

「潰せるところは今の内に全部潰しておかないと。遠洋に出てから段差があるからシャワールームは使えません、となっては困るものね」

「……、」

「あら青少年。言葉だけで想像なさるほど純粋だった？」

『前フアのース事トア件ウト』の時からこういう事を言う人だった。散々振り回されて、でも後になって思えばそのおかげで心がパンクせずに済んだのも事実だったはずだ。

　巨大な船だが波の抵抗を抑えるため、左右の船体は水面に向かうにつれて細くなる。全体の船首は鋭く尖とがり、平行に二つ並ぶ校舎も先頭が竹を斜めに切ったように整えてあるので、かなりスリムに見えるはずだ。そんな船内通路を進み、カフェやトレーニングルームなどを回りながらキョウカと話をする。

「対外的って言えば、ＳＮＳの方は？」

「直のメッセージ以外は面倒臭くなっちゃって外向きのマイページ開いていないの？　フレンド総数だけ見ればどこぞの大統領以上よ。ただ、その全部が全部味方とは限らないけど」

「ああやっぱり」

「最近の写真週刊誌はネットでネタを拾って細かい検証もしないでそのまま載せるんだもの。ネットニュース界かい隈わいなんていわずもがな。世界最強がどうのこうの言ったって、わたし達の公的な身分は単なる高校生よ。フレンドの半数以上は、ちょっとした成功で天てん狗ぐになっている若造どもが失言する瞬間を手ぐすね引いて待っているでしょうね」

　自分の足で体重を支えきれないだけで、完全に動かせない訳ではないらしい。カルタに車椅子のコントロールを任せたまま、キョウカは小さな子供のように両足をぱたぱた振っている。

「まだお祝いムードの方が大きいから、表立って突っかかってくるクレーマーみたいなのはいないけどね。今暴れても大衆に嫌われると心得ているのよ。だからもう少し熱が下がってくると、出てくる。民族や宗教なんかの答えのない対立問題に関する質問ばかりぶつけてきて、無視したらしたで言葉が詰まったと鬼の首を獲とったように大騒ぎする連中が。それも大量にね」

「表おもて参さん道どうさん……」

「そういうヘイトコントロールはわたしの方で対応するから、下手に脊髄反射でレスを返したりはしないでね。マリカさんも頭に血が上りやすそうなので要観察」

「マリカさん『も』と言ったか今？」

「あらあら。カルタ君は熱血少年じゃない、普段は表に出てこないけど」

　くすくすと笑って、それからキョウカは何か思い出したようにこう付け足した。

「それからログイン用のパスワード攻撃が増加しているから、そっちも一応気をつけて。まさかと思うけど、指紋や虹こう彩さいなんかで認証していないよね？」

「？　生体認証の方が確実なんじゃあ……」

「この注目度よ、いつどこで写真を撮られるか分からないのに？　今時の画素数って怖いし、生体認証ならせめて外から見えないモノにしなさい。イヤホンで耳の中の反響を計測するとか」

　面倒臭い事になってきた。表おもて参さん道どうキョウカの助言で聞き慣れない生体認証や二段階認証などの細々した設定をいくつもこなす。しかしここまで珍しい方式だと、そもそも認証画面に辿たどり着つくまでのやり方を忘れそうだ。念のために『忘れた時の質問』リストを作ろうとしたら美人の生徒会長から本気で怒られた。ブタなの死ぬのという言葉がリアルに飛び出すくらいには。

「……そこで好きな色やサッカーチームの名前をほんとにそのまま書いちゃったら誰でも彼でも自由にパスロック変更できちゃうでしょ。今はもうそこらの通販サイトだってデータの蓄積であなたの好みの商品広告を正確に表示してくれる時代なのよ……？」

「はあ。ならいっそ予備はランダムな英数字のパスワードとか、」

「乱数計算に滅法強い量子コンピュータは無事実用化されました。カルタ君ブタなの死ぬの？」

　本日二度目だ。

　逆げき鱗りんは弱点の裏返しでもある。謎めいた生徒会長の内心へちょっと踏み込めたようで嬉うれしいのは内緒だった。美人に𠮟られて喜ぶ人、というシンプル化した誤解を受けるのは避けたいし。

「ああもう、マリカさんも不安になってきたなあ……」

「あいつは俺とは違いますって。あれでも女子高生ですよ？」

　答えになってない、とキョウカからますます呆あきれられてしまった。

　途中で何人かの生徒とすれ違った。船内通路の端に寄ってくれるのは、単に車椅子相手だからというジェントル精神だけではない。カルタより年下の少女達の瞳には、尊敬の他に明確な畏怖があった。まさかスマホの扱い一つで烈火のように𠮟られていたとは夢にも思うまい。

　そう、今の三人娘は一年生レギユレーシヨン１のカルタよりも幼い。

「……勢いで中サブ等カテ部ゴリなんて新設しちゃいましたけど、大丈夫なんでしょうかね」

「『一隻目』は高等部メインカテゴリスタートだったけど、散々だったでしょ。『恐竜』エリシア一人に教員を含めて七〇〇人が惨ざん敗ぱいした。命を落とした理由は様々、でも全員の心が折れて逃げ惑ったのは事実。もっと早い段階から、厚みのある教育が必要よ。シビアな実戦で生き残るために」

　その割には高等部編入の一年生も普通に数百人集めている。これについては、

「年功序列なんて馬鹿馬鹿しいと叫ばれて久しいけど、でも学校生活の中では一学年の壁って大きいのよね。まして三つも下の中等部から実力面で舐なめられるって話になったら、高等部の子達は必死になる。目的意識を持った学生はね、伸びるの。それはそれは信じられないくらい。何しろわたし達思春期の小娘にとってプライドは円やドルより価値ある通貨だものね？」

　互いに切せつ磋さ琢たく磨まできる健全な対立構造を作れれば良いのか。三つの船体を並べ上面の甲板を繫つないだ三胴船構造の『セカンドグリモノア』だが、行動範囲は中高で左右はっきり校舎を分けてある。物理的にテリトリーを区切る事で、敵味方の構造はより鮮明に浮かび上がる訳だ。

　先ほどから童顔の少年少女とばかり挨拶をしているのも、カルタ達が中等部側の船体を探索しているためだ。彼らはこうしている今も教室移動の途中であり、その他の教室では普通に授業が行われている。教員については、全滅した実践派ではなく戦闘に不向きな机の上の理論派の生き残りを世界中からかき集めたらしい。苦肉の策だが、ここでも歪ゆがみが生じている。

　そう。授業中に教室を抜け出して堂々と船内通路を行き来しているカルタやキョウカを止める教員が、止められる先生が、ここには一人もいないのだ。

　特権、などと優越感に浸れる気分ではなかった。

　知らぬ間に腫れ物扱い、モンスター化されてしまったという苦い思いの方が強い。

「先生よりも経験を積んでしまった生徒達、か……」

「そこまで遠慮をされる必要はないのにね。わたし達だって学びたい事はまだまだたくさんある、半はん端ぱにかじった状態で現場に放り出されるなんてごめんだもの」

　非戦闘要員なので『前の事件』では捨て置かれて難を逃れた教員達と、実際に『難なん問もん排はい除じよ』に嚙かみつき勝利をもぎ取った生徒のカルタ達。書類上の肩書きはさておき、負い目があるのだ。本来自分達がなすべき、絶対無理だと逃げてしまった仕事を先に完遂させた、怪物達に。

　だから、カルタ達の扱いは微妙だった。

　教えを乞う生徒というよりは、こと戦闘関係の実技については教官のような立場で教えを与える側に回る方が多くなってしまっている。

「教える事で学べる事がある、くらいに考えるしかないのかしらね」

　生徒会長が淡く笑っていた。何も知らない新入生達から頼られ、すがられるたびに、己の肩へ見えない何かが重くのしかかるのをカルタも感じていた。おそらくマリカもそうだろう。何の準備もしないまま山登りへ向かうようぐいぐい背中を押されていく。こちらはＴシャツにハーフパンツのまま、待ち構えているのは死のエベレスト。どこかで帳尻が合わせられなくなって、山の途中で立ち往生してしまいそうな、そんな漠然とした恐怖がまとわりついて離れない。

　あるいは。

　かつての世界最強、『難なん問もん排はい除じよ』の五人もこうだったのか。

　エリシア＝ルークスヴェルグ、ユキノ＝アラカワ、ジェシー＝マークス、スザニア＝エヴァンス、そしてアナスタシア＝ブラスト。

　彼女達を全員殺して最強の座をもぎ取ったカルタ達には、共感などという言葉を使う事は永えい劫ごうに許されないだろうけど。

「最後はここね」

　表おもて参さん道どうキョウカがそんな風に言った。

　ここは中央の船体の底の底。先も言った通り三胴船は左右の船体が海に向かうにつれて細くなるので、本当の底を船倉として使えるのは中央の船体しかない。しかしカルタはそれ以上の意味を深読みしてしまう。ここだけは、中等部も高等部もないのではないか、と。

　ことさら厳重な、銀行の大金庫みたいな扉を開錠すると、中に待っていたのは広大な空間だった。あるいは、アイネやマリカが走り回っていた体育館よりも大きくて、高い。

　だが満員電車のような圧迫感しかない。金属製のスチールラックが天井近くまで積み上がっていたからだ。図書室の本棚のように一定間隔を空けてびっしりと。その一つ一つが、四角い扉で埋まっていた。当然上の段には手が届かない。移動式のリフトで体を持ち上げる必要がある。あるいは真っ当な水晶魔法使いなら、自力で垂直に飛行した方が早いかもしれないが。

「……やれやれ。バリアフリーの問題点を一つ発見ね」

　車椅子に座ったままキョウカが最下層、近くの扉のロックを外すと、細長い鉄板がスライドしてせり出してくる。

　透明な水晶でできた人間が横たわっていた。

『難なん問もん排はい除じよ』に殺され、何百年何千年の期間を設けて回復の時を待つ少年。

「ゲキハ……」

　かつてのクラスメイトの名前を、カルタはそっと呟つぶやく。

　彼一人だけではない。見渡す限りの全ての扉に、冷たい犠牲者達が詰め込まれていた。その数、実に七〇〇以上。その死も無念も、あらゆる悲劇が整理整頓されて英数字で管理されている。旧世代の世界最強の愚行を示す、そういう資料庫のようだった。

「彼らに胸を張れる生き方をしないとね」

「ええ」

　車椅子のグリップに、カルタはそっと力を込めた。

　世界最強だか謎の『脅威』だか知らないが、もうあんな展開になるのだけはごめんだ。

　何があっても耐えられる、誰もが安心できる、最強の城を造る。

　歌うた貝がいカルタはそう決めていた。







　表おもて参さん道どうキョウカの『レクリエーション』に付き合うと、カルタはいったん生徒会長と別れた。本格的なカフェや食堂ではなく、雑に自販機を並べたコーナーに向かったところでクラスメイト達と遭遇した。山やま根ねデイリと猫ねこ海うみヒロスケだ。

「ならジャンケンで負けたヤツが全おごりな」

「何がどうなったら『なら』で繫つながるんだよ、やまねん」

「うっせカルタ、じゃーんけーん、ああっ!?　運任せでも敵かなわねえってのか俺は!?」

「す、水晶魔法で幼女を引き当ててる時点で歌貝君さいきようは決定的に『持っている』んだよう」

「どさくさに紛れてヒロスケも勝ってっけどな!!」

　意味不明な評価と共に負けた御方から缶のコーンポタージュを手に入れる。

「またジジ臭いチョイスだな」

「ああそうだ、やまねん後でノート見せて」

「……貸しを作ってジュースを奢おごって、一体俺は何をしてるんだ……？」

　この世の理不尽に直面しながら悪友達は去っていった。

　一人残されたカルタはプルタブに指を掛けた。コスパ的に考えて、強制的に心を落ち着かせるならコーンポタージュ以上のものはない。炭水化物の塊に追加で砂糖までぶち込んで煮詰めたような代物なので、生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカ辺りからは蛇だ蝎かつのように嫌われているが。

　今ある教室は、楽しい。

　だけど何だかその温かいものが別の何かを塗り潰してしまうようで、それが怖かった。

　風かざ向むきゲキハ達、砕け散った古い友を。

　あるいはこんなもの、世界最強としての特別な精神状態ではなく、途中で転校した子はみんな似たような気持ちを味わうものなのだろうか。

「……ふう」

　セカンドグリモノア。

　中等部と高等部を合わせて総数一〇〇〇人を超す大所帯となった。活気なら前より盛んかもしれない、集まった才能も稀け有うで有益なものばかり。なのに、カルタは不安が拭えなかった。

　この船は、まるで脱皮したてのカニだ。

　芯が通っているのはあの男性教師・清きよ沢さわハドメを含めても何人いる。いかに素材が優れていても、それを活いかすまで次の理不尽は待つか。柔らかい甲羅や螯はさみが硬くなるのを許すのか。

　理不尽。

　具体的には一体誰の事だろう、とカルタは思う。最強の座を羨み妬んで奪い取ろうとする他の魔法を扱う者達か。あるいは人類全体に死をもたらすとされる謎の存在『脅威』か。それとも、全ての対立構造をひっくるめて巨大な利益を貪ろうとする世界の裏側にいる人間か。

　顔も名前も分からないのに、カルタは明確に備えていた。

『次』は、必ずくると。

　それがどんな形であっても、絶対にやってくると。

「あっあの、あのええと、せんぱいっ」

「ん？」

　コーンポタージュをある程度飲んでから、プルタブを開ける前に缶を振るのを忘れたと気づいた辺りだった。底で大量に残るであろうトウモロコシの粒よりは魅力的な声が飛んできた。

　ウェーブがかった金髪を肩の辺りで切った、小柄な少女だった。

　アイネと同じくらいか、もっと幼く見えなくもない。規格通りの体操服なので年齢を読みにくいというのもあるのかもしれないが。高等部一年生のカルタよりもずっと幼げという事は、おそらく中等部。やはり少年少女にとって三学年の壁はあまりにも大きい。キョウカから見てカルタ達はこんな風に見えているのかなと、そんな気にさせるほど未熟な少女だった。

　肩を小さくし、そのため薄い（というかほとんどない）胸の前で緩く握った左右の拳を寄せる格好になった少女が、まだ何もしていないのにあたふた緊張しながら話しかけてくる。

「男の人で世界最強枠だから、歌うた貝がいカルタせんぱいですよねっ！　わたっ、あの私、水晶魔法って初めてで、でもあの、ええと本当にこれで良かったのかなって初期設定が不安になって、」

「リラックスして。ゆっくりで良いい、一つ一つ片付けていこう」

「ひっひゃい！」

　本来だったらカルタこそ今年の春にグリモノアへやってきたばかりの新入生だったのだ。別に何かを教えられるほど偉くなったつもりはないが、意味のないポーズでも人を安心させられる事は、『難なん問もん排はい除じよ』撃破後にいくらでも経験してきた。

　というか、何だ今の不穏な論法は？　男性で世界最強枠だから、カルタしかいない？

　ちょっと待て、これはうっかり世界最強の男になっていないか。

　アイネを一人としてカウントした場合、こっちは懐中電灯片手に走り回るだけなのに!?

（平常心、平常心ですよ……!!　ぐごぎががががげげごごご!?　ぱぶりっくを意識して！）

「ま、まずは名前の確認からいこうか」

「あの、はい、ええと、私はジェーン＝イグニッションって言いますっ」

「はは。そっちも大切だけど、今は神様の名前だよ」

　水晶魔法では切手より小さなプリント基板に神の名を封入する。ゼウスでもオーディンでもスビエログでもシヴァでも、とにかく自分のフィーリングに合ったものを。そこを起点に既存の神話や宗教の中で整備された『オカルトなカレンダーや天球儀』の計算式を引っ張り出し、己の魔法の基礎とする。宇宙から降り注ぐオカルトな力と、地球中心核にある『原初の水すい晶しよう胚はい』から溢あふれるエネルギーのぶつかり合い。目には見えない高気圧や低気圧のようなものを読み取って己のための追い風に利用する。そんな新時代の魔法を自在に扱うために。

「良いいかなジェーン。まず第一に、一度決めてしまった神の名は途中でリセットしたり変更したりする事はできないんだ。システム的に」

「ええっ？」

「ただ、心配する事はない。ずらりと並んだ古今東西の神様のリストから、余計な先入観ナシで一つを選べたとしたら、きっとそれが君にとっての最適解なんだと思う。入学して最初にこいつをやるのはそのためだ。ほら、迷路みたいなでっかい図書室を走り回って自分で調べただろう？　これについては、外から余計な入れ知恵をすると引っ張られる事があるからね」

　まあ実際、第一印象に基づいた自由な選択ができずに失敗する事例はある。何しろ『手違い』によって神の名を封入する事ができなかったカルタがここにいるのだから。こちらについては反面教師のための失敗例と見てもらうしかない。

「神の名を決めた以上は仲良く付き合っていくしかない。今は不安があるかもしれないけど、その神様を詳しく学んでいけば、勇ましかったり強かったり、人ひと懐なつっこかったり人間臭かったり、君が歩み寄るきっかけはたくさんあるかもしれないよ。特に多神教の神様は常に絶対正しくなければならないって縛りがないから、見る人によって色んな発見があるしね。実は浮気性だったり、臆病者だったり、怒って部屋に閉じこもったり、噓うそをついたり、だ」

「は、はあ。そういうものなんでしょうか……」

「ちなみにジェーン、君が封入した神の名は？」

　カルタは笑ってそう尋ねた。

　半袖体操服に赤いブルマの少女はもじもじと危なっかしい生脚を擦り合わせて、目めを逸そらし、それから自分のコンプレックスをそっと明かすように唇を開いたのだった。

「アヌビス、です。エジプト神話の裁きの神」

「っ？」

　強烈な引っかかりがあった。

　その神の名は聞き覚えがある。だが水晶魔法ではない。敵対していた仰神魔法を扱う者の中に、エジプトの裁神アヌビスに請こい願ねがう事で莫ばく大だいな力を振りかざす最強格がいなかったか。

　これだけなら言いがかり同然かもしれない。ピラミッドやスフィンクスなどの一般知名度が高いからか、言ってはなんだがエジプト神話はオカルトとしてメジャーだ。世界に数多あまたいる神の中からたまたまアヌビスを選んでしまう生徒だっているだろう。

　だがよくよく見れば、この少女の白い肌とウェーブがかった金髪もまた、ある女性とひどく印象が似ている気がする。新聞やネット記事を参考に服装や髪型を真ま似ねたのではない。遺伝的な特徴が極度に共通しない限り、ここまではっきりと目鼻立ちは揃そろわないのではないか!?

（まさか、こいつ）

「その顔は、心当たりがあるようですね」

　跳ねる。

　暴れる。

　肋ろつ骨こつの、胸骨の、その内側で。カルタ自身にも制御のできない己の心臓が、荒れ狂う。

（最強の中の最強。アナスタシア＝ブラストの……ッ!?）

「なら私が何をしにグリモノアまでやってきたかも分かるはずです。ええ、だってあなた達は大好きなお姉ちゃんを殺し、その仇あだ討うちによって世界最強の座をもぎ取ったんですから!!　自分達が同じ目に遭うのはイヤなんて、そんな勝手な言い分は許さない……!!」

[image: ]

　体操服の胸に挿した、美しい花に少女は小さな手を伸ばす。

　開戦の合図。

『前の事件』では想定もしていなかった事態。水晶魔法と水晶魔法の激突が始まる!!




「励起せよ、アヌビス！　お姉ちゃんと一緒に戦った裁きの神様!!　憎い罪人の命を奪っｔ

「ダメだアイネ!!　絶対殺すなッッッ!!!!!!」




　いっそ。

　ぽかんとした幼い少女の表情は、一秒と保たなかった。

　未成熟な胸の水晶花は砕けたが、半透明の装甲を展開完了させる隙など与えない。歌うた貝がいカルタの腹からずるりと這はい出でたアイネには、律りち儀ぎに刀を返しミネ側に揃そろえる余裕すらあった。

　鈍い轟ごう音おん。

　首の横、神経を狙って横よこ薙なぎに放たれた一刀を浴びて、幼い少女がぐるんと真横に回転する。側転に失敗したように背中から床に叩たたきつけられそうになり、カルタが慌てて両手を伸ばす。アイネが眼前で横に振り抜いた刀の軌道の真下を潜る格好でだ。結果腕の中にすっぽりと収まり、謎のお姫様抱っこスタイルが完成する。当然のように手足を投げ出した少女に意識など残っていない。障壁に再生。水晶魔法の恩恵を加味してもおよそ年とし端はもいかない少女に対する扱いではないが、刃の側だったら頭部が丸ごと切り飛ばされその辺に転がっていたところだ。

　一体どういう攻撃に使うのか。長めのスキー板にも見える形の半透明ユニットが虚こ空くうから浮かびそうになったが、具体的に両足へ固定される前に再び消えていった。

　十手にも似て枝分かれする根元側、レーザービーム照射用の短銃ユニットを油断なく気絶した影に向けながら、表情一つ変えずにアイネは質問してくる。

「にえさま」

「何だ」

「もしよろしければ、個人の特定もせずわざわざグリモノア関係者を非殺傷限定にされた意図をご説明していただけますと。戦闘条件に余計な縛りがあるとぶっちゃけ面倒臭いです」

　首を横に振るだけで、カルタは答えなかった。

　元より歌うた貝がいカルタの落ち度。早急にグリモノア戦力を増強する必要はあったが、一度に一〇〇〇人も船に招待したのだ。異物が紛れ込む可能性を考えるべきだった。そして『難なん問もん排はい除じよ』はカルタ達の仇かたきだが、同時に何も知らない世界中の人達から愛されてきたのも事実。多くの人は掌てのひらを返かえして『次の最強』のカルタ達に鞍くら替がえしたが、中には受うけ入いれ難がたい人もいただろう。

　大好きな家族を殺され、自慢の姉から最強の座をよそに奪われた。

　世界中がお祭り騒ぎで浮かれる中、ずっと唇くちびるを嚙かんできた孤独な少女には到底無理な相談だ。

「……、」

　もちろん。

　歌うた貝がいカルタは聖人君子じゃない。明確に命を奪うと言われて黙って差し出せるほど悟ってはいない。彼は、いかなる怪物がやってこようが最後の瞬間まで生きる事を諦めない。ましてその毒どく牙ががマリカやキョウカといった見知った少女達にまで及ぶとなれば、どんなに汚い手段を使ってでも絶対にリスクを排除する。それくらいの覚悟はある。

　でも、だけど。




『なら私が何をしにグリモノアまでやってきたかも分かるはずです。ええ、だってあなた達は大好きなお姉ちゃんを殺し、その仇あだ討うちによって世界最強の座をもぎ取ったんですから!!』




　憎い仇かたきの腕に抱かれて意識を失ったまま、小さな少女の目尻からは涙なみだが溢あふれていた。

　大好きなお姉ちゃんと言っていた。

　確かに言った。

　アナスタシアの本性を知っていての発言か。あるいは『あの』アナスタシアでさえ、自分が生まれた温かい家庭の中では本当の事は話せずにいたのか。

　そうやって、冷たい戦場から切り離されて大切に大切に育てられてきたはずの幼い少女が今、名前も身分も全部偽って復ふく讐しゆうのために刃を握った。

　姉の命を奪った憎い仇かたきと同じ武器にすがってでも。

　アヌビス。大好きな姉が最さい期ごまで背中を預けた神の名を胸の花に刻みつけて。

　恐るべき裁きの神へ祈りを捧ささげるように。




『自分達が同じ目に遭うのはイヤなんて、そんな勝手な言い分は許さない……!!』




　正義が、眩まぶしい。

　自分達は知らぬ間に粘つく闇の中へ落ちていたのかと自覚させられるくらいには。

　己のしてきた事は正しかったはずだ、とカルタは思う。あの仇あだ討うちはなんとしても成功させなければならなかった。だけどこの少女の人生は、間違いなくカルタ達が歪ゆがめた。彼らがあんな事をしなければ、この少女だけは今でも温かい家庭の中にいたはずだった。

　ジェーン＝イグニッション。いいや、そう名乗った幼い少女が辿たどった道は、きっとカルタ達と全く同じだったのだ。かけがえのない家族を奪った相手が世界最強としてテレビの中で持もて囃はやされ、周りの誰も間違っていると言ってくれなくて、そんな世界の全部がどうしても許せなかった。それを、殺す？　自分達の身が危ないから、だけで？　そんなの因果応報も自じ業ごう自じ得とくもない。勝手な理由を押し付け一隻目のグリモノアを潰しにかかった『難なん問もん排はい除じよ』と一緒ではないか!!

　同じ道なんか辿たどってたまるか。

　歌うた貝がいカルタは絶対に証明しなくてはならない。この子を助ける事で。

　自分達は、世界最強の奴隷になんか落ちていないと。

「にえさま」

　アイネから極めて現実的な質問が飛んできた。

　冷たい刃を構えたまま。

「どうしますか？　アイネは基本にえさまの決定に従うまでですが、過去の戦闘データを参考にする限り、『あの』マリカ嬢やキョウカ嬢が敵対者の存在をただ容認するとは到底思えません。十中八九、このままでは非殺傷に留とどめた意味がなくなるのでは？」
















　どうしよう。

　半袖体操服にブルマ装備の一二歳の少女。未熟にもほどがある復ふく讐しゆう者しやを抱えて途方に暮れる歌うた貝がいカルタ、選択の時であった。
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１






「登録上はジェーン＝イグニッションとあるけど、本名についてはナタレーナ＝ブラスト。年齢一二歳性別女性、アメリカ国籍。ファミリーネームを見れば分かる通り、『あの』アナスタシア＝ブラストの実の妹という事になるね。かなり歳としは離れているようだけど」




　巨大な船の高等部生徒会室だった。

　カルタ達『世界最強』が揃そろって内緒話をするなら、ここ以上の場所もない。

　車椅子に腰掛けたまま、表おもて参さん道どうキョウカがコンピュータをいじっていた。見た目こそ部屋も含めて全体のグレードを落としてあるが、ここにある機材は船内サーバーの全データにフルアクセスできる最高権限の管理者用端末だ。新しく赴任し、（カルタ達は望んでもいないのに）半ばお飾りと化した学園長の部屋よりも重要度が高い。カルタ達が集まると本来の生徒会メンバーは人払いとして追い出される事になるので、結構な感じで睨にらまれるのだが。

　ナタレーナは別室、船内の保健室に寝かせてあった。

　太いベルトで手足と胴体をベッドに拘束しているので若干寝苦しいだろうが、本人が気づく事はないはずだ。処遇が決まるまでは、胸の水晶花を没収し軽度の麻酔を嗅がせて寝かせてある。麻酔は便利な品だがれっきとした医薬品だ。薬なので致死量、副作用、後遺症、アレルギーなども普通に存在し、当然ながら他のあらゆる薬品と同じく『絶対』の信頼性はないのに。

　しかし『魔法』を使う相手を縛るには、これくらいの厳重さが必要だった。

「今まで露見しなかったのは？」

「アナスタシアの親戚や友人知人を名乗る人物が死ぬほどたくさんいたから、妹の存在は埋もれていたんでしょ。特にセレブ系ＳＮＳは悲惨の一言よ、『難なん問もん排はい除じよ』って大変だったのね」

　アナスタシア側からすれば、それで自分のアキレス腱けんたる本物の家族を隠せたのだから良しとしていたのかもしれない。たった一本の木を隠すため、作り物の森が無秩序に広がるのを。

　容疑者の身元については、顔や骨格のデータから世界中の映像記録と照会した結果らしい。それでバレてしまうという事は、ナタレーナ側も短期決戦を挑むつもりだったんだろうか。ほとんど玉砕覚悟で、逃げ道を考えない仇あだ討うちの。

　カルタは眉をひそめて、

「じゃあアナスタシアもアメリカ国籍って事だったんですかね。確か北米大陸に強いみたいな話をしていましたけど」

　世界を滅ぼしてでも倒したいほど憎かった仇かたき。しかし冷静になってみれば、彼らはアナスタシアの地元がどこなのかすら分かっていなかったのだ。全部終わった後に知った生活感に、カルタは軽い驚きすら感じていた。




　隠し通せない。




　それが歌うた貝がいカルタの率直な答えだった。そして下手に隠そうとすればするほど泥沼が広がっていく。今は正直に明かした上で、こう提案するべきだ。この子は復ふく讐しゆう者しやかもしれないけど、でも未熟な刃は誰の命も奪えなかった。事件は終わったのだから、殺すべきじゃないと。

　欲しいのは信頼。

　そのためには、隠し事はマイナスにしかならない。

　本当にこれで正解か。もちろん不安はあるが、自分で選んだ以上、最大効率でこの選択肢の先へ突き進むしかない。始めてしまったからには立ち止まる事などできないのだ。

「……、」

　壁に背中を預ける雨あま脚あしマリカが、早くも剣けん吞のんな目つきになっていた。腕組みして状況を観察する彼女のスタンスは『前の事件』でも散々見てきた。マリカは第一に、敵と味方を厳密に区切る。そして自分が身内と定めた人間を守るためなら何でもする。降参し、あるいは味方に引き込めたかもしれない無力なエリシアをレーザー狙撃であっさり殺した辺りからも明確だ。

　身内に引き込む事ですでに完成された和が崩れるくらいなら、そんな仲間はいらない。

　それがマリカのスタンスだ。

　幼おさな馴な染じみとしては心強い。何しろカルタは彼女の昔からの知り合いというだけで、無条件で身内の枠に収まれるのだから。ただ今の状況では話が違う。まずはここを説得できなければ、ナタレーナは容赦なく殺される。気絶したまま、無抵抗でもお構いなしに。

　そしてそれを右から左へ流してしまったら、同じ事の繰り返しだ。

　世界最強なら許される。

　楯突く者は、一二歳の少女であっても殺してしまえ。

　そんな世の中にしてしまっては、ダメだ。その先に待つのはアナスタシア達と同じ、後戻りのできない泥沼の最強生活だけだ。最強でなければ有罪判決を受けて投獄される、だから意地でも最強にしがみつかなくてはならない。そういった形で、最強という言葉に縛られてしまう。

「表おもて参さん道どうさん」

「何かしら」

「ナタレーナの戦闘経験については？」

「記録を改めて洗った限り、訓練を含めてほぼ皆無ね。地元の空手スクールに通っていた時期があるようだけど、半年ほどで辞めているくらいだし。争い事は肌に合わなかったのかしら」

「……なら、あの子はどうやって名前や身分を偽る事ができたんだ？」

　洋上水晶魔法学園グリモノアは、世界を危険にさらす『脅威』と戦うための最重要機関でもある。一〇〇〇人もの人員を一度に補充したとはいえ、その身辺調査は徹底的に行うはずだ。

　追跡される範囲の電子情報の書き換え、試験官への賄賂やハニートラップ、他人の個人情報の購入や乗っ取り。採れる選択肢はいくつかあるが、そんなスパイ映画みたいな真ま似ね、一般社会で生きてきた一二歳の少女単独では不可能だ。そもそも水晶魔法の適性があるから復ふく讐しゆうに使えるという情報は、どの段階で手に入れた？　少なくとも中等部の試験会場で適性アリの判定を受けてからではないはずだ。そしてアヌビスという神の名はどこで知った？　アナスタシアが本性を家族に隠してきたのなら、仰神魔法の情報がその口から洩もれる展開はありえない。

　辻褄が合わない。

　率直に、歌うた貝がいカルタはこう言い放った。

「『黒幕』がいる。おそらく船の外の安全な場所に」

「……なるほど」

「そいつはアナスタシアの関係者に必要な情報を流し込んで刺客として作り替えた。だけど本当に、素しろ人うと同然のナタレーナ一人で俺達四人を殺せるなんて考えていたんですか。むしろ、倒したナタレーナの処遇を巡って俺達四人が対立する可能性に賭けていたんじゃないですか？」

　実際、根拠はなかった。

　というより、違っていても構わなかった。

　カルタとしては（主に超攻撃的なマリカの）矛先を、目の前のナタレーナ以外の誰かに向けられればそれで構わない。顔も名前も分からない『黒幕』なんて、まさにうってつけだった。雲を摑つかむような話を追う間は、手の届く範囲にいる誰かを殴ろうとは考えないからだ。

「それならナタレーナは殺すべきじゃない。『黒幕』に関する情報は絶対欲しい。こいつを野放しにしたら、次はエリシアの両親とかユキノの信奉者なんかが押し寄せてくるかもしれない。そもそも今回の件だってナタレーナの単独犯かどうかははっきりしていないんだ。仮にまだグリモノアの周りに同じチームが潜んでいるとしたら、膿うみを出す必要がある。でしょう？」

「一理あるかな」

　表おもて参さん道どうキョウカはあっさりと認めた。

　ただし、

「……その場合はナタレーナ＝ブラストの四肢を拘束した上で、拷問なり自白剤を使うなりしないと危ない気もするけど？　警察ごっこで取調をした程度で本当に本物の本音を引き出せると思うかしら。わたし達は戦闘のプロだけど、捜査のプロではないのよ？」

「っ」

　好感情も悪感情もない。グラマラスな生徒会長は、徹底的にドライで効率的に振る舞う。

　まず殺害。

　対抗カードさえも、拷問に自白剤。

　無茶苦茶だった。だけど、このグリモノアに一千人以上の生徒がいても、彼らを管理・教育する大人の教師がどれだけ乗っていても、マリカにせよキョウカにせよ『世界最強』がそう決定してしまえばおそらく逆らえない。『あの』ムキムキ体育教師（？）の清きよ沢さわハドメだって。

　場が傾いたら、そこで全部流れが決まってしまう。

　個人は、それだけ強い。

　そもそも『二隻目』は彼らのための船なのだから。

「マリカさんの殺す殺す一点張りもどうかと思うけど、でも、カルタ君もどうなのかしら。何な故ぜ、そこまでナタレーナ＝ブラストに肩入れするの、感情移入のきっかけは？　思い返してみれば、意外とそれ自体ナタレーナの手によって注入されたものかもしれないけれど」

　それは、確かに。

　そう言われてしまえば、そうではあるのだが。

　カルタはナタレーナについて何も知らない。最初に『あのあのええと』と小動物みたいに身を縮めて話しかけてきたのは、明らかに油断を誘うための擬態。そこを基準に彼女を守りたいと考えるのは流石さすがに愚の骨頂だ。あるいはナタレーナではなく、この手で殺したアナスタシアに負い目でもあるのか。それこそ何な故ぜ？　あの仇あだ討うち自体は絶対に正しく、成し遂げなければならなかった。罪滅ぼしのために妹を庇かばうのでは、自分達の根幹が崩れてしまう。

　考えて。

　そしてカルタは正直に答えた。

「もう嫌なんですよ……」

「何が？」

「この手で誰かを殺すのが。理由なんかない、そもそも人殺しなんかすべきじゃない！　前の仇あだ討うちは、殺さないと世の中が正しく回らないなんてメチャクチャな状況でした。でも今は違うんだ!!　望むかどうかに関係なく俺達は最強側にいて、でもこの立場を活用すれば手を緩めるだけで相手を殺さずに済ませられるんです。理由がないから殺すんじゃない。理由がなければ殺さなくても良いじゃないか!!　それが正しい世の中ってヤツでしょう!?」

「なら、カルタはそれで良いいわよ」

　マリカが初めて口を開いた。

　そしてやはり、彼女は実戦においてとことんまでシンプルだった。

「私が殺す。それならカルタの手は汚れないでしょ」

「ち、ちっ……!!」

　違う。そういう話をしたいのではない。カルタはマリカやキョウカも含めてみんなを守りたいと言っているのだが、マリカ自身が拒否してしまえばそれまでだ。彼女の人生は彼女のものなのだから。シンプルで凶暴、だけど今ある選択肢の本質を突いている。

　ここで全員の意見を統一できなければ、個々バラバラにナタレーナへ危害を加えるだけだ。

　それでは意味がない。

　人間の命は一つだけ。この中の一人でも気き紛まぐれに『殺す』カードを切ってしまえば、そこでナタレーナの命運は尽きるのだから。そしてたった一度の間違いは、そのままここにいる全員の転落へと繫つながっていく。かつてのアナスタシア達と同じように!!

「あはは、一本取られてしまったね。カルタ君？」

　車椅子のキョウカは無邪気に笑っていた。

　それから片目を瞑つむって、

「ねえカルタ君、あなたの言っている事は正しい。だけどそれで周囲の納得を得られるかどうかはまた別の話なのよ？　交渉の手順を無視して感情だけでゴリ押しすれば自分の意見が全部通るなんていうのは、わたし達の想おもいを否定した行いに過ぎないのだけれど」

「ならどうすれば」

「そうね、公平にくじ引きとか。カルタ君、机のメモと赤いボールペン取ってもらえる？」

　表おもて参さん道どうキョウカはまっさらなページを一枚切り取り、さらに十字に細かく破ると紙片の一つだけぐりぐりと赤い丸を描いた。それらを上面に丸い穴の空いた箱にぽんぽん放り投げていく。おそらく新しい生徒会で役職を割り振る時に使ったものだろう。

　これでは計算のしようがない。一見すると絶体絶命に聞こえる提案だが、ここで少年は生徒会長の意図を読み取った。やはりこの人は大人の女性だ。

　キョウカは今、何枚紙片を箱に投じた？

　世界最強扱い、その全員の総意という事は、この手が使える。

「っ！　励起だ、出てこいアイネ!!」

「イエス、にえさま」

　ずるりと、カルタのお腹なかの辺りから青ざめた肌の水晶少女が出てきた。

　表情もなく首くびを傾かしげて命令待機するアイネの存在で、場が一気に動く。

「二人揃そろってベストを目指す必要はない。お前はとにかく俺のために動け！」

「はあ」

　人の命を扱うとは思えない返事だ。昼は学食で牛丼だと言っても同じように頷うなずいたはず。

　根拠はなくとも流れに変化が生まれたのは察したのか、マリカがさっと顔色を変えて、

「ッ、いや！　どうせアイネちゃんを味方につけて当たりを引く確率を上げようって言うんでしょ。でも運の勝負なら人数差は絶対とはならないわ！」

「なら脅おびえる必要ないじゃない。ほらみんな、手を入れましょう。せーのっ」

　そう、この方式ならカルタは絶対勝てる。

「あっ！」

「……、」

　マリカが何か叫び、キョウカが意味深に笑ったが、すでに勝負の中だ。

　そしてカルタは誰よりも早く箱から手を引っこ抜いた。

「赤い丸、当たりだ。ナタレーナは保護する。マリカ、これで文句は言わせない!!」

「～～～ッッッ!!」

　いよいよ顔を真っ赤にしたマリカは猛然とキョウカの方を振り返ったが、車椅子の生徒会長は肩をすくめただけだった。

「参ったなあ、運の勝負じゃ難癖のつけようはないか。カルタ君には敵かなわないなあ」

「あなた、最初から……」

「何の話かしらね？」

　それ以上はなかった。爆撃みたいな音を立ててドアが開閉する。付き合っていられないと思ったのか、マリカが出ていったのだ。とはいえ結果が出たこの状況ではマリカもみんなのために黙ってナタレーナを殺す事はすまい。そうなったらグリモノアが、その中心に立つカルタ、アイネ、マリカ、キョウカの四人が内側から空中分解してしまう。言動が過激であっても身内を守りたい一心のマリカからすれば、それでは目的を見失ってしまうのだ。

　マリカの消えたドアを眺めながら、カルタはそっと息を吐いた。

「よく、あの状況で思いつきましたね……」

「あら。見抜いたあなたも結構なものよ、カルタ君」

　内部が見えない箱の中へ四人が同時に手を入れる。

　だけどカルタとアイネはどちらかが確実に当たりを引けば良いのだ。例えばアイネがマリカやキョウカの手を箱の端へと押しのけて邪魔する間、カルタが悠々と探りを入れたって勝てる。

　キョウカは一枚のメモをビリビリに破いて、さらに赤のボールペンで念入りにぐりぐりと丸を描いていた。当たりの紙片は一つしかないのだから、指の腹でなぞれば区別はつけられる。

「ありがとうございます、表おもて参さん道どうさん。正直俺だけじゃアウトだったかも……」

「別に、わたしは優しくないけど？　マリカさんとは違ってね。今すぐナタレーナを殺害されたら情報が取れないから、暫定的に手を貸しただけよ。生きてさえいれば、拷問なんていつでもできるもの。だからあなたの方法で満足いく情報が得られなければ、わたしは改めて提案するよ。保護か拷問か、どちらにするかって」

「……、」

「そして次はあんな手使えないでしょうね。だって個人とタッグじゃルールがまるで違う。ねえカルタ君、純粋な論戦でわたしに勝つ自信はある？」

「無茶な事言わないでくださいよ……」

　搦からめ手てならキョウカに限る。安全な部屋に閉じこもって何時間も考え込めば同じ意見は出たかもしれないが、あの一瞬で奪い取ったのは見事としか言えなかった。アイデア自体の他に差し込むタイミングがベストもベストで、おかげでカルタもマリカもいつレールが切り替わったか分からずにまんまと見送ってしまったのだ。あの悪知恵があの速度でそのままこちらに牙を剝むいてきたら、カルタなど考える暇もなく袋ふくろ小路こうじに追い詰められてズタボロにされるだけだ。

　車椅子の策士はくすりと笑って、

「なら、気合いを入れなさい。わたしは、結果さえ手に入ればそれで良いいの。過程については気にしないから。あなたがあなたの望む方法で信頼を得て必要な情報を全て引き出す事ができれば、ナタレーナ＝ブラストのその後の人生は光が射さすでしょうね」

　無論、だ。

　表おもて参さん道どうキョウカは無条件で諸もろ手てを挙あげて味方になってくれた訳ではない。

「失敗すれば、その限りではなくなるけど。プロの拷問って、それはそれは辛つらいそうよ。体の傷は魔法で治るでしょうけど、心の傷はそう簡単にはいかないでしょうね」





２






『……俺はやはり、どうあってもお前が嫌いだ。百歩譲ってみようが、それでも野蛮な実践派というのは好きになれそうにない』

『もうなんていうか、本当にすみません清きよ沢さわ先生。それからこんな状況でもこの子の側に立ってくれて、本当にありがとうございます』

『世界に名だたる最強のくせにっ、そこで律りち儀ぎに頭を下げるのが一番頭にくるんだよ!!　一応、個人情報の不備についてはこちらでも確認した。処分はこれからだろうが、まあ、殺さずに済ませたところだけは認めてやる』




　グリモノアの保健室だった。

　離れた所でドタバタ音が聞こえるのは、今が休み時間だからか。途切れ途切れの声を聞く限り、長い廊下を使って男子達が紙飛行機選手権を開いているようだ。

「ん……」

　ナタレーナ＝ブラストの可か憐れんな唇から、わずかな呻うめき声ごえが聞こえた。

　目元を擦ろうとして、布ふ団とんの中の利きき手てが動かない事に気づいたようだ。

　いいやそれだけではない。両手両足に未成熟な胸部やまだくびれる前の腹部まで。徹底的に太いベルトで拘束されていて、仰向けのまま寝返り一つ打てない状況になっている。

　そして無造作に歌うた貝がいカルタがその小さな顔を覗のぞき込こんだ。

「おはようナタレーナ。やっぱり今の医療技術ってすごいな、時間ぴったり」

「なっ、あ!?　一体何が、んぐう!!」

「動くと締まって苦しいだけだぞ。それからベルトに気づかなかったのは無理もない、今の今まで軽い麻酔を嗅がされ続けてきたんだから。こう、プラスチックのマスクを被かぶせてさ」

「どっどうして、私の名前……」

「どうしてだと思う、ナタレーナ＝ブラスト？」

　まるで生きたまま、まな板の上に乗せられた心境なのだろう。いっそ何かの副作用ではないかというくらいナタレーナの肌から珠たまの汗あせが浮かび上がっていた。そして実際、カルタがその気になれば何でもできる。幼い彼女には到底想像の及ばない領域まで。

　一方、カルタはカルタでこっそり息を吐いていた。

　元気そうで何よりだ。自分の命を狙う刺客の心配をするのも不思議な気分だが。しかし見知った少女達の手を必要のない殺人や拷問で汚させる訳にはいかない、絶対に。

　人殺しなんて間違っている。

　これから先、そう言える時代にできるかどうかがこの一点にかかっている。

　言ってみれば、グリモノアを中心として世界全体の『当たり前』が揺らいでいるのだ。たった一人の姉を殺されて仇あだ討うちにも失敗したナタレーナの事情を知って、可か哀わい想そうだと言えるかどうかさえも。ここでカルタが失敗して殺害か拷問に転げ落ちれば、ざまあみろ、ほら見た事か、になってしまう。泣きじゃくる一二歳の少女に対し、世界中が。後はかつての『難なん問もん排はい除じよ』と同じ。一見世界最強だが行き止まりまでまっしぐらの死亡コースから抜け出せなくなる。

　必要期間の内に、ナタレーナ＝ブラストの信頼を得る。

　十分な信頼を獲得して、彼女に手を貸した『黒幕』に関する情報を手に入れる。




　これは取調室の刑事や容疑者と同じ。

　敵同士から始まっても、信頼関係を構築する事はできるはず。




「ほらこれ」

「はい？　いやあの、ええとこれは!?」

　カルタが無造作に薄い胸の上へ放り投げたものに対して身をよじってでも避けようとして、しかしそこでナタレーナの動きが止まった。

　水晶魔法の力の源、半透明の水晶花がそのまま返却されたからだ。

　それどころかカルタは掛かけ布ぶ団とんを足の方まで完全にめくり上げると、保健室のベッドと一体化した太い拘束用ベルトの留め具を一つずつ外していく。

　内心では彼だって怖い。何しろ正解なんかない。

　だけどここでは、余裕の顔で言わなくてはダメだ。人の命を預かっている。だったら、一貫しろ。場当たり的にその時その時で態度を行ったり来たりさせるのはナシだ。そう言い聞かせて、小さな猛獣を再び解き放つしかない。

「大事なものだからもうなくすな。それから麻酔のせいでまだしばらくはふらつくと思うから、転ばないように気をつけろよ。その状態だと『プリセット』の障壁も出ないかもしれない」

「……どっ、あの、どどっ、えと、どういうつもりなんです？」

　身を起こしながらの疑問があった。

　どうやら『あのあのええと』は高度な擬態ではなく、素のようだった。どれだけ計画を練ったところで意外とメッキの部分が薄くて好感が持てる。やはり、元々悪事に向く性格ではなかったのだろう。それを無理矢理引きずり込んだのはカルタ達だ。仇あだ討うちそのものが正しいかどうかの問題ではない。彼女が染まる必要はない。

　カルタは多少わざとらしいくらい真正面から目めを逸そらし、

「いつまでも体操服のままってのもね。一隻目から制服デザインをそのまま踏襲しているだけなんだが、正直に言ってブルマってちょっと刺激が強いよな。……その、お股の辺りが……」

「あっ、え、きゃあ!?」

　慌てたように顔を赤くして布ふ団とんで自分の体を隠そうとするナタレーナに、カルタはちょっとだけ本心で笑ってしまった。まだ、復ふく讐しゆう者しやとして完成していない。カルタ達のように凍り付いてはいないのだ。今ならまだ元の世界に帰してやれる。そんな気にさせてくれる仕草だった。

「ここに置いておくから、仕切りのカーテンを閉めて早く制服に着替えてくれ。そしたら授業に戻ろう、倒れていた分だけ遅れを取り戻さないとな」

「……い、良いいんですか。あのそのええと、わっ私なんかに自由を与えて。いつでも自由に寝ね首くびを搔かきに行けますし、授業に出て水晶魔法を覚えたって仇あだ討うちにしか使わないんですよ？」

　上目遣いで、恐る恐る。差し出されたご馳ち走そうに毒が入っていないか疑うような口調だった。いいや、そうやって悪ぶらないと仇かたきからの厚意を受け取る体裁を取れないといった感じか。カルタだって、もしも『あの』アナスタシアからここはこうすればお前はもっと強くなれると言われて手取り足取り魔法のレッスンを受けてしまったら、さぞかし対処に困っただろう。

　だが歌うた貝がいカルタとて、最低限の安全を守る必要はある。ナタレーナの復ふく讐しゆう対たい象しようは彼一人ではない。カルタだけを集中的に狙うなら茶番に付き合っても良いが、マリカやキョウカにも矛先が向かう可能性があるなら話は別。あるいは、カルタ一人を殺すために機関室にでも潜り込んで船ごと爆破される恐れもゼロではない。よって、ここについてはシビアに徹するしかない。

　という訳で、

「もちろん、十分な対策は講じさせてもらうぞ。もしかしたら、こんな事言ったらアンタは悲鳴を上げてしまうかもしれないが」

「っ？」

　びくっと。戦闘に備えて警戒するというより小動物が大きな音を怖がるような格好で身を小さくしたナタレーナの前で、カルタは爽やかな笑顔を浮かべていた。

　そのまま言った。

「アイネ」

「はいにえさま」

　その体内からずるりと青ざめた影が現れる。直接的にナタレーナを打ちのめした『凶器』のはずだが、かえって幼い少女はキョトンとしていた。あの時はあまりにも鮮やかに撃破し過ぎたため、当人の記憶に残っていないのかもしれない。

　そして歌うた貝がいカルタは宣告した。

「何か特別な事態に直面しない限り、今から二四時間体制でナタレーナ＝ブラストに張り付け。こいつが二度と悪さをできないよう、物理的にな」

「なっ」

　少女の思考に空白が生じる。

　そこへ追い討ちが具体的に空白を埋めた。思春期入りたての繊細極まる精神には絶体絶命だ。

「了解しました。このアイネ、言われた以上はお風ふ呂ろも着替えも容赦なしです。ナタレーナ嬢、今夜は一緒のお布ふ団とんで寝ましょうね。多少寝苦しいかもしれませんが、夜中にこっそり抜け出さないよう両手両足全部使ってがっちり抱き着きますのであしからず」

「なななななななァァああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　予言通りの絶叫があった。

　無表情で首くびを傾かしげたアイネは、全く見当違いなアドバイスを繰り出していた。

「大丈夫。時間はいくらでもありますから、じきに慣れます」
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「ふう」

　半分秘密基地と化した生徒会室での話だ。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカはそっと息を吐いていた。

「どうしました、表おもて参さん道どうさん？」

「いえ別に」

　真面目そうな黒髪おかっぱの会計に、生徒会長は首を横に振った。

　生徒会と言っても、会計にせよ書記にせよやっぱり在籍しているのは一年生レギユレーシヨン１ばかりだ。今や唯一の三年生レギユレーシヨン３となってしまったキョウカからすると少し切ない。

（……うー、後でカルタ君かマリカさんにでも甘えようかしら）

　ダメか。キョウカからすれば苦楽を共にした同格の『共犯者』なのだが、カルタ達からすればやはり得体の知れない先輩なのだろうし。

（お姉さんはさびしいっ）

　が、文句を言うのも筋違いかもしれない。

　共に『難なん問もん排はい除じよ』の五人を葬ほうむったカルタやマリカ達にも話していない事があるのだから。

「……、」

　実際のところ、『ファーストアウト事変』で殺害され、水晶の塊となった教員生徒についてはそこまで悲観する事はない。キョウカがその身を犠牲にして再生速度を一万倍まで加速させているので、おそらく最長でも一年そこらで復帰するだろう。

　気をつけなければならないのは二点。

　一つ、今現在キョウカの裏技が適用されている『一隻目』の教員生徒も、外から新たに亀裂を入れられたり砕かれたりした場合は『一万倍の恩恵』から除外される。二つ、追加の席はない。つまりこれから先、セカンドグリモノアの誰かが致命傷を負った場合そこまでだ。キョウカの裏技が適用される事はないので、普通に何百年なり何千年なりの回復期間を必要とする。

　そもそもが水晶魔法使いとしての生涯と引き換えにする荒業だ。始点は一ヵ所のみで、何度もやり直せるものではない。

　それでも希望がある事をキョウカが『共犯者』達に明かさない理由は単純明快だ。

（……『難なん問もん排はい除じよ』で仇あだ討うちが終わっていれば、そこでめでたしめでしなんだけど）

　憂鬱ではある。ただ、自分はこういう立ち位置なのだという諦めもあった。どう考えても両腕を目一杯広げて眩まばゆい太陽の下で満面の笑みを浮かべるタイプではない。

　憧れくらいは許して欲しいものだが。

（どうも、まだ奥があるようなのよね）

　世界全人類を絶滅に追い込もうとする正体不明の『脅威』。

　世界最強と『脅威』の戦いすら己の利権として取り込む、人間側の『黒幕』。

　そして今度はアナスタシアの妹。

　まるで意趣返しのような、あまりに未熟な復ふく讐しゆう者しや。

　何本もの糸が錯さく綜そうしているように見えるが、実際に何がどこまでリンクしているかは分からない。てんでバラバラの可能性もあるし、あるいは一本で繫つながっているかもしれない。何かを隠すための陽動という疑念もあるし、答えは最初から目の前にあるのかもしれない。

（話せないよねえ、こんなの……）

　表おもて参さん道どうキョウカは子犬のように懐なついてくる生徒会の黒髪おかっぱ会計や赤毛お団子書記を眺めつつ、静かに目を細めていた。水晶魔法は最強で、人類を『脅威』から守る正義の代表で、その未来にはわずかな陰りや曇りも見られない。そういう事にして支えられている社会もある。

　今は一つ一つを精査していくしかない。

　その上でキョウカ自身は自分という駒をどこに置くかを考えて、

「ま、卑ひ怯きよう者ものは卑ひ怯きよう者ものらしく、人間のドロドロした陰謀担当かしらね、やっぱり」

「？」

　無む垢くなる会計ちゃんの疑問の視線も気きに留とめず、車椅子の生徒会長はこう考える。

（……まだ問題が残っているとすると、その全貌も見えていない中で不用意に気を緩めたらやられる。カルタ君達には申し訳ないけど、秘密を明かすのは先になりそうね）
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　午後の授業からナタレーナ＝ブラストは授業に復帰した。

　こちらではジェーン＝イグニッションさんなのでややこしいが。

「うげえ。午後イチで調理実習とかバランスがおかしいもん」

「そうだそうだ、何な故ぜ昼前にしなかった!?」

「せめて寝かせてお夕飯や夜食になるものだとありがたいのですが……」

　実習室では同じ中等部一年の女子達が制服の上から三角巾とエプロン姿でぶうぶうと唇くちびるを尖とがらせていた。中一と言えば育ち盛り、この年代の栄養事情がオトナになった時のスタイルに直結しそうだが、彼女達はお胸の値を増やす可能性よりお腹なかの値を減らす努力が優先らしい。

　亜麻色のセミロングにリクルートスーツそのまんまですといったタイトスカートのスーツが印象的なのは、確かソフィア＝フィレンツェ先生だったか。教卓兼デカい調理台の前の理論派おどおど女教師だけでは収拾がつかないと最初から予感があったのか、いきなり臨時教官助手補欠（？）のカルタが呼び出されている。良くできた経験者、先輩枠の世界最強として。

　カルタ自身は先生ではないので、授業参観スタイルで実習室の隅の方にいたはずなのだが、みんなこっちに注目してくる。

　端っこでも心臓に悪い。

　本来ならクラスの委員長にもなりたくないカルタなのだ。

　が、失敗して大恥かいたらどうするのだ、という顔はここでは隠さなくてはならない。

　彼はあらかじめ板書してある黒板にペン型のレーザーポインターの赤い光点を当てつつ、

「えー、水晶魔法の『プリセット』には『再生』があるけれど、こいつは万能って訳じゃないぞ。アリス、リホ、サナエ、それからみんな注目。俺じゃなくて黒板の方だぞ」

　たまたま通りかかったのか、廊下の方では例のジャージ教師が苦々しい顔をして視線を投げ、立ち去っていくのが見えた。正式な教員免許もない人間が、何の因果か自己流でものを教えてしまっている。間違った情報や、個人の偏った癖が聴衆にどうこびりつくか予測がつかない。全くその通り。どうして自分はこんな所に立っているんだろうとカルタは途方に暮れていたが、こっちのおどおど女教師にはそういった懸け念ねんが通じそうにない。

　少年は正しい先生には敬意を払う人間だ。他の誰にも気づかれないように廊下側へ会え釈しやくしつつ、黒板の文字をレーザーポインターでなぞっていく。言ってみれば、無機質な教科書や参考書に蛍光マーカーで色をつけていく行為に近いか。理解は深まるかもしれないが、当然ながらまず正確な知識を網羅してくれるソフィア先生の存在がなければ説明一つ成り立たない。

「この『再生』はあらゆる傷や病を三〇秒で治すお医者様もびっくりの高性能。外から傷を加えた場合には滅法効果アリだが、逆に今ある状況からの欠乏に対してはかなり危うい。例えば酸素、栄養、水分……。『再生』は致命傷以外の傷『しか』治さない。つまり、飢え死にした場合は回復プロセスを飛ばして、そのまま全身水晶の塊となってしまうんだ」

　はえー……とその説明だけで四方八方に散らばるようだった会話がなくなり、全員の注目が黒板と隅っこのカルタへと交互に注がれた。『実戦経験者』の冠はやはり強い。教卓で正しい知識をきちんと並べるおどおど女教師まで憧れの眼まな差ざしを送ってくるのはどうかと思うが。

　歌うた貝がいカルタはそっと息を吐く。

　かしましい中等部の少女達は静電気だらけの火薬庫みたいにデリケートだが、それでもかつての世界最強、『難なん問もん排はい除じよ』の五人を分析していた頃を思い出せば、幾分かは冷静さが戻ってくる。何しろ失敗したって自分や大切な人の命が散る訳ではないのだから。

（ま、ちょっとした観察眼を使っただけなんだけど……。どう考えてもクラスの中心にいるのはあいつらだし、先に三人娘の首根っこを押さえておいたのは我ながら正解だった。後でなんか自分にボーナス欲しくなってきたな、デザート系とか）

　となると、やはり居心地悪そうにしているのはナタレーナだ。

　実の姉を殺して得た功績を目の前で振りかざされているのだから、無理もないか。

　あちら立てればこちらが立たぬ。内心では心臓に悪い時間が続くが、何とか言葉を詰まらせずに先へ進めていく。ここは教室の隅で、黒板の文字は本物の先生が書いたお墨付きだから、間違いはない。別に処刑台に立たされている訳ではない、などなど念じながら。

　大丈夫、まだ何とか、頭は真っ白に飛んではいない。

　ちゃんと話す内容も覚えている。順番も含めて。

「そういう意味では自力での食材調達と、それを食べられる形に加工する調理能力は決して馬鹿にできない。これからお前達が激突するのは正体不明の『脅威』だ、戦場で何が起こるかは分からない。教科書通りの潤沢な補給線や輜し重ちよう・需品の支援がいつでも整っているだなんて思うなよ。戦場で孤立した場合は衣食住何でも自分で拵こしらえなきゃならない。ガスと電気の台所で四苦八苦するような輩やからに、アウトドアの飯はん盒ごう炊すい爨さんなんて夢もまた夢だ」

「へーへっへえ」

　と、固まっている三人娘の一人が意地の悪い笑みを浮かべてきた。

　ヤなアドリブの前触れだ。要警戒。

　日焼けに銀髪、やけにキャラの立ってる（やや発育不良な）一三歳の小娘はかく語りき。

「そこまで言うからには、センパイ腕に自信がおありなんですよねえ？」

「もちろんだ、リホ」

　歌うた貝がいカルタは片目を瞑つむった。

　年下から期待混じりで試されるのなんか、怖いに決まっている。

　それでも無理にでも気持ちを前に出して、彼は言った。

「俺が入った班は楽ができるぞ。一応は気分転換にお弁当を作る程度には慣れているからな」

「ほえー、口先だけじゃないと良いいけど。私達、食べるだけならうるさいもん」

　金髪ポニーテールのアリスがなんか感心したように呟つぶやいていた。あまりにも意外そうな顔をされると、それはそれで馬鹿にされてるような気がしないでもないが。

　ちなみに課題メニューのようなものは決めていなかった。代わりにカロリーと必須栄養素についての数字がずらずら並んでいるだけ。五品以内でこれらの数字を全て満たす料理を作らなくてはならない、というのがグリモノア流か。料理と言っても色々ある。楽がしたいなら事前に料理のレシピサイトや栄養学の本を片っ端から見て回り、自分で調べていくしかない。

「よいしょ、と」

「？」

　メガネに黒髪の二つ縛りのおどおどエプロン少女サナエが何かしていた。髪の結び目が下なので、あれはいわゆるツインテールとは呼ばないらしい。それから当人はペットボトルに水を詰めて小さじ一杯分だけ塩を溶かしていた。ただどうも料理と関係があるとは思えない。

　同じ班のリホが苦笑していた。

「サナエー、授業中なら大丈夫なんじゃね？」

「あ、あはは。今日は歌うた貝がい先輩いるし、緊張するとお守りが欲しくなるので」

　何が大丈夫で、どんなお守りなのかいまいち見えない。カルタはあれこれ考えてから、

「もしかして、水晶魔法でバステトとか登録してる？」

「猫ねこ除よけペットボトルじゃねえわ。そもそも除よけちゃダメでしょ神様なんだから」

　リホからツッコまれると、お手上げだった。生あい憎にく他にペットボトルのジンクスなど知らない。

　一方、だ。

「……何ですか、さっきからじっと見て」

「アイネの事はお気になさらず。頑張って美お味いしい料理を作りましょうね」

　警戒心丸出しのナタレーナの隣では水晶少女のアイネが無表情に受け答えしていた。まさかのエプロン姿。周囲はクラスメイト以外の見知らぬ顔の登場に何だ何だと注目しているが、教室に異物がいても誰も疑問を持たない辺りが、『世界最強という説得力』なのかもしれない。

　そう、アイネもまた顔の知られた『天てん外がい四し神じん』の一人。突然の乱入者が誰もが良く知るプロスポーツ選手や映画俳優であれば、それは嬉うれしいサプライズとして変換されるものらしい。

　料理自体は多少の経験があるのか、野菜がお肉がよりもまず包丁やまな板の除菌から始めるナタレーナは、横目で視界の端へ意識を向けていた。

「すごいです。先輩さん、ちゃんとジャガイモの芽をくり貫ぬいているじゃありませんか!?」

「どれだけイージーモードな褒め方してるんだサナエっ、お前の前世は異世界で奴隷のエルフか何かだったのか!?」

　ムードメーカーの三人娘とぎゃあぎゃあ会話しながら野菜の下した拵ごしらえをしている歌うた貝がいカルタ。復ふく讐しゆうの標的。向こうは泳がせているようだけど、ナタレーナにとっては彼一人を殺害できれば済む。刃物、鈍器、火や熱湯まで。台所まわりなんて身近な凶器で溢あふれ返かえっているはずだ。

（油断しているならそれでも良いい……）

　相打ちで良いいのなら。

　己の末路さえ気にしなければ、最短距離での衝突だけで事足りるのだ。カルタの他にも『世界最強』は何人かいるので、後の展開は相当苦しくなるが、少なくとも一人くらいは。ぎゅっと、ナタレーナは誰にも気づかれないよう備え付けの包丁を小さな手で強く握り込みながら、

（自分の実力も発揮できないまま地獄に落ちていけばっ!!）

「ナタレーナ嬢、そこは違います」

「むぎゅっ!?」

　いきなり後ろからなんかきた。

　水晶少女のアイネがナタレーナの後ろから抱き着き、右手と左手の手首を押さえ込む。

「ニンジン程度ならピーラーを使ってしまった方が早い気もしますが、包丁で皮をむく場合はこう。自分の指を切らないようにするのが最優先です」

「ぎぎぎっぐ？」

　傍はたから見れば手取り足取り仲良くレクチャー、のように見えるが、実際にはそれどころではなかった。ナタレーナは顔が真っ赤になるほど力を込めているのに、アイネの腕はびくともしない。操り人形というか、パワードスーツを外から乗っ取られるというか。ナタレーナの意思などお構いなしに、アイネは少女の腕うでを摑つかんだままヒョイヒョイ操ってニンジンの皮を薄く薄く剝むいていく。ナタレーナ側が変に抵抗して指をざっくり、なんて展開にすらならない。

　手錠というより万力だ。無理に逆らったら、そのまま手首の骨を粉砕されるのでは。そんな恐怖心すら湧いてくるほどの力である。

「おっ、何あれ？　知らぬ間に女の友情時空が展開されているんだけど」

「……ねえリホちゃん。友情の範囲内、に入るよね。耳たぶ甘あま嚙がみ状態のあれは？」

「ジェーンさんはお顔が真っ赤ですから、巻き込まれ系なんでしょうか」

　ぶんぶんと首を横に振るナタレーナだったが、誤解が解ける様子はなさそうだった。

　アイネは誰にも聞こえないよう、そっと耳元で囁ささやいた。

「最後にメイド式喫茶店の極意、トドメの隠し味を入れますよ。さあご一緒に、おいしくなってねらぶらぶズドーン……」

「やめてやめてやあーめーてえーっ!!　あのっえと、ちゃんと料理を作りますからあ!!」
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　歌うた貝がいカルタはそっと息を吐いていた。いつでもこちらの命を狙ってくるナタレーナと同室というのも、離れてみた時ドッと押し寄せる安あん堵ど感かんや疲労感が逆に緊張の存在を教えてくれる。それに、あの年齢差のある実習室だ。つくづく自分は人前に立つのに向いていないと思う。

　そんな、ちょっとした休み時間だった。

　カルタは自分のスマホを眺めて顔をしかめていた。

『リホ〉ひいいーカルタ先輩へるぷ！　今日の宿題難し過ぎっ、照準系のパフォーマンスに直結する眼精疲労に対応した即効性の薬効成分ってナニ？　こんなの家庭科じゃなくて錬金術の範はん疇ちゆうだようー!!』

『アリス〉今、更衣室で着替え中にスマホを指でスイスイとだけ言っておくもん。ドキドキしながら即答するがよい』

　ＳＮＳ界かい隈わいはまだ放課後でもないのに早速これだ。とはいえまんま答えを教えてしまうと問題なので、解き方だけに留とどめないといけない。普段は漫然と黒板の内容をノートに書き写していたが、教えるのもこれはこれで大変だ。簡単で分かりやすく、しかも記憶に引っかかりを。それができたらＳＮＳの流行の作り手やらアルファブロガーやらになれそうな気もするが。

　とはいえ、彼も彼で用事がある。

　女教師からお誘いを受けて、少年は中等部の職員室へ足を運んでいた。

　カルタにとっては異質な空間だった。まず中等部自体本来なら縁のないエリアのはずだし、生徒の目には大人達のいる職員室は空気が硬い。

　まして彼らは後から補充されてきた理論派だ。

　実践派のカルタからすれば、同じ水晶魔法であっても扱い方からして全く違う。

「ああ、歌うた貝がい君。こっちです、こっち」

　そしてなんか子犬みたいに懐なついてくる女教師が全力で手招きしてくれた。

　ソフィア＝フィレンツェその人である。

「……清きよ沢さわ先生に見つかるとまたうるさく言われてしまうので、ちょうど今は具合の良いい感じでした。ナイスです歌うた貝がい君」

「……、」

　あの先生、職員室でもそんな扱いか。自分のこめかみを人差し指でぐりぐりするカルタ。

「で、用件については？」

「大した事ではないんです。まずこれ、豚の生しよう姜が焼やき定食」

「うぐっ!?」

「あはは頑張って作り過ぎちゃいまして。食べ物を粗末にしてはダメです、私と一緒に食べちゃいましょう」

　お昼休みからの連チャンで調理実習というだけでも相当酷だというのに、ここにきてまさかのお裾分けチャンスがやってきた。昼だけで三食、栄養の過剰摂取がすごい。この先生は冗談抜きで人の顔をニキビだらけにするつもりか。

　険しい山を登る気持ちでカルタが割りばしを受け取っていると、

「その、歌うた貝がい君にはこちらの授業を手伝ってもらっているでしょう」

「はい」

「なので、そのう、ご自分の授業でついていけないところとかができていないかなあと。こちらを手伝ってもらっている分だけ、歌うた貝がい君がお勉強するための時間を圧迫している訳ですし」

　結構本気で驚いた。

　カルタは目を丸くして、

「先生って、先生らしい事が言えたんですね」

「親切から始めた行為を馬鹿にするのは良くない事だと思いますっ！」

　全くその通りなので謝るしかなかった。

　と、カルタはソフィアの机の上で、気になるものを見つけた。

　食玩……ではない。奇妙なものが置いてある。

「先生、これって何なんですか？」

「ああ、模型ですよ。予想図って言うべきなのかな……」

　亜麻色の髪を揺らすソフィア＝フィレンツェが愛おしそうな目を向けているのは、プラスチックとは違う。薄い青の素材は、おそらく粘土か何かだろう。手でこねて作ったとも思えない。機械的に削り出したと思おぼしき、掌大のやけに精巧な『模型』が机の上に乗っていたのだ。

　なんと表現したら良いいのだろう。

　カブトムシの頭と胸、そしてその後ろにタコのような腕を大量につけたような怪物に見える。生物的だし、でも歪いびつなミサイルのようにも思える。

　ソフィア＝フィレンツェは難なく言った。

　笑顔で。




「つまり『脅威』の予想図です」

「……、」




　いるのか。

　本当に。

　呼吸を止めるカルタだったが、慌ててソフィア本人がぱたぱたと顔の前で両手を振り始めた。

「ああでもっ、ほんとの事かどうかは分からないんですっ」

「はい？」

「私達は現実の戦いとは無縁の理論派。いわゆる『難なん問もん排はい除じよ』の皆さんと一緒に直接現場に出ていた訳ではないのです。ええと……。『一隻目』の、旧学園長は彼女達と懇意にされていましたからね。そういう関係で、『難なん問もん排はい除じよ』、旧学園長、そして私達理論派への情報の流れがあったんです。その流れは一方通行だったでしょうから、あの五人は私達の存在すら知らなかったと思います。言ってはなんですが、こちらから渡せるような情報もありませんでしたし」

　当然と言えば当然か。

　もしもあの五人が知っていたとしたら、グリモノアより先に摘み取られている。戦う力を持たない水晶魔法使いなど、撃滅を望んだ側からすれば格好の的でしかないのだから。

　戦わずに生き残ったソフィアは、戦って生き残ったカルタに向けて力のない笑みを浮かべて、

「そ、そういう訳でして……。データは全て『難なん問もん排はい除じよ』が出処なので、実際どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるかは未知数になってしまったんです。彼らは、懇意にしていたはずの旧学園長も込みで『ファーストアウト事変』を起こしましたからね。かなり高い確率で、これまで提供されてきたデータは丸ごと虚像であったか何かしらの改ざんが加えられているものと推測できます」

「……、」

　どうだろう。

　判断の難しいところだった。

『難なん問もん排はい除じよ』と言っても、具体的に誰からの情報提供だったのかで悪意の度合いはかなり変わりそうな気がする。これがエリシアやユキノなら、特に理由がなくとも悪意的にデータを歪ゆがめる可能性は少なくない。しかし一方で、アナスタシアだったら？　ほとんど考えなしにただ向かってくる挑戦者を蹴散らし続けて最強の座に居座り続けただけの、あのどうしようもない最強だったら小細工なんかしないと思う。

　少なくとも、アナスタシアはこう言っていたはずだ。

「いますよ」

「はい？」

「……どんな形であれ、『脅威』はいる。あの女が、聞かれもしないのにそう言ったんだから」
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　家庭科が終われば、次は体育だった。

　水晶魔法を使った殴り合いではなく、水泳の授業である。

「ふうん。一応食後の運動を考える程度のデリカシーはある訳だ」

「うぶ、うぶう……」

「？　先輩トラブルの気配がするよ、船酔い???」

　三人娘の一人で金髪ポニーテール、これでチアリーダーじゃなければ噓うそだろうといった感じのアリスが不思議そうな顔で呟つぶやいていた。朝、昼、調理実習にお裾分けと今日だけですでに四食平らげているという恐るべき事実にまで考えは及んでいないようだ。

　そんなアリスはがっつりスクール水着。グリモノアは海の上に浮かんでいる巨大な船の形を取っているが、カルタ達がやってきたのは屋内にある塩素臭い競技用プールだ。

　銀髪褐色のリホは何な故ぜか両手を腰に当てて大笑いだった。

「わっはっは！　ケンコー的な女子の水着にドキドキしたかねカルタ先輩!?」

「……えーと、反応に困るとだけ言っておけばとりあえず正解？」

「えっ、大人じゃないんだからセーフでしょ？　てか他の男だったら即死案件だけど」

　これまたおっかない話だ。大人なのか男なのか、結局どこに線が引いてあるのかいまいち見えないし、しかもリホ達の気分次第でボーダーラインは普通に動き回る。いつでもカメラで狙われているといった話をしていたのは生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカだったか。相手に任せるのではなく、こちらで線を引いておくのが大切そうだ。

　ちなみにアリスは自信あり、サナエはなしのようだった。何やらメガネは金髪ポニテの背中に隠れて顔を赤くしている。横からリホがひっつけば、仲良し三人組の完成となる。

「準備運動手伝いなさいよ先輩。そしてみんなでベタベタしようぜ、揉もみくちゃな感じで」

「ひとまずこれを基準にアウトのボーダーライン作るか……」

「？」

　そしてここはやはり筋肉が武器の清きよ沢さわハドメが体育担当らしい。カルタはその付き添いだ。

　ただし生徒の女の子達は筋骨隆々な体育教師を見てもあまり畏怖を抱いていないようで、

「センパイが教えてくれるなら一人で十分では？」

「ふざけるな。水場での授業だぞ、万に一つの事故でも起きたらどうする!?」

「きゃーこわーい。ところで何で先生って筋肉重視なの？　水晶魔法なら装甲で身体機能は強化されるはずなのにい」

（何とか胃袋の峠は越えた）カルタは自分の頭を片手でぐしぐし搔かき毟むしった。

　生徒達は彼を下に見ているようだが、まるで見当違いである。マリカが体育館でジョギングしていた通り、いくら半透明の装甲がスペックを補ってくれると言っても、基礎体力はあった方が絶対に良いい。魔法とはいえ自分の手足を使うのだ、当たり前ではないか。

　ただ、ブレるのだ。

『あの』歌うた貝がいカルタが隣に立っていると。

　世界最強と、それ以外。そんな天てん秤びんに載せられてしまったら、誰だって霞かすんで見えるに決まっている。相対的ではなく絶対的な数値で見れば何も劣っていなくても、だ。

　カルタは望んで最強になった訳ではないし、清きよ沢さわハドメだって望んで最強にならなかった訳ではないだろう。両者の違いは、『一隻目』に乗り合わせたか否いなか、そして生き残ったか否いなか、それだけだ。少年なんて、助けを求める仲間を見捨てて脱出しただけなのに。

（あの歌うた貝がいカルタって、どの歌うた貝がいカルタだ。まったく、こんなの馬鹿げている……）

　間違いを正すため、少年は苦虫を嚙かみ潰つぶした顔で横から短く呼びつける。

　心臓には悪いけど、ここは無理をしてでも強めの声で。

「お前達」

「「「はい先輩、みんな注目!!」」」

　水着少女達のおしゃべりがあっさり止まった。

　ズビシと背筋を伸ばしての奇麗な整列に、男性教師が露骨に舌打ちする。列は列だが、清きよ沢さわを基準にして作っていない。彼の側に立って反論したはずなのに、結果はこうだ。

　カルタは猛烈に気まずくなり、もはやこう耳打ちするしかなかった。

「（……なんていうか、色々ご迷惑おかけします、先生）」

「（俺じゃどうにもならないのは分かってる。いいか、教える内容にミスがあれば指摘するし、生徒達に身の危険があれば即座に止める。ここはお前の王国だ。好きなようにやって良いが、ここだけは絶対に譲らない）」

　真正面から目めも逸そらさずに宣告されて、カルタは逆に安心してしまった。やはり先生はこうでなければ。決して迎合はしてこないけど、それは自分のプライドのためではないのだ。

　意図して深呼吸して気分を切り替える。

　無理して作ったパブリックモードで歌うた貝がいカルタはこう切り出した。

「前にも説明したけど、これも調理実習と同じだ。水晶魔法の『再生』は欠乏のダメージに弱い、つまり溺れた場合のリカバリーには使えない。『飛行』だっていつでも万全で使えるとは限らないぞ。最低でも墜落した先の海や川で浮かぶくらいの技術は学んでおかないとな」

　例の銀髪褐色が鼻で笑った。スクール水着だと格好がつかない、胸の名札にでっかくリホと黒い油性ペンで書かれていたらなおさらだ。

「子こ供ども騙だましだよ」

「墜落した先の話だぞ。手足が砕けていても、折れた肋ろつ骨こつが今にも肺に突き刺さりそうな状況でも同じ事が言えるのか？」

「……、」

「練習でそこまではやらないけど、ほらこれ」

　言って、カルタが中等部のスクール水着集団に投げ渡したのは、耐水性のダクトテープだった。内心では、誰も受け取ってくれなかったらどうしようとドキドキだったが。

　何度か試してみて分かったが、人は、意外と様式美を大切にしてくれる生き物だ。

「ひとまず利きき手てを折り畳んでから胴体とぐるぐる巻きにして縛り付けてみろ。初回だから、仰向けに浮かぶだけで良いい。そいつはホームセンターに行けばワンコインで買えるお徳用だが、いつもと違う環境っていうのがどれだけ厄介かを教えてくれるぞ」

　実際、一隻目のグリモノアが沈んだ『ファーストアウト事変』の時には相当数の教員生徒が輪切りにされた巨大船舶から何もできずに海へ落ちていったはずだ。何でもできると謳うたわれた次世代の魔法をその身に纏まとっておきながら、現実には何もできずもがき苦しんで。これは流石さすがに、希望に満ちた今の教え子達には伝えられないが。

　感情が声に出ないよう気をつけながら、彼はさらに続けた。

「三人一組を作って、試すのは一人、両サイドの二人はリカバリー。浮かぶ役は交代でな」

　恐る恐る、あるいは半信半疑。

　レクチャーされるままに利きき手てを封じて競技用のプールに中等部の生徒達が入っていくと、

「うわっ、何ですかこれ!?　まわるまわるまわるっがぼがぼッ!!」

「リホ、アリス。サナエをリカバリー！」

　プールサイドのカルタが叫び終える前に、すぐ隣から筋骨隆々の男性教師が飛び込んだ。三人娘の残り二人が摑つかみかかってもなかなか救出できないようだが、清きよ沢さわハドメはメガネに二つ縛りの少女の背後へ回り込むと、的確にその背中を支えて顔を水面から持ち上げる。

「後で覚えていろお前ッ!!」

「すみません先生、助かります!!」

　全力の四五度で頭を下げるしかなかった。

　やはり現実は思い通りにいかない。二人掛かりでも苦しいようなので、次からは浮き袋やビート板など浮力を確保する道具を持たせた方が良さそうだった。これを、自分で試す前に生徒を使って教訓を得ている時点でおそらくカルタは『失格』なのだ。

　それでも清きよ沢さわハドメは中止を勧告しなかった。

　彼は、生徒達が誰の話を聞いて己の力にしたいかもきちんと考慮している。未熟であろうが、我流であろうが。良いい先生過ぎて捕食者に見えてきた。カルタとしては心臓に悪いのでもうリタイアしたいのだが、とにかくここは小奇麗なパブリックモードで先に進めるしかない。

「人間の体を大きな浮き袋とみなした場合、一ヵ所だけ畳んでバランスが崩れているんだ。するとこうなる。普段の慣れが邪魔して、力を抜けば普通に浮くっていう定石が壊れるんだ。仰向けに浮いているつもりでも片側に力が寄ってひっくり返ってしまう」

「うへえ……」

「やっと実感は追い着いてきたか、リホ。これが孤立無援で波の高い本物の海だったら、普通に死んでいたぞ。それじゃあどうすれば良いかを具体的に考えてリベンジしてみろ」

「おっ、教えてくれるんじゃないですか？」

　先ほど溺れたばかりだからだろう。おっかなびっくりなメガネ少女に、カルタは片目を瞑つむってこれだけ答えた。内心では未いまだに心臓バクバクだったが、ここは笑うしかないのだ。

「グリモノアを舐なめてる？」

　三人一組、各おの々おのの挑戦が始まった。

　今度は救助係の方にビート板を持たせて、友人がひっくり返った場合はまず溺れる者にこれを摑つかませる事も徹底させる。いつものバランスが崩れているので、ただ仰向けの状態をキープしようとしてもひっくり返る。ならば重心をずらせば良いのかと一方向に力を加えようとすると、変な『力み』が入って体全体が沈んでしまう。言葉だけなら簡単なようでも、これがなかなか難しい。時折（おそらく生せい徒と想おもいで心配性の）清きよ沢さわハドメが助けに入っていたが、水着の少年少女が要領を得てからは少し手持無沙汰にしている。

（さて）

「にえさま」

　何な故ぜか一人だけ白いスクール水着を着ているアイネが塩素臭い水面から話しかけてきた。

「ぼっち少女ナタレーナが三人一組を作れません。にえさまの手を借りても？」

「ひっ一人ぼっちじゃないしッ!!　あのそのええと、クラスの部外者のあなたが常にべったりだからみんな怖がっているんでしょう！　大体何であなただけ目立つ水着なんですか!?」

「邪魔だと言うのなら脱ぎますが何か？」

「絶対に駄目!!」

　顔を真っ赤にしての絶叫がきた。

　思いのほか周りの目を気にしているのかもしれない。復ふく讐しゆうの真っ最中に『それ以外』の何かに目が吸い寄せられているのはよい兆候だ。頑かたくなでなければ、崩せる。

　先ほどまでとは違う緊張が、じわりとカルタの指先から潜り込んでくる。

　決して顔には出さないようにして、彼はこう提案した。

「それじゃあジェーンさん。利きき手てを折って。自分で自分の肩を摑つかむような感じで」

「っ」

　ナタレーナではなく、ジェーンと呼んだ。（人間ではないので）世間体ゼロのアイネと違って、カルタは彼女が自分で作った茶番に付き合うと言っているのだ。

「ど、どうして私が……？　三人一組でチームなら、誰が手を縛ったって」

「答えを知ってる俺達が試しても意味はない。浮く方法なんか普通にあるよ」

　耐水性のダクトテープの束を軽く摑つかんでから、カルタは少女の耳元で囁ささやいた。

「（……それに、憎い相手の利きき手てを封じて溺れさせる絶好のチャンスに見えたかもしれないが、そう簡単にはいかない。いきなり復ふく讐しゆうを取り上げたりはしない。飽きるまでやってみろ）」

　今度こそ、ナタレーナの小さな肩が目に見えて分かるほど跳ねた。

　復ふく讐しゆう心しんをどう保つかはカルタ達も気きを揉もんだ問題だ。ナタレーナが挫折を繰り返し、ここを越えられなければ彼女は萎しぼんで無害化する。本命ではないが、期待の一つではあった。

　視界の端に注目してみれば、『事情』を知っている清きよ沢さわハドメがなんか落ち着かない感じでこちらをチラ見していた。本当に良いい先生だ。あれで生徒達の人望がないのは絶対に間違っている。正してあげたいけど、きっとカルタが手を差し伸べるほど大人のプライドが傷つけられるのだろう。人間関係が難し過ぎる。

　気づいていないナタレーナはゆっくりと唇を開いて、

「わ、分かりました。えと、私が、やります……」

（ここは生徒役に徹する……訳ないか。安全圏にいると思っている俺を、どうにかして油断させたまま溺れさせたいって感じかな）

　びびびいーっ、と耳に障る音を立ててカルタはダクトテープを引き出しながら、

「アイネ。面倒だからその子の体を押さえてて」

「えっ、ちょ、あなたが縛るんですか!?　あのだって、」

　利きき手てと胴体をダクトテープで巻いていくため、どうしても水着越しに柔肌を押し潰す格好になる。胸を圧迫し過ぎて呼吸に支障が出たら問題なので、加減というものが必要だった。

「んっ、く……！」

　それにしたって、年上の異性の手で体を縛られるというのは稀け有うな経験だろう。

　水着なのに。

　同じ学校のみんなの前で。

　ましてそいつが、たった一人の姉を殺した復ふく讐しゆう対たい象しよう者しやだなんて。

「こんなもんかな、と。試しに三回深呼吸して。息が詰まるようなら教えてくれ」

「にえさま。縛り方が非効率なのでは？　何な故ぜ、上下二段にしたのでしょう。胸の上に直接ダクトテープを重ねてしまった方が簡単だったはずです、ぎっちぎちに」

「うるさいアイネ黙ってろ」

　ともあれ利きき手てを折り畳んだまま胴体に密着させ、縛り上げる。後はプールで効果のほどを確かめるだけ。腰の深さまで水みずに浸つかり、上目遣いでナタレーナがこちらを睨にらんできた。

「そ、それじゃあ、その、よろしくお願いします……」

「何かあれば助ける」

「ッ!!　誰があなたの手なんかっ!!」

　激げつ昂こうして反射的に叫び返そうとした時だった。

　くるんっ、と。何かの拍子にナタレーナの体が回転した。お風ふ呂ろの洗い場で石せつ鹼けんを踏んづけて後ろへひっくり返るように。同時、カルタの両足に鈍い衝撃が走る。蹴られたというよりも、

（挟み込まれたっ？）

　確かに、衆人環視の中で『暗殺』にかかるとすればこれしかないと睨にらんでいた。

　水面下での攻防。

　溺れるふりをして、救助者に正面からしがみつく。

　利きき手てが使えなくても、両足と左手の三点があれば少年一人の身動きを封じるくらいはできるはずだ。しかもこれは、専門の技術などいらない。実際に海難事故の救助マニュアルでは、たとえ子供相手であろうが要救助者には正面から接触するなとあるほどなのだ。

　コスパの面で考えれば、溺れる素しろ人うとは救助のプロを死なせるほどの力を持つ。成功すればまんまと被害者のポジションをキープしつつ巻き込んだ相手だけを確実に窒息させられる。

　が、

「にえさま」

「っ？」

「ナタレーナが棒立ち状態のにえさまの腰をがっつりカニバサミしたまま上半身がちっとも浮かんできませんが。もしやぶくぶくいってるこの復ふく讐しゆう者しや、普通に溺れているだけなのでは？」

「ジェーンさん!?」
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『お前もう全体的にふざけているのかッ!?』

『ま、まあまあ清きよ沢さわ先生、その辺りにしてあげて……』

『フィレンツェ先生も甘やかさないでください!!　大体、担任としてクラス全体の手綱を握るあなたがそうやって何の免許もない一生徒を助言役なんぞに担かつぐから、こんな重大なミスが発生するんです。これさえなければそもそも加害者も被害者も現れなかった!!』

『わっ、わーわー!!　わっ私が押さえます、歌うた貝がい君とにかく逃げてー!!』




　称号『一日に二回も保健室に運ばれたベッドが恋しい女子』を手に入れました！

　称号『水着のお股で先輩の腰をカニバサミして離さない超肉食女子』を手に入れました！




「……死にたい」

　湿ったスクール水着のまま保健室のベッドから身を起こし、ナタレーナ＝ブラストは自分の額に手をやっていた。とことんまで表情は陰鬱で埋まっている。寝起きの一発目にしてはひどい一言だった。教室に帰ったらどんなあだ名で呼ばれるだろう、ＳＮＳのクラス単位のグループは今どうなっている？　そんな事をぐるぐると考えているのかもしれない。

　傍かたわらのパイプ椅子から、歌うた貝がいカルタはそっとそんな少女を観察していた。

　色々あった。

　ぶっちゃけあのムキムキ教師、こんな局面になっても被害者のナタレーナどころか加害者のカルタまで思おもいを馳はせて憤いきどおるとか良いい人過ぎる。今度表おもて参さん道どうキョウカ辺りにお願いして銅像でも作ってもらった方が良いいかもしれない。その偉業を讃たたえて船首辺りに掲げておくべきだ。本人は烈火の如ごとく怒り狂う可能性もあるが。

　とにかくそういった内情は全部隠し、彼はただ笑ってこう言った。

「起きたか」

「っ」

「体操服に続いて水着で寝込むとはね。保健の先生もちょっと笑っていたけど」

「あなたが自分でやっておいて……」

「授業メニューに不備があったのは認めるよ。済まなかった。だが男の俺の手で寝ているアンタの着替えを勝手に手伝うのも問題あるかと思ったんだ、どっちが良かった？」

「～～～ッッッ!!!???」

　今さらのように自分がどんな状態にあるかと自覚させられ、ぼっと火が出るほどの勢いでナタレーナの顔が真っ赤に染まっていった。

「あ、あなたは」

「うん？」

「あなたは、一体何をしようとしているんです？　思えば一番初めの時からおかしかった。あなたが何もしなければ私は死んで、そこで事件は終わっていたんです。なのにあなたはわざわざ背負い込んだ。私を無理して泳がせる理由なんか何もないでしょう……」

　カルタには答えようがなかった。

　ある意味においては、そうなのかもしれないのだから。

　ナタレーナ＝ブラストの復ふく讐しゆう劇げきは、明らかに空白のピースがいくつもある。一二歳の少女が単独で身分を偽る事は困難だし、アナスタシアが裁神アヌビスを使っていたという情報をどこから得たのかも疑問だ。おそらく入れ知恵した『黒幕』が別にいる。しかしそれは、本当にナタレーナが生存していないと炙あぶり出だせないのか。少女なしでも回り道をして追えるかもしれないし、もっと言えば、ナタレーナの死を利用して『黒幕』を揺さぶれるかもしれない。

　つまり結局は、こういう事なのだ。

　論理なんて建前で、本当はまず感情がある。ではそれは具体的に何なのか、という話。

　端的に、歌うた貝がいカルタは白状した。

「誰も死なせたくないんだ」

「……はい？」

「もう二度と。俺は、殺す側にも殺される側にも回った。だからこう言える、どっちもくそったれだって。勝っている時の戦争では人間はどこまでも残酷になれるとか、本当に追い詰められた人間はどんな醜い事でもするとかってテレビやネットじゃ言ってるけどさ、あんなのは噓うそだ。きっと、適性みたいなものがあるんだよ。正義の言い訳さえできればそこでタガが外れて、本当の本当に楽しんで最後まで突っ走れる人間なんてのは」

　吐き捨てるような言葉の矛先は、どこにあっただろう。

　仰神魔法を使った五人の虐殺者達か。五人を追って世界中を回った水晶魔法の復ふく讐しゆう者しや達たちか。

　ぎゅっと。

　掛かけ布ぶ団とんの端を握り込むようにして小さな拳を握り締め、その可か憐れんな唇くちびるを嚙かんで。そして呪いと呼ぶには未熟過ぎる言葉が溢あふれ出だした。

「あなたの願いは叶かなわない……」

「だろうよ」

「誰も死なせたくない？　あなたがっ！　あなたがお姉ちゃんを殺したんだ!!　私の、たった一人の、他に替えなんか利きかない……!!　そんな大切な人を、あなたがその手でっ！」

　歌うた貝がいカルタは何も言わなかった。

　言えない、ではない。

　そもそもカルタは、ほんの少しでも気きに喰くわなければいつでも無力な少女の首など自由に刎はねられる場所に立っている。それを泳がせているのだ。世界最強、その一人。少年の持つ絶大な権限でもって、本来なら死んでいる方が正しい少女は半はん端ぱな生に引っかかっているのだ。

　自分がこの立場だったらどう考えるだろう、とカルタは想像する。

　あのアナスタシアに気き紛まぐれで命を救われ、私の城に留とどまるなら見逃してやると言われたら。

（……だったら構わない）

　かつては彼も、未熟な復ふく讐しゆう者しやだった。幸か不幸か同じ目的を持った仲間に恵まれ、綿密な計画といくつかの偶然が重なって、無事に最後までやり遂げてしまったというだけで。

　だから。

（籠の中の鳥として飼われても。寵ちよう愛あいを受けなければ餌もなく餓うえて死ぬ立場に転落しても）

　プロファイリングやポリグラフなどの、特殊な技術や機材は必要ない。

　ここだけは。

　自然と、するりと滑り込むように、だった。

　自分に向けられる殺意のほどを、同じ道を辿たどった歌うた貝がいカルタは正確に予測をつけられる。そして分かりやすい殺意が持もて囃はやされるのは不良達の世界だけだ。そんなもの、復ふく讐しゆうをする側と止める側の関係にとっては先を読みやすいというデメリットの塊でしかない。

（ここだけは絶対に、曲げてなるものか。たとえ憎い仇かたきがテーブルの下に落としたパンくずを拾い集めて生を繫つないだとしても、ここだけは。といった感じかな）

「……この私が、ナタレーナ＝ブラストが全部ズタズタにする。たった一人のお姉ちゃんを殺しておいて、そんな風に傍観者を気取っていられるあなたの寝ね首くびを搔かいてッ!!」

「そうか」

　渾こん身しんの言葉だったのだろう。

　しかし歌うた貝がいカルタはそっと息を吐いて、こう返したのだ。

「無理はするなよ」

「馬鹿にするのもっ、いい加減にしろォ!!!!!!」
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「……、」

　そんな風に激げつ昂こうして枕を投げる少女を眺めていた。

　ただしその人物がいるのは左右と中央、三つの船体を平たい甲板で繫つないだ三胴船構造の船で、中等部の対岸である高等部校舎の窓からだ。同じ校舎でも、人の流れのある場所とない場所は如によ実じつに分かれる。階下は騒がしいが、この廊下は冷たく静まり返っている。

『イミ〉うー、最悪。ネット通販あてにならんわ、水着のサイズが合わねー。マリカ、クーリングオフの手順教えてくんない？』

『マリカ〉そりゃ通販会社のせいじゃないわ。アンタの育ち盛りはサポート対象外でしょ』

『イミ〉マリカがそれ言うかね、キミは今何カップまで成長した!?』

　クラスメイトの女子達とスマホで楽しげにＳＮＳのやり取りをしながら、だった。

　一方でツインテールの少女は細く長く息を吐いて、冷徹に水晶花を展開。半透明の装甲で全身を包み、レイピア状のデバイスの鍔つばの部分を裏返してレーザービーム照射ユニットを表にさらす。黒曜石の鏡と関連の深いマリカのテスカトリポカは主に『光』を軸に攻撃手段を確保する。精度の方は完璧だ。この距離なら相手が口さえ開けてくれれば虫歯の治療さえ手が届く。麻酔なしで表面を焼き切る、という方法でよろしければ。

『タヨリ〉夏の新色セールって五月からだっけ？　なんか世の中の流れがビビッドっていうか、ピカピカ光る蛍光カラーばっかりでお困り中なのよね。もう少しオトナ系のネットショップでセンス良いいトコってないかしら』

『イミ〉何でタヨリってスケスケばっかり穿はきたがる訳？　風通しの問題???』

『タヨリ〉黙れ分厚い木綿派、私は今マスカラの話をしているのよ。豆腐でも作るのかそのしましまぱんつで』

『イミ〉木綿じゃねえわ安心のポリエステルだわ!!』

『マリカ〉あのう、この絶句するほど恥ずかしいメッセージを私に見せつける意味ってナニ？　二人揃そろってデジタル露出狂なの???』

　考える時間は与えた。

　ナタレーナ＝ブラストではなく、歌うた貝がいカルタへ。

　しかし実際の展開はお粗末もお粗末だった。言葉で説得して、相手の改心を待つ。なんて不確かでいい加減な手段なのだろう。一〇〇回連続の選択肢で、ナタレーナ側が何かの気き紛まぐれで一回『裏切り』のカードを切ったらそこで絶命するのだと何な故ぜカルタには理解できない？

　悔しい。馬鹿馬鹿しいほど純粋で、でもだからこそ、そんな少年の気持ちを踏ふみ躙にじろうとする存在をマリカは許せない。今がどうこうではない。いつかどこかで必ずやるというのなら、それはもう確定した意志と受け取って差し支えはないはずだ。

　故に、殺す。ここで安心を手に入れる。

　ルールに基づいて意思統一した状況なら、負けたマリカが暴走する事はないだろう。そうなったら内部から空中分解してしまい、守るべき者を失うから。カルタやキョウカはそんな風に考えているかもしれないが、だとしたら甘い。

　自分の居場所なんかなくなっても良い。

　身内と定めたカルタ、アイネ、キョウカ達さえ守れるなら、それで一向に構わない。彼女の第一目標は、大切な仲間を守る事、だ。そこに自分が含まれていなければならない道理はない。

　捕まっても良い。

　グリモノアから追放されても構わない。

　自分で助けた歌うた貝がいカルタの手で殺されるなら、そうなるのも一興かもしれない。

　とにかく、雨あま脚あしマリカはそんな所では立ち止まらない。意図して視野を狭せばめる。その分一点に集中していく。相手の呼吸すらも掌てのひらで転がす感覚で把握するよう努める。

　直後だった。




「マリカ嬢」




　盛大に舌打ちした。

　声は後ろからだった。機械的な声の持ち主は、当然ながら水晶少女のアイネだろう。振り返らなくても分かる、すでに冷たい日本刀をこちらの背中に突き付けているはずだ。

「……全部お見通しって訳？」

「にえさまはマリカ嬢との交戦は望んでおりません。弁わきまえていただけますと」

　マリカが苛いら立だっているのは、カルタに誘導されて狙撃ポイントを決めてしまい、まんまとアイネに後ろを取られたから、ではない。

　アイネがここにいるという事は、だ。

「信じられない……。それじゃあの大馬鹿野郎、本当の本当に丸腰で笑顔浮かべて真正面から対話を続けているって訳？　向こうは本気であいつを殺す気でいるのに」

　半ば呆あきれすら混じっていた。

　武器を置かなくては話し合いはできない。まったく教科書に載せたいくらいの美談だが、相手は計画殺人を企てて具体的に潜り込んできた、行動済みの確信犯なのだ。アイネが使えないと分かれば、今この瞬間にだって牙きばを剝むいて水晶花の装甲を全面展開させるだろう。そうなった場合、カルタにできる事は何もないというのに。

　雨あま脚あしマリカは、自分は普通じゃないと思っている。ただの少女では大切な人は守れない。だから自分からブレーキを壊して無理矢理非道な選択肢を表に出している。その自覚があるのだ。

　だけど、あの幼おさな馴な染じみは違う。

　素のままで、笑顔のままで、平和を願って、争いを嫌って。

　それでも一番壊れているのは雨あま脚あしマリカでも表おもて参さん道どうキョウカでもなく、歌うた貝がいカルタなのだ。

「アイネちゃん」

「はい」

「ナタレーナ＝ブラストは殺すべきよね？　できるだけ早く、具体的な被害が出る前に」

「はい。ですがにえさまがそれを禁じた以上、アイネは非効率でも従うのみです」

　あるいは。

　人間ではない事が確定しているアイネ以上に。

　そう、最初の時点でアイネは殺す気だった。次にマリカが殺す選択肢を提示した。その後にキョウカは拷問で情報を引き出す別案を出したが、この場合被疑者の生死は重視しないだろう。お笑い芸人が扮ふん装そうするコント的な女王様とは違う。本物の鞭むちは結び目や金属の鉤かぎがついていて、皮膚や筋肉を引き裂くようにできている。拷問とは平気な顔してそれで人を打つ行為だ。

　返り討ちなんて、そんなものだろう。一方的に襲ってきた相手に非があるのだ、こちらに譲歩する理由など何もない。国が定めた法律にだって正当防衛くらいは明記されているのだし。

　一見正しい事を言っているようでも、異物はカルタの方だった。

　自分や大切な人の命を狙う人殺しに対する視線なんて、冷たくなって当然なのだ。ましてそいつが誰にも捕まらずに野放しでその辺をうろついているのであれば、なおさらに。そんな所で道徳や倫理、普遍的な人間性なんか求められても困る。

　なのに。

　それなのに。

　どうしたら許す事ができる？　何をどうやったら刃を握る相手なんか笑って信頼できる？

「マリカ嬢」

「っ、分かってる。今回はお開きって言うんでしょ」

「できれば今回限りではなく、恒久的に襲撃のカードを放棄していただきたいのですが。何度も先手を封じるのは骨が折れます」

　できないとは言わない辺り、何かしらのプライドでもあるのだろうか。

　一度は負けた身だ。マリカとしては、汚名を返上するまでは反論しない事にして、

「悠長な事を言っているのは良いいけどさ」

「はい」

「本来だったら勝てるはずだった相手に寝ね首くびを搔かかれるなんて、いかにも世界最強らしい末路だって思わないの？　私達、今、レールに乗っているのよ。顔も見えないどこかの誰かが敷いた、典型的な破滅の一本道に。そうなった場合、カルタがやられたら水晶魔法のアイネちゃんだって運命を共にするっていう条件は忘れるんじゃないわよ」

「肝に銘じます」




　こうして平穏と不穏の歯車が嚙かみ合あわさりながら、グリモノアの学園生活は続いていく。

　もうすぐ五月。

　ゴールデンウィークは丸ごと林間学校だ。














行間一









　縦に長い大型観光ホテルと横に長い豪華客船の最大の違いは、電気ガス水道など『有線や鋼管を必要とする』生活インフラだ。当然ながら船の場合はその全てを船内に抱え込み、自前で供給しなければならない。港に横づけしているのに巨大なディーゼルを回し続けるのであれば大量の燃料を消費し続ける羽目になる。そこでグリモノアの場合は、港に停泊している時は陸地側のインフラを借りられるよう、専用の接続ジョイントを側面に設けていた。

「ひゃー、潤沢潤沢☆」

　ざあざあと雨音に似た音の塊を全身で浴び、銀髪褐色のリホは自分の髪へ両手をやっていた。

　シャワールームである。

　一〇〇〇人以上もの教員生徒が実戦主体の戦闘教育に関わっている訳だから、この手の施設も拡充する。各部屋にあるユニットバス以外にも専用のシャワールームがそこかしこに併設されていた。これが軍艦やタンカーならまずありえない話だ。

　おざなりにブースは区切られているが、公衆電話ほどしっかりと密閉されている訳でもない。簡素な板しかないので、上から覗のぞき込こむ事もできるし下から潜くぐり抜ぬける事だって難しくない。

　隣のブースから、塀をよじ登る格好でこちらを覗のぞき込こむ別の少女がいた。シャワー中は二つ縛りを解いてメガネも外すから分かりにくいが、この黒髪少女はいつも一緒にいるサナエだ。

「ねえリホちゃん、これってやっぱり海に出たら節水節水になるんでしょうか？」

「まさかー？　ここは世界最強がおわします天下の洋上水晶魔法学園グリモノアだよ」

　けたけた笑いながら銀髪褐色の少女は気軽に言った。

「二位でも三位でもない、堂々の第一位のお城なんだ。だったら贅ぜい沢たく三ざん昧まいなんて基本でしょ。船のセオリーなんか知らないって」

「天下の、ね」

「そう、天下の」

　がらりとリホの真正面にある曇りガラスの窓がいきなり開いた。

　ここは甲板を基準点に考えても三階に相当するはずだが、『飛行』を使える水晶魔法があればお構いなしだった。半透明の結晶に包まれ、あちこちから尖とがった装甲を飛び出した金髪ポニーテールのアリスがへとへとといった調子で窓枠に体を預けてくる。

「なに？　何の話???　とりあえず私も交ぜてほしいんだもん」

「ちょっ、バ!?　開けるな開けるな！　曇りガラス取っ払ったら全部見えちゃうっ、向かいからっ、お隣の高等部校舎から丸見えになっちゃうってば!!」

「一面ずらりと並んだ窓の数なら一千枚以上よね。気づかれたりしないもん」

「噓うそつけ今向こうの廊下にいるカルタ先輩と目が合った！　顔真っ赤で目めを逸そらしてたっ!?」

　そもそも全力全開で水晶魔法の装甲を展開すると華きや奢しやな少女のシルエットはあちこち尖とがって大きく広がる。窓を全開にしたって金髪ポニーテールがここを潜るのは不可能に近い。

「装甲解いたら落ちちゃうもん。引っ張って」

「ああもう!!」

　自堕落の権ごん化げとなったアリスの両手をリホが摑つかみ、『飛行』を解いても落ちないよう整えてから装甲を解除。綱引きみたいな格好でずるずると金髪少女をシャワーブースに引き込む。

「あぶぶあぶ。なに？　シャワー出しっ放しじゃん!?　わはー☆　制服びしょびしょ」

「自じ業ごう自じ得とくだわ」

　アリスはあんまり気にしていないようで、あははと笑いながらブレザー制服のボタンに手を掛けていた。着替えはないはずだが、何はともあれ全部脱いでシャワーを浴びてからこの後の事を考えるつもりらしい。濡ぬれたブラウスが肌に張り付くのか悪戦苦闘しているアリスを眺めながら、隣のブースのサナエが話しかけてくる。

「もう。ルールはしっかりしないとダメですよ、二人とも。これから林間学校なんだし」

「北欧ーっ!!　修学旅行とかじゃなくて、いつでもやれる林間学校でこのスケールだもん。やっぱりグリモノアは使える額が違う！　湯水の如ごとくってヤツですにゃあ」

　下着まで取っ払って派手な肢体をシャワーにさらす（三人の中では一番成長の著しい）アリスはけらけらと笑っていたが、元からお湯を浴びるリホは追従しなかった。眉をひそめたのだ。

「……そんなにお手盛りで何でもかんでも都合良く進むかな。普段の授業見れば分かるじゃん、なんか先生達って私達の予想を裏切る方向で話を進めたがるクセみたいなのついてない？」

「き、脅威と戦うためには教科書通りじゃダメだって話だったと思いますけど」

「地球の裏側まで出かけるからグリモノアを動かすんじゃ何ヶ月もかかる。今回は飛行機を使って普通に海外旅行だって話だったけどさ、それだって出来すぎだと思う。なんていうか、いつもの防衛態勢をわざと崩しにかかっているっていうか」

　襲う側からすれば、剝むき出だしの時ほど狙いやすいものはないだろう。

　あるいは、力を試したい側にとっても。

　一いつ糸し纏まとわぬ金髪少女は両手を後ろに回し、ポニーテールを解きながら質問してきた。

「んー？　つまり何が言いたいの、リホちゃんよ」

「アリスだってウワサくらいは聞いた事あるんじゃない？」

　リホはひらひらと手を振る。

　リスクを知らない新世代。だからこその、どこか実感のない声で。

「この林間学校。生死問わずの『全学大会カタストロフ』を抜き打ちでやるかもしれないって話」














第二章










１






　直行便はない。

　まずは大おお阪さかのフロート統合空港からドイツのフランクフルト空港へ。そこからさらに北欧、レイキャビーク空港へ向かう。馴な染じみのない地名かもしれないのでどこの首都か明記しよう。

　アイスランドである。

「つ、つかれた」

「アリス、へたり込むのは早過ぎる。まだホテルにも到着してないぞ」

　歌うた貝がいカルタは（内心ではキンチョーしながら）指摘しつつ、自分の荷物を引きずっていた。

　飛行機については中等部と高等部の混成だったのでリホやサナエと一緒にずっとトランプ地獄に巻き込まれていたが、流石さすがにずらりと並んだバスの方までは付き合いきれない。

　なんか慌てる人がいた。

「もったいないよ歌うた貝がい君!!　普段接点のない中等部校舎へ自由に出入りできる君には当たり前過ぎてこの稀少性レアリテイを理解できないのかもしれないけども！　僕達の事はいいんだ、行けよ一三歳の園へッ!!」

「黙れヒロスケ、キサマの属性はそっちか。なあやまねんも何とか言ってやって……」

「……うふふおどおど女教師ってイイよな。そそる。こう、タマゴの教育実習生からようやくヒヨコの新人教師になりましたっていう初うい々ういしいオトナの完熟ぶりがさあ」

「ここにはちょうど良いい温度感のはいねえのか」

「にえさま、ずっと命令待機状態だと疲れます。何でも良いいからアイネに命令をください」

「「やっぱカルタが一番変だ」」

　ちなみにその亜麻色の髪を揺らすおどおど女教師・ソフィア＝フィレンツェ先生は相当不安げだったが、カルタも高等部の学生。一人ぼっちで中等部のバスなど思春期の心臓に悪すぎる。

「それで良いい」

「？」

　なんか海外でもムキムキジャージな清きよ沢さわハドメ先生から珍しく褒められた。相手は腕組みの仁王立ちで、しかもそれ以上何も言ってくれない。困る。

　首をひねりながらカルタは高等部側のバスに乗り込み、北上して北ほつ極きよく圏けんの凍った海に架かる長い長い橋を渡っていけば、いよいよ林間学校でお世話になるリゾート地が見えてくる。

「新しい水着、間に合って良かったわ」

　後ろの席から身を乗り出すようにして、マリカが笑ってそんな風に言っていた。

「ネット通販だと在庫アリって言っておきながら指定の日時に届かない事もあるしね」

「……、」

「くっくっくっ、ほっぺの熱が上がったかカルタ君。せいぜい幼おさな馴な染じみの成長にご期待せよ」

　何しろ北ほつ極きよく圏けん。キロ単位で延びている鉄橋の真下は白熊が歩いて渡れるほど分厚い氷が張っているはずだが、マリカは皮肉で言っている訳ではない。

　窓にべたっと両手の掌てのひらを押し付けていたアイネが何かを見つけたようだった。こっちが窓まど際ぎわ席せきだというのに人様の膝の上をまたいで、だ。

「にえさま、あれは何でしょう？」

「ビーチだよ。あとちょっとお前遠慮しろっ、目の前でお尻が揺れてるんですけど!!」

　大変ありがたいお話を全無視してアイネが見ているのは泡だった。

　凍った海の向こうにいくつも浮かび上がっている、半透明のドーム。一つ一つのサイズは小さなものでも半径数百メートル、大きなものなら半径二、三キロはあるだろう。それらを水族館の水中トンネルのような透明のチューブで縦横無尽に結んでいる。

　人様のヘッドレストにしがみつくようにしているマリカも首くびを傾かしげて、

「私達はどのドームなんだっけ？」

「Ｃ界」

「かい？」

「世界の界だよ、ワールド。ドーム自体が人工的に調整された一個の世界なんだと。全体で言えば、三番目くらいに大きな施設かな」

　外が氷点下であろうが、あの中は違う。バスの列が一ひと際きわ大きなＣ界ドームの前でいったん停車し、一台一台順番に二重のゲートを潜っていくと世界が変わった。

　気温二八度、湿度五〇％以下の快適な常とこ夏なつの砂浜が広がっていく。

　普段マリカと一緒にいる女子達が歓声を上げていた。

「おおっ」

「やるわね、奇麗なビーチじゃない。この私が寝転がるだけの価値はありそうかしら」

　大通りに沿って並び人工的な温風に揺れる椰や子しの木きの列を眺めて、マリカが小さく呟つぶやく。

「こたつでアイスの極みだわ」

「むしろたとえ的には冷房ガンガンでお鍋の方なのでは？」

　アイネのツッコミも正しいのだろうか？　何にしても、世界で一番の無駄遣いという意味では最高記録を樹立している。具体的に何かの本で認定されていたはずだ。

「お風ふ呂ろは温泉なんだって。アイスランドって火山国らしいぞ」

「はあ、アイネはとっとと狭い所に潜り込みたいです」

「何でも金コロイドを注入した風ふ呂ろもあるんだとか。ラジウム泉とかと一緒でさ、弱い放射線を浴びせて健康になるって理屈」

「っ!?　このアイネ、風ふ呂ろ桶おけ丸ごと飲み干してもよろしいですか……ッ!!」

「全部集めたってゴマ粒ほどもねえよド変態」

　世界最大の人工海水浴場。

　通称はクリスタルビーチ。

　元々、北ほつ極きよく圏けんの氷が地球温暖化の影響で急速に溶けてきたので、アイスランド政府には対策の必要があった。そこでより海水が凍りやすいよう、雪の結晶からヒントを得て氷の海のあちこちにわざと不純物───つまりある種の人工島───を建設したのが事の始まり。ただ莫ばく大だいな金を投じて陸地を作ったのに活用しないのではもったいないという意見があり、カジノ中心の大規模なリゾート開発が始まった。今では高級ホテルやショッピングセンターが軒を連ね、人工ビーチを丸ごと抱え込んだ巨大な半透明のドームが空間そのものを覆ってしまった訳だ。

　生物が暮らすのも困難な極限の地でも、金と欲のサイクルが回れば無尽蔵の開発は成立する。

　街の成り立ちとしては、ラスベガスが近いか。

　一列に並んだバスが（ドームの中だというのに）五〇階建ての高級ホテルの前に到着する。カルタが降りてみれば、突き刺すような人工の陽ひ射ざしが待っていた。どうせ全部遠赤外線の特殊照明だろう、つまり巨大なオーブンレンジでやんわりと肌を炙あぶられるようなものだ。一日中甲羅干ししていたって本当に肌が小麦色になるかどうかは疑問である。

　新任らしい、理論派のおどおど女教師が早速こっちへ近づいてきた。

「あっ、あのえと、歌うた貝がい先生っ」

「違います！　俺も全力で旅行を楽しむ側の生徒です!!」

「私一人じゃパワー溢あふれるあの子達をまとめ切れないので、どうかよろしくお願いします!!」

　傍はたで聞いていたマリカが苦笑しながら片手をひらひら振っていた。自分のスーツケースを引きずり、松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリといった女子グループと合流してとっとと厄介事から離れてしまう。アイネは首くびを傾かしげているだけだった。命令待機状態だ、つまり自発的には何もしない。

　自分しかいないのか。

　外国まできてまさかの学芸会、しかも一人ぼっち。

　もはや小刻みに震えるしかないが、それでも少年は根っこが真面目であった。断る勇気がないとも言う。カルタはそっと息を吐くと、中等部の方へ足を向ける。最強で先輩で戦場帰りで仇あだ討うち成功なパブリックモードは相当無理をしているので神経が磨すり減へるのだが、仕方がない。

　パンパン、と両りよう手てを叩たたいて浮足立っている後輩達の注目を集める。まるでカルタ自身がモードを切り替える儀式のようでもあった。

「チェックインは先生達が済ませているから、各人、カードキーをもらったら荷物を置いて一階ロビーに集合。ここクリスタルビーチは世界的に見ても珍しい大規模な密閉生活環境で、対『脅威』の要塞都市を構築する上でも非常に参考になる施設群がずらりと並んでいるぞ。民間出身の技術とはいえ学ぶ事は多いから、みんな、目を皿にして吸収するように」

「えー!?　光り輝く南国ビーチが広がっているのに、こんな中で制服のまんまお行儀良く授業を進めるつもりなの、センパイ！　キサマ一〇代女子の水着姿とかに興味がないのか!?」

　銀髪褐色のリホが早速嚙かみついてきたが、これについては少年は肩をすくめただけだった。

　怖い。

　もうぶっちゃけよう。全力女子のブーイングなんて束で受けたら、下手したら今夜の夢に出てきそうなくらいだが、それでもここは打ちのめされた素振りを見せてはならないのだ。

　よって無理にでも気持ちを押し切り、そのまま言う。

「服装についての指定は特になかったつもりだけど？　もしも水着の用意をしていないのであれば、制服のままロビーに集まれば良いと思う」

　ぽかんとするリホの隣で、メガネに二つ縛りのサナエが両手を合わせて表情を明るくする。

「つまり施設見学という建前を使って水着で遊び倒せって事ですよっ」

「建前って言っちゃまずいと思うもん。だが急げ！　何しろこっちは総数一千人、エレベーターなんか絶対混みまくるよ!!」

　金髪ポニーテールのアリスが追従すると、ようやくリホも思考が追い着いたらしい。慌ててスーツケースを両手で押しながらエレベーターに向かっていく。

　話がまとまった。

　彼女達がエレベーターホールの方へ消えてから、ようやっとカルタは長い長い息を吐いた。一人一人に悪気はないのだろうが、やはり集団の目にさらされるのは生きた心地がしない。ちょっとした一クラス分でもこれなのに、生徒会長のキョウカなどは全校生徒を集めて壇上で挨拶とかしているのだ。何な故ぜ笑顔でできる？　心臓の造りが根本から違うのか???

　おどおど女教師・ソフィア＝フィレンツェは出先での学級崩壊を回避できたのがよほど嬉うれしかったのか、亜麻色のセミロングを揺らして何度もぺこぺこ頭を下げていた。『生徒』のつもりでいる少年からすると、これも相当居心地が悪いのだが。

「……、」

　ちょっと離れた所では、ナタレーナ＝ブラストが流れに乗れず無言で佇たたずんでいた。

　制服姿でベレー帽を頭にのっけた彼女も気になる。

　そして何でも良いいからきっかけが欲しい。

　歌うた貝がいカルタはそちらに近づくと、キャリーバッグのハンドルを手に取った。

「運ぶよ」

「べっ、別にそこまでしてもらわなくても……」

「にえさま。ぼっちは親切の受け止め方が分かりませんので、下手に構うと勝手に傷ついて逆恨みしてきますよ。ウチベンケイのプライドに要注意」

「一人ぼっちじゃありません!!　ええ、ええ。私は親切の意味を取り違えるほどコドモじゃありませんので、ありがたくご厚意を受けたいと思いますっ!!」

　ナタレーナは顔を真っ赤にして目尻に涙まで浮かべながらぎゃんぎゃん嚙かみついているが、対するアイネは眉一つ動かさなかった。そもそも人間ではないのだ。ＡＴＭの操作が分かりづらいからと言って、敬語を使う機材に喚わめき散ちらしても事態は好転しない。

　第一陣に並び損ねたので、団体客用のエレベーター前は長蛇の列だ。

　カルタ達が列の後ろに加わると、なんかスマホが震えた。

『ヒロスケ〉何だ何だその金髪少女、アイネちゃんのみならずう!!』

『やまねん〉バカあの食べごろ女教師はどうしたんだ、もったいねえ!!』

　封殺。隣では何も知らないナタレーナがそっと上目遣いでカルタを見る、唇くちびるを尖とがらせて。

「あなたは」

「？」

「あなたは、『脅威』っていうのを見た事はあるんですか？　えと、要塞都市の参考になるとか何とかご高説を言っていましたけど……」

「さあね」

　カルタは即答した。

　自分の声はここまで乾くものかと、内心ではやや驚きながら。

「ただ、アナスタシアは『いる』って言っていた」

「……、」

「あの局面で……というか、明日の事なんか考えもしないで常に最強の道を突っ走っていたあいつが保身や騙だましのために噓うそをつくとは思えないんだよな。その正体は未いまだに見えないけど、現実に街や州や国が消えている。『難なん問もん排はい除じよ』がいなくなった、今でも。つまり全部が全部、アナスタシア達の自作自演じゃなかったって訳だ」

『難なん問もん排はい除じよ』は最低だった。だけど彼女達が本当に『脅威』に対する人類の防波堤として機能していたのなら、その分厚い守りを叩たたき壊こわして放置したのはカルタ達だ。

　次は、自分達の番。

　仰神魔法、かつての世界最強五人が総出で襲いかかっても完全に消し去る事のできなかった、正真正銘人類全体の脅威となる何か。その実力が生半可なものではないのは確かだ。

　だから。

　激突の前にこの子達を徹底的に育て上げなくてはならない。最強の力で命を守れる側にまで。

『一隻目』の新入生、カルタ達では無理だったけど。それでも、今度こそ。

「当たり前です」

　ナタレーナはカルタから目めを逸そらして、口の中で何か呟つぶやいていた。

　まるで砕け散ったお守りを、いつまでもぎゅっと握り込むように。

「……お姉ちゃんは噓うそなんかつかない。最後の最後まで世界のみんなを命懸けで守ってきた、人類で唯一それができた『難なん問もん排はい除じよ』だったんですから」
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　着替え自体は特別な更衣室ではなく、ホテルの部屋で行う。

「行うのでしょうにえさま？　早くしましょう、何な故ぜバスルームに閉じこもるのです」

「分かったからさっさと何か着てくれアイネ!!　これは命令だッ!!」

　普段は蓋の付いたボートか笹ささの葉はに似た民間宇宙機に閉じこもるアイネはベッドの下で巣づくりしていた。ただ流石さすがに着替えまではできなかったようだ。（バスルームのドアに背中を押し付けて全体重で徹底抗戦しながら）カルタもカルタで水着に着替えると、アイネと二人一緒にビーチサンダルでぺたぺた床を鳴らしてホテルの廊下を歩き、エレベーターに乗り込んだ。海辺の南国リゾートなので、ホテル内を水着で歩き回ってもマナー違反にはならないらしい。

　わざわざ冷房を効かせたエレベーターはガラス張りだったが、カルタが見ているのは風景ではなくガラスに映り込んだ相棒の格好だった。

「アイネ、何で外国まで来てスクール水着なの？　しかも白いヤツ」

「機能性を考えれば何も着ないのが一番ですが、マリカ嬢から是非にと勧められたので」

「変なの」

「んーっ」

　率直に言ったら水晶少女からぺこりと頭を下げて突撃された。

　頭のアレが思い切り刺さる。

「痛って!?　てか頭のコレこの二本は一体何だ!!　髪を固めたのか、ガチの角かっ!?」

「ちなみにキョウカ嬢からも賛同を得ました。人間の感性は未知数ですが、これ以上はないとの評価をいただいております。親指を立てて」

　隅っこに追い詰められたカルタは頭を抱える事態になった。完全にオモチャにされている。

「とりあえずハダカだけはやめてくれ……」

「何な故ぜでしょう？」

「だって恥ずかしいだろ、見ちゃいられん」

「……、」

　一階ロビーに辿たどり着つくと何な故ぜか山やま根ねデイリや猫ねこ海うみヒロスケが全力ダッシュで逃走した。ついにここまでか、最強とはかくも孤独な生き物なのか、と思った直後に日本語で声を掛けられた。

「おい」

　例のムキムキ、清きよ沢さわハドメだった。

　みんなが怖がったのはこの人らしい。なんかもう不ふ憫びん過ぎる。

「……お前が面倒を見ているのは、本来フィレンツェ先生のクラスだ。頼られているのは分かるが、あまり教師としての役割を奪ってやるなよ」

　……。

　カルタが沈黙し、意図を摑つかみ損そこねたアイネが首くびを傾かしげながら言った。

「あのうにえさま。もしかして学校というのは先生同士でもアオハルが炸さく裂れつするのですか？　それはまあ、隔絶した海の上ですと男女の出会いの場はより一層限られそうではありますが」

「こらアイネっ、声が大きい。しーっ!!」

「お前もふざけるなよ。昔学費を工面してくれた恩師の姪だ、無下にはできない」

　なるほどとカルタは納得した。

　それならこの先生がおどおど女教師を気に掛けているのも頷うなずける。やはり何でも友情と愛情の二つの箱で片付けようとするカルタ達と違って、大人の世界はもっと複雑だ。

「一見助けているようであっても、求心力をなくしてしまえば教室をまとめるのは難しくなる。頼むから、フィレンツェ先生の芽を踏みつけないでやってくれ」

「分かりました先生。気をつけます」

　ここだけは正面から即答しなくてはならない。それは子供のカルタにも理解できた。

　清きよ沢さわは小さく舌打ちすると目めを逸そらして、

「……それから、お前にとっても貴重な旅行だろう。何も教師側の不ふ手て際ぎわに付き合って自由な時間を潰す事はないはずだ」

「先生それで何で恋人がいないんですかこの気配り上手」

「何な故ぜ一人ぼっちと決めつけたッ!?」

　本格的に怒らせてしまったのでここは逃走するしかなかった。

　カルタとアイネ、二手に分かれて真夏の海へと飛び出していく。
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「まあ、ひどい目に遭ってきたようだけど……。それでカルタ君、こちらで良かったの？　マリカさん水着選びに時間を掛けたようだし、放っておいたらへそを曲げるかもしれないけど」

　くすくすと笑っているのはグラマラスな生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカだ。

　カルタの方は汗だくだ。やはりアイネを手放すべきではなかった。まっすぐこちらをロックオンして襲いかかってくる筋肉を振り切るのに相当苦労させられた。あれならアイネをぶつけて足止めした方が良かったに決まっている。

「あ、ひい、ぶえっげふ、アンタそこで何やってるんですか？」

「人工ビーチとはいえ、この脚だと流石さすがに泳ぐのは難しいからね。それでも気分くらいは味わっておきたいなあと思って」

[image: ]

　黒のビキニを纏まとう先輩系女子は長い脚を子供みたいにパタパタ振りながらそう答えた。機械的に作られた強い陽ひ射ざしの下、椰や子しの木きが揺れる小奇麗なビーチではあるのだが、ここは波なみ打うち際ぎわよりかなり手前だ。彼女は子供向けの丸いビニールプールに体を投げて、それでも収まりきらない脚の部分を外に放り出して小さく振っていたのだ。元がグラマラスな生徒会長だと、こういう子供っぽい道具や仕草さえ逆にアンバランスで背徳的に見えてくる。

　が、カルタが言っているのはそういう意味ではなく、

「……もう一回尋ねますけど、何してるんです？」

「だ・め」

　自分の唇に人差し指を当てるキョウカの笑みが、質を変える。

　分不相応だった子供の笑顔から、実年齢すら超えた熟れを含む妖しい笑みに。

「せっかく内緒で進めているんだし、わざわざ口に出すほど愚かしい事はないでしょ。『彼ら』がいつでも分かりやすいサングラスと黒服で全身固めてくれていると思ったら大間違いよ」

　そういう話をしていた。

　だから、生徒会の他のメンバーは外しているのだろう。

　巻き込めないのは分かるのだが、カルタとしては生徒会の皆さんから無駄に嫉妬の大波をぶつけられるのでちょっと心臓に悪いのは内緒である。

　ともあれ、そういう事なら歌うた貝がいカルタもモードを変える。

　小奇麗なパブリックイメージや高校生ではなく、卑ひ怯きようで卑劣な、本物の復ふく讐しゆう者しやの顔に。

「ここにいると？」

「ゴキブリみたいなものよね。むしろ、世界中探し回って『いない』場所が見つかったとしたら、わたしはそこに移住したいくらい」

　大体それで納得した。元々コンピュータに強い人だった。透明な水を張ったビニールプールの底にスマートフォンやモバイルルーターをいくつも沈めて何かやっているなと思っていたが、ようは情報収集で忙しいのだろう。『彼ら』はどこにでもいる、という事は逆に言えばいつでもどこでも情報を盗めるチャンスがあるのだ。例えばデバイス一つ置くだけで周囲を飛び交う目に見えない電波を片っ端から拾い集めて手当たり次第に暗号をデコードし、目に見えるテキストや画像へ置き換えていく『流砂』アプリを自作して常時走らせておくだけでも。

　カルタ達が直面している問題はいくつかある。

　目下、一番大きいのがナタレーナ＝ブラストが関わっている（そして明らかに共犯者が別にいると思おぼしき）復ふく讐しゆうの連鎖。

　他、根本的に『脅威』をどうするのかといった問題や、その時代その時代の世界最強と『脅威』の激突すら己の利益としている『世界の黒幕』についても放置はできない。

　カルタがぶつかっているのはアナスタシアの妹、ナタレーナ＝ブラスト。

　しかしキョウカはそれとは別の軸で世界と戦うつもりのようだ。

　カルタは（日本ではエナジードリンク系以外では珍しくなってきた）缶の炭酸飲料を水面から一本もらって口をつけ、閉じた大空を舞う海鳥へ素知らぬ視線を投げながら確かに言った。

「……任せます」

「ええもちろん。あなたはあなたの仕事を全うなさい」

　口元に手をやり、くすりと笑って表おもて参さん道どうキョウカはこう告げていた。

　彼女はカルタとは別の方へ目をやって、

「見た目が幼いアイネちゃんをカウンターに当てているんでしょうけど、それでも学年一つに絶対の壁を感じるこの世界できちんと中等部へ潜り込んでいるようで何より。とりあえず、彼女達を退屈させないようにね。信頼を勝ち取る事は、誰にとっても不都合にはならないから」

　生徒会長が見ているものを目で追いかけて、カルタは息を吐いた。

　例の三人娘が水着のまま手を振ってきている。真ん中で両手を挙げてぴょこぴょこ飛び跳ねている銀髪褐色の少女は、確かリホだったか。

　適当に手を振り返しながら、彼女達には聞こえない程度の小声でカルタは囁ささやいた。

「……心苦しいですよね」

「そうね」

「俺だって、四月に入ったばかりの新入生のはずだったのに。偉そうな事を言っているけど、生き残ったのなんてたまたまだった。もしも今ここに正体不明の『脅威』がやってきたらどうなるかなんて誰にも分からないんだ。なのにあの子達は、何が起きても絶対守ってもらえるって無邪気に信じてる。一番近くにいる『世界最強』の水晶魔法使いから」

「騙だますと思っては潰れるよ。こういうのは、期待させると言い換えておきなさい」





４






「コスタリカだけで数百万種の昆虫や動物が息づいているんだって」

「何の話？」

　少女達に手を引っ張られて強引にチーム入りさせられた歌うた貝がいカルタが眉をひそめると、銀髪褐色のリホがけたけた笑う。学校の水着の日焼け痕などはないので、くまなく焼いたらしい。

　集団で一気に注目されるとおっかない。

　が、一人一人なら普通の人だ。ここではカルタも自然体でいられる。

　もちろん外国のビーチで水着の女の子と一緒にいる、という状況を加味してのレベル設定だが。どこを見たって水を弾く柔肌だらけだった。パブリックモードじゃないと魂をごっそり持っていかれそうだ。心臓に悪い事は変わらない。

「ノアの方はこ舟ぶねってあらゆる生き物をオスメス一対ずつ乗せたんでしょ。それなら昆虫だけでどれくらい？　あの船、そこらじゅう虫だらけだったんじゃないかな。うじゃうじゃーって」

「……、」

　想像するだに楽しくないビジョンだが、水着の少女がそんな風に言い出したのにはきっかけがある。こうしている今も目の前を青あおい蝶ちようがひらりと舞い、リホの持っていたピンク色のドリンクのハイビスカスに留まっていた。空中でピタリと止まるハチドリや、緑の羽が美しいケツァールなんかも普通に閉じた青空を飛んでいる。

　当然、北ほつ極きよく圏けんで生息できる動物ではない。たとえ核戦争が起きて世界中がくまなく氷河期に突入しても、クリスタルビーチにある複数のドームの中だけは快適な気温二八度湿度五〇％以下が保たれ続けるだろう。大口を開けて頭上を見上げるリホはそのまま後ろへ下がりながら、

「ったくすごい話だよねえ、熱っつ!?」

　なんか勝手に飛び跳ねて小振りな胸を揺らしていると思ったら、どうも金属製の大きな箱に背中を押し付けたようだった。リホの背丈より大きいが、自販機ではない。密閉型のドーム施設なので普通の火災報知器よりもゴツい排煙装置のボタンがあちこちにあるようだ。

　カルタは呆あきれたように、

「南国ビーチ仕様なんだから砂とか金属とかは焼けるようなんじゃないのか？」

「こんなトコまで無駄に再現しなくて良いんだよ!!」

　喚わめき散ちらすリホの背中にメガネに二つ縛りのサナエが何か押し付けていた。ドリンクらしいが、色はない。いつかの調理実習で見た、水に少量の塩を加えただけのお手製だろうか？

　サナエはおっとりした仕草で首をひねりながら、

「このシステムが普及すれば、地球のどこでもこんな環境を作れるって事になるんでしょうか。その……地下とか、深海とか、エベレストのてっぺんとか」

「あと宇宙とかよね」

　アリスの想像力はサナエよりも自由度が高い。ただしカルタは早い段階で現実を教えておく。

「実際にはそこまで夢の技術じゃない。第一にとにかくエネルギーを使うからな。普通の石油で賄おうとしたら、あっという間に化石燃料は枯こ渇かつするよ」

「ちょっと待って、じゃあこれってどうしてんの???」

「当たり前だけど良いい質問だ、リホ」

　水晶花の通信だけでは足りないのか、リホは太ふと股ももに巻いたベルトにスマホを二台も差していた。この場合すぐさま検索で答えを出さず自分で疑問に立ち向かったのはむしろ褒めるべきか。

「アイスランドは有数の火山国でもある。温泉の宝庫なんだよ、無尽蔵に湧き出るマグマの熱を使ってタービンを回しているって事」

　カルタは足元を指差す。

　当然ここは人工島だが、彼が示しているのは『もっと下』だ。

「地下や海底に同じ規模の施設を作る場合、まず地熱エネルギーを取り出せる立地が必須になる。ただ、それとは別に地震や火山の爆発に巻き込まれない安全圏を確保しなくちゃならない。ポンペイやサンピエールみたいに大噴火で街ごと消滅しちゃあ元も子もないって訳。この二つの両立は、思っているほど簡単じゃない。まして宇宙だとな……」

「ええ？　それは確かにマグマはないけど、太陽光なら永久エネルギーだもん？」

「パネル自体は摩耗するんだよ、アリス。しかも宇宙空間の太陽光は大気で減衰されないからかなり強烈だし、各種のデブリが砂嵐みたいにパネル表面を削り取りにかかるぞ。たくさんの鏡で一点に光を集めて三〇〇〇度くらいまで上昇させる太陽炉の方が現実的だけど、でもやっぱりダメか。空気水食糧、とにかく宇宙船はエネルギーよりも資源不足との戦いになる」

　んー？　と金髪ポニーテールのアリスは自分の細い顎に人差し指をやり、そのまま作り物の青空を眺めてぽつりと呟つぶやいた。

「なら月面か火星辺りがお手頃よね？」

　思った以上に想像力が強固だった。他天体の開発にもそれぞれボトルネックは存在するのだが、それについていちいち潰していくのは本題から離れ過ぎるか。

「……これはオフレコだけど、最終日にレポート提出の指示が出るはずだ。水遊びに夢中になって学んだ事を最後まで覚え続ける自信がないなら、気になったものは最初に全部スマホで撮っておいた方が安全だぞ。写真よりも数十秒くらいの動画にして、撮影地点の座標データと自分の声も残しておけ。その方が後でまとめる時に苦労しない」

「まぢかっ!?　こんな時までラストをお勉強でシメるとか空気の読めない先生連中ね!!」

　そもそも林間学校だよ、とカルタは喉まで出かかった。大義名分を設けて遊び倒す口実を作ってもらっているんだから、むしろ理論派の先生達には感謝をするべきだと思う。

　メガネと二つ縛りのサナエが身を小さくしながら囁ささやいてきた。

「……あのう、それって私達に教えてしまってよろしかったんですか？」

「別に。先輩から後輩へ試験のコツを教えるのって普通の事だと思うけど。学年変わるとクラス同士じゃあんまり繫つながらなくても、部活とか委員会とかなら話は別だろうし」

　もっとも、カルタやマリカ達はそんな手て解ほどきを受ける前に『ファーストアウト事変』を味わってしまった訳だが。もう戻ってこないと思っていた。そういった学校生活を体験してみたいという想いに噓うそ偽いつわりはなかった。

　と、銀髪褐色の少女リホが意地悪な笑みを浮かべた。

「へーっへっへえ」

「？」

「私達にだけこっそり教えてくれるって事は、おうおうセンパイさんよ。それなりにお気に入りの椅子に座らせてくれている訳だ？」

「……別にお前達にだけ教えるなんて言ってないぞ。顔を合わせた子達に何人か内緒話をしておけば、後は勝手に拡散していくだろうし」

「そうはさせん。私達だけで情報を独占して、楽して一番になるんだっ！」

　わがまま姫の権ごん化げだが、カルタは小さく笑ってしまった。そういう思考も嫌いではない。ルールを理解した上で裏をかく。勝てないはずの怪物に挑み続けた少年からすれば、特に。

「なら具体的にどうする？」

「センパイの身動きを封じてしまえばよろしい」

　にたりとリホは笑って、ハイビスカスで飾られたドリンクを傍かたわらの売り子に預けた。

　代わってキャッシュレスで購入したのはビニールのボールだった。

「サナエ、アリス！　囲い込むわよ、今からセンパイがへとへとになって一言もしゃべれなくなるまで遊び倒してくれる!!」
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　この夕焼けは、やはり人工的に作られたものだろう。

　元々は北ほつ極きよく圏けんなので日の出、日の入りはかなり特殊な立地だ。いわゆる一日中太陽が沈まない白びやく夜やは六月辺りとされているが、そろそろその影響が出始める頃でもある。

　そして一方で、クリスタルビーチは全ての施設が大小のドームで覆われている。一見すれば透明だが、地球の大気だって光の屈折によって青空から夕空までその色を変えるのだ。電気的な偏光技術で流入する太陽光を調整できるなら、朝昼晩、全ての天空を再現できるはずだ。あるいは自然界には存在しない天体イベントだって、プログラム通りに。

　ストロベリーブロンドの髪を揺らす雨あま脚あしマリカは、人工ビーチに備え付けられた開放的なレストランで時間を潰していた。東あずま屋やを大きくした感じで、風通しを考えて四方に壁はない。身みに纏まとっているのは競泳水着のようだが、お腹なかの辺りが大きく肉抜きされている。見方によっては全身を変則的に黒いベルトで締め付けているように見えなくもないだろう。

　ここだとカップルも珍しくない。カルタだって、アイネがいないとちょっと近づきにくい。

「悪い、遅れた」

「分かり切ってるわ、ずっと待っていたんだから」

　ずらりと並ぶカウンター席の隣に腰掛けたカルタが小さく謝ると、マリカは退屈そうな調子でメロンやキウイなどで作った明るいグリーンのミックスジュースをストローで口に含んだ。

　と、

「……、うー」

「ん？　どうしたのアイネちゃん。元からあんまりしゃべる方じゃないけど」

　なんかさっきからアイネがマリカと目を合わせようとしない。幼おさな馴な染じみが下から顔を覗のぞき込こもうとすると、カルタの背中に隠れてしまう。やがて蚊の鳴くような声があった。

「……マリカ嬢は何な故ぜそこまで地肌をさらすのでしょう。排熱や皮膚呼吸などの都合でも？」

「アイネちゃんだって水着じゃん。ちょっと待って、何でカルタまで目めを逸そらす？」

「いやだって、お前……。すごいぞそれ、横から見ると」

「だっても何も、せっかく海外まで来たんだし。おー？　どうしたどうした、幼おさな馴な染じみのマリカさんの思わぬ成長にドギマギしてしまったかねカルタ君。わっはっは！」

　そんなやり取りをしている中、だ。水晶少女が思案ののち、ぽつりと疑問を放った。

「……もしやアイネもまた、現状とても恥ずかしい格好を……？」
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　思わずカルタとマリカは顔を見合わせていた。

　変だ。『あの』アイネが、恥ずかしいなどという言葉を使い始めている。そういえばエレベーターの辺りでカルタ自身がこう言ったか。ハダカは恥ずかしいだろうと。

　まさか、学習した？

　この無機質バカ野郎はそんなキャラじゃなかったはずだ。だが学べば育つというのかっ！

　歌うた貝がいカルタの全身を縦に閃光が貫いた。何かと言うと開けっぴろげなマリカや目の前の男をからかうためなら一肌脱ぐ事も辞さないキョウカとはまた違った道が開こうとしている。

　ガッ!!　とカルタはアイネの小さな両手を包み込むように握り込んでいた。

「素すっ裸ぱだか幼おさな馴な染じみとか熟れ過ぎた小悪魔生徒会長とかじゃないっ!!　真面目で奥ゆかしく何より良識のある女の子になろうね！　アイネ!!」

　人が感動している横で恥を知らないくるくるツインテールが笑いながら何か囁ささやいていた。

「アイネちゃんアイネちゃん。ここは騙だまされたと思って試してご覧、いったんハダカになって眠ってみると世界が変わって見えるわよ？」

「うるせえ笑顔でそっちのワールドに引き込むな!!　俺は責任を持ってこの娘こを大事に育てるんだっ、きちんとした恥じらいを実装した淑女へと!!」

　妙なやり取りをしている間にもアイネが動いた。カルタの後ろに回って露出度極大の人の盾にしていた水晶少女が、彼の背中側から無言のまま『格納』されていってしまう。

「あー、逃げた」

「それで良いいよ変な脱ぎ癖を覚えられるくらいなら。じゃあ本題だ」

　カルタは適当な炭酸とフライドポテトを注文しながら、

「どうだった？」

「何か起きるとでも？　ここは海まで含めて完全に密閉された人工ビーチ、人ひと喰くいザメが潜んでいるハワイやグアムじゃないのよ」

　幼馴染みが顎で指した方向には、例の小さな影があった。ナタレーナ＝ブラストだ。

　マリカはカウンターに頰ほお杖づえをついて、

「……放っておいて良かったの？　結構依存率が高そうな感じだったじゃない。あの子、あんな感じで一日中貝殻拾ったり波なみ打うち際ぎわで波を蹴ったりしていたわよ。せめてアイネちゃんだけでも解き放ってちょっかい出しておけば良かったのに」

「必要な事」

「鬼畜」

　よりにもよってその一言を選ぶか、まったくひどい言い草である。押してもダメなら引いてみるのはアマテラス関連の神話にも出てくる日本の伝統だというのに。

「まず確認するけど、俺はあの子を死なせたくない。これは絶対に。ナタレーナ本人に恨まれてでも良いから、だ」

「……、」

「かと言って、マリカや表おもて参さん道どうさんにも我慢できる量に限界があるのも分かる。何しろナタレーナは俺達に復ふく讐しゆうするってその口で言っている訳だから、いつまでも危険な状態で懐ふところに置きたくないのも自然な考えだ。それなら、できるだけ短時間で心の扉を開けてしまいたい。絶対に、って言ったよな。だからどんな手でも使わせてもらうさ。卑ひ怯きよう者ものは俺の専売特許だ」

「分かったわよ」

　やれやれといった調子でマリカは細い脚を組み直し、

「ようはずっと付きっきりだとナタレーナの感情は動かないから、いったんわざと寂しい想おもいをさせて自覚させようってんでしょ？　歌うた貝がいカルタはあなたにとって必要な人間ですって。そうやって、風船を限界まで膨らませてから改めて近づこうっていう訳だ。外から鋭い針でちょんちょんつついただけで簡単に破裂するよう整えてから、最小コストでね」

　まるで振り込め詐欺のような言い方だが、しかし、そもそもカルタ側にナタレーナへ取り入らなくてはならない理由は何もない。

　面倒なら預けてしまえば良いのだ、殺害派のマリカや拷問派のキョウカに。

　幼い少女にアナスタシア殺害に関する情報を渡し、偽造した身分を預けて具体的な復ふく讐しゆう者しやに仕立て上げた『共犯者』については未知数だが、ひとまず刺客は潰せる。

　だけど彼はそうしない。

　卑ひ怯きよう者ものでいい。汚れ役を買ってでも、ナタレーナと繫つながろうと足あ搔がいている。

　死なせずに済むのなら本人から恨まれても構わないと、その口ではっきりと言って。

「甘ちゃんね」

「……すまん」

「謝る必要ないわ。アンタが理由もなく人を助けるのはもう納得する、そういう人なんだって。何しろあの時は無関係な一般人どころか『難なん問もん排はい除じよ』まで助けようとした素振りがあったし」

「それは、」

「だから非難しているんじゃないって。ただの確認よ」

　少女はストローでドリンクを口に含んだ。

　その顔にあるのは純粋な疑問であった。

「……だから聞くけど、具体的に可能なの？　復ふく讐しゆうしようとしてる人から刃を取り上げるなんて。だって、私の時はダメだったじゃない。アイネちゃんとか、あの生徒会長だってそう。いったん仇あだ討うちを始めてから、それでも揺れていたのなんてアンタくらいのものよ」

　だからこそ、だろう。

　マリカは自分に解けない疑問でも、幼おさな馴な染じみの少年なら答えを出せるのでは、という顔でこちらの目を覗のぞき込こんでくる。いっそ純粋なくらいに。

「ねえ、どうだった？　アナスタシア達はこれ以上は見つからないくらいの悪党だったけど、でも、あいつらが奇麗ごと並べて自分にとって都合の悪い復ふく讐しゆうをやめさせようとしたとして、『正しい理由』を持ってたあの時のアンタは素直に応じたと思う？」

　できないと言ったら、今現在のカルタの努力は何なのかという話になる。

　しかしできると言ったら、過去、最後まで突っ走って五人全員殺したカルタ達の行いは何だったのかという話になる。諦められるなら諦めてしまえば、そもそも事件なんか起きなかった。

「難しい話だな……」

「五〇点かしらね」

　素っ気なく言って、しかしマリカは小さく笑った。

「けどまあ、赤点じゃない。イエスかノーか、どっちか即答してたらぶん殴ってたわ」
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『ぎゃあ痛い!!　しっ、沁しみるぅー!?』

『うーん、もしかして日焼けなんでしょうか。遠赤外線の高輝度ライトと思っていましたけど、意外と紫外線を含んでいたんですね』

『ふいー。それにしても、まさか北欧まで来て温泉に肩まで浸つかれるだなんてすごいよね』

　例の三人娘のやかましい声が塀の向こうから飛んできていた。ホテルに大浴場があるという話はカルタも耳にしていたが、まさか露天とは思っていなかった。温泉ホツトスプリングくらい世界中どこでもあるだろうが、もしかするとこれは日本の様式を輸入したのかもしれない。

　夜になっていた。当然ながらカルタが歩いているのは女おんな風ぶ呂ろではなく、背の高い塀の外側にある普通の遊歩道だった。明日は午前中は社会見学、午後は自由時間となるため、理論派のおどおど女教師と一緒に、事前に見学コースの下見を手伝う事になっていた。

「何で俺が……」

「え、えへへ。歌うた貝がいさんと一緒だとやっぱり安心感が違うものでして」

「……何やら不安になると呼び方が変わるのは分かりました。ただ先生からさん付けとかもやめてほしいんですけど。何度も留年してヌシ化したような気分にさせられるので」

　すっすみません!!　と九〇度腰を折る全力の謝罪がきてしまった。だからそういうのをやめてほしいと言っているのだが、それも割と本気で。

　あのムキムキジャージの清きよ沢さわハドメが言っていた言葉を思い出した。いくら本人から頼られていても、求心力をなくせば教室をまとめられなくなると。全くその通りだ。

　ともあれ、

「簡単な小テストを作って、スタンプラリーのように各施設を自分の足で回らせる形にするのが妥当でしょう。興味を持続させるには授業のゲーム化が一番です」

「たっ、助かりますう」

「足を運ばないと答えが分からない形で問題を作るのはマストとして、スマホで検索なんかさせないように注意です。俺達くらいの歳としだと、楽するための努力は惜しまないはずなので」

「そ、そういうのって皆さんに電源を切ってもらうという形にするんでしょうか？」

「電源オンオフは位置情報を発信しているか否いなかをモニタすればすぐ分かりますけど、うーん、設定やアプリ次第で発信は消せるからな……。ひとまずは体育の授業なんかと一緒でレクリエーション中はスマホを一ヵ所に集めて保管。それから、携帯ショップの見本品やホテルでの貸し出しなんかにも個別に先生を置いて目を光らせる必要がありそう、って感じですかね」

「ホテルの？」

「言語通訳から地図アプリ、タクシーやレストランの手配、観光名所や宗教施設を歩く時の注意事項、それからアダルトコンテンツの配信まで何でもやってくれるから客商売する側は手間いらずで便利なんですって。今はもう部屋のテレビで有料放送を観る時代じゃないんだとか」

「ぶふうっっっ!!!???」

　説明が終わる前に顔を真っ赤にしたソフィア＝フィレンツェが盛大に噴き出していた。

　机にかじりつきの理論派の先生は色々なところで耐性が弱いらしい。

　しかし自分はこんなキャラだったか？　カルタは自分で驚いていた。あまり意識しないのは、やはり年齢差だろうか。これがマリカやキョウカ相手なら絶対こうはならなかったと思う。むしろ普通に考えたら、カルタは同年代の少女達にからかわれる側だ。

　女教師と別れると、カルタはホテルの近くにあった自販機で素の炭酸水を買った。今が北ほつ極きよく圏けんの夜とは思えないほどの常とこ夏なつぶりだが、おかげでどこにいても喉が渇く。昼間は甘いジュースばかりだったが、これは糖分は控えた方が良いいなと考え始めるほどだった。

　ボトルのキャップを開けて口に含んでいると、見知った顔を見かけた。

　ナタレーナ＝ブラストだ。

　流石さすがに今は水着ではない。それでいて、比較的安全な密閉型の観光地とはいえ寝間着で外をうろつくほど危機意識が低い訳でもないのだろう。カルタと同じ、紫系のブレザー制服に身を包んでいる。しかし何な故ぜ、こちらに足を運んだのか。きっかけを考えて、カルタに思い至った。

　塀の向こうからは、やかましい中等部女子の声が響いていた。

　こちらから聞こえるという事は、向こうからも聞こえていたのかもしれない。

「先輩」

「何か買う？」

　小さな少女は首を横に振った。

「それでもこっち来て。筋肉まみれの見回りの先生に見つかったら結構大変な事になるから」

「……、」

　強い光に惹ひかれる蝶ちようのように、彼女はただ自販機の光に吸い寄せられた。炭酸水を飲むカルタの隣に立ち、自販機に背を預ける。湯上がりだからか、うなじから甘い匂いが滲にじんでいた。

「ずっと考えていたんです」

「何を」

「先輩は、きっと悪い人じゃない」

　断言があった。

　歌うた貝がいカルタは思わず笑ってしまいそうになった。

「……五人も殺しておいて、俺はまだ善人か」

「その善人が、五人も殺さなくちゃならない事態だった。そういう話じゃなかったんですか」

　そういう話だった。

　だけど彼女の前でだけは、そういう話を押し付けてはならないとも考えていた。

　アナスタシア＝ブラストの妹。

『正しい理由』を持った復ふく讐しゆう者しやである少女には。

「分かっているんです。先輩は、仕方がないで人の命を諦められる人間なんかじゃないって。それでももしも人を殺すとしたら、絶対に強い理由が必要な人なんだってくらい」

　ぎゅっと。

　スカートを両手の小さな拳で巻き込むように握り、ナタレーナはそんな風に絞り出した。

　不器用な子だ、とカルタは思う。相手の事情なんて、考えなければ楽なのに。道理に反しているから殺してしまえで、復ふく讐しゆうそれ自体は成立してしまうはずなのに。

　カルタ達だってそうしたのに。

　やはりこの子は致命的に悪事に向いていない。この上なく危うくて、でも素直に羨ましい。

「でも、だけど、どうしても私の知ってるお姉ちゃんと重ならない。繫つながらないんです、そんなの！　私の中にいるアナスタシア＝ブラストは『脅威』と戦ってみんなを守る、それだけで人生を渡り歩ける本当に強い人だった!!　テレビや新聞で流れているような、楽しんで人殺しを繰り返せるような人じゃなかった!!」

「……、」

「だから、教えてください」

　励起、と幼い少女の唇が紡つむいだ。

　ひしゃげる音の連続に、カルタは思わず自販機から距離を取っていた。

　ナタレーナが自販機に背中を預けた状態で水晶魔法の装甲を展開させたため、小さな体から真後ろへ飛び出た鋭い装甲が金属製の自販機をメチャクチャに引き裂いていったのだ。

　裁神アヌビス。

　ある最強が使っていたのと同じ神が。

「アナスタシア＝ブラストに立ち向かった先輩を見せてください。その憤ふん怒ぬで、その恐怖で、その愉悦で、その正義で!!　あなたの瞳の色を覗のぞき込こめば、きっと分かるはず。お姉ちゃんの本当の顔を映し出す、水晶球のようにッ!!」

　歌うた貝がいカルタはそっと息を吐いた。まだ中身のある炭酸水のボトルを横のゴミ箱へ放り投げる。

　両手の自由を獲得し、最新鋭の『世界最強』が囁ささやいた。




「良いいだろう」




　好戦的に。

　かつて少年が何よりも嫌った、誰かのような笑みを浮かべて。
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　四〇〇メートルほど離れた椰や子しの木きの裏に背中を張り付けたまま、マリカは舌打ちしていた。

「……良いいだろうじゃないでしょ、あの馬鹿」

　屋外で肉声が届く限界距離は一五〇メートル前後とされるが、水晶魔法使いにとっては関係ない。かつての船乗りは、セーラーの襟を立てる事で嵐の中でも同じ船員からの声を聞き逃さないよう配慮していた。水晶の装甲を活用すれば、もっと高度な集音効果も見込める。

　が、ここで計ったようにスマートフォンへ着信があった。

　バックライトの光を掌で覆って画面を見る前から、すでに舌打ちしていた。

『マリカさん☆』

「今度は生徒会長!?　ああもう、私の考えはどいつもこいつも筒抜けかっ!!」

『殺しの現場にモバイルなんか持っていっちゃ、だ・め。なぁに、水晶花の通信だけじゃ不安なくらい情報に餓うえてるの？』

　くすくすと笑いながら生徒会長はこう続けた。

『それからあんまり荒れないの。あなた、身内想いが過ぎるから次の行動を簡単に予測できるのよ。とにかく狙撃は禁止。そんな事したらカルタ君が泣いちゃうぞー？』

「……、」

『それで止まる辺りが、本当に身内想いよね。あなた』

　うっさいな、とマリカは唇くちびるを尖とがらせる。

「他の事も気づいてます？」

『こんな日まで外の見回りに忙しい筋肉先生とか、後は東あずま屋やの方でこそこそ見ている例のムードメーカー三人娘とか？　あの子達、固まって何をしているのかしらね。カルタ君を花火にでも誘おうとしてナタレーナに先を越されたとか？』

　マリカは言われた方ではなく、真上に視線を振った。カルタ、マリカ、そして見回り教師と三人娘を全て視界に収められる場所は限られている。なおかつ、不自然にカーテンの隙間から手鏡を使って外を覗のぞき込こんでいる人間がいるのは、

「二八〇一号室。角部屋か。その照明の色だと、もしかしてバスルーム？」

『あらバレちゃった？』

　生徒会長はまともな水晶魔法は使えず、車椅子で生活している。本当に二八階にいるとしたら、ここでマリカが狙撃を強行しても止めようはなさそうだが、甘く見ない方が良いいだろう。何しろ彼女はあの状態のまま、過去に単独で『難なん問もん排はい除じよ』を一人仕留めているのだし。

　マリカはそっと息を吐いて、

「けど、一対一だと分が悪いですよ。カルタの場合は装甲を纏まとうんじゃなくて、アイネちゃんを完全に分離するから。目に見える位置にいても柔らかい体を集中砲火されるだけだろうし」

『うーん、それなんだけどね』

「？」

　あの腹黒生徒会長が言いい淀よどむとは珍しい。

　が、違う。これはタメを作って楽しんでいるだけだと遅れて気づいた。

　表おもて参さん道どうキョウカはこう言ったのだ。

『多分、アイネちゃんは出てこないと思うんだけどなあ』

「はい？」

『イエス、ゲスト様。アイネは今、キョウカ嬢と背中の洗いっこをしていますので』

　ぶっ!?　とマリカは思わず噴き出した。

　何な故ぜ、スマホの向こうからアイネの無感動な声が聞こえてくるのだ？　昼間は自分の水着を恥ずかしがっていたようだが、女の子同士のお風ふ呂ろは問題ないらしい。だがもちろん重要なのはそこではなく、

「待って!!　まさか、それじゃあカルタのヤツ……!?」

『そう、エンプティ。カルタ君の中にアイネちゃんはいないので、どうやったって戦闘に加わる事はできないはずなんだけどねえ？』





８






　ぎん、ギン、ごぃん、と。

　複数の重たい金属音に似た音色が響き渡ったと思ったら、虚こ空くうからスキー板に似た半透明ユニットが二つ、ナタレーナの両足に取りつけられていった。もちろん単純に『そのもの』ではないだろう。水晶魔法でその神を選んだ以上、アヌビスなる記号に準じなければおかしい。

　犬やジャッカルを象徴に置く神の話で、長い棒状の道具と言えば、

（……てん、びん？）

　予想を立てても、どういう攻撃方法か見えない。あるいは中世の城を崩すために使われた、巨大な岩を投げ飛ばすカタパルトのような感じだろうか？

（アヌビスは死者の魂の善悪を裁く神。審問の結果は、天てん秤びんを使って傾きで示していたはず）

「お願い、アヌビス」

　そういう『導入』なのか。ナタレーナ＝ブラストは小さな基板に封入された神の名に、わざわざ対等に話しかける。神に請こい願ねがって奇跡を起こした、かつての世界最強をなぞるように。

「お姉ちゃんが背中を預けたたった一人の神様！　その魂を救うために、私に力を貸して!!」

　アヌビスを軸にしたカレンダーがオカルトな気圧を把握。ガッシャ!!　といきなり左右のスキー板が前後共に扇のように開いた。総数一六本。剝むき出だしになったのは、クレーンのアームか蜘く蛛もの脚あしか。その脚の先から細いワイヤーが勢い良く射出される。先端にあるのは金属でできた顎とも花とも取れない何かだった。クレーンのイメージに引きずられたカルタの視点だと八枚の可動部位でもって貨物船から穀物や石炭を摑つかみ取とる、グラブバケットに見えてくる。

（摑つかむ、持ち上げる、振り回す……）

「なるほど……!!」

　少年が呻うめいた直後、全く違う方向へ飛んだワイヤーがいよいよ生き物のように動いた。グラブバケットで嚙かみつき、摑つかんだのは巨大な岩。遊歩道用の電動カート。潰れた自販機。

　ゴルフボール大のグラブバケットが開き、小型犬の顎ほどの大きさに広がって各おの々おのの表面に嚙かみついた結果。

　とにかく鈍器となりそうなものを片っ端から摑み取って、振り回したのだ。

　あるいは縦に、天から落ちる流星のように。

　あるいは横に、大木を切り倒す斧のように。

　短いスカートも気にせず、時に大きく回し蹴りで、時に上段蹴りや踵かかと落おとしを交え、時に地面に手をついての流れるような側転まで。そのたびに明確な質量を伴った『嵐』が荒れ狂う。

　格闘技と呼ぶには優美、だがバレエと呼ぶにはあまりに野蛮。

「さらにっ!!」

　ナタレーナが吼ほえると、おかしな事が起きた。追加で何かを摑つかんだのだが、明らかにルールが違う。あるいは一ひと摑つかみで砂浜の砂をコンテナよりも規則正しい四角に引っこ抜き、あるいは近くの噴水の水を丸ごとごっそりと持ち上げる。元のバケットの大きさなどお構いなしに。

　失念していた。これはそもそも『魔法』だ。

（確かにこいつは、あのアナスタシアの妹っぽい!!）

　固体に液体。ナタレーナがどこまで自由を手に入れているかは知らないが、現状でもかなりやる。空気中の湿度を全部奪って〇％にする事で知らぬ間に体力を奪ったり、ビルの根っこを引っこ抜いて巨大建造物を丸ごと倒す、なんて真ま似ねにも手が届きそうだ。

　一発一発が迎撃されるか否いなかは関係ない。むしろいくらでも補給できるところに強みがある。ナタレーナを弾切れにするには、それこそ真空の宇宙にでも投げ込むしかない。

　アヌビスは裁きの神。

　どれだけの死者が列を作っても、人と神。その数に圧倒されて裁定を譲歩するなどありえない。一柱の神が無数の死者を威圧し、一方的にルールに従わせる。そうであって然しかるべきだ。

　ただし、

「……まだ遠いな」

「っ？」

「確かにコスパは良いいが、そういう最大効率は最強っぽくないんだよ。ほんとの世界最強っていうのはさ。もっと湯水の如ごとく、ケタ外れに、採算度外視でドバドバ注そそぎ込こむものなんだ。無駄遣いを極める。見ているこっちが途方に暮れるようなイカれた物量でな!!」

　笑って、カルタはブレザー制服の内側に手を突っ込んだ。取り出したのは徹底的に改造された軍用懐中電灯。警棒にも使えるほどの強度を持つが、重要なのはそこではない。

　ライト部分を強烈なレーザー照射装置に取り換えているのだ。後部のアンプとレーザープリンタにも使われる拡散レンズを使って、目を焼く光を扇状にばら撒まくよう調整まで施して。

　目の痛みは独特だ。我慢して抑え込めるものでもない。

「がっ!?」

「お前の『天てん秤びん』は確かに絶大だ」

　一時的でも片目を潰された事で、少女は目測を誤ったのか。

　上から落ちてくる大岩をカルタは横に転がって避け、横よこ薙なぎに襲いかかる電動カートは先に砂浜に突き刺した大岩と激突して真上に跳ね上がってしまう。砂の塊や水の塊などは言うに及ばずだ。風船のように弾はじけ飛とんだ残ざん滓しで視界を遮られないよう、それだけ気をつけておく。

「だけど固体にせよ液体にせよ、振り回して力を蓄えるモーニングスターは、叩たたきつけるまでに若干の時間がかかる。目で見て考えられるだけの余裕があるのは致命的だよ。少なくとも、エリシアも、ユキノも、そしてアナスタシアも、そんな隙は徹底的に潰していた。採算度外視で、地球の資源を個人で食い潰してでもな!!」

　ぱき、ぱき、ピシ、という細かい音があった。

　水晶魔法は、致命傷以外の傷なら三〇秒で塞いでしまう。

　ただし逆に言えば、どんな微細な傷であろうが三〇秒はかかる。その間、もう一度攻撃されて水晶化した部分が砕けてしまえば、もう二度と元に戻らない。

　つまりレーザーで傷つけられた片目は、水晶化している三〇秒は使い物にならない。自分の目を永遠になくす恐怖を振り切ってまで即決で行動できる人間というのもなかなかいない。

「おああっ!!　先輩!!」

　クレーンか蜘く蛛もの脚あしにも見える『天てん秤びん』が、蠢うごめく。

　宙返りや側転を織り交ぜて、続けざまに複数のフレイルを振り回すナタレーナ。大量の砂を摑つかんで土砂崩れを生み、水を摑つかんで超高水圧の圧あつ搾さく機きを振り回すが、カルタは涼しい顔だった。ナタレーナ＝ブラストには、姉のアナスタシアが纏まとっていた呪いじみた威圧は存在しない。

　外から傷がつく程度の強さでは誰も縛れない。

　すなわち、

「片目をやられれば距離感が摑つかめなくなる。アンタの攻撃がいくら高威力だろうが、照準が壊れていて当たらないんじゃ意味はない」

「ッ!?」

　この程度で崩れてしまうのだ。最強になれなかった魔法は、それだけで脆もろい。

「そして水晶魔法は万能じゃない。一度仰神魔法に徹底的に負けたから俺には分かるよ、やり方次第でいくらでも打倒できる程度の欠陥品なんだってな!!」

　縦に横に、荒れ狂う鈍器の中、カルタは迷わず前へ出る。距離感が摑つかめなくても、全く見えない訳ではない。当たれば一発で粉砕なり両断なりするはずだが、カルタの顔に脅おびえはない。

「だったら」

　それは。

『これしかない』小さな少女からすれば、どれだけ恐ろしい存在だろう。

「だったら!!」

「飛ぶか？　まあ安直な選択肢ではあるけど」

　吐き捨てるように言われた時には、すでにナタレーナは装甲を大きく広げて真上に飛び立った後だ。見えない帆でオカルトな高気圧や低気圧を利用する。カルタは『プリセット』の『飛行』を使えない。前後左右の平面移動よりも、いっそ高さを稼いだ垂直移動の方が安全で確実に距離を取れる。そしていったん上を取ってしまえば、後は一方的な空爆で叩たたき殺ころせるはずだ。

　空中なら動きの自由度は段違い。縦にも横にも自在に体を回して、たっぷり遠心力を稼いだ鈍器で大地そのものを耕してしまえる。

　しかし顔をしかめたのはカルタではなくナタレーナの方だった。

「片目をやられて距離感が摑つかめないのに、それでも空を飛ぶのかよ？」

「しまっ……」

「ましてここはドーム状に密閉されたクリスタルビーチだぞ。『飛行』は加速性能で言えば戦闘機を超えるんだ、全速力で飛んだら一秒と経たたずに天井へ激突する」

　屋外と屋内では、同じ水晶魔法でも扱い方が違う。

　背の高い椰や子しの木き、高層ビル、そして彼らがいるＣ界ドームそのもの。クリスタルビーチは障害物だらけだ。自由に飛び回れるほど大空の環境は整備されていない。

　とっさに急制動を掛けて空中に留とどまろうとするナタレーナに、地上から見上げるカルタは三歩だけ横に移動した。砂浜には、自販機大の金属製のボックスが不自然に立っていた。

　よそでは見かけない品。この密閉環境だからこそ各所に置かなくてはならない設備だ。

　ラベルにはこうあった。




『防火用緊急排煙装置』




　懐中電灯の尻、追加したアンプを叩たたき込こむだけで良かった。

　強化ガラスの安全カバーを叩たたき割わり、奥にあった大きなボタンを押す。途端に半透明の天井の一部分が開いて、気圧差で一斉に空気が動く。排水口に吸い込まれる水のように、人工的な暴風が天井に向けて吹き荒れていく。

　ぐるんっ、とナタレーナの体が回った。

　ただでさえ不安定な緊急制動中に、予期せぬ暴風で丸ごと体をさらわれたせいだ。

「念のため言っておく」

　カルタは己の肩を懐中電灯でとんとんと叩たたいていた。そこまでの余裕があった。

「アンタの最大の攻撃はワイヤーとグラブバケットを使った即席モーニングスターだ。だけどそのワイヤーは、アンタ自身に絡からまないとは限らない」

「あ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　落ちた。

　しかし地面に激突して全身が水晶化される展開にはならない。

　夜の砂浜を彩いろどる椰や子しの木きの枝に複数の細いワイヤーが引っかかり、ナタレーナ＝ブラストの小さな体がミノムシのように空中で留とどまって、左右に小さく揺れていたのだ。普通の人間なら締め上げられて全身バラバラかもしれないが、これも水晶魔法の恩恵か。バリアのような空間振動領域と半透明の装甲がかなり防いでくれた他、ワイヤーが食い込んだ箇所も速やかに水晶化による『再生』プロセスに移っている。

　これは、治る傷だ。

　最先端の魔法の使い手であれば。

「さて」

「っ」

　逆さになって揺れていたナタレーナが、びくりとその肩を震わせていた。

　水晶魔法での優劣どころではない。もっと根本的な思考の部分で、歌うた貝がいカルタは少女を上回っていた。実際にはここからさらに、アイネという別個の戦力が上乗せされるのだ。

　両手を腰にやって、椰や子しの木きを見上げながら少年はこう告げた。




「どうだった？　初めての模擬戦は」




　そう。

　人の死なない戦いなど、どこまでいっても実戦にはならない。麻雀マージヤンやポーカーが、金を賭ける事で全く別種のゲームへ化けるのと同じく。

「……なんで」

　負けていれば、殺されていたかもしれなかった。

　だけど生き残ったナタレーナの目尻にあったのは、屈辱の涙だった。

「何で見せてくれなかったんですか!?　あなたが見ていた、お姉ちゃんの像を!!」

「これが答えだからだよ」

　即答だった。

　淡く笑って、歌うた貝がいカルタはこう答えたのだ。

「アナスタシアは、常に次の最強となる誰かと戦い続けてきた。日々挑みかかってくる挑戦者を淡々と殺し続けて最強の座に居座り、そしてあの瞬間にドロップアウトした。他の四人はともかくとして、あいつはそんな女だったんだ」

　つまり。

　逆に言えば、だ。

「あの怪物。アナスタシア＝ブラストは、最強以外には興味がない。戦おうにも見せられないんだよ。アンタが次の最強にならない限り」

「お姉ちゃんが、あなた達の腕を認めていたっていうんですか？　だから気兼ねなく本気を出して、思い切り戦ったって!?　私も知らないお姉ちゃんを、のびのびと見せて!!」

「別にいちいち録音していた訳じゃないから証明のしようなんかないんだけどな。だけどあいつは、エリシアやユキノと違って、自分のルールの外にいる人間は狙わなかったと思う。絶対に。少なくとも無抵抗の弱い人間を一方的に叩たたいて満足するような、安い女じゃなかった」

　もちろんそれは襲う側の勝手な評価であって。

　突然全てを奪われたカルタ達からすれば、通り魔同然で、たまったものではなかったけど。

「俺達は互いに必要な人間しか殺さなかった。そしてアンタは違う、ナタレーナ。俺にとっても、アナスタシアにとっても。だからあの女もこうしただろ、今のお前と戦えば」

「……、」

　小さな少女は、唇くちびるを嚙かんでいた。ボロボロと涙をこぼすが、先ほどとは屈辱の意味が違う。

　誰かの妹は、口の中でこう呟つぶやいていたのだ。

「これが、お姉ちゃん……？　届かない人をこんな惨めな気持ちにさせるのが」

「ああ」

「……おんなじ家族だったんですよ。それなのに私は、本当のお姉ちゃんなんか何も知らなかったって言うんですか」

「さあな」

　突き放すようであっても、真実は真実。

　どこかばつが悪そうに目めを逸そらして、歌うた貝がいカルタはこう吐露していた。

「知ったところで安心するとは限らない。人間なんてそんなもんだろ」
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　すげえー怒られた。

　歌うた貝がいカルタ、まさかのホテルの廊下で正座である。




「あらあら駄目よカルタ君、特に火事も起きていないのに火災報知器を面白半分で押しちゃうなんて。自分を抑えられない小学生か☆」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカのしっとりさが止まらない。だがカルタは目を合わせられない。この体勢だと車椅子に腰掛ける魅惑のオトナ女子（？）の短いスカート、その裾の辺りとちょうど視線の高さが嚙かみ合あってしまうとかそういう下世話な理由が挟まる余地もなく、純粋におっかないのだ。完全なマナー、完璧なオトナ。なんかもう感情の読めなさが昆虫の目玉並だ。あとそうかー、生徒会長は意外と可か愛わいらしい黄色か。カルタは驚きと共に納得した。一体何が明るい黄色なのかは内緒である。多分ここで火に油を注いだら本当に殺される。

　いっそムキムキジャージの清きよ沢さわハドメの方がありがたい。あの先生が顔を出さず、生徒会長に託している辺りがすでにデキる教師の計算ずくの気がしないでもないが。

『すげえっ、センパイあのボタン押したらしいよ！　誰もが思いつくけど絶対できない事をいともあっさりと……。ロマンの塊か!?』

『……ここ海外ですよね。法律の仕組みが全然違う場所で、怖くはなかったんでしょうか？』

『大物なのかバカなのかいまいち分かんない人よね』

　キョウカがそっと振り返って視線を投げると、廊下のあちこちでうっすら開いていた扉が慌てて閉まった。が、おそらく水晶花やＳＮＳの方で活発な情報交換が続いている事だろう。

　生徒会長はゆっくり息を吐いた。

「で、どうだった？　初回はアイネちゃんが瞬殺、次はアイネちゃん抜きでやっつけちゃったんだから、ナタレーナ＝ブラストの脅威度はそんなでもなかったのかしら」

　なかった、と言ってしまえばマリカやキョウカの睨にらみは緩くなるだろうか。

　一瞬だけ考えたが、カルタは断念した。こういうのは噓うそだとバレた時の揺り返しが怖い。

「……いいえ。今はまだ使い方に気づいていないだけで、アレはかなり強い」

「そんなに？」

「少なくとも、『難なん問もん排はい除じよ』の五人にあんなタイプはいませんでした。俺も、アイネも、マリカも、そして表おもて参さん道どうさんも多分持ってない。なんていうか、ふわふわしていて、かなり『魔法』っぽい。アレはそういう強さです」

「なるほどね。片隅には留とめておくよ」

　何かが軋きしむような音が耳についたのはその時だった。

　カルタは天井を見上げて、

「免震構造、ですかね？　火山が多いって事は地震の対策くらいはしているでしょうし」

「カルタ君、どさくさに紛れて正座を解くのは禁止。今、外はマイナス一五度のブリザードなのよ？　有視界は一〇メートル弱、瞬間的な最大風速は四〇メートル強。普通にハリケーン級よね、それはＣ界ドームの構造体が誤作動を起こしたって不思議な話ではないでしょう」

　想像するだに恐ろしい話だ。もしも今、何かのきっかけで半透明のドームに亀裂の一つでも入れば、その瞬間に快適な常とこ夏なつの空気は全部ぶっ飛んで巨大な冷凍庫と化す訳だ。そうなれば人間を含み、中の動植物はくまなく全滅してしまう。

　表おもて参さん道どうキョウカは車椅子に座ったまま、呆あきれたように片手で自分の髪を払って、

「……だから、何であなたが他ひ人と事ごとなのかしら。一番の潜在的リスクは用もなく排煙口を開けたカルタ君なのよ。もしもあそこで自動開閉の扉が凍りついて動かなくなってしまったらどうするつもりだったの。代わりに丸めたカルタ君をダクトに詰めて冷気の流入を防ぐとか？」

「すみませんッした表おもて参さん道どうさん!!」
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　しかしこのたわいのない会タ話ネは、次の朝に毒々しい花を咲かせる事になる。

　きっかけは朝食の時だった。

　一千人クラスになると普通のレストランには入りきらないので、宴会場を丸々ワンフロア貸し切っての、という話になる。

　中等部と高等部は大体自然と分かれてグループを作っていたが、それとは別に、カルタ達は世界最強枠だけでテーブルを囲む羽目になった。主に生徒会の黒髪おかっぱ会計や赤毛お団子書記が少し離れたテーブルからギリギリと憎しみの視線を投げてくるのがカルタはおっかないのだが、キョウカはキョウカでにこにこしながら『こちら側』でくつろいでいる。

　料理を取りに行く時だけ中高混成だ。すれ違いざまに、マリカの友達のイミが指先と視線で『警戒』と促してきた。何かと思ってカルタがそちらを見ると、

『ほらお前達、野菜を食え野菜を』

『ええっ？　これって何でも自由に盛り付けられるビュッフェ方式ですよね、先生……』

『それから鶏のササミだ！　ササミを食べるんだ、できるだけたくさん!!』

　いつもの中等部三人娘の一角、黒髪二つ縛りにメガネのサナエが筋肉ジャージのキャッチセールスを断り切れずに取り皿をがんがんカスタムされていっている。ドリンクバーで水に少量の塩を加えたお手製ドリンクを作っているところで捕まったらしい。悪気がないのは分かるので振り払えないのだろう。

　そんな中で従業員達のやり取りを耳にしたのだ。どうやらカルタ達グリモノアの関係者ではなく、普通に滞在していた一般客がこんな風に騒いでいるらしい。




　半透明のドームの外。

　真っ白なブリザードの奥から、何かがこっちを見ている。




「……具体的に何なのかは誰も何も言わないのよね」

　ストロベリーブロンドに染めたツインテールを揺らしながら、マリカがそんな風に言っていた。大きなホテルのビュッフェスタイルには人の心が映るとカルタは思う。ウィンナー、ベーコン、スクランブルエッグにトウモロコシのバター炒め。マリカの食事風景はなんていうかパワフルだ。これを白飯でドカンと食べる。

「というか、外って氷点下一五度だっけ？　何が温暖化で氷が薄くなっている、よ。これじゃあ白熊だって普通に冬眠しちゃうと思うけど」

「マリカさん、あの、お野菜は？」

「え？　トウモロコシって植物でしょ」

　車椅子の表おもて参さん道どうキョウカからやんわりとパスを出してもらってもキョトンしたまま流してしまうマリカ。ちなみにキョウカはキョウカで野菜と魚だけ、炭水化物なし。食べ放題のビュッフェだっつってんのに小皿一つで朝食を全て賄ってしまっている。二人ともスタイルは良いいはずだが、おっぱいの教育方針は全く違うらしい。

　アイネは純金以外に興味がないのか、そもそもお皿に何も載せていない。むしろ金色の輝きを見せるナイフやフォークに関心を高めていたが、金メッキではなく真しん鍮ちゆう製せいだと気づいてからはガジガジかじるのをやめていた。

「にえさま、外を徘徊しているのは人間でもないという話でしたね」

「そんなの真っ先に除外だろ。純粋な耐久力だけで言ったら野の良ら犬いぬ以下だぞ、犬って普通にあの毛皮で寒さをしのいでソリを引っ張ったりするんだから」

　野生の獣でも野性を忘れた人間でもない。

　となると、門外漢の口からはこういう憶測がこぼれ出てくる。

「けど実際あると思う？」

　マリカは眉をひそめて、

「吹雪の向こうからこっちを観察しているのが、巷ちまたを騒がせている『脅威』だなんて」

　全員が沈黙した。

　否定するのは簡単だが、誰も知らないのだ。本当に本物の『脅威』がどんなものなのかを。

　予想図を作っているらしい理論派のソフィア＝フィレンツェ辺りから話を聞きたいが、生あい憎にくとちょっと見回すくらいでは見つからない。一つの大きなスペースに一千人以上の教員生徒がひしめいているのだから当然と言えば当然か。規模で言ったらちょっとしたパーティ以上だ。

「……分からないけど」

　表おもて参さん道どうキョウカがそっと息を吐いて、海藻のサラダをフォークでつつく。

「事の真偽はどうあれ、そういうウワサが流れる事で無用なパニックが発生するリスクまでは否定できないかな。そもそも彼らが『妙な視線＝脅威』とイメージを結びつけたのだって、『脅威』と戦うために存在する水晶魔法使いを眺めていたからかもしれないんだし」

　当たり前だが、外から攻撃される以上に中から暴動でも起きて火災やＣ界ドームの壁が破壊される方がはるかに恐ろしい。兆候があるならカルタ達が食い止めなくてはならないだろう。

「あのうー」

　と、そこでおずおずと声を掛けてくる少女がいた。

　例の三人娘の一人、発育のよろしい金髪ポニーテールのアリスだ。

「リホちゃん見かけませんでした？　朝食前の点呼の時にはいたはずよね」

　元々、カルタに相談するつもりだったのだろう。口振りがちょっと丁寧になっていた。マリカやキョウカは、中等部の子達からすればちょっと距離のある存在だ。少年は眉をひそめて、

「なに、いなくなったの？」

「ビュッフェスタイルだもん。てっきり新しい食べ物を取りに行ったと思っていたんですけど、戻らなくて」

　授業中ならともかく、食事の真っ最中にサボるとも思えない。言っても高級ホテルの朝食ビュッフェだ、わざわざ抜け出してもっと美お味いしいご飯を食べたいというのも変な話ではないか。抜け出そうと思えば誰でもできるが、そうする理由がない。確かにおかしな状況ではあった。

　カルタはナイフとフォークを置くと、椅子から腰を浮かせる。

　気づかれないように息を深く吸い込み、切り替えた。ここから先はパブリックモードだ。

「どことどこを捜した？」

「特には。あれ、何かまずい状況だったりします？」

　アイネ、とカルタは青ざめた肌の水晶少女に声を掛けた。一番有力な情報を持っているのは宴会場の出入口、エレベーターホールで番をしている受付担当から話を聞く事だが、こちらは首を横に振るだけだった。黙って出ていく生徒がいればすぐに気づいたという。

「……確認するけど、お前達の水晶魔法の特性は？　透明になるとか記憶をいじくるとか」

「リホちゃんのは北欧神話のベルザンディですから、そういうのはないもん」

「三人組で、一人がベルザンディ？」

「あはは、大正解。私がスクルドで、サナエちゃんがウルズでーす☆」

　ぼんっ、といきなりアリスが胸の水晶花を砕いて装甲展開した。色々な布がはためいて危なっかしい。半透明の水晶でできた装甲とミニスカート、さらには要所に羽根に似た装飾付き。なるほど確かに『北欧の女神』っぽい。武器がないと思いきや、どうもスカートや羽根飾りなど、尖とがった部分は軒並み短剣の鞘さやとなっているようだ。

　カルタは息を吐いて、

「後ろに注意」

「おっとごめん、ぶつかっちゃった？」

　中等部の男子に謝りながら、アリスは目一杯広げた装甲を収納していく。

　一度水晶花の小さな基板に封入した神の名は基本的に変更不可だというのに、こんな所でも仲良しぶりが発揮されていた。ここまでいくとちょっとした依存すら感じられるベタベタ感だ。

　ともあれ、受付さんの話を信じるならビュッフェの会場からは出ていない。

　そうなると、だ。

　カルタが首を巡らせる前に、甲高い悲鳴が爆発した。

　彼が振り返った時には、すぐにその横を清きよ沢さわハドメが走って通り抜けていた。

　少年達もそちらに向かってみれば、床の上でおどおど女教師・ソフィア＝フィレンツェがへたり込んでいた。後ろからジャージ教師に両肩を摑つかんで支えられ、周りの生徒達に何だ何だと注目されている事にも全く気づいていないらしい。亜麻色の髪を頰に張り付かせたまま両手で口を覆って、限界まで見開いた目で何かを見ている。

　視線の先は、トイレだった。

　清きよ沢さわはすぐ動こうとしたが、そこで自分が支えているソフィアの体重を思い出したようだった。昔学費を工面してくれた恩師の姪、という話だったか。放り出してでも確認するか、ここに留とどまるか。わずかな逡しゆん巡じゆんが生まれているのが分かる。

　カルタは少し迷ってから、消極的にこう言った。

「アイネ」

「了解しました。どうせにえさまも確かめる事になりそうですが」

　水晶でできた刀を手にしたままアイネが得意の店を覗のぞく感じで女子トイレの方へ顔を突っ込み、わずかに何かを観察した。こちらへ振り返ると、無感動なまま彼女はカルタを手招きする。

「どうだった？」

「死んでいます」

　あまりにもあっさりと言われて、一瞬、カルタは聞き間違えたかと思った。へたり込んでいたおどおど女教師の首がくらりと不自然に後ろへ揺れ、清きよ沢さわハドメが慌ててその体重を支えた。

　そうしている間にも、アイネは機械的にこう続けたのだ。

「損害報告、全身が水晶化した『死体』を一つ分発見。身体的特徴から考えて、」

「噓うそだもん……。待ってよ、ちょっと何言って、絶対おかしいよそんなの!!」

　割り込むように叫んだアリスが水晶少女の言葉を遮ろうとした。親友の言葉を聞いてメガネに二つ縛りのサナエが慌ててやってきたようだが、アリスは気づいてもいないようだ。

　真正面から言葉を受け止める事で、何かが確定してしまうのが怖いのかもしれない。

　だがアイネは首くびも傾かしげなかった。

「高確率でお捜しの要員と推測できます。損害は喉の傷が大きく、横一線ではありますが、」

　止まらない。

　アイネが作戦行動中の予期せぬ損害として扱っているのは、あるいはショックを軽減するのに役立ったかもしれない。しかし一方で、軽い。人の命や一生というものが、あまりにも。

　金髪ポニーテールのアリスはトイレの入口に陣取っていたアイネの細い肩を摑つかんで横に押しのける。そして奥を覗のぞき込こんで、ひっくり返った。

　全速力で走り込んで、見えない壁に鼻っ柱をぶつけたように。

　禁じられた領域に拒絶され、そのまま何も出ない。全身の力が抜け、あれだけ爆発していた少女が尻餅をついたままふらふらと手とさまよわせる。横から左の太ふと股ももへ半ばしがみつかれたまま、しかしアイネは足元にへたり込んだ少女など見もしないで機械的な報告を続けていた。

「普通に薙ないで切った訳ではないようです。ハサミのようなもので首の両側面から力を加えたと判断できます。それから当地にこのようなものが残されていました、おそらく関連アリ」

　言って、アイネは刀の切っ先をこちらに向けた。

　いいや、厳密にはその刀で刺したモノを。

　思わずカルタは尋ねていた。質問するしかなかった。

「……何だ、これ？」

「不明です」

　ぎいぎいという軋きしんだ音があった。

　いや、声、なのか？

　それはスリッパくらいの大きさのダンゴムシに近い。ただし鋼でできたハサミよりも鋭い大顎がついた、全体で鈍い輝きを放つ金属の虫だ。銀髪褐色の少女・リホは全身が水晶の塊となっても、兵器の方に付着した血液はそのままらしい。鮮やか過ぎる赤い輝きが刃を彩いろどっていた。

　兵器。

　これが、兵器？

　そこで、ふとカルタの脳裏によぎるものがあった。

　かつてアナスタシア＝ブラストは『脅威』についてなんと言っていたか。

　そう。




　金属由来自律発祥高次生体戦闘兵器。




「アイネ、そいつを殺せ……」

「？」

「今すぐ殺せ!!　早くッ!!」

　アイネは首くびを傾かしげたままだった。

　そしてもう遅かった。

　一面に広がるガラスのウィンドウ。その向こうに広がる人工的な常とこ夏なつのビーチ。

　その全てを否定するような、凄すさまじい破砕音があった。

　Ｃ界ドームの外周が何者かに突き崩され、そして一瞬で青い海が真っ白に凍りついていく。

　ダクトや配水管の中を自在に進める程度のサイズに留とどめたこいつは、おそらく偵察や破壊工作を旨むねとする斥候だったのだろう。突入前に小さなカメラを入れて建物内部の状況を確かめる、人間の特殊部隊とやっている事は何も変わらない。リホはたまたま接触でもして、イレギュラーに口を封じられたのだろうか。

　本隊は別にある。

　散々言われてきたではないか。

　ドームの外、猛烈なブリザードの奥から何かが見ている。

　あれは巷を騒がせている『脅威』ではないかと。

　それは、ついにやってきた。人間が作った仮初めの生活環境を根本から破壊し、そこに暮らす全ての動植物を根絶するために最適な行動を取ってきたのだ。




　おそらくは。

　人間ではない、人間を滅ぼす何かの手によって。














行間二









　東とう堂どうリホ。

　享年一三歳（四月一三日生まれ）、性別女性。

　身長一四五センチ、体重三八キログラム、スリーサイズは……。必要ありませんか？




　セカンドグリモノア陣営初の損害を確認。にえさまのご命令により、六階宴会場併設の女子トイレをスキャン。結果、同人物をトイレ出入口付近、洗面所の床にうつ伏せの状態で発見しました。損害については鋭利な刃物で喉を横に裂いての失血、あるいは窒息死。これは死亡推定時刻についても当てはまりますが、報告が曖昧なのは全身が水晶化しているため通常の法医学的な確認方法を使えないためです。損傷部位を見る限り横一線の傷ですが、ハサミやチェーンカッターのような二枚一組の刃で首を両側から挟み込むようにして力任せに切られているのが特徴でしょうか。損傷の度合いから見て、回復まで五六年といったところです。

　前述の死亡推定時刻については、やはり概算となります。トイレ出入口を外から映している防犯カメラの映像が参考になるでしょう。内部についてはプライバシーに配慮しカメラは設置されていないため、映像記録がありません。

　中サブ等カテ部ゴリ一年生レギユレーシヨン１の生徒達が東とう堂どうリホの不在に気づいたのが午前八時二〇分付近。担任教師が同人物を発見して悲鳴を上げたのが午前八時三〇分付近です。替え玉や全員狂言などの作意不明な小細工がない限り、この間に女子トイレ内で殺害されたと考えるのが妥当ではないかと。

　東とう堂どうリホが倒れている方向は、頭側と出入口が対応していません。這はって逃げようとした痕跡もなさそうです。よって、即死に近い状況だった事が推測されます。

　同じ床には、いくつか化粧品の散乱を確認。

　特筆すべき点としては、直接の致命傷以外に目立ったダメージが見られない点が挙げられます。両腕に防御創のようなものも見られません。これは女子トイレ全般にも当てはまります。床や壁にも争った形跡はありません。洗面所の鏡や曇りガラスの窓なども奇麗なものです。

　同じ床には暫定名称・斥候用小型脅威を確認。付着していた血液などから、東とう堂どうリホは極めて高確率でこの金属質の大顎で挟み込まれて首を裂かれたものと推測されます。

　状況を考えるに、東とう堂どうリホは抵抗の暇もなく一撃で喉を裂かれ、水晶魔法の装甲展開どころか悲鳴一つ出せずに力尽きて死亡したのでは。斥候用小型脅威の侵入経路は不明ですが、サイズはスリッパ大ですので、トイレの鋼管や天井裏の通気ダクトなどの可能性も想定されます。














第三章










１






（冷静になれ。考えろ……）

　歌うた貝がいカルタは瞼まぶたを閉じ、深呼吸した。中等部の少女の死、ドームを破られての極寒の地獄、そして吹雪の向こうで隙間もないほどひしめく『脅威』。確かに損害は広がっている、が。

（関連性のないトラブルが四方八方から一度にどばっと来ている訳じゃない。パンクするな、頭の柔軟性を保て。全部一つで繫つながった問題でしかないんだッ!!）

　改めて、両目を開く。六階の窓から現実を見据える。

　彼らがいるＣ界ドームは半径二キロ大の密閉空間だった。その西側が突き破られ、何か猛烈な白い蒸気のようなものが内部へ押し寄せてくる。理屈としては、真冬に人の口から漏れる白い息と似て非なる。内外の気温差で急激に空気中の水分が凍りついていっているのだ。

　そんな白く膨らんだカーテンの奥から、瞳が見えた。

　赤い光を放つのは、一対だけではない。

　そもそも左右一つずつで一対とも限らない。形も大きさも数も左右の高さもみんなバラバラ。とにかく禍まが々まがしい星空のように、数を数えるのも億おつ劫くうなほどびっしりと、おびただしい量の『目』がこちらを見据えている。何かしらの群れ。遠距離だと縮尺が分かりにくくなるものだが、ヤツらの『脚』が道路脇に並べて停とめてあった大型の観光バスを紙箱のように踏み潰した。

　つまりそれより大きいという事だ。そして硬くて重たい。

　激しい轟ごう音おんと共に、八階建ての立体駐車場が根元からへし折られて薙なぎ倒たおされていった。

　六階、という高さが安心材料にならない。あれが突っ込んできたら一発で叩たたき潰つぶされる。金属の軋きしみが連続し、あちこちから火花が散っているのは互いに白いもやの中で脚や硬い外殻でもぎしぎしとぶつけ合っているからか。足の踏み場もないとはこの事だ。あんなのに巻き込まれたら水晶魔法の実力以前に手足を振り回すスペースすら確保できずに吞のまれてしまう。

　ビュッフェレストラン代わりに使わせてもらっていた宴会場の大きく開けたウィンドウ。その向こうから地獄の光景がこちらに向けて迫りくる。アスファルトの道路を削り、椰や子しの木きをへし折って。しかも相手の正体が分かる前に、ビキビキビシビシ!!　という軋きしんだ音が連続した。ウィンドウの外側が一斉に凍り付き、真っ白な霜で何も見えなくなってしまったのだ。

「う」

　呻うめきがあった。

　カルタではない。呆ぼう然ぜんと状況を眺めていた───いいや、頭の中に何も入っていなければこの言い方は間違っているか───男子生徒の一人が、叫んで出口へ向けて走り出したのだ。

　見知った顔だった。クラスメイトの山やま根ねデイリだ。

「う、うわ、うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「ばかっ。先生、止めてください!!」

　カルタが思わず大声で言ったが、床にへたり込む女教師はキョトンとしたままだ。まだリホの死で頭が動かないのかもしれないが、丸投げだ。自分の事だと気づいていないらしい。

　ジャージ教師の清きよ沢さわハドメの方が腰を浮かせようとしたが、そこでぐっと動きが止まった。やはり、本人は気づいていない。まるで小さな子供がするように、やけにぼんやりした瞳で見上げるソフィア＝フィレンツェが彼のシャツを握り込んでいたのだ。

　混乱下にあるためか、幼げな仕草に反してその力は恐ろしく強い。

　細い五指は白く変色するほど力が加わり、完全に硬直しているのだ。清きよ沢さわはカルタと目が合うと、舌打ちして首を横に振った。大の大人でもそう簡単に引き剝がせないのだろう。

（ええいっ）

「アイネ！　『流れ』を作らせるな!!」

「グリモノア関係者に対する非殺傷モードは解除されていません。対象のアキレス腱けんを切断してしまってもよろしいですか？」

　質問は無視して、カルタはテーブルの塩の小瓶を摑つかむとアンダースローで軽くアイネに放り投げた。小さく首くびを傾かしげた水晶少女は刀をミネ側に返すと、野球のバットのように横へ振る。

　最適の速度と角度で快音が鳴り響いた。

　小瓶は砕けない。空気を引き裂き、逃げる山やま根ねデイリの後頭部に直撃し、彼が前のめりで派手に転がったタイミングでカルタが全員へ釘くぎを刺す。中等部も高等部も関係ない。

（すまない、やまねん!!　後で何か奢おごる!!）

「ここにいるだけで一千人以上だ、普通にエレベーターや階段を使っても延々大渋滞で足止めを喰くらうぞ！　何もできずにただ死を待つか!?」

　自分の席から腰を浮かせようとした複数の生徒達が、その言葉でぎくりと動きを止める。『脅威』が現れたから勇敢に戦えと言われても即座に頷うなずける人間は少ない。だが逃げるつもりで足止めを喰くらって無駄死にするのかと聞かれても、やはり自分を貫ける人間なんかいない。

　激突まで長くて数分、下手すれば数十秒。それまでに方針を決めなければ、ただ時間を無駄にして一方的に襲われ、いたずらに損害を広げるだけだ。

　イミやタヨリに気取られないようそっと近づいてきたマリカが耳打ちしてきた。

「……具体的にどうするの。ここで籠ろう城じよう？」

　その息がすでに白かった。

　エアコン自体は生きているし、どこかウィンドウが破れている訳ではない。足りないのだ、屋内の空調設備だけでは。一瞬でウィンドウの外側が霜で覆われたところから考えると、おそらくホテルの外は氷点下一〇度、いや一五度まで下がっているかもしれない。

「無理だっ」

　口を挟んできたのは、ソフィアを支えているジャージ教師だった。

　あるいは普通の制服よりも、彼の方がさらに堪えているかもしれない。

「この寒さの中では籠ろう城じようできない。単純な室温だけの話でもない。今に水道管は凍りつくし、方式によっては電子回路も誤作動を起こす。配電盤がイカれたら電気も使えなくなるぞ！」

　ここに留とどまっていても、寒さをしのげない。衣食住のインフラも保てない。

　そもそも防衛線は要塞そのものではなく、その手前に置かなくては守り切れない。今から銃座や地雷原を敷いて押し寄せる大軍を押し返すだけの準備を進めるのは不可能だ。

　よって、カルタも躊ちゆう躇ちよなしだった。

「Ｃ界ドームは捨てるしかない。クリスタルビーチ全体ならＡでもＢでもドームはたくさんあるはずだ。そっちに逃げ込んで態勢を立て直す。Ｃ界ドームは、人さえ無事ならわざと蹂じゆう躙りんさせて『脅威』がどんな攻撃手段を持っているのかを分析するのに使い潰したって構わない」

「どうやって……？」

　がりり、という重たい音が床を引きずった。

　へたり込んだまま、だった。友達を殺された金髪少女アリスが、メガネに二つ縛りのサナエに両肩を支えられてこちらを見上げていた。犠牲の象徴、透明な水晶像を抱え込みながら。

　死ねば、こうなる。

　この上なく鮮烈なビジュアルを突き付けながら。

「こっちは一千人もいるってあなたが言ったよね。今から逃げようにも大渋滞になって身動きが取れなくなるだけだもん!!」

「普通の人間ならな」

　カルタがとっさに止めたのは、あの男子生徒が『床を走って、宴会場外のエレベーターや階段に向かおうとしたから』だ。それでイメージが固められ、水晶魔法使い達が押し合いへし合いになってしまったら意味がない。

　つまり、

「水晶魔法なら『プリセット』に『飛行』がある。順路にさえ従わなければ、一面にずらりと並んだ窓から直接外へ脱出できるんだ」

「あ」

「これなら階段やエレベーターと違って出口がすぼまらないから渋滞は起きない。『飛行』は高等部二年生レギユレーシヨン２の内容だけど、どうせみんなこっそり練習してるだろ。俺達だってそうだった。この中に『飛行』ができない人は!?　恥ずかしがらずに近くの人に頼んでしがみつけ!!」

　それで今度こそ場が動いた。

　宴会場から直接面した側ははめ殺しのウィンドウなので、一斉に廊下側へ人の波が殺到していく。自分の命がかかったバーゲンセールだ、誰だって本気になる。全体で見れば、やはり高等部が中等部の手を取って飛ぶ事が多かった。どちらも新入生は新入生だ。年齢だけ考えれば伸び代の面では中等部の方が上かもしれないが、高等部の方にはいくらか度胸がある。

　実際のところ、カルタだって正しい答えは見えない。こっちはただの高校生だ。だけど戦う、隠れる、逃げると選択肢を用意するのが大事なのと、分からないと言ってはならない事の二点は理解していた。世界最強がさじを投げたら、その時こそ破滅のパニックが始まる。

「アリス！　リホを連れていけ!!」

「っ」

「ここには置いておけない。喉を裂かれたくらいならまだマシな方だ、何十年かすればまた会える。だけどそれも、あいつらに蹂じゆう躙りんされて粉々にされちゃ元も子もなくなるぞ！」

「分かって、っる!!」

　歯を食いしばって、涙を拭って、金髪少女アリスは重たい水晶像を抱き抱えた。

　まだマシ、という言葉に異論だってあるだろう。それでも彼女は、サナエと一緒に窓から飛び出していった。それが何であれ、無理にでも目的を作る、というのは危機的状況を前にして生き残るためにとても重要な力を与えてくれる。カルタの場合は、醜い仇あだ討うちだったが。

「にえさま」

「俺は飛べない。車椅子の表おもて参さん道どうさんもだ」

「ならアイネはどうしましょう？」

「マリカと組んで、そうだな、できればウェイターとか厨ちゆう房ぼうの料理人なんかを抱えて飛んでほしい。表おもて参さん道どうさん!!」

　車椅子の生徒会長はこんな時でも余裕の笑みを崩さなかった。

　いいや、隙を見せるべき場面でないと考えたのかもしれない。

「あら、自分の事なら自分でやったのに」

「一人で車椅子を乗り降りするのも難儀して、アイネに背中を洗ってもらっていたくらいの運動能力で？　ほら行きますよ!!」

「うふふ、生徒会の子達にもこの強引さが欲しいのよね。あの子達は先に逃がしちゃったから、これは二人だけのヒミツね。じゃないとまたカルタ君にやきもち焼いてしまうだろうし」

「しょうもない事ばかり言って……」

「大事よ、特に損害が出ている中では。いつものルールを保ち続けるっていうのもね」

　キョウカもまた、損害と呼んだ。

　軍隊ルールは冷徹に人命を整頓できるフォーマットだと判断したからか。表面以上に、ショックに引きずられそうになっている自分の心を警戒しているのかもしれない。乗り物酔いと同じく、自らの話であってもいざ始まってからでは抑えようがないから。

　カルタは後ろに回ると車椅子のグリップを両手で摑つかんで走り出す。人を乗せる動きではないが、とにかく余裕がない。表おもて参さん道どうキョウカには即席の絶叫マシンを楽しんでもらう事になる。

　両手で肘掛けをしっかりと摑つかんで、どこか楽しげに生徒会長は言ったものだった。

「ここは六階だけど、行き先はエレベーター？」

「閉じ込められたいんですかっ、階段に決まっているでしょ!!」

　まるで試すような言い草にカルタは思わず嚙かみついていた。

　すでに吐く息は白い。せいぜい摂氏〇度、水たまりが凍りつく程度の寒さしかイメージできないカルタからすれば、下げ幅が留とどまるところを知らないのは恐ろしいの一言だった。しかもここは冬の雪山などではなく、脱出時に片っ端から廊下側の窓を開け放ったとはいえ、基本的には小奇麗に整備された観光ホテルの中なのに。

　破られたドームの外壁は一ヵ所だけではないようだ。

「こっち側まで……」

「防衛して何とかなる状況じゃないのは自分で確認したでしょ。Ｃ界ドームはもうダメよ」

　宴会場に面したウィンドウだけではない。廊下側に出ても、開いた窓の向こうに白いカーテンやその奥で蠢うごめく『無数の目』が確認できた。Ｃ界ドームは複数の箇所から同時に攻撃を受け、次々と風穴を空けられている。

　下りの階段に向かって車椅子を押している中、キョウカは何かを小さく振っていた。

　スマートフォンだった。

「ケータイ電波も通じなくなったようね」

「……ヤツらがアンテナ塔や本土行きの海底ケーブルを破壊した？」

「そういう知性があるのかどうかも謎だけど、すぐに救援を呼べる訳ではなさそうよ」

　水晶花を使った通信も対応距離は無制限ではない。流石さすがに地球の裏側までは届かない。

　一方で、もちろんこれは洋上水晶魔法学園グリモノアの林間学校なのだから、予定日を過ぎても帰国しなければ即座に異変は世界中に広まるはずだ。世界最強の四人には、相応の利権がある。恩を売るためにも各国の軍隊が速やかに派遣されてくるだろう。

　ただ、

「ゴールデンウィーク全部使うんでしたよね。帰国予定までまだ五日もありますよ、それまで座して待つのはおそらく無理だ」

「そもそも予定日を過ぎて異変を察知したところで、各国の正規軍に何ができるかという問題もついて回るしね。あれが本物の『脅威』なら、世界最強でなければ対応できないはずよ」

　街が、州が、国が。一夜にして跡形もなく消えていく怪現象の元凶。

『脅威』。

　いよいよそいつが顔を出したのだ。無人機で雑に空爆すれば片付く程度の存在なら、今日までその横暴を許してきたはずがない。

　ゴゴンッ!!　という鈍い震動がホテル全体を揺さぶったのはその時だった。

　一瞬、あの白いカーテンの奥にある無数の『目』の持ち主が到達したのかと身構えて窓の外へ視線を投げたカルタだが、そこで胸の水晶花が小さく振動した。振動が人の声を作り出す。

　特定の誰かではなく、聞こえる者全員に一斉送信しているようだ。

　誰かに認めてもらって、安心を得たがっているのかもしれない。

『こちら山やま根ね、カグツチの空爆が通ってる！　はは、やっぱり水晶魔法は世界最強なんだ。はははは!!　「脅威」なんか怖くないッ!!』

「馬鹿野郎……!!」

　だがカルタは思わず叫び返していた。

　まだ相手が何をするかも分かっていない。初見の敵はとにかく安全圏まで逃げ切って、手の内を暴あばくのが先だ。初見では何がくるか読めない、こんなドームの中では満足に飛べない。そして予測不能の攻撃を全てかわせるほど水晶魔法は万能ではないのに。

　直後だった。落雷のような眩まばゆい閃せん光こうがカルタの網膜を焼いた。

　ただのレーザービームではない。

　地上から何かが撃ち出された直後、空中の一点で全方位に向けて大爆発が巻き起こったのだ。まだ『何ヵ所か点で破られる』程度だった半透明のドームが、それで全部吹き飛ばされる。豪雨のように、大量の鋭い破片が寒さに襲われた観光街へと降り注いでいく。

　軌道エレベーターの一方式に、レーザー式というのがある。

　ワイヤーと繫つながったコンテナの下から強烈なレーザーを浴びせる事で、その熱を使って急激に空気を膨張させて真上に打ち上げる、という方法だ。

　あれはその亜種。

　まず何かしら重金属の小さなペレットを打ち上げ、そこへ後追いで強烈なレーザーなり電子ビームなりを叩たたき込こんだ。そして力の向きを一方向に調整せず、そのまま全方位へと均等に空気の壁を作り出した。結果の、球状の大爆発だ。宇宙まで届くほどのエネルギーを、丸ごと殺傷力に変換して。おそらく燃料気化爆弾と同等かそれ以上の破壊力となっただろう。

　被害は甚じん大だいだった。

　極寒で凍りついた空を舞っているどれが山やま根ねデイリなのかは分からないが、複数の影がいきなり失速して出来損ないの紙飛行機のように落下していく。

　水晶の装甲を砕かれ、生身の手足もひしゃげて毟むしり取とられて、だ。

「ッッッ!!!???」

「まだよ」

　歯は嚙がみするカルタとは対照的に、車椅子の生徒会長は開いたままの窓の向こうを眺めて冷静に状況を観察していた。

「道端に落下せず、ビルの屋上に不時着するよう心がけていれば、まだ助かる」

　その通りになった。

　水晶花の通信からはこうあったのだ。

『やっ、山やま根ね先輩？　とかいう人の被弾を確認しました！　ええと、傷が回復するまで三〇秒。とにかく後退するための時間を稼ぎます。誰か一緒に編隊飛行を!!』

『注意だもん。ひょっとしてガラスレーザーとか？』

『どうせ上が大きく開けたんです。レーザーはともかくペレットは普通の金属弾みたいですし、距離を取った方が安全では!?』

（サナエとアリスか。彼女達も辛つらいだろうに、よく耐えてる!!）

　まだ終わらない。そう、致命傷を負わない限り水晶魔法使いはあらゆる傷を三〇秒で塞いでしまう。手足が千切れたくらいで命を諦めるのは早過ぎる。損害には数えられない。

　そして今ので、相手は自らを覆っていた白いカーテンを内側から吹き飛ばしていた。

　ついに、露あらわになる。




　それは。

　何だったのだろうか。




　黒い金属。

　赤く光る硬質な瞳。

　それでいて、リホを不意打ちで仕留めたダンゴムシとは明らかに形も大きさも違う。

　そもそも不意を打つ理由がないほどに。

　たとえるなら、大型ダンプより大きなサソリ。ただし頭部？　を守る大きなハサミの代わりに、やけに生々しい五本指の人間の掌てのひらに似た何かが開閉していた。その掌てのひらに走る手相のような溝で、不気味にぬめる黄色の光を明滅させる。内に秘める膨大なエネルギーが溢あふれている。

　塗装用のエアブラシみたいな形をした太い尾の先からペレットを打ち上げ。

　そこに掌てのひらから照射したレーザーを浴びせて、爆発的に空気を膨張させた。

　そういう話なのだろうか。

　もちろん一種類だけではない。

　その足元で棺かん桶おけを大顎のように開閉させてうじゃうじゃ群れを作っているのは、乗用車くらいの食虫植物。そんな一群の真上を、六本の脚の代わりにリボルバーを備えた巨大なアリが丸ごとまたいでいく。巨大なイカの頭？　腹？　とにかく真ん丸の本体のあちこちから作り物の入れ歯みたいな歯並びがいくつも開いている個体もあった。直接嚙かみつくのか、全方位へバリアのように超音波でもばら撒まくのか、高圧放水で遠距離狙撃するのか。予想ができない。

　初見の怪物。

『難なん問もん排はい除じよ』の時と同じだ。分からないというのは、それだけで怖い。

　遠く、破れたドームの外では黒い何かがゆっくりと波打っていた。おそらく一個の個体ではなく、渋滞を起こした『脅威』の上に別の群れが乗り上げている。総数は不明だった。

　かろうじてビルの屋上に留とどまる事で地上の群れへ吞のみ込こまれるのだけは避けた仲間を救うため、生徒達が空中から立て続けに空爆を突っ込んでいった。いくつかはサソリの大雑把な大爆発で迎撃され、いくつかはそのまま標的の上空一〇メートルで適切に炸さく裂れつし、満遍なく爆風と透明な破片の豪雨を叩たたき込こんでいく。

　砕けた個体もあったし、砕けずに耐えた個体もあった。

　そして群れは躊ちゆう躇ちよなく行動不能に陥った黒い金属塊を踏み潰し、のしかかって、食い破った。残った砲や装甲を自分のものとしながら、変わらぬ速度で進軍を続ける。

　そう。倒せるか、倒せないかではない。

『脅威』とは、たとえ倒されてもそこで終わらない。

「何だ、あれ……？」

　中等部の女の子達の前では経験者ぶって必死に秩序を保ってきた歌うた貝がいカルタだが、実際には彼だって四月の頭にグリモノアへやってきたばかりの新入生だ。まして『脅威』なんて生まれて初めて見る。周囲の目がなければ、あっという間に化けの皮など剝がれていく。

「一体何が起きているっていうんだ!?」

「生命体というよりも機械の側面の方が強いのかしらね。それにしてもリサイクル精神が旺盛だなんて、人類も見習った方が良いいかもしれないなあ」

　この状況でものんびり言っていられるのは、底が知れない生徒会長くらいのものだ。

　群れ全体が止まらない限り、『脅威』は全てを破壊していく。

　地雷原を踏み潰し、機銃の雨に真っ向から逆らって。力業の行軍で前衛の機体がいくつか壊れたって、それは後から拾う生き残りのカスタマイズを促すだけだ。必死の抵抗はより厄介な化け物を作り出し、そして人類の軍事拠点を悠々と踏み越えていく。

（……予想以上だ）

　群れに、共食い。

　温存という言葉を知らない敵対者が、これほどおぞましいとは。

　相打ち覚悟であっても、殺せばそれで安全を確保できた『難なん問もん排はい除じよ』とは全く種類が違う。倒せば倒すほどその都度一回り強きよう靭じんに成長していくモンスター。あれだけ高火力をまとめていたアナスタシア達五人でも仕留めきれなかった、というのはこういう意味だったのだ。

　数百、数千。

　あるいは、もっとか？

（これじゃ力で押し返すどころじゃない！　属性もパラメータも俺達次第だ、戦い方を間違えたら誰にも手の届かない究極の化け物を自分の手で作る羽目になってしまう!?）

「かと言って戦わなければ嬲なぶり殺ごろしか……。とにかく『再生』が終わったらすぐにそこを離れるんだ！　いつ飛行能力を獲得した個体が出現するか分か……!!」

　ヴゥン!!　という電気シェーバーを大型化したような雑音に、カルタの喉が干上がった。

　あるいは、丸い胴体のあちこちに赤や緑のランプを取り付け、吸盤付きの腕を互い違いにぐるぐる回す巨大なタコだった。あるいは、剃かみ刀そりのように鋭い胸むな鰭びれや金属光沢を放つトビウオだった。既存の動植物から形を借りているが、用途が全く違う。二重反転ローターや地対空ミサイルのような挙動で、群れの塊からぶわりと無数の塊が大空へと侵食していくのが分かる。

（もうかよ、渇かつ望ぼうからカスタムして進化が完了するまでの速度が速過ぎる!!）

『ジジ。む、無謀な挑戦みたいな風に言わないであげてください……』

　誰かの声が割り込んだ。

　今度は聞き覚えがある。

「ナタレーナか!?」

『みんな、水晶魔法を使えない普通の人達が逃げる時間を稼ごうとしているんです。えとその、私達が空中で派手に暴れれば、その間「脅威」が地上から目めを逸そらすんじゃないかって！』

　歌うた貝がいカルタはわずかに黙っていた。

　そうしている間にも、別の通信が飛び交っている。

『いいか、莫ばく大だいな面の攻撃と言っても衝撃波だ。ビルを壁にして的確に身を隠せばダメージは最小で済ませられる！』

『み、身を隠す場合は直接的な視線の他にも、地面へ落ちる影に注意してくださいね。高層階の壁か、あるいは屋上へ上がってしまっても地上からの目は遮れますっ』

『飛行型は今はまだ動きが大雑把だから、ビル沿いのドッグファイトには対応しきれず壁に激突する。手本を見せる、一度で覚えろよっ!!』

　教師陣の清きよ沢さわハドメとソフィア＝フィレンツェだ。彼らも理論派だから実戦経験はないはず。それでも足の震えを隠し、生徒達のパニックを抑えるため気丈に振る舞っているのだろう。

　今ならまだ助けられる。

　持もち堪こたえ、立て直す事ができる。誰もがそう信じて。

　車椅子の生徒会長は小さく舌を出した。

「先を越されちゃったね。どうせカルタ君の事だから、みんなと離れて地下のボイラーでも細工するつもりだったんでしょう。大爆発と火災で『脅威』の注目を集めてみんなを安全に逃がすために。あなたは何があっても絶対に無関係な人は巻き込まないものね」

　やはり、少年は答えなかった。

　彼は小さく笑うと、口の中でこう呟つぶやいたのだ。

「……どいつもこいつも馬鹿ばっかりだ」

　だが好感は持てる。そういう無謀さは嫌いではない。少なくとも仇あだ討うちのために息を潜めて世界中を飛び回るよりは、はるかに水晶魔法の使い方としては正しい気がする。

「ナタレーナ。一般の人達の避難経路は？」

『っ、はい』

　一瞬、わずかに言いい淀よどむ雰囲気があった。

　が、それでもナタレーナは報告に入る。今は仇かたきや復ふく讐しゆうと言っている場合ではないと判断したか。皮肉な事に、性質が似ているかもしれない。彼女もカルタと同様に、自分の目的のために無関係な人を巻き込めないようだ。

『途中で拾ったホテルマンの話ですと、ドーム全体を温めるためのセントラルヒーティングがあるようなんです。えと、つまり個々の建物についている暖房とは別に、ドーム全体を温める設備が別に存在する訳ですね。これらは複数のドームを地下で繫つないでいて、あのその、故障の際にはよそのドームから熱の供給を受けられるようにしてあるらしいんです』

　流石さすがにドームの屋根自体が丸ごと吹っ飛んでしまえばどうにもならないようだが。

　それでも使い道はある。

『溶岩から取り出した熱の供給を切った状態なら、ただの大きなトンネルです。あの、ここを通って隣のＢ界ドームまで誘導できれば、えと、その、従業員さんとかお客さんとか、空を飛べない一般の人達でも「脅威」の大軍に吞のみ込こまれる心配はないはずなんです！』

　悪くない考えだ。地上の道を使うよりは。マリカやナタレーナ達が空中戦に軸足を置いているのも、逆に言えば『地下を掘り進める脅威』へ進化しないよう誘導している訳か。

　もちろん『脅威』側に送熱トンネルの存在を知られたらご破算となるので扱いには注意が必要だが、いつ重金属ペレットとレーザーを組み合わせた大爆発で撃ち落とされるか分からない中、いつまでも一般人を抱えて飛び続けるよりはマシなはずだ。水晶魔法の使い手と違い、一般人はたった一回でも手足を吹き飛ばされたら出血多量でおしまいなのだから。

「俺にできる事は？」

『地上には絶対出ないでください。それから、』

　ゴッ!!　と再び爆音と震動が五〇階建てのホテル全体を激しく揺さぶった。天空からいくつもの光線が立て続けに地上の大通りに突き刺さり、サソリに似た光学実弾併用式広域高射砲の『脅威』を集中的に撃破していく。ジグザグに切り返したと思ったら、通り過ぎざまに飛行型のタコやトビウオをレイピアで切断する。空中のドッグファイトなど完全に片手間だ。

『……雨あま脚あしマリカ先輩？　が超ド級過ぎて下手に手出ししない方が良さそうな状況です。あの人何なんですか……。えと、慎重にビルを遮蔽にしながら近づく事もなく、生身をさらしてあれだけ対空の大爆発を避けながら空爆を続けているのなんてあの人くらいのものですよ。おかげで少しずつ制空権の確保に近づいていくから助かってはいますけど』

「あらまあ。いよいよ戦闘狂っぷりが止まらなくなってきたね、マリカさん。カルタ君やアイネちゃんを守るカワイイ騎士って感じ」

　そして純粋に喜んでばかりもいられない。今いる『脅威』を倒したって、後続がその部品を拾って自分を強化するだけだ。つまりサソリ以外にペレットやレーザーを搭載した別の『脅威』が出現する。元のサソリよりも強烈で高い精度を持つようになった、進化型がだ。

　同じ事は飛行型にも言える。二重反転ローターやミサイル。とりあえず『脅威』側はそこから始めているが、すぐに不足を感じて潰された味方を喰くって止まらない進化に入るだろう。最適化を繰り返し、いつか水晶魔法を超える最高速度や機動性を獲得するまで、延々と。

「……ただ今を守るのに必死になって、先の事を考えられないのがマリカさんの欠点よね」

　何にせよ、これについては根本的な対策が必要だ。例えば、使える部品がなくなるまで徹底的に焼き尽くすか、あるいはスクラップの回収作業を寸断させるアクションなど。ただそれが具体的に何なのか、最前線の実戦に耐えられるものかどうかは全くの未知数だった。

『ともあれ、えと、飛べないのでしたら戦力外です。先輩はそのまま生徒会長さんを連れてセントラルヒーティングの送熱トンネルへ向かってください！』

「無理はするなよ。時間を稼ぐだけで良いい、こっちで退避先は整えておくから！」

　通信を切ると、何な故ぜか生徒会長がくすりと笑っていた。

　彼女は言う。

「良い子よね、あの子」

「……、」

「わたし達は、寄ってたかって姉を殺した憎い仇かたきなのよ？　本当に復ふく讐しゆうが優先なら、わざと間違った情報を与えて孤立させてからどさくさに紛れて私達を襲ったって良かったはずなのに」

　そういう人間じゃなかったのだろう。

　無理して仇あだ討うちの歯車を回そうとしても、途中でもっと優先すべき事を見つけたらいったん立ち止まる。脇に置いて、本当に今やるべき事へ専念する。

　それができる。

　正しい人間とは、きっとナタレーナ＝ブラストのような人を指すのだ。カルタ達にはできなかった。たとえ世界がどうなってでも、まず自分の復ふく讐しゆうが最優先だったのだから。

　立ち止まる勇気なんて、彼らにはなかった。

　一度でも止まったらもう進めなくなると、自分で分かっていたから。

　階段では車椅子をいったんくるりと一八〇度回して、カルタが下になる形で後ろ向きに一段一段降りていく事になった。お姫様抱っこで駆け下りる選択肢もあったが、この先、替えの車椅子が手に入る保証はない。こちら側には窓がなかった。あんなモノ一瞬だって視界に収めたくはないが、情報が寸断されるとそれはそれで胸の圧迫が一気に増してくる。

　この高層ホテルがＣ界ドームで一番大きな建物で、巨大なカジノを丸ごと抱え込んでいる。ドーム自体の中心と言っても良い。

　つまりセントラルヒーティング自体はここの地下にある。

　地下三階まで降りると、豪華なホテルの内装とはかけ離れた打ちっ放しのコンクリートが待っていた。分厚い鉄扉は元から開け放たれている。中は大型貨物船のエンジンのような機械の塊がぎゅうぎゅう詰めになっていて、あちこちから白い蒸気が漏れていた。

「こっちはまだちょっと温かいけど……」

「長くは保たないよ。それからカルタ君、蒸気に気をつけて」

「？」

「中ちゆう途と半はん端ぱに濡ぬれた状態で氷点下一五度の空気に触れてみなさい。耳の一つくらいそのままポロリと取れてしまうんじゃないかしら？」

　青い顔して絶句するカルタに、生徒会長は笑ってこうフォローしてくれた。

「大丈夫よ、親切なアドバイスを無視してしくじっても『プリセット』に『再生』があるでしょ？　第四度の凍傷なんか怖くないっ☆」

　さらに奥まで進むと、別の鉄扉を見つける。

　例の送熱トンネルだ。

　覗のぞき込こみ、中を確認してみれば、高速道路のトンネルくらいの広さの暗闇が待っていた。ただしこちらはコンクリートではなく、床、壁、天井が全てステンレスでできている。

　遠くの方に、光が見えた。

　固定の蛍光灯ではない。ふらふらと揺れる光源が多数。得体の知れない『目』かと思ってカルタは身構えたが、違う。スマホのＬＥＤライトや画面のバックライトを使って、大勢の人達が辺りを照らしながら奥へ進んでいるのだ。壁や天井が人工の光を跳ね返しているらしい。

「……追い着いた」

「上の状況を考えたら、奇跡に近い有り様ね」

　観光客や従業員との距離はせいぜい四〇〇メートルくらいだろうか。車椅子を押していてもその距離が縮まっているのは、やはり人数のせいだろう。何しろＣ界ドームの全員。初詣やハロウィンのように、多くの人が密集しているため移動に時間がかかっているのだ。

　カルタ達が集団の最後尾まで追い着くと、制服姿のままのウェイトレスやバスガイドのお姉さん、スーパーやコンビニの店員などがこちらに気づいて足元を懐中電灯で照らしてくれた。車椅子の女子高生を押しのけてまで我を通すほど、まだこの集団は壊れていない。

（……しかしこれからどうする？）

「カルタ君」

（数の暴力で襲ってくる以上、特定のドームを二四時間ぶっ通しで守り抜くのは正直に言って厳しい。穴が一つ空いたらおしまいなんだから、守るより攻める方が断然有利な条件だ。そもそも『脅威』はどこから来たんだ？　母艦や司令塔みたいな存在はあるのか？　何にせよ、どこかでこっちが攻めるきっかけを作らないと状況が終わらないぞ……）

「カルタ君、様子が変よ」

　言われて気づいた。何か低い音が聞こえてくる。マリカやナタレーナが上で戦っている空爆の震動ではない。もっと機械的な、重たい歯車にも似た音だ。人混みで分かりにくいが、前の方から怒号や絶叫に似た何かが混ざる。

　Ｂ界ドーム側の大扉が閉まっていく音だ。カルタは慌てて叫んだ。

「待ってくれ！　まだ全員入ってない!!」

「お前はグリモノアの人間だな」

　人混みの向こうから、性質の違う声が飛んできた。

　すでに安全圏を手に入れた者特有の、冷静だけでなく優越感が乗っかった男の声だ。

「その顔はネットニュースで観みた事ある。歌うた貝がいカルタ、それから表おもて参さん道どうキョウカ。『難なん問もん排はい除じよ』を倒して新しい世界最強になった正義の代表選手だ！」

　知らない人間からいきなり名指しで呼ばれれば面めん食くらう。

　しかも相手は身に覚えのない感情を勝手にぶつけてきた。

「だったら俺達には与あずかり知しらない話だ。アンタ達は自分の仕事を全うすれば良い！　助けてくれよ、俺達を。外で『脅威』と戦って!!」

「……ッ!!」

（そんな事言っている場合か!?）

　歯は嚙がみするカルタだったが、さらに誰かはこう続けたのだ。

「俺達は普通の人間だ、『脅威』から狙われる理由なんかない」

　世界最強を出し抜いている。いいや、ねじ伏せて自分がその上に立っている。

　そんな不気味な昂こう揚よう感かんに支配されていた。

　災害現場では、助けに来たはずの救急隊員やボランティアが救援物資をわざと出し渋ってもがき苦しむ被災者を眺めて嘲あざ笑わらう事があるという。助ける側と助けられる側という立場の線引きは、心の弱い馬鹿が履き違えると恐るべき暴君を生み出してしまうのだ。

「だったらこれだって、アンタ達が招いた事態だろう？　水晶魔法の使い手なんかやってこなければ、平和なクリスタルビーチに『脅威』が押し寄せる事なんかなかった!!」

　歌うた貝がいカルタは心臓が止まるかと思った。

　もちろん暴論だ。

『脅威』に標的へ優先順位をつけて攻撃するほどの知性があるのかどうかは不明だし、そもそもカルタ達が立ち寄るか否いなかに関係なく、全世界が『脅威』の危機にさらされている。北欧、クリスタルビーチが襲われた事とカルタ達の存在に因果関係はない。

　しかし。

　今重要なのは、正しい答えかどうかではない。




　空気が軋きしむようだった。




　いっしょくたにトカゲの尻尾を切られようとしている最後尾の集団が、感情のない瞳でカルタ達の方を振り返っていた。懐中電灯で足元を照らしてくれたウェイトレスやバスガイドもスーパーやコンビニの店員も、さっきまでの態度が噓うそのようだ。本音なんか知らない。だけど、今は『流れ』に乗らなければ孤立する。そんな考えがひしひしと伝わってくるようだ。

「……私は知らない」

　やがて、だ。

　宿泊客の一人が口火を切った。

「こんな化け物どうでも良い!!　助けてくれよっ、水晶魔法なんか使えないんだ。アンタ達と一緒だよ！　あんな連中と違って同じ人間だろう!?」

　今が非常時なのは分かる。

　極限の選択肢をいくつも越えなくては生き残れないのも。

　だけど。

　人としての優しい気持ちを全部削り落とされるような、そんな気分にさせる言葉だった。しかもそいつ一人だけではない。そうだそうだという声が瞬またたく間まに燃え広がり、やがては非難と罵声の洪水へ変わる。カルタ達を殴れば仲間に入れてやると言われたら、この集団は車椅子の少女でも容赦なく袋ふくろ叩だたきにするだろう。自分は悪くないと口々に呟つぶやき、暗い笑みを浮かべて。

「ダメそうね」

　表おもて参さん道どうキョウカが退屈そうに呟つぶやいた。ただこれは、カルタ達グリモノアがまだ無事なＢ界ドームに受け入れてもらえるか否いなか、などという分かり切った話ではない。

　ごりごりごりごり、という重たい音は止まらなかったのだ。カルタ達はもちろん、最後尾の一般人が残っていてもお構いなしに。

「いやだっ、何でだよ!?」

「あたし達は同じ人間だってゆってるじゃん！　締め出すならあいつらだけで良いいでしょ!!」

「待ってよ、待って！　ウチには小さな子供がいるのよ、この子を見捨てる訳!?　だからこの私が入るのは当然の権利でしょお!!」

　知った事か。

　変な仲間意識を勝手に思い浮かべているのは不細工な笑みを作って必死に取り入ろうとしているＣ界ドーム側だけだ。命を握っているＢ界ドーム側からすれば、とっとと大扉を閉めて自分の安全を確保したいのだろう。

　Ｂ界ドーム側。

　先頭集団で先に大扉を潜った生存者は、もはやあっち側だ。体を張って扉の操作を妨害したり、やめてくれと懇願する様子もない。扉が完全に閉まるその時までは、反感を買ったら一度は摑つかんだ安全圏から土ど壇たん場ばで叩たたき出だされるリスクがあるから。おそらく彼らはギリギリで切れた吊つり橋ばしを眺め、薄ら笑いすら浮かべている事だろう。崖の反対側に取り残された可か哀わい想そうな『向こう側』と違って、自分達は助かったんだ、と。

　歌うた貝がいカルタはもはや拘こう泥でいしなかった。

　それよりも、

「……扉から離れろ」

「何よっ、何でアンタ達みたいな疫やく病びよう神がみに上から目線で命令されなくちゃ、」

「このままじゃ何トンあるかも分からない大扉に挟まれるぞ!!　早くッ!!」

　声は誰にも届かなかった。

　ただただ人間の善性とやらを信じ続け、黙って分厚い鉄の扉に押し潰されるつもりか。

　すでに車椅子の生徒会長は諦めているようだった。乾いた調子で躊ちゆう躇ちよなく言う。

「さ、戻りましょう。ここにいても仕方がないし」

「でもっ、放っておいたらあの人達が……ッ」

「最後尾の十数人相手にどう立ち回るの？　わたしは水晶魔法は使えないし、カルタ君だってアイネちゃんを放出してしまっているでしょう。自分の意思で挽ひき肉にくになりたい集団がこれだけいるとしたら、わたし達に止められるものじゃない。彼らは最後まで人間の善意を信じて、虫けらみたいに潰されていくでしょう。巻き込まれて体を挟まれたいの？」

「うるせえよちくしょう!!」

　カルタは思わず叫び返していた。

「ナタレーナから預かってる。自分達が『脅威』と戦うから一般人を避難させてくれって！」

「あら、そこまで言っていたかしら？」

「言葉にしていなくたって、汲くみ取とってやらなくちゃならない！　本当に信頼がなかったら戦う力を持たない一般人なんか預ける訳ないだろ。いいか、俺達はあの子の家族を奪ったんだ。もちろん『難なん問もん排はい除じよ』は全滅させなくちゃならなかったけど、そんなのナタレーナからすりゃ知った事じゃないだろ!!　その上、今度はあの子の良心まで取り上げてズタズタにするつもりか？　もう嫌だよ。あんな小さな女の子から一体どこまで奪い続ければ良いっていうんだ、ふざけるんじゃあねえぞッッッ!!!!!!」

　表おもて参さん道どうキョウカは肩をすくめただけだった。

　そのまま言う。

「なら好きになさい。扉が閉まるまで、猶予は三〇秒」

「ッ!!」

「お姉さんに格好良いトコ見せてちょうだい、カルタ君」

　今から一人一人肩かたを摑つかんで手前に引きずったって間に合いそうにない。カルタは広いトンネルを見回し、それから壁かべ際ぎわに小さいが分厚い耐火性の扉があるのに気づいた。開けてみれば、こんな所にまでＡＥＤのバッグが備え付けてあった。装置の中身を引っ張り出すとスマホや携帯ゲーム機と比べてかなり大掛かりなリチウムイオン電池が見つかった。これだけでエナジードリンクの缶くらいある。カルタは不要なプラスチックの外殻を使い回してラッパ状に形を整えると、中心部分に金属クリップでわざとショートさせたバッテリーを放り込んだ。

　ひょっとしたら自分の手首が吹っ飛ぶかもしれないが、水晶魔法には『再生』がある。

「表おもて参さん道どうさん、耳!!」

　最後尾からそのまま突き付けた。

　真正面ではなく、やや上を狙って。

　グラマラスな美女が車椅子に腰掛けたままほっそりした手で両耳を塞いだ途端、大容量のバッテリーが弾はじけ飛とんで凄すさまじい爆音が炸さく裂れつした。爆発で生まれた衝撃波を一方向に整えて叩たたきつける、いわゆる音響兵器。ただし音は音なので、扱い方次第では吸収や反響もありえる。

　例えば、群衆の頭の上を追い抜くように飛び出した音の塊が扉の奥の壁にぶつかり、逆にＵターンして真正面から跳ね返ってくるなどだ。

「……ッ!!」

　ぐわっっっ!!!!!!　という激しい音の塊に叩たたかれ、放ったカルタ自身が後ろに倒れ込む羽目になった。大扉の周辺で押し合いへし合いになっていた群衆も同じ。一塊だった集団が一斉にこちら側へバタバタと倒れていく。

　それで流れが寸断された。

　入れなかった最後尾と、奥へ進んだそれ以外。あわやというところで、ごごんっ!!　と鈍い金属音が響き渡る。決断があと三秒遅ければ、扉の近くにいた十数人は潰れていただろう。

　こちらを見ている生徒会長が何か話しかけてきたが、カルタは耳鳴りがひどくて聞き取れない。広めの空間とはいえ、密閉されたトンネルの中で音響兵器なんて自殺行為に近い。

　ややあって、笑みを浮かべるキョウカの言葉の端だけ捉えた。

　彼女は確かにこう言っていた。

　やけにこちらの胸に刺さる一言を。

「お涙頂戴にはならないよ」

　予言の通りだった。

　のたのたと起き上がったのは、間一髪で後ろに薙なぎ倒たおされて助かった若い男だった。だけど彼の眉間には見た事もない皺しわが固まっていた。人間は、顔面の筋肉を酷使する事でこんな表情も作れるのか。逆に感心するカルタの耳に、怒号が響き渡った。

「何してくれてんだよ……。あと少しで、もうちょっとで私は向こうに行けた!!　アンタ達みたいな化け物なんかと違って！　私は選ばれていた。行かなきゃならなかったんだ!!」

　まだ、懲りない。

　明確に切り捨てられても、夢から覚める事ができない。

　競馬に没頭して場内に併設されたＡＴＭと睨にらみ合あい、それでも金が足りずに消費者金融へ駆け込む老人を見るようだった。怒声や罵声も哀れで仕方がなく、もはや怒る気にもなれない。

『早く立ち去ってくれ』

　設置されたスピーカーから声があった。

　おそらく元々は、点検作業中の人間に注意を促すための設備だろう。

　声に震えはない。

　機械が勝手にやった事で、散々警告もしてきた。だから悪いのはＣ界ドーム側だ、とでも考えているのか。そんなに単純じゃない、後で死ぬほど揺り返しが襲ってくるだろう。人の命を切り捨てたという事実は、一生ついて回るものだ。ましてそれが、救いを求めて頼ってきた人を足蹴にした結果だとすれば、なおさらに。

『来た道を引き返すのに、三〇分もあれば足りるだろう。それ以降は、ヒーターのスイッチを戻す。言っておくが、各ドームにあるセントラルヒーティングの送熱は莫ばく大だいだぞ。溶岩の熱を使った巨大なオーブンに頭から突っ込みたくなければ早く引き返すんだ!!』

　泣き崩れる声がいくつもあった。

　だけどその内に誰かが気づいたようだ。『それ』は速やかに伝染していく。

　頼みの綱だったＢ界ドームから見放された以上、トンネル側に残された最後尾の一般人はよそにすがるしかない。今まで散々唾を吐いた、カルタ達グリモノアの水晶魔法使い達に。

　制服姿のウェイトレスと目が合うと、不気味な笑みが待っていた。

　一秒前の話は忘れて欲しいらしい。

　そのためなら何でもすると顔に書いてしまうと、こういう表情になるようだ。

　まるで精密に作ったゴムのマスクを無理に引っ張ったような、とてつもない笑顔であった。いいや、彼女一人ではない。みんながみんな示し合わせたように、さっきまでぎゃんぎゃん嚙かみついてきた若い男まで一様に、だった。

　あるいは。

　この靴を舐なめて奴隷となってでも助かりたいと願うのもまた人としての強さ、なんだろうか？　相手がその時代の世界最強と分かっていても、それでも『難なん問もん排はい除じよ』と最後まで戦って、傷だらけで勝利を収めたカルタ達にはどうやったって真ま似ねのできない選択肢ではあるが。

「カルタ君、用は済んだ？　じゃあ帰りましょう」

　表おもて参さん道どうキョウカはあっけらかんとしたものだった。

　本当に、だ。

　人が人を見限る時、そこには憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おすら残っていないのかもしれない。

「ここにいても得られるものは何もないし。人的資源も含めてね。『わたし達』が団結して生き残るためには、まず衣食住をしっかりとしないといけない。その辺含めて練り直しかしら」

「……、」

　車椅子のグリップを、少年は両手で強く握り込む。

　忸じく怩じたる思いだった。

　これは、ナタレーナ＝ブラストの信頼に応えられたと言えるのだろうか。

　本当に？




　命は守った。

　けどそれだけだった。




　きっとウェイトレスやバスガイド達は、今日の出来事を一生悪夢として眺め続ける。

　人生には、自分の正義やプライドに牙きばを剝むかれるほど滑稽でおぞましい話などない。

　自分を曲げたくない。致命傷を負って全身が水晶化したゲキハ達に顔向けできない人間にはなりたくない。そんな身勝手な想おもいだけで、カルタ達はかつての世界最強に喰くらいついて、ついには全滅させたほどなのだから。





２






　大地も空中も。

　白い世界を埋め尽くす『脅威』の群れ自体は全滅まで追い込めそうにない。

（どこまで進化したっ？）

　地上に戻ったカルタは苦い顔で戦場を観察するが、少なくとも、飛行型に目立った変化は見られないようだ。今はまだ、水晶魔法の方が有利に立ち回っている。今はまだ、だが。

　ただマリカ達は、わざと一点に集中して留とどまり、『架空の防衛対象』を作っていたようだ。適当に戦ってわざと負け、撤退する。『脅威』側も少しは考える頭を持っているのか、マリカ達が立ち去った後はその場に残り優先的に防衛対象を掘り返す運びとなった。一体何をそんなに必死になって守っていたのか、と。

　実際には。

　凍ったビーチには不要となった、人工波を生み出す無人施設に過ぎなかったのだが。

「考えたもんだ」

「ええ。ひとまず両軍のスペック表を見比べるだけの馬鹿げた戦争は超えたようね」

　遅滞作戦が効果を発揮している間に、カルタはカルタで水晶花の通信を使ってマリカ達とコンタクトを取った。大型ホテルや劇場などの高層建築を盾にして、『脅威』側から目撃されないよう注意しながら合流を果たす。ただアスファルトの上を進むだけで息が詰まる思いだった。

　もはやここは北ほつ極きよく圏けんだった。

　椰や子しの木きやハイビスカスは寒さで枯れる事すら忘れて、そのまま白く凍りついている。色とりどりの生き物がどうなったかは考えたくもない。

　そんな中、だ。

「何があったんですか……？」

　自分の口から洩もれる白い息も忘れてナタレーナ＝ブラストが眺めているのはカルタではなく、その後ろにいた二〇人くらいの一般人。希望の光を失ったその瞳を覗のぞき込こんでしまったのだ。

　烈火のような怒りがあった。

　あるいは純粋に他人を心配できる、清らかな激情が。

「一体この人達に何をした!?　私達が寿命を削って戦っている間に、みんなの退避先を用意してくれるって言ったじゃないですか。それなのに、あなたって人はッ!!」

　カルタは力なく首を横に振っただけだった。

　応えようなんてなかった。

　おそらく一二歳の少女は気づいていないのだ。そこを掘り返される方が、力がなく善性まで手放した一般人にとっては腐った傷口を錆さびた刃物で抉えぐられるような気持ちになると。

　純粋に人を助けようと思って、それだけで実際に真正面から『脅威』へ立ち向かう事ができたナタレーナ＝ブラストの瞳は、彼らにとっては眩まぶし過すぎるはずだ。その強い輝きにさらされるたびに、打算を働かせて裏目に出て、それでも死ぬに死ねなかった事実が重くのしかかる。

「……殺してくれよ……」

　蚊の鳴くような呻うめき声ごえがあった。

　先ほど最後まで未練がましく嚙かみついてきた、あの若い男だった。

「『脅威』と戦うための囮おとりでも何でも良いい。もう嫌だよ、こんな惨みじめなの……」

　これについては完全に無視した。不快な想おもいをしてでも助けた以上は生き残ってもらわないと意味がない。大体、簡単に死にたいなどと言うヤツに限っていざ命の危機に直面すれば何度でも掌てのひらを返かえす。これは嫌いな人間に対する偏見ではなく、彼らは実際に民間人を助けるために命を張ったグリモノアを見捨ててＢ界ドームに媚こびを売り、そして逆に切り捨てられた人間の集まりだ。最初から何かのために命を懸けられる人間なら、そんな事はしていない。少しは学習をしてほしかった。歌うた貝がいカルタの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おにも限界はある。

　憔しよう悴すいしきった少年の顔と、それから車椅子の生徒会長が素知らぬ顔で口笛を吹きながら自分の爪を見ているのを観察してマリカは大体の事情は察したのだろう。何かしらの形で、人の悪意に触れたと。ともあれ、ツインテールの少女は腰に片手をやってこう言った。

「二〇人くらいなら抱えて飛べるわ。何しろこっちは一〇〇〇人の大所帯だからね。非効率だけど、アンタはそうしたいんでしょ？」

「頼む」

「にえさま」

　アイネが無感動に寄り添ってきた。

　抜き身の刀を片手にぶら下げたままなので、あまり近いとちょっと怖いが。

「それで、具体的にここからどうするのでしょう？　囮おとりの防衛対象を利用した遅滞作戦はじきに効果を失います。それまでに次の目標を設定しなくては」

　先延ばしにしていた話だ。清きよ沢さわハドメやソフィア＝フィレンツェも遠巻きにこちらを見ていたが、大人達が口を出してくるつもりはなさそうだった。ここから先、良くも悪くもグリモノア一千人の命は『世界最強』に左右される。ここにはクラスメイトや中等部の後輩もいる、生徒会や先生だって。複数のドームに留とどまる一般人も含めれば人の命の数は何倍にも膨れ上がる。

　自分の命だけ賭けて仇あだ討うちに挑んでいれば済む話ではない。

　その重さが、少しずつのしかかってくる。

　カルタは慎重に深呼吸してから、

「一ヵ所にまとまったアレを、最大火力で空爆するって線は？」

「もうみんなへとへと」

　マリカは詳細を言わなかったが、説明しても絶望しかないと言外に伝えてきていた。個々の小さな『脅威』は砕けるかもしれないが、全滅はない。そしてわずかでも生き残りがいれば、やられた個体を喰ってさらに極悪な『脅威』へと化けてしまう。ずっとそうやって散発的に『脅威』を倒しては望まぬ成長を促し、マリカやアイネはどこかでさじを投げた。その結果が例の騙だまし討うち、架空の防衛対象を設定した遅滞作戦なのだ。

　真正面から撃ち抜いて撃滅できるなら、そもそも遅滞作戦なんて実行しない。

　これは基本的に、負けている側の戦術だ。

「まず、壊れたＣ界ドームにはいられない」

　ここはすでに氷点下一五度の白い地獄だ。

　まだ倒壊していないビルに閉じこもって暖房をガンガンに掛けたって、おそらく間に合わない。みんな同じコンクリートに見えても、断熱構造が違うのだ。ドーム内部にある建物自体は南国仕様で造られているのだから寒さに耐えられるようにはできていない。

　しかも限られた空間に無数の『脅威』が居座っている。一時的に身を隠す事はできても、永遠にはできない。いずれ見つかり、突発的に戦闘が始まってしまう。

　言うまでもなく、『脅威』は強い。

　戦うならこちらから仕掛ける側になりたい。

　自分からわざわざ寝込みや食事中に奇襲を受けるリスクを背負うのは真っ平だ。

「だけど他のドームが俺達を受け入れてくれる様子はなさそうだ。水晶魔法使いは矢面に立って『脅威』と戦うのが当たり前、むしろお前達のせいで『脅威』を呼び込んだんだから責任取れって考え方みたいだし」

「なら外に出る？　環境的にはＣ界ドームと変わらないわ、氷点下一五度の猛吹雪よ。水晶魔法はマッハ超えで高空を飛び回れるようにできているからある程度の寒さ対策もあるけど、いつまでも永遠にって訳にはいかない。おそらく丸一日、二四時間で限界が来るわ」

　ちらりとアイネは視線をよそに振った。

　離れた場所にたむろしている武装した生徒達を眺めながら、

「こちらは参考までに。衣食住確保のため、他のドームを襲って占拠するという案も出ているようです。特に自分達を見捨てたＢ界ドームが最有力候補となっていますね。山やま根ねデイリや松まつ田だイミなど、高等部側にも死なないまでも被害は出ていますし」

「やめさせろ、意味がない」

　カルタは即答で切り捨てていた。

　単に鬱憤が溜たまって暴れたいのではなく、自分達の手で中等部を守りたいのだろう。無理にでも先輩風を吹かせないと心が折れるという気持ちはカルタにも良く分かる。

　しかし、だ。

「二重の正面ゲートを破るにせよ、ドーム外殻を破壊するにせよ、武力を使った強硬策を取ったって密閉が壊れて氷点下一五度の領域が広がるだけだ。あるいは首尾良く乗っ取ったとしても、不満を持つ一般人が暴れればそれまでだろ。魔法なんか使わなくたって、レストランの裏手にあるプロパンガスのボンベ一つでドームの壁なんか簡単に穴が空くんだからな。自分から希望を捨ててるようなもんだぞ」

「そ、そこまでしなくても……」

　おっかなびっくりといった調子でナタレーナが口を挟んできた。

　思いは複雑だろうが、自分達全員の運命が決まる状況で意地を張って黙り続けていても得にならないと判断したのだろう。

「そもそも水晶魔法なら飛べるでしょ。ここに留とどまらなくたって、えと、一気に海を渡ってアイスランド本土側まで逃げ切っちゃえば……」

「『脅威』の総数が分からない。というか、Ｃ界ドームのアレだけって考えるのは楽観的過ぎる。例の、サソリみたいな対空ペレット砲が海で網を張っていないって保証は？　クリスタルビーチ全体が囲まれているとしたら、意気揚々と飛び出したところを狙い撃ちにされるぞ」

　腰に片手を当て、マリカが片目を瞑つむっていた。

　かつて『難なん問もん排はい除じよ』の一人、スザニアと本格的なドッグファイトを繰り広げた彼女の超人的な挙動なら広範囲を埋める複数の爆発の中でも隙間のようなスポットを見つけてすり抜けられるかもしれないが、あれと同じ事を中高の新入生全員に強制するのは難易度が高過ぎる。

「そもそも、アイネ達が逃げてどうなるのでしょう？」

　長い銀髪を揺らして水晶少女が首くびを傾かしげていた。

「現状、水晶魔法以上に『脅威』を撃滅する有効な手段が人類側になければ、どこまで逃げてもあの『脅威』はそのままアイネ達を追ってくるでしょうし、既存の正規軍は全て蹴散らされてしまいます。アイスランドに逃げれば、そのままアイスランドが次の戦場となるのでは？」

　ナタレーナが絶句していた。それはまあ、受うけ入いれ難がたいだろう。

　まだ復ふく讐しゆうを遂げていない清らかな少女からすれば、自分が何の罪もない人々へ厄災を振ふり撒まく側に回るなど。それを許せば、正しさでもって人を憎む復ふく讐しゆうの根幹が揺らいでしまう。

　さらに、大爆発の嵐の中でマリカ一人を逃がして救援を呼ぶ、という選択肢もあまり意味がない。各国政府からは、むしろ本番なのであなたが戦ってくださいと要請されるだけだろう。

「ふむ……」

「にえさま？」

　しかしこれまではどうだったのだろう、という疑問もあった。『脅威』は世界中で街や州や国を消し飛ばしてきたが、その終わりがどうなのかはカルタ達には分からない。唐突に街が消える。それだけなのだ。『脅威』がずっと同じ場所に居座って自分の国を作ったり、じわじわと死の領域を広げていくといった話は聞かない。まるでもぐら叩たたきのようにいきなり現れていきなり消える、それをランダムにずっと繰り返す、というのが定説だった。

　あるいは最後の最後まで無策で居残れば、身をもって理解できるかもしれない。

　その場合、理解はできても誰にも伝えられずに亡もう者じやの仲間入りを果たすだろうが。

『脅威』は気き紛まぐれにカルタ達を見過ごしたりしない。彼らが出現した場合、そこにある全てを破壊し尽くす事は過去の所業を見ていけば誰でも分かる。すでに少年達は『負の伝説』の真っただ中に巻き込まれているのだ。黙っていれば、前例をなぞるように殺される。

　だとすれば、抵抗しないという選択肢はない。カルタはそう考えた。

「……方法はこれから考えるとして、やっぱり『脅威』はここで倒すしかない。逃げるって選択肢に安全の保障がない時点でこれはもう決定だ」

「な、何の勝算もないんですよね？」

「けど絶対に倒せない存在じゃないはずだ」

　その断言は、幼いナタレーナからすれば不思議に思ったかもしれない。

　しかしカルタには根拠があった。

「かつての『難なん問もん排はい除じよ』はやってのけた。完全な根絶自体は無理でも、個々の街を救うくらいは成功させてきたはずだ」

「……、」

「連中だって同じ人間だ。だったら、俺達にだって手が届くさ。俺達はあの日、少なくとも仰神魔法よりは強いって事を証明しちまったんだから」

　あの五人は最低も最低、最悪も最悪だったが、いつ死んでもそれが運命と考えていたアナスタシアはカルタ達に噓うそをつく必要を感じていなかった。『難なん問もん排はい除じよ』と戦っていた頃は『脅威』なんて本当にいるのかというところから徹底的に疑っていたほどだったが、こうして実際に目撃してしまった以上、認めざるを得ないだろう。

　ヤツらは最低で最悪だったけど。

　それでも世界を守るために戦っていたのは事実だった、と。

「方法はある。なら、後はそいつを見つければ良い。必要なのは考える時間だよ、何としてもこいつを確保しなくちゃならない」





３






　実際、いくつか選択肢はあったはずだ。

　このまま生活環境が壊れたＣ界ドームに留とどまる。思い切ってドームの外へ飛び出す。ＡでもＢでもまだ無事なドームを襲って物資や生活基盤を丸ごと接収する。

　想像の中でテーブルの上に並べる程度なら。

「えうう……」

　カルタ達の視線を一斉に浴びたおどおど女教師は小さくなって震えていた。一応水晶魔法は使えるようだが、やはり理論派。実際の戦闘になれば選択の重圧に耐えられそうにない。

　ジャージ姿の清きよ沢さわハドメも首を横に振っていた。彼の場合は選択自体はできるかもしれないが、不安や恐怖に駆られた一〇〇〇人が従ってくれるという自信がないのだろう。地球の常識に従って正しい事を言っていれば皆が無条件に受け入れてくれる、そんな異世界転生とは事情が違う。誰もが選択一つに自分の命を賭けるのだ、そして死んだら何も残せない。

　するとお鉢はこの人に回ってきた。

　現状、唯一の三年生レギユレーシヨン３にして生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカその人である。

「年増に一番近い女ってゆったら許さないぞ☆」

「何で誰も考えもしてない予防線を一人で勝手に張っているんですか。墓穴なの？」

「カルタ君」

　しっとり声が怖い生徒会長から目めを逸そらす。

　だから見逃すかと思った。

「そんな訳でこれ」

　あっさりと、であった。

　見えないカードを一枚指先で摘つまんで引き抜くような、そんな一言。

　選択次第ではグリモノア、民間人を問わず大量の死者が出るかもしれない。そもそも完全勝利の選択肢なんて存在せず、何を選んでも必ずどこかで犠牲を出して周囲から徹底的に叩たたかれるドツボの恐れだってある。そんな中でもお構いなしだ。自分で決められる生徒会長はあっさりと全員の道を選んでしまう。

　いつもの事をいつも通りにやる。それだけ聞けば流してしまうが、高層ビルでの綱渡りと同じ。そいつがどれほど難しいかは、死の崖っぷちに立てば嫌というほど理解できるだろう。




「お外でサバイバル。まあ、並べられた中ならこれが一番イイ確率かな、と」




　バキバキに割れた透明な外壁を越え、カルタ達はいよいよドームの外に出る。

　実際の気温はもはや変わらないだろうが、ぞくりとした寒気が足元から這はい登のぼってきた。

　設計上生存の保証がない、外の世界へと飛び出した。それが分かる。

　ちなみにクリスタルビーチ自体は、海の上に浮かぶいくつかの人工島だ。北ほつ極きよくの氷が温暖化で溶けていくのに歯止めをかけるため、敢あえて凍結を促す不純物として洋上に築いた人工の陸地。それだけではもったいないからという理由で、カジノやホテルを中心とした大規模リゾートに膨らんでいった経緯がある。

　半透明のドームや水族館のようなトンネル状の道路だけが全てではない。

　氷点下一五度の環境さえ享受できるなら、外には真っ白な陸地が広がっている。

　そんな中、

「……、」

　歌うた貝がいカルタはざくざくと雪を掘っていた。ここにきてまさかの強制労働である。

　地獄の生徒会長サマが言うには、

『お外とＣ界ドームは極寒環境だけ見ればほぼ同じ。そしてスペースの限られたＣ界ドームは「脅威」が溢あふれ返かえっていて、このまま留とどまっていても露見して総攻撃を受けるリスクが高いの。どっちも同じ氷点下一五度なら、いっそ外に出て十分な距離を取った方がまだ安全よね』

　あっさりしていても、そこには計算があった。

『ＡとかＢとかよそのドームを襲うのはＮＧで。理由はカルタ君が言った通り、外から強引に風穴空けたって氷点下一五度の空気に支配されるだけで、意味がない。結局は、この環境と戦っていくしかないのよ。逆に言えば、この氷点下一五度さえクリアできれば行動の幅はかなり変わってくるよね。戦いに集中できる。次は、わたし達が襲う番になれるはず』

「ひい、ひい、ぜえ、ちくしょう」

「にえさま手が止まっています。威勢が良いいのは掛け声だけですか」

「そもそも俺とアイネでノルマが二人分に増えているのがおかしいんだっ。他のみんなは水晶魔法の装甲で普通に運動機能をブーストしてるのに……！」

　とりあえず、何が何でも寒さをしのがなくてはならないが、ここにあるのは真っ白な雪だけ。

　ならば逆にそれを使わせてもらうしかない。

「まさかこの歳としになって、命懸けでかまくらを作る事になるなんて……」

「イグルーって知らない？　アラスカで暮らしているイヌイット達が自分で拵こしらえる、雪の塊で作った家よ」

　この雪では車椅子など車輪が埋まってほぼ使い物にならない。おかげでアイネはほぼキョウカのサポート要員と化していた。グラマラスな美人は状況を無視して雪合戦を始めた高等部男子と、ガミガミ叫んで彼らを追い回す生徒会の黒髪おかっぱをほのぼのした目で見守りながら、

「雪の塊は内部に空気を溜ため込こんで膨らんでいるから、羽毛を詰めたダウンジャケットと同じ断熱効果が見込めるのね。これから本格的にあの『脅威』を相手取るっていうのに、頑丈で壊れないレンガの家なんか目指したって意味ない。時間を掛けて防備を固めたって、壊されるのは一瞬よ。それなら簡単に作って簡単に捨てられる、インスタントな住居の方が状況に合っているでしょ？　参考にさせてもらったイグルー、扱い的には冬季限定の移動住宅らしいしね」

　魔法で耐えるだけなら二四時間が限界でも、温かい場所で休憩を挟めばリセットできる。『難なん問もん排はい除じよ』と戦った時も、真っ先に手に入れたのは武器や防具ではなく、安い中古のキャンピングカーだった。考える時間を確保できる安全な居場所は、戦う上でそれだけ重要になる。

　が、

「ぜえ、これが、はあ、こいつのどの辺が簡単に作れるって？　ひい、そんな風に言うならアンタも手を動かしなさいよ。ぶえっげほ」

「この車椅子でどうやって？　それからノルマが二人分とか何を言っているの、カルタ君とアイネちゃんは相部屋に決まっているじゃない」

「アイネが作ってんのはアンタのかまくらかッッッ!!!???」

　できたー、という無邪気な声があった。

　猛吹雪の中だというのにすっかり汗だくになったカルタが振り返ってみれば、ツインテールのマリカが（水晶魔法の装甲の恩恵をフル活用して）早くもシングルルームの構築を終えていた。余裕があるのか、どこかから風で流れてきたらしいデカい椰や子しの葉はを二つのっけて雪うさぎ風にデコレーションしている。

「こんなもん？　ほんとにこれで夜を越えられるのかしら」

「出入口の形が特殊でね。外の冷気を遮るように工夫すれば、相当暖かくなるそうよ」

　本来のイグルーは熱を溜める毛皮で内張りするらしいが、こちらは防水シートで代用した。一千人分もの物量をどうやって、と思うかもしれないが、そもそもここは天然の北ほつ極きよくではない。何かしらの工事区画とぶつかったらしく、分厚い雪を掘ればいくらでも人工物は出てくる。

　デキる生徒会長サマはかく語りき。

「ゼロから作った人工島の面積の割に不自然にドームのない開けた場所なんて、準備中か頓挫したかのどちらかよね。予測するのは容易でしょ」

　そしてここが流行の発信基地になった。マリカの雪うさぎを見た中等部の後輩達が、雪で猫耳をつけたり木の枝を突き刺してトナカイ風にしたりと、自分の家に個性を求め始めたのだ。似たようなおまんじゅう型のかまくらばかりがずらりと並んでいるとどれが自分のかまくらか見分けがつかなくなるから、という都合もありそうだが。中には色々盛りすぎてせっかく作ったかまくらを自分の手で潰してしまう子までいる。

　高等部の方ではいよいよ雪合戦が止まらなくなっていた。体を動かすのは健康やストレス処理の面では有効だが、自分のかまくらが完成しないカルタには恐るべしの一言しかない。

「おいおい、どいつもこいつも元気が有り余ってるな……。なんか雪像を作る冬のお祭りみたいになってきたぞ」

「普通の家だってそうじゃない。屋根が何色だろうが中で暮らす分には関係ないけど、でもやたらとこだわるもんでしょ。てか何？　アンタまだ基本のかまくら作ってんの???」

「もう無理、頼むマリカ今日はお前ん家ちに泊めてくれ」

「ロマンの足りないゲンキン男は嫌いですう。おとといきやがれ」

　自分は寮の部屋がネット通販の箱で埋まってしまったからなどというろくでもない理由が一個あれば平気で人の部屋に潜り込んでくるくせに、とカルタは喉まで出かかった。

　アイネはアイネでこの吹雪の中でも寒さを気にしない風の子モードなのか、

「かまくらの設営が完了しました。この後はどうすれば」

「そうね、このままじゃプレーン過ぎるからマリカさんに負けない個性が欲しいかな。入口の前に雪だるまを二つほど作ってもらえる？　こう、神社の狛こま犬いぬ的てきな、おめでたい香りで」

「終わったのなら手伝って！　てかアイネの命令系統を勝手に横取りしないでください!!」

　まったく恐るべき生徒会長だった。言葉巧みというか、ナチュラルに人を操る力に恵まれ過ぎている。アイネの方も黙って首くびを傾かしげている辺り、冷静になったらどうして命令系統で繫つながってもいない赤の他人の言う事を聞いて肉体労働を続けていたのか、今さらになって疑問が湧いてきたのかもしれない。この生徒会長なら、ロボットに組み込まなくてはならない三つの安全ルールなんて秒で逆手に取ってしまいそうだ。

　とにかくかまくらを作らないとカルタとアイネは猛吹雪の夜に立ち尽くす羽目になる。命令しないと動かない水晶少女を何とかするため、カルタはふらふらとアイネに摑つかみかかった。

　具体的には、正体不明の頭のアレに。

「アイネっ……もう何でも良いいからこっち手伝ってくれ……」

「ぶばひゅっ!?　めっ、夫婦めおとの仕事を表で見せびらかさないでください!!!!!!」




　なんか。

　信じがたいレベルで変なリアクションが出た。




「あ、あのうー。アイネ？」

「……、今のはしくじりました。あわわ」

　人を殺す時も片腕切り落とされた時も眉一つ動かさなかった『あの』アイネが、顔を真っ赤にして反射で叫んでいた。思わぬ反応に目を白黒させるカルタだが、何な故ぜか水晶少女はもじもじするばかりで答えてくれない。というか今の、本人にも分かっていないのではあるまいか？

　そこで車椅子の生徒会長が口元に手を当ててうっすら微笑ほほえんだ。

　前兆である。エリート様がお届けするとびきり良からぬイタズラの。

「あらダメよカルタ君。動物の角は生殖機能の象徴なんだから」

「どぶｋｇｈｄ!!!???　アンタも笑顔でとんでもねえ爆弾落としてんじゃねえよッ!!」

「ただの事実なんだけどなあ。お手入れは二人きりで、ね？」

　そういえば二人きりのエレベーターの時はアイネが自分からぐりぐりしてきたか。白いスクール水着を見てカルタが変なのと言った時だ。あれは何アピールだったのだ???

「スマホの電波が通じるようになったら、ヘラジカの角がどうしてあそこまで肥大化したか検索してみたらどうかしら」

「それじゃあ、そんなんじゃあアイネが黙っているけど実はとってもえっちな子になっちゃうじゃないですか!?　あんなに立派なモノを二本もそそり立たせてッ!!」

「ねー、白昼堂々熱烈おねだり全開ウェルカムされても困っちゃうよねえ？」

「……皆様方、目に見えないのを良いい事にアイネの内面を勝手に定義しないでください……」

　ともあれ。

　カルタとアイネがざくざく雪を掘ってかまくらを完成させた頃には、すでに時刻は夕方に差し掛かっていた。朝っぱらから『脅威』の襲撃を受けて逃げ回ったのだから、ほぼ一日を猛烈な極低温の中で過ごしていた事になる。しかもこの住まいも仮のものでしかなく、気き紛まぐれに『脅威』が襲ってきたら即放棄・即撤退の運びとなる。

「ふ、不毛過ぎる……」

　しかもここで終わりではない。北ほつ極きよく圏けんだから分かりにくいかもしれないが、夕方だ。ホテルでのモーニングビュッフェ以降何も口にしていないのだから、当然こんな問題が出てくる。

「それじゃ食べ物を何とかしないと。水やお湯は魔法で雪を溶かせば手に入るでしょうけど」

「ちくしょう、もうその辺全部水晶魔法で何とかなりません？　豊ほう穣じようの女神系の、ええと北欧神話のシフとか、仏教の吉きつ祥しよう天てんとか、ギリシャ神話のデメーテルでも良いい……。とにかくおめでたいお姉さん達を拝んで虚こ空くうからパンとかお米とか出してもらいましょうよ」

「うーん、神様系のお食事って食べて能力をブーストする系ばっかりだから、あんまり乱用し過ぎると内側から肉体が崩壊していくと思うけど。カルタ君、いきなり不老不死になって永遠に伸び続ける髪や爪を切ろうにも切れなくなっても文句は言わない？」

　生徒会長の指摘にカルタは沈黙した。自分で何とかするしかなさそうだった。笠かさ地じ蔵ぞうくらいの、良いい感じの温度感の神様はいないようなので。しかしそうなると、

「他のドームの救援はあてにならない、周りは海だけどのんびり竿さおを振る状況でもない……」

　カルタは自前のかまくらの前でへたり込んだまま、己の顎に手をやった。とてもではないが、山やま根ねデイリや猫ねこ海うみヒロスケと一緒に雪合戦をするだけの気力はない。とにかく休みたい。その上で、純粋に寒さと疲労でボロボロになった自分が今一番食べたいものは何だ？

「……そうすると崩壊したＣ界ドームに忍び込んで食材を引っこ抜いてくるのが妥当な線か」

「『脅威』がいるんでしょ？」

　マリカの意見はごもっともだ。

　なので、

「一千人で真正面から押し寄せるのはナシ。戦闘力よりもこそこそ動ける方が優先かな。表おもて参さん道どうさん、何人か見繕って連れて行っても？」

「きちんと監督できるなら」

　生徒会長は当たり前の事で、しかし一番難しい注文をつけてくれた。ツインテールの幼おさな馴な染じみは肩をすくめただけ。自分には不向きだと自覚しているのだろう。カルタはカルタで、ひとまずアイネを呼びつけるのは確定。さらに、足場を固めるにはもう一押しが欲しい。

「なあ」

「っ」

　びくりと肩を震わせたのは、中等部でも高等部でもなかった。

　カルタが助けて連れてきた一般人の一人、おそらくどこかのウェイトレスだ。

「……な、なんです、か？　口減らしのために追放、とか」

　口調まで変わっていた。どこまで恐れられているのやら。

（そりゃ世界最強四人分の機嫌を丸ごと損ねたって思っているんだから、当然か）

　かつてのエリシアやユキノを思い浮かべてみれば良い。そして一隻目の『ファーストアウト事変』でどれだけの犠牲が出たのかを。まして彼女は、魔法がどういうものかも知らないのだ。

　魔法が使えないのでやたらと着膨れした女性を見て、カルタはそっと白い息を吐いた。

「そこまで卑下する事ないだろ。こっちも命懸けだ、助ける気がないなら助けてないよ」

「だって私達は、あれだけひどい事して、かまくらも借り物、あなたに何もできないし……」

「なら、借りを返してチャラにしないか？」

　カルタは気軽に提案した。

「俺の知らない情報を教えて欲しい。それでみんなが助かったら、俺達は一対一になれる」

「……、」

　人工島の構造を教えてもらったり、一緒にかまくら住宅街の周辺を歩いて調べていく。

　結果、こうなった。

「ナタレーナ、手が空いてるならこっち手伝ってくれ。食糧調達だ」

「何で私が……」

「それからフィレンツェ先生、あなたの手も借りたいです。確か使っているのはヴァーユでしたよね？　ちょっと俺と一緒に『脅威』で埋め尽くされた最前線まで出かけましょう」

「はいいッ!?　なんっ、私、何でえただの理論派ですよっ！　こっちはそもそも自分の手で実際に戦う事なんて想定されていないのにい!!」

　おどおど女教師・ソフィア＝フィレンツェの絶叫でナタレーナの不満は押しのけられてしまった。唇くちびるを尖とがらせたまま、しかし従う格好を見せている。そう、人は自分よりパニックに陥った人間を見るとそこで冷静になってしまうのだ。人のふり見て我がふり直せとも言う。

　筋肉教師の清きよ沢さわハドメは腰に手をやって、

「俺は？」

「清きよ沢さわ先生の神様って何でしたっけ」

「ホルス。ただし大ホルスと小ホルスを意図して混同させている変則式だが」

「エジプト神話の太陽神じゃないですか。それならさっきの、山やま根ねデイリっていうはた迷惑なカグツチ野郎がいます。そいつと一緒になって、みんなの暖を取ってあげてください。断熱効果の高いかまくらがあれば理論的には大丈夫かもしれませんけど、でも絶対『火』を見せた方がみんな安心してくれるはずです」

　小さな舌打ちがあった。ただし悪意的ではなさそうなので、有用性は認めてくれたのだろう。

　山やま根ねデイリ、猫ねこ海うみヒロスケ、松まつ田だイミ、橋はし先ざきタヨリ……。クラスメイト達も巻き込めない。さっきは集団戦だったが、一対一では事情が違う。全校集会で話を聞く側と話をする側では緊張感が変わるように。本物の『脅威』を前にした途端、恐きよう慌こう状じよう態たいに陥らないとも限らない。

　車椅子のキョウカは自分の口へ手をやってくすくすと笑いながら、

「そんなもので良いいのかしら」

「これ以上は目が届きそうにないので」

「一〇〇〇人分よ？　板チョコ一枚換算でもアタッシェケース一〇個分くらいになるけどね」

「何とかします。じゃあ生徒会の皆さん、すみませんがその間表おもて参さん道どうさんをお願いします」

「「お任せされるまでもなく」」

　生徒会の黒髪おかっぱや赤毛のお団子は口をへの字にしたまま、車椅子のグリップを決して手放さなかった。その内同じ生徒会で取り合いを始めてしまう。

　美人の生徒会長に見送られて、カルタ達は秘密基地を抜け出す。

　Ｃ界ドームまでは一直線に進むのではなく、わざと回り道をした。何が原因で自分達の家が露見するか分からない。そしてもちろんいきなり水晶魔法で大空を飛んだりもしない。

　ざくざくと雪を踏みながら、女教師が涙目になっていた。

「うう、まさかの四人パーティ。イマドキＲＰＧだって自由にメンバー交代できるのにい」

「え、理論派ってそういうところまで調べるんですか？　えとその、ギリシャ神話や北欧神話の伝でん播ぱなんかについては影響ありそうですけど」

「いえ別に。こつこつ成長が好きなだけ、先生は無理しないで積み重ねる堅実系なんです」

　ちょっと驚いたナタレーナの言葉に、女教師はなんか猫背になっていた。気まずくなって小さくなっているのかもしれない。ちなみに少女はすでに水晶魔法の装甲を展開していた。例の天てん秤びんは、大きく展開しなければ地上を音もなく滑るように移動できるらしい。

（……高速移動と攻撃でモードを変える必要があるのか。便利なようでも抜けがあるな）

　言ってここでケンカになれば『脅威』に気づかれるのでカルタは黙っておいた。

　Ｃ界ドームは遠巻きに見ても崩壊していた。

（飛行型は、今は飛んでいないみたいだな。地べたにいるよりエネルギーを使うのか？）

『脅威』に疲労やもったいないという概念があるのかは不明だが。

　外気から内部を守っていた半透明のドーム構造体はほとんどが崩れ落ち、剝むき出だしの人工ビーチや観光街は白く凍ったまま時間を止めている。『脅威』が何をしているのかは、相変わらず謎が多い。凍結したアスファルトやビルの外壁に張り付いているが、特に何かを破壊したり補給したり、といったようにも見えない。やや間隔は広いが、それでもやはり密集している。周辺の警戒やテリトリー外の探索は全部スリッパ大の虫にでも任せているのだろうか。複数が重なり合って波打ったりもしていない。急いでいない限り仲間は踏まないらしい。

『脅威』から見つかりたくないのか、ナタレーナは大きな岩の裏なのに無意味に中腰になって、

「……あれ、何しているんでしょうか」

「さあな。少なくとも、分かりやすく暖かい場所を求めていたり、機械っぽく石油や電気を食べている訳じゃなさそうだ」

　とはいえ、例えばカタツムリなんかは石の表面を削り取って食べる性質を持つ。『脅威』の生態自体が謎なので、この辺りは今すぐ答えが出るとも思えなかった。

　そして数は多いが、『脅威』は全体的に大通りの辺りに密集している。ドームが崩れているのも、防衛さえ考えなければ入口が増えたと見る事もできる。カルタ達は大通りに並ぶ高層ビルが視界を遮ってくれる位置を探して、そちらからドームの仕切りを乗り越えていった。

　外も中も変わらない。足元はざくざく鳴る雪で覆われているし、椰や子しの木きは真っ白に凍りついて大きなつららを何本もぶら下げていた。景色を彩いろどっていた噴水はそのままの形で固まっている。地下の水道管は破裂しているかもしれない。

「にえさま。食糧調達という話でしたが、具体的にはどこから手に入れましょう」

「ショッピングセンター」

　都合一千人分となると相当量を手元に置いている施設を狙うしかない。

　大通りの方は大小無数の『脅威』が埋め尽くしているので、カルタ達は一本横に入った細い道を進む。とはいえ、直接戦力の他にスリッパ大の虫みたいな斥候・偵察用の個体もいるようだから油断はできない。戦闘力はなくても、蛍のような発光信号だのフェロモンを使った警報だのが一つでも飛んだらその時点で全面戦争が始まってしまう。

　飛行型は地上に留とどまるようだが一〇〇％の確度はない。なるべく屋根の下を進む事に。

『脅威』の手によるものか、崩れ落ちた立体駐車場の横を通って学校の校舎よりも大きな商業施設に向かう。朝食の時間帯に『脅威』が街を破壊していったため、開店前のまま放棄されたようだ。出入口は金属製の格こう子しでできた防犯シャッターが下りていたが、これについてはアイネの刀でマーガリンのように切り捨てる。

「お邪魔します、と……」

　電気の点ついていない店内は、昼夜を問わず暗い。ずらりと並んだレジカウンターが見えたが、そこには複数の国の言語がずらりと並んでいた。どうやら地域住人の生活を支える身近なスーパーというよりも、外国人観光客向けの免税店といった側面の方が強いようだ。

「しめた。これなら箱買い狙いの業務用ケースがずらりと並んでいるはず」

「にえさま、具体的に何を接収していくのです？」

「フリーズドライ系だ」

　あと、気分的にはスザニアの農園が関わっていないものを。

「まず前提として、水やお湯は雪を溶かしていくらでも手に入る。一千人分となるとかなりかさばるから、できるだけ一食単位は重量的に軽くて栄養の取れるものが望ましい。そうなると缶詰、レトルト、冷凍食品なんかはアウト。元から水分を多く含む形だとその分重さが増す」

「そ、それだけ食べて生きていくんですか？　えと、あの、まあおうちって言っても寒さをしのぐ屋根と壁があるだけで、キッチンを備えている訳じゃありませんけど。それでも」

「ならナタレーナ、試しに辺りの棚を見てみなよ」

　カルタが生鮮食品のコーナーを指差すと、そちらに目をやったナタレーナが絶句していた。

　飲み物のボトルは軒並み内側から弾はじけ飛とび、そのまま凍って固まっていたのだ。野菜や魚についても真っ白な霜で覆われているばかりか、表面が毒々しい色に変色している。

「魔法に守られているせいで忘れたのか、今は氷点下一五度の白い地獄なんだぞ。ペットボトルの液体を冷凍庫に入れないでくださいって注意書きくらい読んだ事あるだろ」

「……、」

「弁当やレトルト、缶詰なんかも容器が砕けているか、中身が変質してる。口に入れられるのは水分を必要としないフリーズドライとか、チョコレートとか、まあその辺りだろうな」

「も、元から凍ってる冷凍食品とかはどうなんですか？」

　ソフィア＝フィレンツェがごもっともな事を言ってくれた。

　が、そもそも大前提は別にある。

「先生。非常食の王様、板チョコ一枚換算でも一〇〇〇人だとアタッシェケース一〇個分になるんですよ。フリーズドライの味み噌そ汁しるなら固形のブロックで一食一〇グラム以下、けどこれだって×一〇〇〇してみてください。一〇キログラムに化けます」

　欲張るのは構わないが、巨大なコンテナを抱えてここから安全に出られる保証はないのだ。輸送の途中で『脅威』に見つかったらそれまで。飛行型の不規則な巡回にでも引っかかったら一発でおしまいだ。抱えていた戦利品は全て捨てなくてはならなくなる。

　また、発見されたら終わり、というのはこの場限りの話でもない。

　無数のかまくらを作ったあの住宅街は、遠目に見れば白一色の風景と同化してしまってかなり見つかりにくいだろう。雪の層には断熱効果があるから、体温なども察知されにくいかもしれない。ただそれも、絶対ではない。見つかった場合は速やかに放棄して撤退。そうなると、あまり大量の食糧を一度に抱え込むのは得策ではない。捨てる時の負債が大きくなると、そこに未練が生じる。決断までの速度を失えば死亡率が高まる。

　斥候・偵察用の小型脅威がいないか警戒しながら暗いショッピングセンターの奥に向かい、段ボール箱に詰め込まれた箱買い用のスープやリゾットを次々と買い物カートに放り込んでいく。意外とメイドインジャパンが多い。パッケージこそ英語に書き直してあるが、日本のコンビニやスーパーで見かける品も珍しくなかった。スザニア製でもなさそうだ。

　一二歳の金髪少女はあれこれと手に取って、

「あれ、リゾット？　カレーライスなんかも。へえ、野菜も摂とれるだなんて意外です……」

「まあ、お米は水で戻せる穀物系の代表だからな。なに、こういうの慣れてないって事は、ナタレーナってひょっとして自炊派だったりする？　その歳としで良くやるもんだ」

「なっ、何でもありません。あと歳としの話とか関係ないでしょう!?　自堕落先輩!!」

　ひどい言い草だった。カルタだって気き紛まぐれでお弁当くらいは作ったりする。そういう称号は是非とも戦闘バカで隙あらば横からお弁当のおかずを奪っていくマリカ辺りに譲ってあげたい。

「へっへー。命懸けでこんな所までやってきたんです、自分へのボーナス☆」

　亜麻色の髪のおどおど女教師は指示以外の品を手に取っていた。こちらもやはり日本製、どっかの名店の監修らしいちょっと高めのカップ麵だ。これで命の対価クラスの自分へのボーナスになってしまうというのだから、この女教師、普段はどんな食生活をしているのだろう？

　他には、牛乳は液体なので重すぎるが、コーンフレークなどは重量と栄養のコスパ的には悪くない。クッキーやビスケット感覚でザクザク食べる羽目になるだろうが、ないよりはマシだ。ずっと同じフリーズドライだと、それはそれで心が荒すさんでいくのは予想がつくし。

「……そういう意味じゃ、コスパ的にインスタントコーヒーとか紅茶とかも悪くはないのか」

「栄養的には無価値ですが。カフェインを摂とるのでしたら眠気覚ましのガムやタブレットなど、もっと手頃で含有量の多い商品はいくらでもありますよ」

「そっちの目的じゃない」

　精神衛生上の潤いという意味で、だ。お湯を注ぐだけという意味ならフリーズドライとあまり変わらないのだし。一方、買い物カートを両手で押すアイネが首くびを傾かしげて質問してきた。

「それで、帰りはいかがいたしましょう。『脅威』のひしめくＣ界ドームから安全に脱出するとなると、運搬係と護衛係に分ける必要がありそうですが」

　びくっとナタレーナが小さな肩を震わせた。そう、戦利品を抱えれば抱えるだけ移動の自由は制限される。欲張れば死の確率が跳ね上がっていくだけなのだ。

　が、カルタは笑ってこう答えた。

「いや、もうちょっとだけ楽のできそうな方法がある」

「？」

　彼がみんなを案内したのは、ショッピングセンターの裏手だった。本来だったら食肉や鮮魚の加工場やスタッフの休憩所などが並んでいる辺りだが、おそらくここにある。

　適当に目星をつけて床に手をつけると、カルタは取っ手を摑つかんで真上に引き上げた。

　待っていたのは洗濯機のドラムよりも太い円筒の鋼管だった。

「な、何ですかこれえ？」

「送水管ですよ、先生。今じゃＣ界ドームは真っ白な極寒ですけど、元は南国の人工ビーチだったんです。海水から塩を抜いて常にスプリンクラーでばら撒まかないと、花壇や街路樹なんかの植物系が保たない。上は全部ドームで覆われているから、雨には期待できないですしね」

　一般人の話だとこの送水管もセントラルヒーティングと同じく各ドームで真水を作り、故障した時は相互に協力して供給するパイプを張り巡らせているらしい。つまり、壊れたＣ界ドームの外まで繫つながっている。ドームとドームの間にかまくらゾーンがある。利用しない手はない。

　水族館のトンネルに似た道と送水管の順路を想像しているのか、ナタレーナは眉をひそめ、

「それじゃあ先輩、その、帰りはここを潜っていくんですか？」

「面白いアイデアだけど、長さ何キロあるんだ。流石さすがに俺や先生は腰をやっちまうだろうな」

「わっ、私にだって狭すぎます！　どれだけチビだと思っているんですか!?」

　アイネ、と呼びかけると無感動な少女が事務室から電気ポットを引っ張り出してきた。電気が通っているかどうかは謎だが、それ以前にポットそのものが魔法瓶。つまりまだある程度の熱を保っているのだ。容器が内側から砕けていないという事は、液体の状態で水が残っている。

　カルタは蓋を開けた。湯気はないが、それでも揺れる水面を見るのは久しぶりだ。

「先生、確か水晶花に入力している神の名はヴァーユでしたよね」

「え、はい」

「西洋の魔術結社では風や空気の属性を意味する単語にして、青い円盤として描かれる記号です。ですが元を辿たどるとインド神話のデーヴァの中でも自然神の一つ、風神になる。北西を守る方位の守護神であり、ハヌマーンの父親ともされていたはず」

　確認を取りながら、彼は貴重な水を送水管の中へと注いでいった。

　それから場所を譲る。

「それじゃあ一丁、このパイプの中に突風を送ってください。威力は大体、そうだな、風速三〇メートルくらい。この寒さならそれでキロ単位のパイプの内側が全部凍りつくはずですよ」

　あっ、とナタレーナが口に手をやって小さく驚いた声を出した。

「先輩、それってまさか」

「そう、空気コンベヤ。本来は手紙や書類なんかの軽い荷物を送り出すものらしいけど」

　ソフィア＝フィレンツェはタイトスカートのスーツのまま、両手を前に突き出した。

　いつになったら半透明の装甲が出てくるのだろう、とカルタが思っていると、何やら女教師の口から平坦な念仏みたいなものが溢あふれてきた。

「……概算で15と75の交差。太陽暦で０５０２１６３０、これをサムバツアラに変換。我は汝なんじを南方より召喚し北北西へと追つい儺なする。力ある言葉はｄｄｅｆｚ。これ自体に意味はなく、しかしこの並びをワンタイム、その契約の柱とせよ……」

　カルタは不思議なものを見る目になった。

「？　えと、何してるんです???」

「現在地の座標と、現地時間での日付と時刻、どちらの方角から力が流入するかの構文を。秘密の共有によって彼我の契約に厚みを持たせ、ええとそれから影響を与えそうな惑星の配置については、難しいですね。ここ北ほつ極きよくだから見かけの回転が普段通りとは限らないし……」

「「……、」」

「そ、そんな目で先生を見ない!!　本来の水晶魔法ってこうなんですよっ。実践派の皆さんは小さな基板に丸投げしてざっくりショートカットしちゃうから自覚ないんでしょうけど!!」

　あの『難なん問もん排はい除じよ』の目の前でこんな儀式をもたもたやっていたら、それはそれは残酷な方法で生きたまま捌さばいてくれた事だろう。あるいは腹を抱えて爆笑しながら、最後まで変身シーンを待っていてくれたかもしれないが。

「ええーっと、先生。早くしないとただただここで塊のまんま水たまりが全部凍るので」

「分かってます!!　太陽と月を軸に迷える天体の配置を網羅。宇宙より降り注ぐ力と大地の核に根差した原げん初しよの水すい晶しよう胚はいのせめぎ合い、その見えざる力の脈の一切を人の叡えい智ちにて可視化せよ！　我は神の力を借り天変地異の全てを見通す秘ひ奥おうの官職なり!!」

　わたわた両手を振ってる女教師が半透明の装甲でデコレーションされる。普段見ているブレザー制服と違ってタイトスカートのスーツだとまた趣が変わるものだ。武装のモチーフは、何だろう。大きな輪を背負っており、時計の文字盤のように小さな丸まる鋸のこが均等に並べられていた。和風な雷神の太鼓のように見えなくもない。あのまま稼か働どうするのか、摑つかんで振り回すのかまでは分からなかった。ただ、ヴァーユ。東洋では風の神様にして西洋では青い円盤だったか。

　アイネが首くびを傾かしげたまま言った。

「歳とし喰くった魔法少女みたいですね」

「……歌うた貝がい君どういう残酷な深層学習をさせているんですかこの子に……？」

「すみませんどんな経緯か俺にも見えてませんっ。こらアイネ！　率直過ぎるんだよお前!!」

「歌うた貝がい君」

　意外な地雷まで見つかった。どうやら歳としの話は厳禁の人らしい。

　ともあれ、だ。

　おどおど女教師は背中の『輪』を取り外すと両手で前に突き出し、最新鋭の魔法を発動する。

「えいっ!!」

「あれだけ入念に古式の準備を重ねておいて、最後はその掛け声……!?」

　ナタレーナが何やら戦慄したが、無事に突風は鋼管の中を突っ切ったようだ。少量の飲料水は数キロにわたって満遍なく行き渡り、数ミリ厚の均一な氷へと変じたはずだ。

　諸もろ々もろの準備が終わると、カルタは胸の水晶花を指先で軽く弾はじいた。

　未知の装甲を生み出し、女教師を魔法少女へ変貌させる以外にも使い道はある。

「表おもて参さん道どうさん、こちらは準備完了。受け手の方はどうですか？」

『問題ナシ。摩擦軽減のため内側を凍らせたでしょ。念のため確認してみたけど、こちら側にスリッパ大の「脅威」が転がり込んではきていないから安心して。パイプ内はクリーン』

　確保したフリーズドライ系の非常食は、やはりショッピングセンターの裏手で見つけたプラスチック製の業務コンテナに詰めてから送水管に下ろしていった。

　最大の鍵を握るソフィアはおどおどしながら、

「だ、大丈夫なんですかね？　鋼管の内側をうっすら凍らせているとはいえ、コンテナを滑らせたら結構な音が出るんじゃあ……」

「元々毎分トン単位の真水を流し込んでいた業務用の送水管ですよ。水は空気を含むと送水時にガコガコ音を鳴らす。今まで騒音関係の苦情がきていないって事は、この中に入ってカラオケやったって外には洩もれないって訳です」

　実はカルタの言葉には具体的なデータの裏付けは何もないのだが、とりあえず太鼓判を押してしまえば安心してしまうものらしい。どこかホッとした顔で女教師が両手を前に突き出す。

　砲弾。

　あるいはリニアモーターカーの模型か。

　キュカッ!!　と氷を削るような音と共に、プラスチックのコンテナが鋼管の奥へと瞬時に消える。後はこの繰り返しだった。終点にいる表おもて参さん道どうキョウカから積つみ荷に回かい収しゆうの連絡を受けるたび、追加のコンテナを送り込んでいく。

「こ、これならもっと重たいものでも運べたんじゃないですか？　冷凍食品とかっ」

　先生は何やら未練がおありのようだった。

　普段日本で食べている、好きな商品の海外版でも見つけたのかもしれない。

　ただこれについてはカルタは肩をすくめただけだった。

「フリーズドライの味み噌そ汁しるなら大きな消しゴム程度ですが、冷凍食品だとまんま皿一個分でしょう。大きくて重たいから、一千個も運ぶとなったらいくつコンテナを流す事になるか……」

「えうう」

「半はん端ぱに数を絞った場合は不公平感に襲われます。〇か一〇〇〇かしかありません。『脅威』と戦う前に、グリモノアを内側から真っ二つにしたいんですか？」

　カルタ達が栄養源を求めているのは快適な暮らしがしたいからではなく、万全の態勢で『脅威』と戦うためだ。余計な贅ぜい沢たく品ひんのせいで集団がバラバラになっては本末転倒である。

「だからほら先生、もうその辺で豪華なカップ麵出して。没収」

「う、歌うた貝がい君のいけずー!!」

　そんな訳で私情を抜きにして機械的にプラスチックのコンテナを流していく。所定の個数に達したら、そこで終わり。今度はカルタ達が安全にこのＣ界ドームを抜け出さなくてはならない。この安全にはカルタ自身の他に、足跡を辿たどられて秘密基地の存在が『脅威』側にバレてはならない、という意味も含まれる。

『カルタ君、一〇〇点満点よ。お疲れ様』

「そいつはどうも」

『何か贅ぜい沢たくしたかったらそっちで食べてきて。下手に持ち帰られると不公平感に繫つながるから』

　ごもっともだが、マイナス一五度の地獄の中、いつ『脅威』が顔を覗のぞかせるか分からない状況で湯気や匂いを出して温かい食べ物を食べたいなんて思えない。それではどうぞ取り囲んでお好きなタイミングで殺してくださいと言わんばかりだ。食欲なんて体の欲求の代表格に思えるが、意外と精神状態に左右されるものである。

「あの、歌うた貝がい君、さっきのカップ麵、あのう」

　一部どうしようもない食欲の権ごん化げがいるようだが、ここは振り切った方が良さそうだ。蛇だ蝎かつのようにカルタを嫌っているはずのナタレーナでさえ先生サイドから加勢してこないし。

「帰るか」

「先輩は、もっと疑うたぐり深ぶかい人だと思っていました」

　一二歳の金髪少女から謎の評価をいただいた。

　怪け訝げんな顔をしているカルタに対し、自じ称しよう復ふく讐しゆう者しやの少女は唇くちびるを尖とがらせて、

「だって、『脅威』がここを占拠してから何時間経たっていると思っているんです？　彼らの知性は謎ですけど、食べ物へランダムに毒を仕込むくらいの余裕はあったんじゃないですか」

『脅威』。

　金属由来自律発祥高次生体戦闘兵器。

　こうして実際に直面してみた限り、全く生き物らしい感じはしない。もしもあれが電気、ガス、石油なんかで動くとしたら、もう生物環境を考慮する必要すらない。辺り一面に毒ガスやナパームを撒まき散ちらしながら進軍したって構わないはずだ。これについては仮定の話とも限らない。現実に、『脅威』はドーム外殻を崩して常とこ夏なつの環境を破壊してもお構いなしに突撃してきた。

「毒……」

　ただし、だ。

　そういった懸け念ねんとは別の部分で、カルタは呟つぶやいていた。

「そうか、その手があった！」

「？」
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「（ええー？　ほんとにここつついちゃうんですか???）」

「（先生ちょっと黙って。というか会話は水晶花の通信にしてください）」

「（だってもう私達は自分の仕事をしたじゃないですかっ。これ以上の危険なんて真っ平です、とっととお家うちへ帰りましょうよ！）」

　何とも公務員な事を言い出したおどおど女教師のソフィア＝フィレンツェだが、そもそもカルタ達グリモノア勢が『脅威』を全滅させない限り事態は終息しないという事実を忘れているのか。同じ先生枠にいる筋肉野郎の爪つめの垢あかでも煎じて飲ませてやりたいくらいであった。

　カルタ達がビルの陰から覗のぞき込こんでいるのは、一本離れた大通りの方だった。純白の地獄から浮かび上がる形で無機質な黒い装甲を剝むき出だしにした異形の『脅威』達がひしめいている。

　タコやカニのような魚介類、アリやカマキリのような昆虫系、食虫植物やカビの塊みたいなのまで交じっている。統一性はないが、いずれも既存の動植物から出発しているようだった。棺かん桶おけの大顎やリボルバーの脚など器物の特徴と同居しているものの、ベースの時点で戦車や戦闘機といった風体の怪物は見られない。

　カルタはいったん顔を引っ込めて、

「……やっぱりだな。ヤツら、共食いはするけど一応の仲間意識もあるらしい。少なくとも撃破されて動けなくなるまでは、仲間を喰くったりしないようだ」

「うええ。えと、あのその、それが何なんですか？」

「壊れた残骸を見てみたい」

　幼いナタレーナに向けてカルタは即答した。

「具体的には、率先してどの部位から捕食して取り込むか。もしもそれが分かれば、毒を仕込める。爆弾にせよ、コンピュータウイルスにせよ」

「あ」

　金髪少女が思わずといった調子で声を出してから、慌てて両手で口を塞いだ。

　カルタは小さくゲンコツを作る素振りだけ見せつつ、

「『脅威』の怖さは個体ごとの戦闘力もあるけど、それ以上に倒せば倒すだけ永遠に進化していくあの共食いとカスタムの関係性が一番厄介なんだ。だけど、そいつを逆手に取れたら？　マイナス成長、って言うとややこしいか。とにかくわざと『毒入り』を喰くわせてしまえば、そこで無限カスタマイズの流れが止まるんだ」

「つまり」

「『脅威』の全滅に繫つながる。そのためにはまず残骸だ、こいつを調べたい。どこかに喰くい散ちらかされたヤツはいないか？」

　にえさま、とアイネが使い手の少年を呼んだ。彼女は透き通った刀の切っ先でよそを指し示している。そちらでは、雪に覆われてこんもりと膨らんだ塊が置いてあった。遠目だから分かりにくいが、サイズで言ったらカルタ達が見上げるほどだろう。

　そのまま無機質に水晶少女が先を続ける。

「『脅威』が雪に埋もれているのでは？」

「ッ!?」

　心臓が止まる思いだった。知らない間にナタレーナと抱き合っていて、数秒経たってから何かを思い出したように小さな平手打ちが飛んできた。

　じんじんと頰が痛むが、熱を持っているという事はまだ生きている証あかしである。

　とにかく全員で慎重にそちらへ近づく。アイネに命令して刀の先で雪の層を軽くつつかせると、ぼろっと白い塊が崩れて地面に落ちていった。

　赤いガラス質の眼球と目が合った。

　おそらくはペレットとレーザーを取り扱うサソリ型。激しい焼け付きが起きているのは、マリカのレーザー空爆にでも巻き込まれて擱かく座ざしたのだろうか。

　というか。

　絶句、であった。

　この硬く冷たい装甲の塊が、何をもって『生きている』と定義するのかは歌うた貝がいカルタには窺うかがい知しれない。少なくとも呼吸や脈拍を測って確かめられるような代物ではないだろう。つまり、仮にこれが死んだふりだった場合はここでカルタ達は全滅だ。

　しばらく待ったが、何もない。

　あるいはそれも、無線データのやり取りでまだ動ける個体を群れ単位で呼びつけているとしたらどうしようもなくなるが。

「にえさま」

　アイネが首くびを傾かしげたまま呟つぶやいた。

「黙っていても事態は好転しません。機能は停止しているようですので、ひとまず調査を開始するのが先決では？」

「どうして、停止していると断言できる？」

「関節部分の深くまで凍結しています。生物的にせよ機械的にせよ、身動きが取れません」

　当たり前だが、兵器も凍る。遠い昔の戦争では厳しい冬の寒さで戦車の進軍が止まったり、高高度偵察機のパイロットは凍結による失速を恐れたらしい。アレがもしも機械でまともに動くなら、こうなる前に予防と対策をしているはずだ、という意見は確かに頷うなずけるか。

　そして分厚い雪を払ってみると、思ったよりも損傷が激しい。

　マリカが上から空爆しただけでは説明できなかった。胸？　それとも腹？　曲線でできた鎧よろいに似たサソリの『本体』部分は風船のように破れて中身が溢あふれ出だし、ハサミの代わりの大きな掌てのひらや脚も半数以上が根元から千切られている。一番の記号性であった尻尾も以下略。おそらく共食いの結果だろう。機械っぽいとは言っても、やはり見ていて気分の良いいものではない。

　ナタレーナはびくびくしながらあちこち見回して、

「ど、どこから調べるんです？」

「足りないところ、欠けている部分を一通り。兵装、動力、演算、あるいは耐ショック構造とか装甲板もか？　優先的に毟むしり取とられている場所が分かれば良いんだけど……」

　カルタは言葉を並べてから、『生物』ではなく『機械』を扱う認識なのだと自覚した。

　単純に同類と思いたくないほど嫌っているのか、敵対者とはいえ破れた腹の中身を検分するという行為に忌避感情があるのかまでは自分を分析しきれていないが。

　とにかく、サソリはこれだけで大型ダンプ以上ある。擱かく座ざしている状態でも、カルタ達からすれば見上げるほどだ。まだ無事だった脚に手を置き、破れた缶詰のように飛び出した断面を摑つかんで、少しずつよじ登っていかないと中身を精査できる場所まで行けない。

　そして。

　そうして、だ。

　ついにカルタは引き裂かれた傷の奥を覗のぞき込こんだ。

　簡単なようだが、これができた人類は過去に何人いただろう。『難なん問もん排はい除じよ』も散発的に『脅威』と戦って退けてきたようだが、中まで見てきただろうか？　理論派のソフィアは予想図を固めて模型まで作っていたが、さて『中身』をも正確に再現できていたのか。

　結果、

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………なんだ、これ」

「にえさま？」

　小さく呟つぶやいたまま固まった歌うた貝がいカルタを見上げ、アイネが刀を手にしたまま首くびを傾かしげる。

　だけど、すぐには答えられそうにない。

　呼吸が乱れる、心臓が苦しい、視界の端からチラチラとノイズが侵食してくるようだ。

　何でこんなものがここにある？

　そんな想おもいでいっぱいだった。否定したいのに、目の前にある以上は受け入れざるを得ない。目で見たものしか信じないという考えが最悪の形で開花してしまった。

　やがて、だ。

『難なん問もん排はい除じよ』を下した新しい時代の世界最強は、こんな風に声を掛けていた。

「アイネ」

「はいにえさま」

「スマートアームズ社って名前は覚えているか？」

　ソフィアとナタレーナは揃そろって眉をひそめていた。普通なら、心当たりなんてなくて正解なのかもしれない。だが青ざめた肌の水晶少女は躊ちゆう躇ちよなくこう答えた。

「米国、シリコンバレーを拠点とする巨大軍需企業ですね。『難なん問もん排はい除じよ』の一人、スザニア＝エヴァンスの特注サイボーグを製造していた兵器工場で、アナスタシア＝ブラストの最後の潜伏先でもあったはずですが」

「っ!?」

　ひっく、と喉まで鳴らしたのはやはりナタレーナだった。もちろんこれは、本題に近いスザニアではなくアナスタシアの名前を耳にして、だろうが。

「ち、ちょっと待ってください。その、何で今そんな兵器工場が出てくるんですか!?」

「ここにある」

　カルタは即答だった。

　ただし彼は彼で、自分で目にしたものが受うけ入いれ難がたいといった顔をしていた。

「律りち儀ぎにメーカー名まで刻印されてる訳じゃないけど、この電子部品はスザニアのヤツをバラバラにした北欧のクレーターで見た事がある。まんま同じだ。つまりこいつは、企業の手で作られた無人兵器だったんだよ!!」
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「……これお風ふ呂ろいけなくね？」

「欲張り過ぎでしょ。流石さすがにかまくらが崩れるわ」

　松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリが魔法で雪を溶かしながらこそこそ内緒の相談をしていた。やはり女子たる者、衣食住と一緒にお風ふ呂ろも確保しておきたいものである。今のままだとせいぜいお湯を浸したタオルで体を拭うくらいが関の山っぽいが。ともあれカルタ達が食糧調達に出かけてしまったので、その間に雨あま脚あしマリカも済ませておかないとならない仕事をやる事にした。

「何人か適当に借りていきますね」

「はいはい。きちんと監督するのよ？」

　笑顔だが底知れない感じで車椅子の生徒会長に釘くぎを刺さされてしまった。

　イミやタヨリがこちらに気づいた。

「おっ、なに、お出かけ？　手伝おっか」

「アンタ達はそのままお風ふ呂ろの研究を続けておいて。死活問題だから」

「なら雪で作ったかまくらより頑丈な囲いを拾ってきてくれないかしら。こう、金属コンテナとかあると安心の女湯を作れそうなんだけど」

　半分以上は冗談だろうとマリカは受け取っておく。

　と、

「待て」

　腕組みしていた体育教師（？）が口を挟んできた。清きよ沢さわハドメだったか。

「俺も連れていけ。やはり生徒だけでは不安だ」

「……カルタにはあんなに自由を与えておいて」

「あっちにはフィレンツェ先生がついてる。何が起きるか分からない。大人がいれば、お前がヘマした時に責任くらいは被かぶってやれるぞ」

　そっとマリカは息を吐いた。

　誰にも気づかれないように。

（……予定外だけど、まあ増える分には良いいか）

「それじゃあ先輩」

「いってらっしゃい」

　即席の部隊を率いてツインテールの少女はかまくら陣地の外へ出る。こちらはカルタと違って、高度一メートル以下の超低空を水晶魔法で飛ぶ格好となる。地面への激突さえ避けられるなら、足跡を残さない分だけこういう方が都合は良かった。

「ひゃああ」

「あの先輩、何で私達だけ追加のお仕事発生中？　貧乏クジだもん」

　中等部一年生サブカテゴリレギユレーシヨン１の内、そんな風に言っているのはサナエやアリスだったか。ここを押さえておけばクラス全体をまとめやすくなるからか、カルタのヤツがご贔ひい屓きにしていたはずだ。

（……そういうのって、子供の嗅覚はすぐ見抜くと思うんだけど）

　もはやため息もなかった。

　マリカは目的地に向かいながら適当な感じで答える。

「ランダムよ。とにかく人が必要だったってだけ。それと、ある程度は冷静な頭の持ち主じゃないと厳しいかなって」

「？」

　少女達の目的は『偵察』だが、クリスタルビーチに襲いかかった『脅威』に対してではない。

「クリスタルビーチ全体でどれくらい被害が出ているか知りたい。あなた達、分担して各ドームを外から見て回ってちょうだい。当然ながら『脅威』に見つかってはならないし、ドームの中に避難した普通の人達とトラブルを起こしてもならない。これは情報収集よ。吞のん気きに空を見上げてるパンピーにスカートの中なんか覗のぞかれたりしないよう、こっそりとね。分かった？」

　はぁい、という気のない返事と共に、連れてきた後輩達が分散して飛んでいった。

「……、」

　教師枠の清きよ沢さわハドメは散り散りの中等部と一人残ったマリカのどちらを注視するべきか迷ったようだが、やがて別行動を始めた。自分の担当区分のドームや透明なトンネル状の道を調べつつ、できるだけ広範囲を視界に収められるポイントを探しに行ったのだろう。マリカは狙撃を得意とするため、そういったアクションはすぐにピンとくる。

　この辺り、自分達を締め出してぬくぬくしている一般人を見たら殺意が湧くとか、ドームぶっ壊して道連れにしてやるとか、そんな風に考える生徒には任せられない。当たり前のようだが、氷点下一五度という極限の環境はその当たり前の考えすら崩しにかかる。

（さて）

　マリカもマリカで自分の区分を見て回った。しかしこうして見る限り、襲われたＣ界ドームと違ってこちらは平和なものだった。半透明のドームには傷一つないし、その奥では人工的に調整された常とこ夏なつの環境がそのままになっている。風に揺られる椰や子しの木きの列も、色とりどりの鳥や蝶ちようも元気そうだ。電気やガスが止まっている様子もない。

　予定の時間になると、マリカはサナエやアリス達と再び合流した。

「Ｇ界ドーム異常なし、です」

「Ｌ界も以下略よ」

　教師の清きよ沢さわハドメが何か言おうとしたが、マリカは片手で軽く制した。

　そのままツインテールの少女は空中で空いた手を腰にやって、

「ドーム以外に気になったものはなかった？」

「いえ、特には」

「見つからなかったよね？　『脅威』はいなかったし、選ばれし民間人は特に暴動とか起こそうとしている気配もなかったもん」

　ふむ、とマリカは小さく頷うなずいた。

　それから誰にも聞こえないように口の中で、

「……なるほど」
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　確かに、だ。

　技術面だけで考えれば可能かもしれない。

　金属質のボディ。魚介類や昆虫系など既存動植物と棺かん桶おけやリボルバーなど器物の組み合わせ。スザニア＝エヴァンスだってパッと見た限りではサイボーグだなんて誰にも気づかれなかった。つまり人類の技術は、そのレベルで生物を模倣する事ができる。

　ただし、それにしたってこんなのアリなのか？

「『脅威』が、人間の手で作られたモノだった……？」

　わなわなと震えるように、ナタレーナ＝ブラストが呟つぶやいていた。

　元々復ふく讐しゆうのためだけに手に取った水晶魔法。だけど、クラスのみんなを騙だまして授業を受けている負い目くらいはあったのか。明らかに、彼女は禁忌に触れてしまった顔をしていた。

「じゃあ、私達は何をやってきたんですか!?　私だけじゃないっ、今はもう会えないお姉ちゃん達だって必死になってこの世界を守ってきたのに!!」

「……、」

　一瞬。

　歌うた貝がいカルタの脳裏に浮かんだのは、世界を裏側から操る黒幕だ。時代時代の世界最強すら手玉に取る彼らなら、手頃な悪役を用意してマッチポンプを仕掛けるくらいはありえるだろうか。

　考え、そしてカルタはやがてこう呟つぶやいた。

「……どうにも嚙かみ合あわないな。単に戦争起こして利益を貪るだけなら、人間の中から悪者を作ったって良かったはずだ。『脅威』なんて馬鹿げたスケールにする必要なんかなかった」

「せ、先輩？」

「『脅威』はいるものと仮定しよう」

　ゆっくりと深呼吸して、それからカルタは改めて軌道の修正にかかった。

　そう。グリモノアの職員室で、粘土を使った予想図の模型が飾ってあるのを見たはずだ。ならばこの可能性について、カルタだけはもっと早い段階で気づいていなければならなかった。

「だけど俺達が今まで戦ってきたのは本物じゃなかった。俺達以外にも『脅威』の生態を調べていた輩やからがいた。彼らが効率的に『脅威』と戦うため、訓練用のデコイを用意していたら？」

　つまり、こいつは既存の動植物を模倣しているのではない。

　そもそも『本物の脅威』を真ま似ねして作られた仮想敵だった。

「……スマートアームズ社っていうのもおあつらえ向きだ。スザニアやアナスタシア、ああいった『難なん問もん排はい除じよ』が最後まで信頼していた企業だからな。『難なん問もん排はい除じよ』が『脅威』を倒してスマートアームズ社がその残骸やデータを引き取って、って協力関係は容易に想像がつく」

　だとしても、だ。根本的な解決にはなっていない。

　つまりは。
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　遅い日没がやってきた。

　雑なフリーズドライやチョコレートくらいの食事だが、あるとないとでは大違いだ。多くの生徒達は並んで食糧を手に入れ、そして手の中の『安心』を眺めてホッと息を吐いている。

　中でも人気だったのは紅茶だ。やはり栄養面より心の安定の方が求められていたのか。

「あっ、あのですね。陶器のポットを使うのには理由があって……」

　ちょっとの工夫で美お味いしくなるワンポイントを披露してから、ウェイトレスがあっちこっちで引っ張りだこになっていた。ぎこちなくだけど、少しずつ笑みもできている。あの分なら貸し借りの話はもうなくなったと見て良いだろう。

「お疲れ様、ナタレーナ」

「……いちいち話しかけないでくださいよ先輩。ええと、このルイボスティーだけ飲んだら私はすぐ戻りますから、あちち、あちっ、あついっ」

　どうやらナタレーナは猫舌らしかった。両手で包み込むようにカップを持ったまま、何度も小さく舌を出している。ただ体は温めたいのか、カップを雪に押し付けたりもできない。

「何やらせても可か愛わいげの塊だなお前は」

「先輩ってそうやって笑いながら背中を刺される趣味でもあるんですか？　あちっ」

　ナタレーナはダーティでオトナな復ふく讐しゆう者しやらしく釘くぎを刺さして意味深に立ち去りたいようだったが、カップの熱はどうにもならない。ここを離れる事もできず、しばらく小柄な金髪少女は肩を小さくしながらカルタの隣でちびちびお茶を飲んでいた。

　それから何な故ぜか、高等部の女子達が注目していたのは食糧そのものより運んでいたプラスチックコンテナだった。イミやタヨリがこそこそ話しているところによると、

「……いける？」

「いけるいける。体育座りすればすっぽり収まるでしょう？　世の中には金だらいやステンレスシンクをお風ふ呂ろ代わりにする猛も者さもいるようだし」

　サナエは相変わらず水に少量の塩を溶かしたお手製ドリンクを口にしていた。味なんてあってないようなものだと思うのだが、本人は満足らしい。

　そんな中、だ。

　カルタが車椅子の生徒会長相手にこっそり相談を持ちかけると、

「その話が本当なら、正直に言ってかなり苦しいかな」

　表おもて参さん道どうキョウカはあっけなく白旗を揚げてしまった。

　何とかして知恵を借りたい側のカルタからすれば、それでは困る。

「じゃあ座して待てって言うんですか!?」

「このグリモノアだけで一千人も『候補イエローターゲツト』がいるのよ。しかもＡだかＢだかのドームには自称民間人がその何倍もひしめいている。いえ、兵器に命令を出す人物は本当にこのクリスタルビーチにいるの？　地球の裏側から鼻歌混じりでキーボードを叩たたいている可能性は？」

「……、」

「兵器が自我を持って人類絶滅を望むなんて馬鹿げた話はしないけど、優先設定を変えるウイルスか何かに感染した線は？　完全自動運転車も、路上で顔認識した相手に対しアクセルかブレーキかの値を変更するだけで殺人兵器へ化けるのよ。タイヤ付きの陸上誘導ミサイルにね」

　可能性だけ列挙すれば、想像の翼はどこまでも広がってしまう。

　こちらは一刻も早く黒幕の枠を狭めないといけないのに。

「マリカは？」

「無理、今のままじゃ絞り込めない」

　自分の仕事じゃないと言わんばかりの返答だった。

　しかし気になる言葉が混じっている。

「今のままじゃ？」

「あと何人か損害を出したらはっきりしそうってだけ。カルタはそれじゃ困るんでしょ」

　論外であった。ただこれについては生徒会長も純粋に疑問があるようで、

「人の手で操られているなら、この秘密基地が即座に襲われない理由は何かしら。外部犯だからわたし達を見失った？　内部犯だけど自分が『脅威』の奇襲に巻き込まれるのが怖い？」

　何にせよ、これ以上話していても建設的な意見は出てきそうになかった。

　カルタはそっと白い息を吐いて、この場から離れようとしたが、

「考えなしの警告はダメよ」

　後ろから、キョウカに釘くぎを刺さされた。

「今まで黙っていたんだからリスクは分かっていると思うけど。工作員の仕業だなんて半はん端ぱな疑惑だけが広まったら最後、かろうじて保っていた秩序は崩壊するから。グリモノア内部が真っ二つか、まだ安全なドームに総攻撃を仕掛けようって話になるか。ようは、魔女狩りね」

「……分かっていますよ」

　今度こそ、別れた。

　ざくざくと雪を踏む音は、アイネのものだ。

「どうしますか？」

「見張りに立ちたい。せめて夜の間だけでも」

　グリモノアは学校とはいえ『戦い』を想定したものだ。自然と夜の番に立つ者もローテーションで決まっていくだろう。だけどそれは、外からやってくる大型の『脅威』に対してだ。同じ人間が笑顔で手を振りながらやってくるリスクまでは考えていない。カルタはなけなしの夕食を口にして笑い合う生徒達を見る。危険が迫っていても話せないのがもどかしい。

　もしも、遭難者でも装よそおって他のドームから民間人がやってきたら？

　もしも、グリモノアの中にコントローラを握る誰かが紛れ込んでいたら？

「にえさまは疲労の回復を優先すべきと進言します」

「誰だって同じだ。それに、悪い話ばかりでもない。『毒入り』を使えば『脅威』、で良いいのか？　とにかく連中の無限進化を止めて撃滅できるってアイデアは間違っていないんだから。前進自体はしてる。『毒入り』を用意するだけなら俺でなくたってできるはずだし」

　単純に、もう嫌だった。

　グリモノア。『一隻目』の船が沈んで、風かざ向むきゲキハら友人知人を一斉に失って、そこで歌うた貝がいカルタの人生は大きく狂わされた。あれがなければカルタは最強にはなれなかったけど、何不自由のない学生生活を送っていられただろう。

『二隻目』という形にはなったけど、失ったはずの学生生活が戻ってきたのだ。

　それは歪いびつで、自分は世界最強になってしまって、大人の先生達の頭すら飛び越えてしまったところはあるけれど、もう二度と戻ってこないと諦めていたものだったのだ。

　簡単には捨てられない。

　山やま根ねデイリ、猫ねこ海うみヒロスケ、松まつ田だイミ、橋はし先ざきタヨリ。それからサナエやアリスといった下級生に、生徒会の会計や書記だって。今グリモノアに集まってくれた少年少女は、カルタの砕け散った夢に共感を覚えて集まってくれた人達でもあるのだから。海の底に沈められた、当たり前の学校生活。新入生達にそんな自覚はなかったのかもしれない。だけどセカンドグリモノアで見た退屈な授業やみんなの笑い声は、間違いなくカルタを癒やしてくれた。その一人一人が散らばった残骸を一つ一つ摘つまんで、集めてくれたのだ。

　中等部の一角には、主のいないかまくらがあった。東とう堂どうリホの水晶像を収めるためにサナエやアリスが作ったものだ。あの乱戦の中でも、しっかりと友人を抱えて離さなかった。絶対に最後まで諦めなかったのだ。

　これ以上、奪わせてたまるか。カルタは強く思う。

「恩に報いたい。これから先、得体の知れない何かに自分の世界を奪われるのは真っ平だ」

　食事が終わった後も、カルタは自分のかまくらには戻らなかった。

　この暗闇と吹雪で視界は悪い。

「マリカ嬢のかまくらに来客あり。キョウカ嬢のようですね」

「二人でお泊まりか……。いいな百ゆ合りっぽくて。しかしあいつ、今日も裸で寝るのか？」

　そもそも明かりを点つければ遠方からでもこの場所が露見してしまうため、夜は真っ暗闇だ。

　それでも少年はいくつかに分かれたかまくらの密集地を見て回っていた。

　夜通し。

　もう誰も死なせたくない。そんな当たり前と言えば当たり前の感覚に従って。




　だけど翌朝、かまくらの中で死体が発見された。

　見えぬ暗闘の結果、新たな損害だけが残されたのだ。
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「……、」

　対照的だった。

　外から見れば白いかまくらは可か愛わいらしい。前日、マリカの雪うさぎに触発されたのか、中等部の生徒達は自分の部屋に個性を求めていた。そのかまくらも出入口の両サイドにプラスチックのバケツを二つ埋め込み、大口を開けた顔みたいにデコレーションされていた。

　しかし。

　中は。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　歌うた貝がいカルタは固まっていた。

　しばらくそのまま動けなかった。

　中等部も高等部もなく、みんな遠巻きにそのかまくらを眺めていた。何かが起きているであろう事をすでに知られているらしい。

「歌うた貝がい……」

　珍しく、だ。

　あのジャージ教師、清きよ沢さわハドメが濁したような言い方をしていた。

　彼も彼で、こちらに目を合わせられない様子で、

「これは、その、お前のせいじゃない。おそらく回避はできなかった」

　ぎいぎいという金属の軋きしむような音が耳に残っていた。

　可か愛わいらしいかまくらの中では、一人の少女が壁に背中を押し付けたまま座り込んでいた。まるでたった一つの出入口から必死で距離を取ろうとするように。そのまんま、固まっていた。凍りついているのではない。致命傷を負って、全身が水晶化しているのだ。

　音源はそこからだった。

　すでに少女は完全に死んでいる。指一本動かせないというのに。

　より厳密には、少女のお腹なかだった。そこが最もひどい。水晶化して半透明になっているせいか、黒光りする装甲の輝きが透けていた。指二本分くらいの細長い二枚貝が三つも食い込んでいるのがはっきりと見えるのだ。おそらくは本来の生態とは大きく異なる、トラバサミのようにギザギザした境目で今も水晶に嚙かみついている。がじがじと、がじがじと。

　そう。

　水晶化に巻き込まれたまま、全ての元凶は体内に閉じ込められていた。

「にえさま」

　控えていたアイネが率直に言った。

「清きよ沢さわハドメ氏の指摘した通りです。アイネも昨夜は命令に従いましたが、見回りの効果は薄かったはずです。襲撃リスクを避けるため光を制限された暗闇にあの吹雪が重なってしまっては、視程は一〇メートルあれば良い方でした。対してかまくらの数は一千超。ましてこのサイズの『脅威』が雪の中を這はっていたとしたら、肉眼で破壊工作の発見は困難だったでしょう」

「分かってるよ……」

　カルタは力なく呟つぶやいていた。

　昨日の時点で抜本的な対策を取れなかった。だからこうなった。分かり切っていたはずだった。歌うた貝がいカルタ達は、見えない相手に対して明らかに後手だった。

　ゆっくりと息を吸って、そして吐いた。

　その死を受け入れないといけない。だから何かの儀式のように、歌うた貝がいカルタは囁ささやいた。




「……盛山サナエ」




　二つ縛りにメガネの内気な少女だった。

　水晶魔法を使った戦闘には不向きだったかもしれない。

　だけどそれは、こんな死に方を許容しないといけないほどの欠点だったのか？

「アイネ」

「イエス、にえさま」

「この子をこのままにはしておけない。セカンドグリモノアへ移送する前に、最低限のケアをしてやらなくちゃならない。手伝ってくれるか？」

「ご命令であれば」

　そんなやり取りを傍はたで聞いていた清きよ沢さわハドメは何か言おうとして、でもできなかったらしい。中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばそうとした手を引っ込め、奥歯を嚙かみ締しめながら目めを逸そらしていた。

　これは、水晶化した少女に毛布を掛けたり特殊なケースに収めたり、ではない。

　歌うた貝がいカルタはアイネに声を掛けていた。これ以上ない、少年の『武器』に。

「ちょっと待って、何する気よ？」

　へたり込んで両手で頭を抱えていた金髪少女アリスが、何かに気づいたようだった。

　ポニーテールを揺らし、ボロボロのまま顔を上げる。

　カルタはそちらを見なかった。見ないようにしていた。

「……目めを逸そらしていた方が良いい。友達なら」

「にえさま。元からある程度の亀裂が入っていますので、右の脇腹から刃を通すのが最も効率的かと推測されます。それでサナエ嬢の胴体を砕いて二つに分断できるでしょう」

　ひくっ、とアリスの喉が動いた。

　死んで、永遠に別れて、でもそこで終わりじゃない。

「待っへ、ちょっと待ってよ!!」

「『脅威』が閉じ込められたままなんだ」

　苦いものが少年の胸の中を埋めていた。

　向こうは涙混じりですがりついてきている。目を合わせられないのはカルタの方だった。

「俺達の船へ移す前にこいつを取り出さないと。残念だけど、ここだけは絶対に譲れない」

「でも、だって、サナエちゃんはまだ生きているよ？」

　現実が見えていない、のではない。

　水晶魔法のルールに則のつとるなら、

「何十年かかるかは分からない。だけどまだ『再生』は動いてる！　けどそれだって万能じゃない。傷が大きければ大きいほど、完了までの時間は延びるんだもんッ!!　そんな、それじゃあ、胴体なんか真っ二つにしたらいつまでかかるか考えたくもないよ!!!???」

　もう、会えない。

　生きている間は、笑顔で言葉を交わす事は絶対に。

　その最後のトドメを刺すのは、『脅威』ではなく人間だった。兵員の人的損害として扱う。それもみんなの期待を一身に背負った世界最強が、無慈悲に執り行う。

（ああ……）

　歌うた貝がいカルタは、どこか頭の後ろが麻ま痺ひするような気分になった。

　世界最強という言葉の意味を、重さを、何となく理解したような気がした。

（最強が諦めるって、つまりそういう事なのか。俺達がさじを投げちまったら、地球の誰も成功なんかしない。そうに決まっている。そういう風に世界全体の決定が傾いてしまうのか）

「清きよ沢さわ先生」

　カルタは力なく振り返って、話を聞いていたジャージ教師の目を見た。

　それからはっきりと言った。

「アリスを遠ざけておいてください。作業が終わるまで、邪魔されないように」

「ッ!?　やめろっ、離せ！　サナエちゃんに触るな、やめてよッッッ!!!!!!」

　半狂乱、だったか。

　見ていられずカルタはかまくらの中に入ろうとした時、横から金かな槌づちを軽く投げ渡された。利き手で受け取ってそちらを見ると、マリカが腰に片手をやってそっと息を吐いている。

「そういう憎まれ役なら、私がやっても良かったのよ？」

「いいや、俺がやる」

　普段は割と犬猿の仲に近いはずの生徒会のおかっぱが、中高の生徒達を追い出してくれた。今はそんな場合じゃないと考えたのか、哀れなほど少年の顔が憔しよう悴すいしきっていたのか。

　カルタは死人のような顔で首を横に振って、

「……俺の落ち度だ。あの夜、もっと他に何かできたはずだ」

「……、」

　もう片方の手を差し出すカルタに、少女は無言で大型のマイナスドライバーを乗せた。どうやらこれがノミの代わりらしい。

　改めて、水晶像と向き合う。

　盛もり山やまサナエ。

　アイネと違って一心同体じゃない。マリカと違って幼おさな馴な染じみでもない。キョウカのように共犯者として死闘を制した訳でもなかった。

　でも。

　だけど。

「すまない」

　なんて薄っぺらな言葉だろう、とカルタは思った。

　自分で言った言葉の軽さに絶句していた。

「……本当にすまない、サナエ。俺にはもう、何もしてやれない」

　震える手で、水晶像の腰の辺りに走っている亀裂にマイナスドライバーの先を押し付けて。逆の手で金かな槌づちの柄を強く握り込んで。

　己の唇くちびるを嚙かみ、それでもしばらくカルタは動けなかった。

　彼は『難なん問もん排はい除じよ』、かつての世界最強を五人まとめて葬ほうむる事だってできた。

　でも、この子は違う。

　復ふく讐しゆうの対象じゃない。暴力を受ける因果が存在しない。

　それでも誰かがやらなくてはならない。

「にえさま、アイネにご命令してください」

「いや……」

　息いきを吞のみ、己の弱さと向き合う。ここを越えなくては、ずっと後手に回ったままだ。顔も見えない殺さつ戮りく者しやの手玉に取られて、少年がようやく手に入れた優しい世界は虫食いにされる。

　再び、何度でも。

　そんな連鎖は絶対に断ち切る。カルタ自身の手で。

　だから。




「いいやッッッ!!!!!!」




　思い切り金かな槌づちを振り上げた。

　ぶちりという音が響いた。水晶像と化した少女はどれだけ傷ついても、もう一滴の血も出ない。にも拘かかわらず、確かに鉄の味がした。

　歌うた貝がいカルタの唇からだった。

　嚙かみ締しめたまま、金かな槌づちを振り下ろす。やはりきちんとしたノミではないからか、一発目は弾はじかれた。だがそのまま再びあてがって、ドライバーの尻に金かな槌づちを叩たたき込こむ。二発目で食い込んだが、三発目は目測を誤って自分の手を金かな槌づちで叩たたいてしまった。そちらの方が、むしろホッとした。だけど止まってはいられない。途中ではやめられないのだ。さらに何度も何度も金かな槌づちを打ち込み、少しずつでも亀裂を広げていく。

　視界が歪ゆがんだ。ぼろぼろと涙を流しているのだと、カルタは遅れて気づいた。

　殺している。

　盛もり山やまサナエの息の根を止めたのは『脅威』だけど、それとは別に少年はこの子を殺している。

　そして一定の負荷を超えた。

　バキリというえらく無機質な響きと共に、ついに少女の胴体が上と下で完全に分離した。支えを失った上半身が、廃棄された遊園地のマスコットのようにごろりと横に転がっていく。

　そこが限界だった。

　少年は顔を背け、うずくまったまま嘔おう吐としていた。人を損壊するという禁忌に触れた。

　ぎいぎいという鳴き声が止まった。ようやく行動の自由を取り戻した捕食者達は、歓喜でもしているのだろうか。まさか間抜けな少年に感謝でもしていると？

「……、せ」

　ズタボロの顔のまま、カルタは呻うめいた。

　忘れていたあの激情が、もう一度顔を出した。

「そのクソ野郎どもを一つ残らずぶっ壊せ!!　アイネぇぇぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

「すでに」

　すととんっ、という音はむしろ小気味が良かった。

　都合三つ。

　アイネは刀の切っ先を使って地べたの黒い二枚貝を貝殻に見える装甲ごと次々と突き刺し、そして抜き取りもしなかった。まるで得体の知れない串焼きのように三つ連なったまま、身動きを封じられ、そのままアイネは自分の刀を肩で担かついでしまう。

「これからいかがいたしましょう、にえさま」

「何が？」

「もう分かっていますよね？」

　まるで自分自身の迷いと会話しているようだった。質問を重ねられて、へたり込んだまま歌うた貝がいカルタは手の甲で自分の口元を拭った。





９






　そう。

　彼女が死んだ時点で、とっくに分かっていた。
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『作戦の詳細を説明するね』




　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは水晶花の通信を使って全員へ一斉送信していた。『脅威』側に気づかれたら即廃棄とはいえ、できれば移動回数は減らしたい。そうなると一千人もの生徒達を外に集合させて拡声器片手に作戦会議するよりは、かまくらの中で、個々の水晶花へ声を放った方が安全なのは事実だった。




『カルタ君が見つけた物的証拠と仮説に従い、「毒入り」作戦を実行します。これは「脅威」が破壊された仲間の個体から有用なパーツを毟むしり取とって我が物とする事で、倒せば倒すほどカスタマイズが進む現象に歯止めをかけるというもの。ようは、壊れた残骸に爆弾なりウイルスなりを仕込む事で、取り込んだ個体の内側からダメージを与えるという内容よ』




　よほど人のウワサに疎うとい者でもない限り、誰でも知っている。

　また死んだ、損害が出た、と。

　それでも山やま根ねデイリ、猫ねこ海うみヒロスケ、松まつ田だイミ、橋はし先ざきタヨリや生徒会の黒髪おかっぱが対『脅威』に没頭しているのは、ひょっとしたら忘れたいからかもしれない。身近に迫る恐怖を。例えば巨きよ大だい隕いん石せきが降ってくる当日なら、凶悪な強盗だって霞かすんでしまうだろう。そんな感じで世界を危険にさらす『脅威』に立ち向かって、目めを逸そらしたいのかもしれない。

　当たり前だが、ここに集まっているのは中学生や高校生だ。

　与えられた力が、世界最強の水晶魔法だったとしても。




『この作戦に具体性を持たせるためには、まず「脅威」の残骸がいるの。よってチームを大きく三つに分けます。第一にとにかく「脅威」を破壊する火力班。倒した残骸に別の「脅威」が取りつかないよう分厚い弾幕を張って、数分でも時間を稼ぐ遅滞班。そしてその間に「脅威」の体内に毒を仕込む技術班。毒を仕込んでいる事は「脅威」側にバレても構わない。わたし達が止めたいのは倒しても倒しても相手の成長を促すだけという負のスパイラルだけだから、具体的被害は出なくても「脅威」が躊ちゆう躇ちよしてくれるならそれで成功よ』




　死地に向かう。戦争をする。

　まるで特殊な精神状態に入れば、平時の問題は全て消滅すると言わんばかりに。

　実際には軍艦の中でだって暴力はあるし、戦場でだって盗みや殺しは発生するのに。




『以上三つをベースに、通信、輸送、治療、予備戦力などのサブチームを衛星のように組んでいくから、そのつもりで。班分けについてはチームワーク優先で、クラス単位にします。どの担当になっても恨みっこなしでいきましょう。わたし達はグリモノアで、一つの集団よ』




　いよいよ状況が動き出した。

　バタバタと周囲で慌ただしい足音が響いていく。

「気合い入れろよカルタっ」

「ふっ、普段は接点のない中等部に良いいトコ見せるチャンスと思えば!!」

　通り過ぎざまに、クラスメイト達がカルタの肩や背中をどやしつけていった。

　水晶魔法の場合は戦いの前に武器弾薬を揃そろえる必要などない。水晶花を砕いて装甲を全面展開すればおしまいのはずだが、それだけでは済まない。何しろ一千人単位の集団行動だ。各班が整列して点呼するだけでもそこらの学校の運動会を超える規模になってしまう。

「マリカ」

「火力班のクラス、丸ごと借りていくわよ。そうしないとあの子達前線送りは怖いって」

「これまた大した軍神っぷりだな……」

「世界最強ってそういうもんでしょ。先頭で旗でも振ってあげるわ」

「じゃあ任せた」

　カルタは笑ってそう伝えた。

「それから昨日の件なんだけど」

「それについては、言った通り。隠している事なんか何もないわよ。それじゃね」

　適当に手を振るとマリカは大空を舞う。後に数十人一組の火力班がいくつも追従していく。

　そっと白い息を吐いて、カルタは別の人物に声を掛けた。

「表おもて参さん道どうさん」

「わたしの知恵を借りるような場面かしら？」

　くすりと笑って、車椅子の生徒会長はそう切り返してきた。

「はっきり言って、サナエさんの死の状況はいくら調べても何も出てこないと思うよ。吹雪の夜じゃ視界が悪いから誰がこっそり移動していたって気づかれないし、かまくらはドアすらないんだから誰だって侵入できる。これ『だけ』だったら完璧だったんだけどね」

「けど、そうじゃない」

「そう。あの一件で確定は出ちゃったよね。そんな訳で頑張って。『毒入り』作戦なんて、全部が全部ただのハッタリなんだから」

　カルタもカルタでグリモノアの生徒だ。

　世界最強の『天てん外がい四し神じん』だからって、黙って状況を静観していられるほど偉くはない。

「あのっ、」

　言葉が詰まったような呼びかけがあった。

　振り返ってみれば、一二歳の小さな少女が縮こまっている。ナタレーナ＝ブラストだった。

「先輩はこれからどうするんですか？　えと、だって水晶魔法で飛べないようですし」

「心配してくれるのか？」

「……、」

「冗談だ。基本的には後方支援の通信班だよ。水晶花の通信は距離に制限があるからな。前線と後方の間に使い手を置いておけば、そういった長距離通信の繫つなぎとして使える」

「そうですか……」

「そっちは作業班だろ、最前線で細かい作業をする大本命。大事な仕事だけどしくじるなよ」

「……あなたに心配されると、その、複雑です」

「でも本音だ」

　離れた場所では、物々しい雰囲気があった。ここは渦か中ちゆうも渦か中ちゆうだ。中等部、同じクラスの面々も、事情を知っているため声を掛けられないのだろう。そのまま空気に吞のまれている。

「殺す……」

　埋め尽くしているのは怨えん嗟さだった。

　かつてのカルタ達ともどこか違う。

　金髪ポニーテールのアリスだった。誰かを恨んでいないと哀かなしみに押し潰される。そんな感じで自分に燃料を入れている。きっと『脅威』を憎む気持ち自体に偽りはないのだろう。

　水晶像を、砕く。

　あの時の半狂乱ぶりが、演技とは思えない。

「もう絶対殺す。何が『脅威』よ、上等よね。どっちが最強か見せてやるもん、ヤツらの死骸を積み上げてッ!!」

　ここは破壊した『脅威』に細工を施すまでの間、別の『脅威』が近づかないよう弾幕を張って何としても時間を稼ぐ遅滞班。不毛だが、でも適任かもしれないとカルタは思った。

「先生」

「はいいッ!?」

　亜麻色の髪のおどおど女教師・ソフィア＝フィレンツェは救急箱を抱えていた。

　水晶魔法は致命傷以外の傷なら三〇秒で全て治す。しかしだからと言って、医療器具が全く必要ないという訳ではない。放っておけば致命的でも、止血する事で助かる傷もある。つまり併用した方が効率は上がるのだ。この調子だと、彼女は後方支援の治療班にくっつくようだ。

「先生は確か理論派の方でしたよね」

「ええ、もう、本当に。何でこんな最前線にいるんでしょう私？　机の上で理論を作って実験室で再現実験をして、そのデータを元に理論を修正しての繰り返しだったはずなのにい……」

「再現っていうのは？」

「現実は厳しいなんて事は言いませんけど、手触りっていうんですか？　そういうのがある方が納得しやすい人もいますし。特にご老人は。だからシミュレーション以外にも模型とかペットロボットとかを作る訳ですよ。時間の無駄ですけど、納得がないと予算もらえませんから」

　舌打ちの音が聞こえた。

　筋肉ムキムキの男性教師・清きよ沢さわハドメは最後までこんな感じだった。

　だけどブレない意志は、こんな状況でも力強さを感じさせる。

「やはり俺は、お前が嫌いだ」

「そうですか」

「だが求められるのは我々でないと認めてやる。理論派の教師ではできない事をやってくれ」

　カルタは小さく笑った。ここで譲ってくれる事にどれだけの力が必要だったか。この男性教師が生徒達を大事にしているのは十分分かっている、その命がかかった局面なのだ。

　準備もそろそろ終わりだ。

　理論派の教師達と別れると、歌うた貝がいカルタは小声で命令した。

「アイネ」

　制服の内側からずるりと水晶少女が顔を出す。

「時間だ。俺達も移動しよう」

「了解しました」

　通信班は他のチームと違って、一ヵ所には固まらない。できるだけ広範囲に散らばって、本来なら届かない距離の通信の繫つなぎ役やくに徹するのだから当然だ。

　隠れて何かをするにはうってつけだった。

　破壊されたＣ界ドームの方に目をやってみれば、『脅威』側も異変を察知したらしい。恐るべき地吹雪が舞い上がり、その中で無数の赤い目が輝いている。地上からの有視界という事は、五キロもない。武装によってはすでに着弾可能な距離だ。カルタはお互いの通信を中継する役割なので、自然と戦場全体に広がっているグリモノア生徒の布陣も手に取るように分かる。

　少年はゆっくりと深呼吸した。

　生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカはこの『毒入り』作戦自体がブラフだと言っていた。

　その通りだ。少年は胸に挿した水晶花を指先で軽く弾いた。

「マリカ」

『いつでもどうぞ』

「アイネも構えろ」

「了解しました、にえさま」

　これで決まる。

　巨大な『脅威』がその脚で仲間達をまたぎ、渋滞を起こした仲間の上に乗り上げて黒く波打つ。そんな押し合いへし合いとは別に砂嵐のように舞い上がる大量の飛行型。一方で、とにかく移動の自由度を確保しようと互いの間隔を長めに取るグリモノアの教員生徒。

　各おの々おのの位置を確認して、そして歌うた貝がいカルタは最後のトリガーを引いた。

　自分の意思で。




「それじゃあ二人とも、アリス＝マジョリティを撃ち落とせ」




　突然の事で、向こうは対処不能だったらしい。

　ただでさえ回避の難しいレーザー狙撃、しかも地上と空中からの二点同時だ。

　狙いは半透明の水晶でできた装甲やミニスカート、羽根飾りなどで彩いろどられた天空の乙女。

「っ!?」

　異変に気づいてとっさに金髪ポニーテールは体をひねったが、それでも『障壁』を破り半透明の装甲に被弾する。空中でバランスを崩した少女が、錐きり揉もみ状じように回転しながら落ちていく。

　真下に。

　地面に。

　無数の『脅威』がひしめく死の領域へと。

「……行くぞアイネ。ここできっちり終わらせてやる」

　カルタは通信班だ。

　一気に水晶花の通信量が跳ね上がっていくのを如によ実じつに摑つかんでいた。今のはどういう事だと仲間の生徒達から怒号や悲鳴に近い非難が飛んでくるが、少年は一切気きに留とめない。ただただ命令に従う水晶少女のアイネを伴って、墜落現場へ向かっていく。

　そして、だ。そこには新たな風景が広がっていた。

　黒い装甲があった。人間そっくりの掌てのひらとエアブラシのような尾を組み合わせ、空中で大爆発を起こして飛来物を片っ端から叩たたき落おとしていくサソリ。入れ歯みたいに安っぽい口をたくさん備えた巨大なイカ。その足元に群がって棺かん桶おけの大顎をカチカチ鳴らす食虫植物。拳銃の脚で全体を大きくまたぐ規格外のアリ。そんな異形がとにかく大量にひしめき、自分達の装甲を削り合う。いずれも人間を殺しその文明を破壊していく、どうしようもない『脅威』だった。

　しかし。

　止まっていたのだ。

　まるで墜落した少女を巻き込まないよう、一斉に、時間でも停止したように。ボトボトと、二重反転ローターのように吸盤まみれの腕を互い違いに振り回す巨大タコや刃物のように尖とがったトビウオといった無数の飛行型もまた、動きを止めて異形のひしめく地面へ落ちていく。ある日突然カエルや小魚が降り注いでくる怪奇現象のように。おかげであちこちで波打つ黒い塊が、さらに高さを増していく。『脅威』の群れは隙間がないので、近づいていくカルタからすれば無数の脚でできたジャングルジムの下でも潜っているようだ。

「コントローラはそのスマホか、アリス？」

「……ッ!!」

　あるいは特殊なセンサー系で探りを入れ、『脅威』への干渉自体は水晶魔法を使っていたのかもしれないが。細部までは摑つかめない、ただそれとは別に明らかにおかしな点があったのだ。

「ただのスマホじゃなかった」

　アリスが摑つかんでいるのは、彼女のスマホではなかった。

　水着姿を思い出せ。二台持ちしていた東とう堂どうリホが持っていたモデルのはずだ。

「中身は基板ごと全くの別物で、そいつは一台しかない。言えよ、そいつは一体何なんだ？」
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　もちろん協力を取り付けないといけないので、作戦が始まる前にカルタは相談をしていた。

　相手は雨あま脚あしマリカと表おもて参さん道どうキョウカ。

「アリス＝マジョリティ、ね」

　マリカはそっと息を吐いていた。

　中等部の三人娘の、最後の一人。金髪ポニーテールの少女。

　カルタは頷うなずいて、

「ああ。損害Ｂの盛もり山やまサナエについては、検証しても意味がない。あれはグリモノアの一千人なら誰でも悪意ある工作のできた環境だった。夜通し見回りをしていた俺なんか真っ先に怪しまれるだろ、何でもイエスのアイネなんて何の参考にもならないだろうし。だけど、あれで確定が出たはずだ。損害Ａの東とう堂どうリホと照らし合わせるとな」

「続けて」

　車椅子の生徒会長は楽しげに笑っていた。

　本心から笑っているかどうかまでは分からないが。

「リホは真正面から首を切られていました。床にはスリッパ大のダンゴムシみたいな『脅威』が転がっていたけど、おかしいでしょ。あいつはどうやってリホの首を切った。床から首までは一メートル以上、あの『脅威』がバネ仕じ掛かけで垂直に跳んだとでも？　そんな訳ない」

「にえさま、それなら天井のダクトから落ちてきた線はどうでしょう？」

「両腕に傷はなかった。どんな形にせよ、目に見える範囲から顔の周りを切りつけられたら誰でも手で庇かばおうとするだろ。ルーキーどころか、訓練を積んでいない一般人であってもな」

「なら後ろからこっそり近づいて……」

「もう分かってて突っかかってるよな？　あのダンゴムシについているのは大顎だけだぞ。腕なんかない。後ろから回り込んで首を切るとしたら、大量のわさわさ脚を使って背中や肩を這はう必要がある。リホが気づかないはずないじゃないか」

　だから、とカルタは言って。

　少年は電気シェーバーか何かを摑つかんで、前に送り出すような仕草をした。

「あのダンゴムシを摑んで、誰かがリホの喉に直接押し付けた。それ以外に答えなんかなかったんだよ、最初から。しかもリホの両手にダメージがなかったって事は、よっぽど信頼を置いている相手だ。襲われる可能性なんて、一秒前まで微み塵じんも頭に浮かんでいなかった」

　ふむ、とキョウカは頷うなずいた。

「それがアリス＝マジョリティさんだって根拠は？　そもそも最初に声を掛けてきたのはあの子でしょう。自分で損害を出したのなら、発見は遅らせようとするんじゃないかしら。トイレの近くの席にいた子達から話を聞けば誰が出入りしたかはすぐ分かるでしょうし」

「窓から入った」

　あっさりとカルタは答えた。

　普通の人間ならまず考えられない事でも、彼らは違う。

「たかが六階ですよ。水晶魔法使いなら誰だって『飛行』が使える。例えば廊下側の窓から出て、ホテル全体の外壁をぐるりと回ってから女子トイレの窓に取りつく事くらい難しくないでしょ。俺みたいな完全分離型でもない限りは」

「でもそれ、カメラに映らない死角コースがあるなら誰でも工作員になれない？　それこそサナエさんやアリスさん以外でも」

「もちろん」

　カルタは肩をすくめて、

「でもありえないんですよ。分かっているでしょう、リホは正面から奇襲を受けている。よほど信頼した相手でもない限り、手で庇かばう暇もなく真正面から喉を切るなんて不可能です」

「なるほど」

「女子トイレです。男子はもちろん、学校生活じゃ大体は万能の『大人の先生』っていうカードも、ここだけは厳しい。非常時って分かっていても、俺だって入るのは躊躇ためらったくらいだし。まして高所の窓から押し入ってくるような不審人物を、普通なら男女問わずリホが気を許すはずない。それでも警戒を解く相手なんて、一人か二人しかいないじゃないですか」

　歌うた貝がいカルタは前にも見ている。グリモノアの船で、シャワールームの窓からショートカットしようとしたアリスの姿を。つまり、あの三人の間でだけはそれが常態化していたのだ。今さら驚くには値しないと。同じ事をカルタ、アイネ、マリカ、キョウカの四人がやっていれば、たちまち悲鳴の嵐となっていただろう。全校生徒、いいや先生を含めても誰にもできない。

　技術的にどうこうではない。

　人間関係の面で無理なのだ。あの三人組の誰かでない限り。

　そしてあの時点ではまだ二択だったのに、アリスはサナエを殺してしまった。おそらくは同じように、小型の『脅威』を手てで摑つかんだままお腹なかに押し付けて。

　これで一択。

　残った一人で確定が出てしまった。マリカはつまらなさそうに息を吐いて、

「まあ、東とう堂どうリホを殺したのはサナエかアリスのどっちかだと思っていたんだけど。だから鎌かけしてみたら、どっちも黒って出るのは流石に予想外だったわ」

　鎌かけ。

　それは言うまでもなく、前日に他のドームの被害状況を調べた時の話だ。

「ああ、事前にマリカ一人で全部のドームは調べていたんだっけ？」

「その上であの子達にもう一回調査をさせた。変な発見は色々あったはずなのに、あの子達は言ったわ。いえ特に、見つからなかったよねって。丁寧な逃げ方よね。私が仮に異変について後から指摘したとしても、『虚偽の報告をした』ではなく『気づかなかった』って言い訳できるように距離を調整している。丁寧だけど、逆に怪しさ満点だわ」

　マリカの話では、あの時は飛び入りで参加した教師がいた。清きよ沢さわハドメ。もしや余計な事を言わないよう目を光らせるために同行したのかと思ったが、そういう裏は特になかったらしい。

　彼は目にしたものを素直に報告し、他の女子の不備を指摘しようとしていた。

　あの時マリカが片手で制して言葉を止めていなければ、そのまま異変について話をしていただろう。そこで残った少女達も、自分の不自然さに気づいて軌道修正しようとしたはずだ。

「ちなみにそれ、具体的には？」

「まだ無事なドームの周りに『脅威』らしき足跡や爪跡が残っていたとか、雪の中に大量の果物が隠してあったとか。前者は無秩序に人や建物を襲う『脅威』にしちゃ標的を選んでそれ以外は見逃すのは不自然だし、後者は秘密の備蓄基地よね。私達の采配が大間違いで吹雪の中で立ち往生する羽目になっても、自分達だけはこっそり食糧を確保できるようあらかじめ蓄えていたのよ。果物は凍らせても保存できるし、魔法で火が使えるなら焼いて食べれば良い」

　発見そのものよりも、それを何な故ぜ隠したのかを考えれば利害は分かりやすい。

『脅威』は人の手で制御できる、事前に備蓄基地を用意していた。これらを知られたくない。

　マリカは前日にこう言っていた。

　今のままじゃ絞り込みできない。あと何人か損害が出ればはっきりするけど、と。

「二択の内、片方が死んだ。なら確定でしょ」

　サナエとアリスの二人を両方隔離しようにも、『脅威』の制御方法の詳細は不明。捕まえた先で大規模な軍勢を呼びつけられたらこちらが全滅してしまう。

　そうなるとマリカとしては二人を倒すしかないが、二人ともコントロールできた場合は片方を殺せばもう片方が大量の『脅威』を呼んでしまう。

　よって、一度のタイミングで二人とも殺せる機会を窺うかがっていた。

　結局そのチャンスはやってこなかったようだが。

「マリカさんは追い詰められるとすぐ狙撃に走るから」

　車椅子のキョウカが笑っていた。夜、マリカのかまくらに顔を出したのは釘くぎを刺さすためか。そのせいで深夜の凶行を見逃してしまった訳でもあるが。

「……マリカ、最初に怪しいと思ったのは？」

「東とう堂どうリホが死体で出てきた瞬間。だって、哀かなしみ方かたが教科書通りだったじゃん。無二の親友が死ぬって、もっと心が引き裂かれるものよ。死体を抱えて行方不明になったり、誰彼構わず手当たり次第に工作員呼ばわりして水晶魔法で空爆を始めたっておかしくなかったのにさ」

　これについては、マリカの特殊な価値観も手伝っていたのか。

　彼女はカルタやアイネが死ねばそうすると暗に告げているのだ。

　当てずっぽうだが、カルタよりも大分早い。思わず舌を巻く事態になったが、ともあれだ。

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカはこんな風に言ったものだった。

「個人としての仕掛けはそんなもの？」

「でしょうね」

「技術的には可能でも、回りくどい。外壁伝いで女子トイレの窓から押し入るなんてよっぽどだもの。そうまでしてアリス＝マジョリティが東とう堂どうリホと内緒でコンタクトを取りたかった流れは？　そして、一体何がこじれて『脅威』なんてものが顔を出したのか」

　これについては枝葉だ。

　正直に言えば、殺しの理由なんて『確定』が出た時点で本人を叩たたきのめして、後は暗い部屋でじっくりと聞き出せば済む話。より大きな問題はこちらとなる。

「……何より、そもそもデコイとはいえ『脅威』の制御方法があるなら確実に潰さないとね。もしも拡散可能な代物だったら最悪の一言だし」
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　新しい戦場ができていた。

　カルタやアリスの周りには動きを止めた『脅威』の群れ。大型バスや背の低い雑居ビルに匹敵するサイズの巨体も珍しくない、いくらでも盾として使える。黒い金属でできた深い岩場だ。

　自分の手で安全装置を使ってしまった以上、もうアリス＝マジョリティは言い逃れできない。ここから見知らぬ誰かに助けてもらったという暴論を展開するのは流石さすがに厳しい。

　ウルズ、ベルザンディ、スクルド。

　中でもアリスの扱うスクルドは、運命を司つかさどる女神達の一角であると同時に死者の魂を拾って最終戦争に備えるヴァルキリーとしての側面も持ち合わせていたはず。

　そして女神達は世界そのものであるユグドラシルが枯れないよう日々泉の水を与えているとされているが、逆に言えば、選択次第ではできるのだ。わざと世界樹を枯らし、全てを破滅に導くラグナロクの引き金を引く事も。さながら、女神に操られる機械仕掛けの大軍勢が死者の兵力エインヘルヤルの代わりといったところか。

「……結局何だったんだ、そのスマホもどきは」

　口火を切ったのは、やはりカルタだった。

　その一言だけで、流れが傾く。主導権が固められていく。

「そいつは人を殺してでも手に入れるほどの価値があるものなのか」

「作り物の『脅威』は暗号通信を使わない」

　金髪ポニーテールのアリスは手の中でスマホを小さく揺らして、

「より本物の生態に近づけるためだと思うけど。ミツバチに似ているよね。彼らは目で見て脚や根の動きでサインを伝える。でもそれなら外から干渉できる。猛烈な横風があれば振り上げた脚の運びを乱せるし、ホワイトアウトが起これば赤い目の走査も利きかなくなるもん」

「つまり、『脅威』の動きを止めたり、望む方向に誘導できる？」

　個人でそれができるのが水晶魔法だ。風を操る力ならナタレーナやソフィアでも見てきた。恐ろしく範囲が広いし、最初のＣ界ドームは密閉されていたはずだが、それでもこなした。

　ただしこれだと、スマホ（に偽装した別物の装置）の出番がなくなる。

「これは衛星とアクセスする通信機。図面通りに基板を作ってもきちんとコンタクト取れなくて、みんなであちこちアドリブで部品を抜き差ししてどうにかものにしたよ。だからもう二台目は作れないもん。私達にも無理」

　アイネの寝床がカルタの脳裏に浮かぶ。笹ささの葉はに似た、民間宇宙機の試作モデルだ。

「学生でも一抱えの小型衛星くらい作れる。珍しい話じゃないよね。風や光で『脅威』を操るには気象情報や群れ全体の分布、体や脚を揺さぶるサインを把握する必要があるから」

「となると、周囲一帯の通信障害も猛吹雪のせいじゃなかった……」

「特化した観測機器を積んでいない市販のサービスで何とかなるとは思えないけど、万に一つもあるもん。だから、スマホで見られる天気予報関係のサービスは全部潰さないと」

　こうしている今、膨大な『脅威』は動きを止めている。ミツバチやシオマネキのような体のサインが邪魔されているという訳でもない。赤い目で見て、脚や根で同じ群れにサインを放つ。深い霧やホワイトアウトなどで情報が遮断された場合は闇雲に体を揺らしてサインを送らず、立ち往生して長考に入るなどのルールでもあるのか。

　だけど根本的なところで疑問がある。

「そこまでできる腕があって、実際にやったのは殺しだけなのか」

「どうでも良いい……」

「一体何があったら、こんな大仰な真ま似ねしてリホとサナエを殺す事になるんだ」

「あなたが殺したんだッッッ!!!!!!」

　盛もり山やまサナエの件かと思っていた。

　小型の『脅威』を取り出すため、まだ原げん形けいを留とどめていた水晶像を砕いたから。

　しかし直後に出てきた人名は全くの別物だった。

「あなたがアナスタシア＝ブラストを殺した!!　そっちの都合なんか知らないもん。あの人が裏で何をやっても、私達にとっては立派な人だった。世界を守る正義の代表だったのに!!」

　カルタは思った。ここでもその名前が出てくるか、と。

　世界最強の存在とは、殺してしまっても完全には消えないものなのか。

　歌うた貝がいカルタはアリスの、いいやあの三人の細かい事情は知らない。あるいはテレビやネット越しにその美談を見聞きして感動したのかもしれない。あるいは今まさに消滅しようという街の中で、実際に本物の脅威から助けてもらったのかもしれない。

（そういえば）

　今さらのように思う。三人娘の一人、盛もり山やまサナエはいつでもお手製のドリンクを手にしていた。水に少量の塩を加えただけの、味なんて考えてもいないものを。そこにも何かしらの過去が絡からみついていたのか。これがあると安心する、逆に言えば、ないと安心できない。何かしらエピソードを感じさせる挙措ではあった。他の二人だってそこまで分かりやすくなくても、衣服や心の奥に誰にも知られないように見えない傷を隠して笑っていた可能性もある。

　アナスタシアは覚えていないだろうけど、でもそんな孤高の生き様に心を動かされて人生を変えようと思って、もう一度歩き始めた人達がいた。

　その死を哀かなしんでいるのは、肉親だけとは限らない。

　アナスタシア＝ブラストの死はそれくらい重い。個人の執念でカルタ達四人の弱点を探るため世界の裏を探って、たまたまの偶然でデコイの『脅威』の存在を摑つかんでしまうほどには。

「だから最強の裏側なんてどうだって良いい!!　私は、ただグリモノアに復ふく讐しゆうする力を使えるなら後は何でも構わない！　ええ、ええ。私が殺したよ……。みんなやった!!　世界最強なんて椅子を横取りして舞い上がっているあなた達に、泥の味を思い知らせるために!!」

「どうして……？」

　泥の味。

　こっちが地面を舐なめた事がないとでも思っているのか、この小娘は。

「俺達四人じゃない。それでどうして、身内のリホやサナエが死んだんだ？」

「やめようって言った」

　端的な言葉だった。

　そこに全てが凝縮されていた。

「本当は混乱に乗じてあなたを『誤射』する手はずだった。なのに予定の時間になってもリホちゃんが動かない。裏に回って聞いてみたら、やっぱり怖くなったって。無関係の人を大勢巻き込む、そんな事は良くないとか言い出して、一人で衛星通信機を抱え込んで、トイレで壊そうとしてた！　あれで詳細なデータを拾わないと、魔法があっても『脅威』を操れないのに！」

　リホやアリスにとっては、スマホ型デバイスの画面は万に一つも他の人間に覗のぞかれてはいけなかった。だから『相談』の段階でも、すでに窓から出入りして痕跡を消す必要があったのか。

「だったら、こうするしかないよね？　リホちゃんが勝手に諦めるのは良いい、だけど自首したら私達まで捕まって、そこで計画が全部潰れてしまうんだからッ!!」

　何となく、思い知らされた。

　彼女達が飛ばした小型衛星とアクセスできるのは、その一台だけだった。

　それで十分だと三人は思ったのかもしれないけど、後になって歯車がおかしくなっていった。

「じゃあ損害Ｂ、サナエも？」

「サナエちゃんはヘマした」

　短く言った。

　二人目は、慣れてしまったのかもしれない。

　あるいは最初にリホを切った時点で、本人も気づかれないレベルで脱線していったのか。

「鎌かけに引っかかったって、後になってからガタガタ震えていた。何の話か分からなかったけど、あの子が捕まったらやっぱり全部ご破算になるもん。だからこうするしかなかった」

「……、」

　実際にはマリカが監察したのはサナエとアリスの両方だ。だけどアリスは自分が罠わなにかかった事にすら気づいていなかったらしい。

「それでも、あの状態なら何十年か後には再会できた」

　ここだけは、歯は軋ぎしりがあった。

　純粋に悔いている心が見えた。

「あなたが像を砕いたから、そんな希望すらなくなったけど。何千年？　何万年先？　私はもう、この口でサナエちゃんに謝る事さえできなくなった……!!」

　それにしても、だ。わざわざ互いが共犯になっても構わないから復ふく讐しゆうを遂げたいという事は、よほどの友情で結ばれていたのだろう。

　なのに蓋を開けてみればこの通り。憎い相手は一人も欠けず、知らない所で無二の親友達が互いに殺し合って数を減らしていった。どう考えたって、刃を向ける方向を間違えている。

「何で、こうなるんだ……？」

　聞かずにはいられなかった。

　自分は恵まれていた、とカルタは思った。だって、『難なん問もん排はい除じよ』を全員殺すと決めたあの時。もしもマリカが怖いと言って身を退いたら？　キョウカだけ身元がバレてしまい、遠からず捜査の手が及ぶとなったら？　一心同体のアイネと対立し、殺し合う状況に陥ったら???

　復ふく讐しゆうを行う時、第一に必要なのは武器でもお金でも情報でもなかった。

　信頼。

　友情。

　変わらぬ想おもい。

　なんていう皮肉だろう。おおよそ仇あだ討うちという血なまぐさいアクションから最もかけ離れた言葉だが、だけど事実なのだ。カルタはあの時、復ふく讐しゆうを続けるか否いなかで相当揺れていた。マリカやキョウカが引き戻してくれなかったら、きっと『こう』なっていた。

　だから。

　なのに。

「互いの背中を預けて、世界を全部否定してでも成し遂げたかったんだろ。そんなモラルに反した想おもいをそっと打ち明けられるほどの親友同士だったんだろ！　それならッ!!　もうちょっと、もう少しだけでもっ、何とかならなかったのかよ!?　お前達ッッッ!!!!!!」

　必死の呼びかけに対しても、アリス＝マジョリティは乾いた笑みを浮かべただけだった。

　すでに終わってしまった。

　できた者とできなかった者の間には、あまりにも大きな隔たりがある。成功者からのありがたいお言葉なんて、挫折者にとっては傷口に塩を塗るだけでしかない。

　分かっている。

　カルタだって彼女達の復ふく讐しゆうに巻き込まれたい訳ではない。そのためにマリカやキョウカが命を落とすと知ったら、何としても食い止める。世界中から卑ひ怯きよう者ものと呼ばれてでも、自分で自分を許せなくなってでも。そこだけは『絶対』だ。

　分かってはいるけど、あんまりな末路じゃないか。

　友情が足りないから復ふく讐しゆうに失敗して全てを失いましただなんて、そんなの、この三人組に言うような言葉じゃない。救いは？　何か一つでも良いいから拾い上げる事はできないのか!?

「これだって、復ふく讐しゆうよね？」

　ボロボロの顔で、彼女はスマートフォンを摑つかみ直なおした。いいや、そういう形のオリジナル。魔法で『脅威』を操るための気象データや位置情報を受け取る、破滅の札。ここからミツバチやシオマネキのような体のサインを魔法で邪魔して、『脅威』を押おし留とどめたり、望む方向へ差し向ける。例えば脚を上げたところに猛烈な横風を浴びせてたたらを踏ませるなどで。

　スクルドの語源にはいくつかの説がある。例えば、税金、未来、負債、義務。

　何を犠牲にしてでも未来での成功を願い、結果として同じ道を歩んできた親友達に抱え切れない義務を背負わせ、血まみれの負債を毟むしり取とって、少女はこんな所までやってきた。

　未来のために。

　でもアリス＝マジョリティはきっと振り返ってみるべきだったのだ。

　過去を。

　上うわっ面つらの復ふく讐しゆう心しんで堰せき止とめられる事なく、もっと奥の奥まで。そもそも、リホやサナエとはどうして繫つながったのか。そこまで深い関係を築けたのか。絆きずなを作ったきっかけを!!

「あなたを殺す事はできなかった。いいえ、殺したってもう何も手に入らない。だけど、あなたもまた全てを失うもん。ここで『脅威』を解放すれば」

「無意味だ」

「きっと復ふく讐しゆうに意味なんか求めちゃいけなかったのよ。割に合わないと思ったら、そこから脅おびえが忍び寄ってくる」

「お前がこのクリスタルビーチを全滅させたって、俺は眉一つ変えずにこう言うよ。別に俺達グリモノアには関係ない、損害にはならないって!!　だから無駄な事はやめろアリス、こんなのは復ふく讐しゆうにすらなってない!!」

「そう、冷たいふりしかないよね。標的に価値があるってバレたら狙われるから」

　最後の瞬間。

　アリス＝マジョリティは確かに笑っていた。

　ぐちゃぐちゃの顔で。いっそ泣いてしまえば気が楽だったはずなのに。

　何十年経たってでも、いつの日か必ず謝る。そんな希望さえ仇かたきが奪ってしまったから。




「でも私は何も変えない。さようなら、先輩」

「馬鹿野郎ッッッ!!!!!!」




　画面に指を置き、半透明の装甲が翼のように広がった途端、止まっていた時間が魔法の力で動き出した。少女の手によってラグナロクが始まる。無数の『脅威』に囲まれた中での、再起動。マリカのレーザー狙撃がアリスの顔をぶち抜いたが、一瞬だけ遅い。水晶化していく体が上から巨大な顎に嚙み砕かれる。

　即死確定。

　水晶像すらまとめて粉々に砕け、キラキラと散らばる。

　何かがカルタの頰を掠かすめ、鋭い傷が走った。おそらく破壊されたスマホ型デバイスの基板か液晶の画面だろう。パキパキという音と共に、傷の表面が水晶で埋まっていった。

　血も涙も、硬質な響きの中へと消えていく。

　カルタは奥歯が砕けるほど歯は嚙がみして、その前に刀を構えたアイネが乗り出した。

　刃が閃ひらめいた途端、こちらを頭から潰そうとした巨大なアリの脚が斜めに切断されてあらぬ方向へと倒壊する。命は繫つないだが、明確にロックオンされた。ただの障害物から敵対者へと。

　地上と天空とが、再び埋め尽くされていく。作り物であってもおぞましい『脅威』によって。

「にえさま、対応してください。すでに状況は変化しました」

　ここで殺される訳にはいかない。

　歌うた貝がいカルタは胸の水晶花に叫ぶ。

「説得に失敗！　表おもて参さん道どうさん、プランＢで。デバイスは破損、そもそも俺達じゃ扱えない！」

『演技のつもりで始めた「毒入り」作戦で本気になるって事でしょ。了解』

『脅威』はいくらでも押し寄せる。

　紛まがい物ものであろうが直撃すれば命を落とすのは同じ。

　終わりの見えない闘争に吞のみ込こまれながらも、しかし歌うた貝がいカルタに恐怖はなかった。




　感情なき機械製品の攻撃なんか、怖くない。

　人と人の衝突よりも辛つらく苦しいものなんか、あってたまるか。














行間三









　交戦時間、四四時間二八分三一秒。

　死者三四名（アリス＝マジョリティを含む）。回復可能な負傷者七〇五名。

　総撃破数九九八九体、完全撃破。




　スマートアームズ社製デコイ標的『脅威』の排除に成功しました。

　にえさま発案の『毒入り』作戦は効果アリ。

　デコイはデコイでしかないので『本物』にどこまで通用するかは未知数ですが、一つの選択肢として今後も温存するだけの価値はあるでしょう。

　演習用の『脅威』がどこからやってきて、どのように補充されているかは謎でしたが、そちらについても北ほつ極きよく圏けんの分厚い氷を使った可能性が濃厚となりました。

　クリスタルビーチでは海底火山の熱を使った暖房インフラを構築しておりますが、海水に溶けた硫黄などの成分が氷の固まり方に影響しないか、定期的に調査を行っているようです。探査機の詳細は不明、高確率でデコイの『脅威』が分厚い氷の裏側に張りついていた模様です。リースの経緯については訓練用途だけでは採算を取れないからではと推測します。アリスは風の方法などで脚や根を使う『脅威』同士のサインを乱していましたが、分厚い氷を通して裏側に衝撃を伝えていたのかもしれません。

　アリスの撃破に併せて、一帯の通信障害の解除を確認。

　戦略的に見れば、クリスタルビーチの奪還に成功したと評価できます。




『脅威』側に大きな個体差があるため正確な数値とは呼べませんが、大雑把な撃墜レートは一対八と、こちらはそこそこのハイスコアと評価できます。水晶魔法の有用性が証明されたと言っても過言ではありません。やったね。




　にえさま、いかがされましたか。

　体育館での反省からこちらを用意しました。ハンカチをどうぞ。

　アイネは計算を間違えているでしょうか？














第四章










１






　一昼夜以上かけて、ヤツらをくまなく撃滅した。

　地上と天空。埋め尽くす『脅威』を壊して壊して壊して壊し尽くす。

　実際には、命なんてものすらなかったけど。

　夜を見るのは、戦闘が始まってから初めてではない。これで二度目の夜を越えた事となる。

　まさしく修羅。それでも歌うた貝がいカルタは生き残った。

　生き残ったという表現が示す通り、それは残れなかった者がいるという裏返しでもある。

「……三四人」

　バキリという乾いた音が響き渡る。

　カルタの千切れた腕の再生が終わり、細かい水晶の破片が散らばった音だった。

　何しろ今回の『脅威』はスマートアームズ社が作った人工の兵器なのだ。改造した軍用懐中電灯から目潰し用のレーザー光線を照射する事で、センサー関係を誤作動させる事もできる。

　それ以外には、『プリセット』の『再生』も使える。

　人は、自分の体さえ気にしなければ最高速度で突っ走る列車さえ脱線させられる。横になり、線路の上に己の腕を置くだけで。機械の脚の関節に五指を詰まらせれば動きを一瞬止められるし、己の腕を潰してクッションにすれば内臓への致命傷は防げる。即死だけは避け、コスパを考えて最高効率で自分の体を壊す。その間にアイネを使って『脅威』の中心を斬らせれば数の差は覆くつがえせる。基本的に『脅威』が巨大でひしめくようだったのも救いになった。例えば下に滑り込めば他の『脅威』の脚から逃げられる。その腹で押し潰されるまでの、一瞬の避難所だが。

　単純撃破数だけなら、超人的な飛行センスを駆使して精密に空爆を仕掛けるマリカを超えていたはず。そこへ少年が提案した『毒入り』作戦だって的確に作用した。紛まがい物ものの『脅威』達は、壊れた仲間の機体を取り込む事ができず進化を阻はばまれていたのだ。

　得物、自分自身の破壊、そもそもの作戦。戦況の全てにカルタの能力が浸透していた。

　それでもだ。

　それでも少年の耳には今もこびりついている。

　助けてと、死にたくないと、アンタは世界最強の『天てん外がい四し神じん』なんだろうと。

　最後まで信じてくれて、だけど最さい期ごの瞬間に『現実』を思い知らされて裏切られたような目をした生徒達の声が、今も。

　全ての期待に、応えられなかった。

　カルタの足元に散らばるのは、再生終了と共に用済みとなった自分の水晶片だけではない。華きや奢しやな掌てのひらや細い脚に、そして小さくて可か愛わいらしい顔が転がっていた。半透明から戻らずに。

　生徒会の会計、だったか。

　正直に言えば名前も知らなかった。何かとキョウカに用があるから、そのせいで邪険にされていたのは覚えている。だけどサナエが死んだ時には、カルタのためを想おもって中高の野次馬達を遠ざけてくれた。ただの記号じゃない。きちんと人の気持ちを察して思いやる事のできる、人間だった。知らなかったのはカルタの努力不足でしかなかったのだ。

　それが。

　こうも簡単に、あっさりと。

「全部合わせてみれば、クラス一個分丸々死んだ!!　これがっ、こんなのが、お前達の望んだ事だったのか……。なあアリスッッッ!!!???」

　答えなんか返ってこないのは分かっていた。

　一人の少女はマリカのレーザー狙撃を浴びた上に『脅威』の巨大な顎に嚙みつかれ、粉々に散って、あの乱戦の中で戦場も次々と移動した。アリス＝マジョリティと話した場所が正確にどこだったかなんて、もうカルタ自身も覚えていない。

　それでも結局、欠けなかった。

　カルタ、アイネ、マリカ、キョウカ。

　彼女達が何を犠牲にしてでも真っ先に殺したかった不当な世界最強『天てん外がい四し神じん』は、誰一人。もちろん、計画なんてものが実際その通りに進まない事は、カルタだって自分の経験として分かっている。それにしたって。

　あまりにも、不器用すぎる。

「う、ぐ……」

　極限の戦闘が終わり、アドレナリンの放出が途切れたのもあったかもしれない。

　とにかくふとした瞬間に、限界がきた。

　ふらりと横に倒れたカルタはそのまま起き上がる事もできない。ただ目の前にあったものを、ボロボロの手で抱き寄せた。それはすっかり水晶化したおかっぱ会計の頭部だった。

　殺した方も殺された方も、なんて無意味で何一つ残せないんだ。そう思ってしまった途端、負の感情が爆発したのだ。カルタがこうした。カルタの作った世界が彼らを追い込んだ。

『難なん問もん排はい除じよ』を倒して世界を変えれば、理不尽な犠牲はなくなると信じてきたのに。

「ああああッ!!　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

「せ、先輩……」

　か細く、頼りない声が吹雪の向こうから聞こえてきた。

　ナタレーナ＝ブラスト。彼女もまた、復ふく讐しゆうに取りつかれた者の一人。

「もう良いいです、そんな戦い方しないでください!!　みんな怖がってます、壊れたら直らない懐オ中モ電チ灯ヤを庇かばって自分の体を潰しながら戦うのが水晶魔法の完成形なのかって！　このまま進んだらみんなああなるのかって！　ダメでしょう、あなたは世界最強で、あなたがしっかりしないとグリモノアは本当に空中分解しちゃうんですからッ!!」

　今は事後処理のターンだった。

　まだ仕留めきれずに潜伏する『脅威』はいないか、スクラップの残骸に紛れてまだ動く『脅威』はいないか。虱しらみ潰つぶしに捜索している最中だ。相手は人間ではないので、降伏勧告もなければ国際条約も保護しない。発見イコール撃滅という、死のローラー作戦が続いているはずだ。

「……、」

　そんな中、カルタは倒れたまま動きもせず、ただ目線だけで追いかけた。

　確かにナタレーナだ。

　それで今度こそ、カルタはのろのろと起き上がる。無理にでも。

　やはり、強い。何の保証もない中で、彼女は自力で生き残る術を獲得している。そう。『脅威』側が無尽蔵に現れて仲間の残骸を喰くらい無制限に膨らんでいく状況であっても、何でも摑つかんで振り回すナタレーナはほとんど唯一真正面から物量で勝てる可能性を持っていた。

　彼女の水晶魔法はアヌビスの力を借りる。これまでは細いワイヤーと小さなグラブバケットで嚙かみついて風景の中から固体や液体など、鈍器にできそうな物質を摑つかんで振り回す事で攻撃を繰り出してきた。撃破法についてはカルタが夜のビーチで提示した通り。火薬、マグマ、強酸など振り回す物質によって応用の強さは変わってきそうだが、そんな小手先ではない。

　今回ナタレーナは全く違う戦い方をしていた。

　また、成長していた。

（固体や液体だけじゃない。気体に、それから第四の状態なんて呼ばれているプラズマまで。お構いなしに摑つかんでいた……）

　コンテナや大岩などを摑むのはもちろん、水や風を振り回して鉄砲水や暴風などの天変地異を自在に起こして。至近の爆発やバーナーの刃さえ、摑つかんでねじ伏せる。

　姉のアナスタシアに似て、兵器というよりかなり魔法っぽい破壊の数々。

　ある程度は予測していた。だから表おもて参さん道どうキョウカにも、あれはかなり強いとは言っていた。

　しかし、それにしても。

（吸収が早い。恐ろしいくらいに）

　危機的状況を自らの伸び代に変えていく幼い少女。放っておけば、いつかはカルタやマリカをも超えていくかもしれない。

　おそらく、だ。

　何の根拠もないけど。

　このままいけば、彼女は次元そのものさえ摑むのではないか。

　そんな気がしてならない。その時何が起こるかは予測がつかなかった。あるいはかつて『次元の跳躍』に手が届いた三年生レギユレーシヨン３、表おもて参さん道どうキョウカ辺りなら答えを導き出せるだろうか。

　だがそれは、ナタレーナ＝ブラスト個人の事情。

　三四名の名前は、一生忘れられそうにない。その中にナタレーナの名前がないのはカルタも知っていたが、彼女の正確な交友関係を全て網羅している訳ではない。

　生徒会の会計の生首を雪の上にそっと置いて、カルタは荒すさみきった瞳で尋ねていた。

「……友達は無事だったか、ナタレーナ？」

「え、ええ」

「なら良かった」

　世界最強のクソ野郎は、助けを求める人を守り切れなかったけど。

　カルタの方は極限の疲労と寒さ、それから精神的なダメージも大きかった。放っておいたら羽毛の布ふ団とんか何かと区別がつかなくなって、このまま雪の上で眠りに就いてしまいそうだ。

　一方、幼いナタレーナはそんなカルタに脅おびえた視線を向けていた。ひどい傷口を見てしまったような顔だった。少年は大好きな姉を殺した復ふく讐しゆう対たい象しようで、ナタレーナからすれば彼の心が磨すり減へる場面を見ればむしろ痛快なはずなのに。

「ナタレーナ」

「何ですか」

「これから、どうする？」

　根本的な問いかけだった。

　カルタの方にも、余裕がない。

「……まだやるか。あんなものを見せつけられても、まだ」

　きゅっと、小さな少女が己の唇くちびるを嚙かんでいた。

　それから、

「復ふく讐しゆうすると言ったら、あなたはどうするんですか」

「……、」

　やっぱりやめようと言って喉を切られた東とう堂どうリホ。ヘマをしたと脅おびえながら腹を貪られた盛もり山やまサナエ。全てを失い、破滅の導火線に火を点けたアリス＝マジョリティ。

　どんな答えなら、復ふく讐しゆう者しやは納得する？

　考え、そして歌うた貝がいカルタは明確に口を開いた。

　すり減ったまま、また傷つくと分かっていて、それでも決して立ち止まらずに。

「止める」

「勝手です」

「何があっても、絶対に……。お前の復ふく讐しゆうを止めなくちゃならない。こんな風になる前に」

「自分はお姉ちゃんを殺しておいて、勝手な事を」

　ああ、とカルタは思う。

　これはどこまでいっても身勝手で、誰が口に出したって薄っぺらな奇麗ごとにしか聞こえないんだろう。現在進行形で炎に焼かれている復ふく讐しゆう者しやからすれば、その復ふく讐しゆうがどれほどの危険を伴うものであったとしても、成功させない限りは安寧なんか得られないのだろう。

　でも。

　だけど、だ。

「仇あだ討うちなんか失敗すれば死ぬ。そして成功したって、待っているのはこんな道だけだ」

　吐き捨てるような真実だった。無慈悲に奪った命と比べれば、あまりにもコストパフォーマンスの悪い答え。それでも知ってしまった以上、カルタは目を背けられない。

　分かり切っている。

　こんなもの、自分以外の誰かに勧められるような道じゃないって。

「だったら俺は、お前を止める。何があったって、どんなに非難されたって！　ナタレーナ、お前をこんな最悪の二択に引き込む訳にはいかないんだッ!!」

　本当は、誰かが言わなければなかった。

　もっと早く。

　最初の段階から。

　カルタ達四人だってそう。

　アリス達三人だってそう。

　もしもあなたが仇あだ討うちなんて言葉で復ふく讐しゆうを美化して実行すると言うのなら、私はそれを全力で阻止する。最初の一人目を仕留める前、まだ間に合う内に絶対食い止めて、こんなじめじめした日陰からもう一度お陽様の世界に引きずり出してやる。

　そう言って止めてくれる存在が、絶対的に足りていなかった。もちろん復ふく讐しゆうの渦か中ちゆうにいるカルタ達は絶対に聞き入れない。ふざけるなと怒り狂って『ヤツらの仲間』扱いして標的に加えてしまうだろう。だけど、それでもだ。口で言っても分からない大馬鹿野郎を拳で殴りつけ、圧倒的な力を見せつけて、そこからぐしゃぐしゃと頭を撫なでてもう大丈夫だと笑いかけてくれる人間が、この世界には全く足りていなかったのだ。

　成功しても、失敗しても、復ふく讐しゆうの先には何もない。

　挑んだ者は一人も残らず地獄の底へと落ちていく。

　だったら絶対に引き込めない。

　この幼い少女だけは。

　恨まれても良い。どれだけ罵声を浴びせられ、唾を吐きかけられても。

　それでも救う。終わってみればこれで正解だったと、そんな風に振り返る時間くらいは残してみせる。『復ふく讐しゆうの先』を知っているカルタだからこそ、ここだけは絶対に譲れない!!

「……アンタからは、本当にたくさんのものを奪った。これについては、いくら謝っても戻ってくるものじゃない」

「……、」

「だからもうこれ以上、俺はアンタからは何も奪いたくない。たったの一つもだ。もうこの手は汚れているんだ、今さら何かを与えるなんてご大層な事は言わない。だけどナタレーナ、アンタがここからさらに失うのだけは歯止めを掛けさせてもらう。連鎖はここで切る。そのためなら、俺はいくらでも卑劣になってやるッッッ!!!!!!」

　幼いナタレーナは、唇を引き結んだ。

　胸の内から飛び出そうとしたものを、押おし留とどめるように。

　そして彼女は囁ささやいた。己の薄い胸に手を当て、水晶花へ突き付ける格好で。

「励起」

「っ」

　届かない。

　水晶の装甲が虚こ空くうから現れ、長いスキー板にも似た半透明ユニットが両足に取り付けられていく。より正確には、蜘く蛛もの脚あしやクレーンにも似た兵装。裁きの神の天てん秤びん。ワイヤーとグラブバケットで辺り一面の物体を摑つかみ取とり、鈍器として振り回す一六の選択肢だ。エジプトの裁神アヌビス。かつてアナスタシアが奉じて背中を預けていたものと全く同じ神に寄り添っていく。

「にえさま」

　傍かたわらに控えていたアイネが刀を構えようとしたが、カルタは右腕を水平に上げてその動きを制した。振り返らずに彼は言う。

「ダメだアイネ」

「しかし」

「もしもこの命令に不満があるなら、その刀で俺を斬れ。今すぐに」

　ナタレーナは。

　笑っているのか泣いているのか、定義のできない顔になっていた。

「……ずるいよ」

「……、」

「謝るつもりがあるなら格好つけるなよ!!　まず無様に這はいつくばって私の心を慰めてくださいよ！　だって、こんなのおかしい……。どう考えたってあなたは人殺しで、絶対にその口から正論なんか出てきちゃダメで、私には気持ち良く復讐をする権利があるはずなんだ!!　なのに、それなのに、何で私が苦しまなくちゃならないんですかっ!?　私が悪い事をしている気持ちにならなくちゃあならないんだッッッ!!!???」

　その言葉で、何となく理解した。

　何な故ぜ彼女はアヌビスを選んだのか。ナタレーナの方こそ気づいていないかもしれないけど。

「ああ……」

「ちょっと、何に気づいたんです。っ。待ってください、それはダメですよ」

「アヌビスは裁きの神。あらゆる人間の魂を見極めて、天てん秤びんで仕分ける神だったよな」

「やめろ、」

　ふらりと、歌うた貝がいカルタが崩れた。

　いいや、神の前で片膝をついて頭を垂れたのだ。

　震える少女を無視して、彼はその奥にいる裁きの神を捉える。

「アヌビス、すまなかった」

「やめろお!!」

　格好つけるなと言っていた。無様なところを見せろと。

　ごもっともだ。




「……俺は、アンタのパートナーを殺した。だけど頼む、その罰は俺のものだ。お願いだから、この子の手は汚させないでやってくれ」




　とっさに片足を振り上げて大きく回したクレーンユニットが、ワイヤーの先のグラブバケットがどこにでもある空気の塊を限界以上まで目一杯摑つかむが、それだけだった。

　振り回されない。

　暴風の武器として機能しない。

　そっと、その小さな足が下ろされていく。

　止めたのはナタレーナ＝ブラストだろうか。それ以外にありえない。水晶魔法では神の名を小さな基板に封入するだけで、仰神魔法と違って本物の神に呼びかける訳ではないのだから。

　だけど、それでも。

　歌うた貝がいカルタが請い願ったからこうなったのではと、そんな錯覚を感じさせる何かが起きた。

「……ずるい」

　蚊の鳴くような声があった。先ほどまでの、無理矢理な激情などどこにも残っていなかった。

　保っていられない。全身を覆う半透明の装甲さえ、ボロボロと崩れていく。

　唇くちびるを嚙かんで。

　それでも喪失に耐えられず目尻から涙を浮かべて、彼女はこう呟つぶやいていたのだ。

　どこか、肩の荷が下りたように。

「私から裁きの権利をよそに放り投げるなんて、そんなのずるい……」

　そう。

　復ふく讐しゆうとは、今は物言わぬ亡なき骸がらとなった人を偲しのんでその暴力を代わりに遂げる事で、大義名分を得る。当人がもういいよと言ってしまえばそこで動力は途切れるが、やはり死人に口なし。故人の仇あだ討うちの場合は、その絶対的なブレーキがなくなってしまう。

　でも、アナスタシアの場合は違うのだ。

　当事者がもう一人いたのだ。

　エジプトの裁神アヌビス、アナスタシアと共に戦った『世界最強』が。

　だから、妹は纏まとった。

　だけど、本当に願っていたのは暴力の成じよう就じゆか。

　少女の復ふく讐しゆう心しんに歯止めを掛けられるとしたら、ここしかなかった。『当事者の赦ゆるし』以上に強烈な打撃は存在しなかったはずだ。

　カルタ達だってそうだった。

　もしも風かざ向むきゲキハともう一度話ができて、仇あだ討うちなんて馬鹿な事はやめてくれと言われていたら、きっとそこで心が折れていた。世界を裏切って最強と戦う覚悟を決めたとして、その一撃だけは、どうやったって回避のしようがなかったはずだ。

　いくらでも卑劣になると、そう宣言した。

　だから、彼はある少女から正当なる復ふく讐しゆうの権利を丸ごとアヌビスへ譲り渡した。

「大丈夫……」

「ばか」

「ここで支離滅裂にならないなら。正しい復ふく讐しゆうを取り上げられて、正しくない事はできないって踏ふみ止とどまれるとしたら。そこで終われるなら、アリス達とは違う。お前はまだ大丈夫だ。さあ、お陽様の光が当たる世界へ帰ろう……」

「自分はそんなぐずぐずになっておいてッ!!　やろうと思えば復ふく讐しゆうは成功するって、分かっているはずなのに。あの、えと、それでも自分のやってきた事を全部否定してまで助けるような人間だったんですか!?　こんな私なんかが!!」

　カルタは小さく笑っていた。

　ようやく、自分の立ち位置を見つけたような気がした。

　日陰から眩まばゆい世界を眺めるだけでも良いい。

　それでも、まだ助かるはずの誰かの背中を押して、日向ひなたの世界へ帰してやれるなら。

　それなら。

　歌うた貝がいカルタは、『世界最強』を背負っていける。

　押し潰されずに、そんな冠とでも付き合っていける。

「にえさま」

　アイネが何かを見つけて声を掛けてきた。

　水晶少女はどこか別の方向を眺めていた。

「そういう定義づけですと、彼女はむしろ敵対する側に回るのでは？」

「……、」

　その言葉だけで、もう誰の事かは容易に推測できた。

　一番頼りになる仲間で、同時にあまりにも苛烈を極めた暴走者。彼女がいなければ歌うた貝がいカルタの仇あだ討うちは早々に頓挫し、でも、彼女がいたから歌うた貝がいカルタはこんな所まで落ちてきた。

　つまりは、




「……マリカ」




　すでに水晶魔法の装甲は展開済みだった。

　もちろん紛まがい物ものの『脅威』の残ざん党とう如ごときを恐れて、ではない。彼女はもっと明確な標的を見据えている。いつもそうだった。雨あま脚あしマリカは形の見えない漠然とした敵対者の事など考えない。

　自分の命や人生なんて二の次。

　それでも自分が大切と思った人達に危害が及ぶとなれば。

　雨あま脚あしマリカは躊ちゆう躇ちよなく、その手を汚す。

　カルタはボロボロの声で、確かにこう言った。

「復ふく讐しゆうは、終わったよ」

「信じる根拠は何？」

　即断だった。

　ことここまできて、他の生徒や教師に助けを求めるなんて愚の骨頂だ。ソフィア＝フィレンツェにも清きよ沢さわハドメにも、この戦いは止められない。これは、最強と最強の激突。他の何者が現れようが、雨あま脚あしマリカにはどうでも良いい。邪魔をするなら容赦なく蹴散らしていくだけだ。

　ここはそういう世界で。

　カルタ達が『難なん問もん排はい除じよ』を殺してしまったために、こうなった世界なのだから。

　ツインテールの少女はレイピア状のユニットでカルタの顔を指し示し、

「人の心なんて曖昧なものは、いくらでもブレるわ。今は復ふく讐しゆうする気がなくても、夜、浅い眠りから覚めて体を起こした頃には取り戻しているかもしれない。自前の復ふく讐しゆう心しんを。レールから外れた復ふく讐しゆう者しやを放っておけばどうなるか、アンタも見てきたでしょ？　派手に脱線しても止まる訳じゃない。そのまま突っ込んで、どんな形だろうが結局アンタを苦しめる。復ふく讐しゆうを狙う者はどんな小さな存在でも取り除かなくちゃならないわ。万に一つも、ブレない方法で」

　同じ仲間同士でのいがみ合い。

　リホ、サナエ、アリスが辿たどったおぞましい結末。

　絶対なりたくなかった展開が、そのままの枠組みに収めてカルタを吞のみ込こみつつあった。

　だけど少年だって止まれない。理由は分かっているはずだ。

「アイネ」

「はいにえさま」

「最優先はナタレーナだ。俺が死んでも守り抜け」

「……、」

　刀を構えたまま、口を小さな三角にしたのはアイネだった。

　眼光が明らかに変わったのはマリカの方だ。

　構わずに、カルタは言い放つ。

「マリカ、人の心はブレるって言ったな」

「ええ」

「なら教えてくれよ。そんなお前は、どうしてそこまで俺の事を信じられるんだ？　あの『難なん問もん排はい除じよ』との戦いで、俺の卑ひ怯きようで粘着質で救いようのないところは散々見てきたろ」

　雨あま脚あしマリカは待たなかった。

　即答だった。




「いくら騙だまされても笑って受け入れられると思えるから。本当に大切な人ってそんなものよ」




　そっと笑って、彼女ははっきり言った。

　確かに、雨あま脚あしマリカという少女はブレない。徹底的に。そしてそこまで想おもえる相手でなければ不合格らしい。こそばゆいが、道理で彼女の『守る範囲』は極端に狭い訳だ。下手すると、マリカはカルタやキョウカを守るためなら新しいグリモノア全体を沈めてしまいかねない。ここは自分達の居場所じゃないと言い切って。

　同時に、この意見は参考になりそうにない。

　カルタがナタレーナを信じているからどうか許してやってくれと言っても、マリカには届かない。彼女が信頼しているのはナタレーナではなくカルタなのだ。カルタがナタレーナを信じて裏切られたとしたら、横から見ているマリカからすればほら見た事か、ただの予定通りだ。マリカは騙だました張本人を憎ぞう悪おして斬り捨てるだけになってしまう。情状酌量の余地はない。

　そして、そうなる前に殺してしまえと言っているのだ。

　本当に大切な人が泣き崩れて血の海に沈んでいくところなど、想像もしたくないからと。

　だとすると、

（ダメか。打つ手がない……！）

　ナタレーナ＝ブラストのようにはいかない。雨あま脚あしマリカは仇あだ討うちを最後まで成功させてしまった人物だ。もっと強固で、揺るぎなく、だからこそ隙がない。

　手に負えない、とも言う。

　おそらく傍はたから見れば、歌うた貝がいカルタ自身も。

「もう良いいかしら」

　くるんとレイピアの先を回して、その切っ先がカルタからよそへ向く。

　姉を失い、復ふく讐しゆうの機会をも奪われた一二歳の少女、ナタレーナ＝ブラストへ。

　躊ちゆう躇ちよなく。

「じゃあどきなさい。警告するけど、下手にそいつ庇かばうと余計な痛みを負う羽目になるわよ」

「にえさま、お忘れかもしれませんがグリモノア関係者への非殺傷モードは解除されていません。難易度極大、非推奨。それでもこのまま続行しますか？」

「当たり前だ……ッ!!」

　覚悟を決める時がきた。歌うた貝がいカルタはブレザー制服の内側に手を突っ込み、改造軍用懐中電灯を引っこ抜くと、アイネの隣に並び立つ。

　牙を抜かれ、無害化した幼い少女を庇かばう格好で。

　もうこれ以上、何も奪いたくないと誓った。たったの一つも。

　だから。

　そのためなら。




「アイネ。これから二人で『世界最強』の一角、雨あま脚あしマリカを倒す！　ただし何が起きても絶対に殺すな!!　こればかりはノーとは言わせないッッッ!!!!!!」

[image: ]





２






『世界最強』と呼ばれるのは別にいい。だけど具体的にどんな『世界最強』になりたいか。きっとここで歌うた貝がいカルタと雨あま脚あしマリカは分岐した。

　例えば、これから悲劇に襲われると分かり切っている人が目の前にいたとしたら、転げ落ちる前に思わず手を差し伸べてしまう誰か。

　例えば、身近な人達を守るためなら既存の世界なんか全部破壊しても構わないと考える誰か。

　どちらも強くて正しくて、だけど、身勝手でわがままだ。

　だからこその、最強。

　そして。彼らには他の全てを押しのけて個人の『我』を貫く、あまりにも強大な力がある。




「「おおッア!!!!!!」」




　ほぼ同時に、高等部の二人が吼ほえた。

　それだけで自分の命が狙われている事実も忘れ、ナタレーナ＝ブラストは魅入られていた。

　次元が違う。

　テキスト通りに先生から教えられた内容を吸収し、そしてある意味で『疑われないように』自分を固めてきたナタレーナ＝ブラストの水晶魔法は、間違ってはいない。しかし誤りがないだけだ。言ってみれば学校のテストで高得点を取るための技術であり、今現在、実際の戦場で他を圧倒するものにまで昇華されているかはまた別の話。

　カルタやマリカは異世界で戦っていた。

　ただただ殺す。そのためだけに研がれた力と力のぶつかり合い。不謹慎を極めているけど、なのにこの上なく美しい。兵器開発の分野において、単純な機能性や耐久性の他に国の代表としての美の概念が盛り込まれるのと同じように。

　最強になるとは、そういう事だ。

　最大の戦艦や最速のステルス機だけが纏まとう目には見えないオーラじみた気品と同じく、人もまた昇り詰めるにつれて様々な賞賛が絡からみついていく。

　あるいは逆に、最強とはこれが美しいと万人に認めさせるよう世界全体を歪ゆがめる力、なのかもしれない。それこそが『世界最強』だけが持つ、強大な引力。堂々の一位でなければ絶対に手に入らない魔性の魅力。同じ水晶魔法でも、ナタレーナとカルタでは決定的に何かが違う。

　それはかつてアナスタシア＝ブラストが独占していて。

　今は歌うた貝がいカルタが奪い取った、絶大な冠。




　具体的には、だ。




「……ッ!!」

　歌うた貝がいカルタが阻止しなくてはならない事は二つあった。

　一つ目は雨あま脚あしマリカの『飛行』。こちらは飛べない以上、一方的に高空からの空爆にさらされる展開は絶対に避けたい。そして二つ目はレイピア状のユニットを使った高出力レーザーの狙撃だ。光の速度で襲いかかってくるこれを、アイネの刀だけで押さえ込むのはほぼ不可能。マリカの目的はあくまでナタレーナであって、カルタやアイネは撃破対象ではない。二人の間をすり抜け、一発でもナタレーナの眉間を貫けばそこでカルタは致命的な敗北を負う事になる。

　よって、

「前に出るッ!!」

　恐怖へ嚙かみつき、奥歯を嚙かみ締しめながら、カルタは無理にでも少女の懐ふところへ。

『プリセット』の『再生』を使っても構わない。腕の一本くらいなら切り飛ばされてでも、力任せの鍔つば迫ぜり合あいの構造に持ち込む。そうしないとマリカの自由は奪えない。

　レイピアを構えるマリカは笑っていた。

　好戦的に。

　長い付き合いだから、共に死闘を乗り越えた関係だから、細かい癖だって全部知り尽くしていると言わんばかりに。

「ふ」

「っ？　にえさま!!」

　すぐ近くにいるはずのアイネの叫びが、ひずんで聞こえるようだった。

　それもそのはず。




　爆発が起きたかと思った。




　だが違う。カルタの改造軍用懐中電灯とアイネの刀、二人掛かりで襲いかかったにも拘かかわらず、レイピアを嚙かみ合あわせたまま、マリカの手足を補助する半透明の装甲が容赦なく駆動したのだ。結果の、大噴火。アイネはベクトルを逃がす格好で錐きり揉もみ状じように真横へ回転し、そしてそれができなかったカルタはそのまま直上へ打ち上げられた。肩が引っこ抜けるほどの激痛と共に、いきなり都合一〇〇メートル以上。急激な気圧差で耳の中がジンジン痛むくらいだ。

「ッッッ!!!???」

「アンタってさ」

　耳元で囁ささやくような声があった。少年を打ち上げたはずの雨あま脚あしマリカが、その装甲を全力全開で広げ、翻弄されるカルタをすでに軽々と飛び越えている。

「ぶっちゃけ弱いわよね。水晶魔法使いとしては」

「マリ……ッ!!」

　反射で叫んで、それでも懐中電灯を握り直すカルタだったが、直後に根本的な間違いに気づいた。マリカとの決着を望んでいるのはカルタだけだ。ツインテールの幼おさな馴な染じみがそもそも第一優先で設定している標的は、別にいる。

　すなわち、地上で呆ぼう然ぜんとしているナタレーナ＝ブラストへの空爆だ。

　カルタは即座に矛先を変え、胸の水晶花に向かって叫ぶ。

　自分の事など二の次だった。

「アイネ!!　レーザー空爆に注意、足元の雪を使えッ!!」

　光が瞬またたいた。

　一秒未満のわずかなラグだが、アイネの方が早い。彼女が刀のミネ側で十手のように枝分かれしたレーザー照射用の短銃ユニットを使って人工の陸地を横に薙ないだのだ。厳密には、分厚い雪の層をまとめて蒸発させるために。

　一瞬で真っ白な蒸気が噴き上がり、即席のスモークがアイネとナタレーナを覆い隠した。

　そこへマリカのレイピアから強烈なレーザービームが撃ち下ろされるが、

『空爆の屈折を確認。死んだふりをした方がよろしいですか？』

「向こうに聞こえる距離でそれを言うな馬鹿ッ!!」

　そう、光の速度で襲いかかるレーザーは極めて回避の難しい最新兵装ではあるが、弱点がない訳ではない。空気中の砂や水分などの不純物を通過すれば威力は減衰するし、温度差などで蜃しん気き楼ろうが生まれればねじ曲げられてしまう。

　しかしそれも、延々と連射されればいつかはクリーンヒットをもらってしまう。

　マリカは大空に飛んだ。

　まずはここを切り崩さないといけない。

「上に上がって、私に勝てると思ってんの？　翼もエンジンも持たない、生身のアンタが」

「ッ!!　アイネ任せた!!」

　爆音が炸さく裂れつした。

　マリカの回し蹴りのモーションが始まった辺りで、カルタの体が真下から突き上げられる。白い蒸気の海は一瞬にして吹き散らされていた。地上にあるのは無数の『脅威』の残骸。その一つ、黒いサソリの装甲を破壊して手を突っ込んだアイネが、ペレットとレーザーを組み合わせた対空用の大爆発を解き放ったのだ。

　威力は絞っている。それでも爆風に叩たたかれ、カルタは重力落下を無視して不自然に跳ねる。

　少女の回し蹴りに対して直上へ避けながら、フィギュアスケート選手のように体を回転させる。もちろんその手は改造軍用懐中電灯を摑つかんだままだ。

　翼もエンジンもない。

　しかし生身のまま、カルタが摑つかんだ鈍器が天空を支配する女王のこめかみを正確に狙う。

「もらっ……!!」

「一発くらい当たってあげた方が良かった？」

　その声が、すでにひずんでいた。

　何が起きたか理解できなかった。いきなり無防備なマリカの体が流線形に溶けたかと思ったら、ありえない死角から重たい衝撃がカルタの背骨へ容赦なく突き刺さったのだ。

　おそらくは、レイピアの柄つか頭がしら。

「どっちみち『障壁』、空間振動領域があるからダメージ一つないんだけどさ」

「かっ、はあ!?」

　水晶魔法の『飛行』は、既存の揚力になど頼らない。ついていけるかあんなもの。呼吸が詰まり、意識が明滅するカルタはバランスを保てない。天高くで錐きり揉もみ状じように回転したまま、

「も、う……一発ッ!!」

　酸素の足りない肺を使って、血を吐くように叫ぶ。

　地上からの大爆発がさらに一回。

　一〇〇メートルからの落下だが、途中で見えないクッションにぶつかったようにカルタの体が空中で跳ねた。結果、位置エネルギーは二〇メートル程度の落下に変化する。

　それでも二〇、ビルで言えば五階から六階相当。不自然に跳ね上がったカルタの体が、マリカが予測したのとは別の曲線を描いて高度〇メートルまで墜落する。

　目の前いっぱいに広がるのは白。

　ただし雪ではなく氷。つまり凍りついた海の上だ。

（頭さえ、避けられれば……!!）

　元からコントロール不能な体だったが、激突の寸前で左腕を自然に振ってわざとバランスを崩す。頭から落ちるはずだった墜落が、肩から激突する羽目になった。

　そのまま、厚さ八〇センチの氷の層をぶち抜いて海中に没する。

　全身がバラバラになるかと思った。

　肩が丸ごと潰れ、太い骨が胴体側の深くまで潜り込んでくるのが感触で分かる。

　あまりの激痛で、逆に気絶する事を忘れてしまう。

　概算で二〇メートルからの落下、重さ三〇〇キロの白熊くらいならそのまま歩き回れるほど分厚い氷の層を完全に破壊する勢いだ。普通の人間ならこの傷で溺れればまず助からない。

　だが歌うた貝がいカルタは違う。

　どれほど惨むごたらしい傷であったとしても確実な致命傷でなければ、水晶魔法使いはあらゆる傷を三〇秒で完全に『再生』させる。

　マリカもそれに気づいているんだろう。

　上空から海面を突き破って、いくつもの光の筋が襲いかかってきた。

「……っ!!」

　息を止めてカルタは分厚い氷の下へ逃げ延びる。レーザー狙撃の精度が甘いのは、やはり間に海を挟んでいるからだろう。水槽を使った光の実験と同じで、しかもこちらには波がある。

　この冷たい海で、衣服を着たままの潜水。しかも利きき手てではないとはいえ、左腕を中心に半身を丸ごと歪いびつな水晶で覆われる形になっている。以前、グリモノアの授業で教えた通りの展開になってきた。バランスの配分に気を配らないと水中でぐるぐるひっくり返る羽目になる。

　しかも逃げてしまえば上は厚さ八〇センチの屋根に覆われてしまう。あらゆる傷を治す水晶魔法の『再生』も、酸欠などの不足を補える訳ではない。

　対策を講じる必要がある。

　幸い、胸の水晶花の通信はこの程度で阻害されたりしない。

　バキリという音があった。半身を覆っていた水晶の塊がひとりでに砕けた時には、すでにカルタは自分の腕を動かせる状態に戻っていた。便利なようだが、極寒の水中で三〇秒が経過した事も意味している。もう口の中の空気もさほど残っていない。

（さっきからアイネに頼りっ放しだ！）

　マリカの方は半透明の装甲に身を包んでいるのだから、自前の装備を徹底的に使い倒すのは別に負い目を感じる必要はないはずだが、それでもカルタは歯は嚙がみする。話をするには口を開く必要がある。失敗は許されない。残った酸素は海に捨てる勢いでカルタは行動に出る。

「アイネ！　マリカに向けて対空射撃。今度は金属砲弾で頼む!!　大体二〇ミリから三〇ミリの機関砲クラス。細かい計算よりも、とにかく数がいる!!」

『効果はありませんが』

「あったら困るよ、非殺傷モード継続。撃て!!」

　水の中にいてもくぐもった爆音が連続した。

　並のアサルトライフルくらいならバリアのような空間振動領域が食い止めてしまうはずだが、それだけではないだろう。空中のマリカ側がレイピアか何かで受けて弾はじいた途端、そこかしこの分厚い氷へ次々と亀裂が入って砕けていった。

　跳弾の雨が凍った海へ降り注いだのだ。

（穴が一つだけなら顔を出したところで狙い撃ち。だけどそこらじゅうが亀裂だらけになればマリカの目を誤魔化せる……ッ!!）

「ぶはっ!!」

　海面に顔を出し、目一杯酸素を吸い込む。

　助かった、という感覚はなかった。

　外気に触れた瞬間から、髪やまつ毛が急速に凍りついていく。液体の海の中にいたから忘れているかもしれないが、本来ここは氷点下一五度の白い地獄なのだ。

「……ッッッ!!!???」

　耳の一つくらいぽろりと取れると言っていたのは生徒会長のキョウカだったか。

　長くは保たない。

　狙うは短期決戦。カルタは震える指先を動かして揺れる白い氷の層の、ギザギザの断面を摑つかみ取とる。海面から真上まではわずか五、六〇センチ。だけど波に揺られる氷の層と層が気き紛まぐれに嚙かみ合あってしまえば、その時点でカルタの体などすり潰されてしまう。

　命懸けの登とう攀はんだった。

　そして白い大地に五指を掛けて這はい上あがった時、崖に屈かがむ幼おさな馴な染じみの笑顔が迎えてくれた。

「チェック☆」

「ちくしょ……ッ!?」

　そのまま片手で冷え切った喉を摑つかまれ、マリカが畳んでいた両足を伸ばすようにして立ち上がった。少年の方はまるでマグロ用の釣つり竿ざおで釣り上げられたようだ。押さえ付けられた首に両手をやっても、少女の太股を横に蹴ってバランスを崩そうとしても、びくともしない。

「だから言ったじゃん、アンタは弱いって」

　反論のしようもない事実だった。このまま窒息に追い込むなり、もう少し握力を高めて首の骨ごとへし折るなり、そんなマリカ側のアクションなど不要だ。現状維持、極寒の風にあと数分もさらしておけばカルタは真っ白に凍り付き、そのまま勝手に死んでいくだろう。

「完全分離型のアイネちゃんは、単独で突出していれば誰よりも強い。だけどアンタが命令を送れる距離は限られているから、同じ現場にいるアンタを集中的に狙えばなす術もなくなる。アイネちゃんは基本的に命令された事しかしないからね。あのスペックで、生徒会長みたいな頭があって自律駆動できたら最悪も最悪だったんだけど」

「かっ、は!!」

「水晶魔法としてはイレギュラーだけど、特別である事が強さに繫がるとは限らない。スタンダードな道から外れるっていうのはね、それだけで多大なリスクを孕はらむものなのよ」

　パキパキパキパキ、というプラスチックを割るような音が耳についた。

　紫系のブレザー制服が端から急速に凍結していっているのだ。今のままでは皮膚と張り付き、致命的な凍傷に陥るのは目に見えている。

　その時だった。

「めて、ください」

　横合いから、別の声があった。

　カルタの視界が、絶望でもう一段暗くなる。

　ここにいてはいけない人間が震えながら立っていた。目尻から涙すら浮かべているのは、ナタレーナ＝ブラストだ。アイネはどこへ行った？　ナタレーナが一人で水晶の装甲や人の罪を裁くアヌビスの天てん秤びんを広げていたってマリカ相手に何ができるッ？

「もうやめてえっ!!」

　ゴッ!!　という空気を引き裂く轟ごう音おんがあった。

　しかしナタレーナからではない。

　彼女がスキー板のような『天てん秤びん』を分解してクレーンのアームで細いワイヤーを放つより数段早く、マリカのレイピアが水晶の武装を正確に貫いたのだ。ガラスの割れるような甲高い音色は、バリアに似た空間振動領域が壊れる音か。冷たい装甲から亀裂が入り、砕け、そしてマリカは待たない。蜘く蛛もの脚あしのように広がる半透明の兵装が、折れて砕けて散らばっていく。

　まさに片手間。

　固体、液体、気体、プラズマ。全てを掌握するナタレーナでも、マリカには届かない。

　集団を最強とそれ以外ではっきり切り分けるように。

　マリカはナタレーナの方など見てもいなかった。片手でカルタの首を摑つかんだまま逆の手でくるんと一周レイピアを回した時には、すでにナタレーナの武装は残っていなかった。

「安心なさい」

　冷酷に。

　あくまでも、幼おさな馴な染じみ以外の誰かに向ける声で雨あま脚あしマリカは言い捨てる。

「そして自うぬ惚ぼれるな。アンタの命は最初から私が握っているのよ。今さら自分の意思で拾うか捨てるか選べるだなんて思うな」

「ぐぐっ、ああああーっ!!」

　もう身も世もなかった。

　幼いナタレーナは水晶の装甲を砕かれても止まらず、そのままマリカの体へ飛びかかったのだ。レイピアの鍔つばで殴られ、グリップの底で打撃され、何度雪の中を転がっても。切っ先を向けられても、実際に肩や脇を刺し貫かれても、構わずに。見ているカルタの方が心臓が縮む。

　ズタボロにされても、ナタレーナ＝ブラストは止まらない。

　歯を食いしばって、恐怖を堪えて、何度でも起き上がる。水晶魔法の『再生』がなくたって、きっと彼女は同じ事を繰り返していたはずだ。

　だけどそれは。

　幼い彼女が自分自身を守るためにやっている訳ではない。

「離せっ!!　歌うた貝がいカルタを離せよお！　私を殺したいならそこで終わりにすれば良いでしょう!?　この人はもう許されたんだ、お姉ちゃんのアヌビスがそう認めたんです！　私達が歯を食いしばって、連鎖を止めた。だったらおかしいでしょう、最強だか何だか知らないけど、もうこの人が苦しめられなくちゃならない理由なんか消えたんだッ！　それなのにい!!」

　仇かたきを許す。復ふく讐しゆうを断念する。

　それどころか、憎かったはずの人間を助けるために命を張って、ついには涙まで流す。

　その一つさえ、歌うた貝がいカルタ達ではできなかった事ばかりだ。

「これでも……」

　首くびを摑つかまれ、酸欠どころかこのまま首の骨ごと握り潰されかねない状況で。

　しかしカルタが呻うめきながら言及したのは、やはり自分以外の誰かだった。

「これでも、ナタレーナを殺すのか。俺達とは違う。ナタレーナの方がよっぽど人間らしさを残してる。それを上から目線で裁く権利なんかあるのか、最後まで駒を進めた俺達にッ!!」

「必要なら」

　あくまでも、一言。

　雨あま脚あしマリカは、言こと葉ば如ごときではブレない。

　この幼おさな馴な染じみを脱線させる訳にはいかない。真っ当なナタレーナを自分ルールで殺してしまったら、本当にマリカは終わる。そもそもどれだけ理不尽な想おもいをしようが、人を裁く権利なんかこの場の誰にも与えられなかったのだと教えるしかない。卑ひ怯きようを極めたとしても。

（けっ、ちゃくを……）

　マリカがわざわざ空中から降りてきたのは、おそらく人の手で作られたデコイの『脅威』の残骸を使って、大規模な対空攻撃を繰り返される事を嫌ったのだろう。

　ただそれは、カルタ側にとっても最後のチャンスとなる。

　何な故ぜならば、

（ここでもう一回マリカが飛んで延々時間稼ぎされたら、もうおしまいだ。手の打ちようがなくなって、ナタレーナを守り切れなくなる。だからここで決着をつけないと……!!）

「ねえ、アンタは決着をつけたいみたいだけどさ、具体的にそれってどうやるの？」

　そこで、一番近くにいる少女の口から悪夢のような言葉がきた。

「水晶魔法使い同士の戦いなんて、終わりなんかない。手足を吹っ飛ばされても脇腹を抉えぐられても、致命傷にならない限りは三〇秒以内に全部『再生』するんだから。つまり、私達の戦いには最初からこれしかないのよ。致命傷を与える。これしかね」

「……、」

「私はナタレーナ＝ブラストを殺せばそれで勝てる。でもアンタは？　私は、何をやっても止まらないわよ。確実な致命傷を与えてでも私を止める気はあるの？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　根本的に、間違えていた。

　こちらの心を折って勝利を呼び込むための心理戦なのは分かっていたけど、それでも今の言葉は一蹴できない。

　マリカには勝利のための条件が整っていて。

　でもカルタには、そこからしてすでに迷子。

　非殺傷モードに留とどめろとアイネに命令している事からも分かる通り、カルタはこの幼おさな馴な染じみを殺せない。ナタレーナは絶対助けたいが、そのために別の命を差し出せという要求にも従えないのだ。そしてマリカはどこまでも冷酷だった。自分が守りたいと思える誰かのためなら、自分が恨まれても構わない。自分自身の命さえ人質として使い切る。

　まさに八方塞がり。

　歌うた貝がいカルタには勝利のための条件が、そもそもない。

「ごっこはこの辺りにしておきましょう」

　幼おさな馴な染じみは氷よりも冷たい表情で言い捨てた。もはや彼女は、泣なき喚わめいてがむしゃらにしがみついてくるナタレーナの方など見ていない。最初から同じ人間と認めていないように。

「カルタ、アンタのそういうブレブレなところは嫌いじゃないわ。けど、だからこそそんな弱いアンタを誰かが守らなくちゃ、アンタはこんな世界じゃ生き残れない。これは私達が望んだ道じゃないけど、てっぺんに担かつがれてしまった以上はここで生きていかなきゃならないの」

　考えろ。

　歌うた貝がいカルタは首くびを摑つかまれ、吊つり上あげられたまま、酸素不足の頭を必死に動かす。

　そこから整えなくてはならない。何をすれば勝った事になる？　どちらかが致命傷を与えない限り絶対に止まらない戦い。そいつを制して、マリカもナタレーナも救い出せる方法は何だ。

　復ふく讐しゆうなんか何も生まない。

　仇あだ討うちする側も、返り討ちする側も、誰も彼も。

　こんな連鎖を断ち切るために必要な『条件』は、まず何だ!?

「ナタレーナ＝ブラストは『世界最強』じゃない。けど、『世界最強』じゃない誰かは、それだけでみんな『世界最強』に挑んで倒す資格を持っている。だから私は容赦しないわ。そいつがどれだけ非力な挑戦者であっても、私の世界を喰くい破やぶろうとする者は全て撃滅する」

　それでは同じじゃないか。水晶魔法を不要と考え、成長前に芽を摘み取った『難なん問もん排はい除じよ』と。

　誰が何と言おうが、マリカはたった一人の幼おさな馴な染じみだ。

　そんな道に進ませる訳にはいかない。そして逆転や突破のヒントは、いつだって目の前の最強から手に入れてきた。カルタが注目したのはこちらを冷たく見据える雨あま脚あしマリカだった。

　彼女は何な故ぜこんな事を言い始めた？

　ナタレーナ＝ブラストの処刑が最優先だとしたら、海から上がった死にかけのカルタなど放っておいて、さっさと一二歳の少女を八つ裂きにしてしまえばそれで終わりだったはずなのに。今だって、策もなく感情を爆発させてすがりついてくるナタレーナをレイピアで串刺しにすれば、そこでマリカの目標は達成されるはずだ。なのに何な故ぜ？

　答えは決まっている。

　マリカ自身が言った内容を思い出せ。何かが抜けている。

「……あい、ね……」

「私を殺すつもりもないくせに長引かせてどうするの？　この寒さの中で無駄な引き延ばしなんかやったらアンタ、樹氷になって死ぬわよ」

　そうだ。

　だからマリカはこんな事をしている。

　彼女が言っている内容に噓うそはない。だけど自分にとってアキレス腱けんとなる情報は口にしていない。雨あま脚あしマリカは、ナタレーナを殺すだけで勝利の条件を満たせる。だけど、対となる敗北の条件は？　それはナタレーナを殺せなかった、ではないはずだ。

　絶対に。

　ここでカルタの心を折るためには、そこは知られてはならないのだろう。

　よって少年は、完全分離型の水晶少女に向けてただこう叫べば良い。




「アイネ、俺の首ごとマリカの腕を切り落とせ!!」




　ひくっ、と。

　喉が痙けい攣れんするような、いびつな呼吸の音があった。

　命令したカルタではない。命令を受けたアイネでもない。

　必死でツインテールの少女を止めようとしたナタレーナさえ啞あ然ぜんとしたが、彼女でもない。

　この場合は、たった一人。

　少年の喉のどを摑つかんで吊つり上あげている、圧倒的に優位なはずのマリカが、鋭いナイフで体の真ん中を刺されたような顔になっていた。

「アンタ……!!」

「そうだよな、マリカ。お前は別に、ナタレーナ＝ブラストが憎たらしい訳じゃあない」

　にやりと笑って、カルタは吼ほえた。

　そう、自分自身を人質に使うのは、マリカ自身がカルタに使った手だ。それがどれだけ有効に機能するかは、身をもって経験させてもらった。

「大切な人の命を脅かす者を排除したい。それがお前の行動原理だ！　なら俺自身がいなくなってしまえばナタレーナを殺す理由も消える。マリカ、お前は賢いよ。だけど無理して敗北条件を隠してしまった事で逆に浮き彫りになってしまったんだ、脅おびえが!!」

「できない……」

　半笑いだった。

　いいや、笑おうとして失敗しているのだ。どうしても笑顔の裏にある別の感情を封殺できずに。獲物のナタレーナが自分の腰の辺りにひっついている事すら忘れているようだった。

　そう、それどころではないのだ。

「できっこない!!　教科書通りの正義感？　あるいはアナスタシアへの罪悪感でもあるっていうの？　ナタレーナと出会ったのなんてたかだか数日前、そんな赤の他人のために自分の命を差し出すなんて間違ってるわ!!」

　幼おさな馴な染じみは付き合いの長さを最も重視する。そんなマリカには信じられないだろうか。

　だが、

「ほんとにそう思ってるなら、お前は自分の敗北条件を隠したか？」

「っ」

「甘っちょろい歌貝カルタならやりかねない。無意識の内にそう脅おびえたから隠したんだろ、最悪の可能性を。だったらやってやるよ。いいか、マリカ。俺が助けたいのはナタレーナ＝ブラスト一人だけじゃあない。その手を汚そうとしているお前の事だって守りたいんだ!!　そして『世界最強』がそんな風にわがまま放題になっちまったら、この世界全体はどれだけ歪ゆがんでいくっていうんだ!?　あれだけ『難なん問もん排はい除じよ』を憎み抜いて、一人も許さずに殺して回って、そこまでやった俺達は絶対に歪ゆがんじゃあならないんだよ!!　この世界は、幸せにしなくちゃならない。それはてっぺんに立ってる俺達も、てっぺんに立てなかったナタレーナ達も一緒じゃなくちゃあならないんだ!!　誰かが幸せを我慢したり、誰かの幸せを踏みつけにしたりしちゃあ、『難なん問もん排はい除じよ』の頃と何一つ変わらないだろうがッッッ!!!!!!」

　そのためなら、差し出せる。こんな命なんかどうなったって構わない。

　歌うた貝がいカルタは首を締め上げられたまま、最後の力を振り絞って笑みの形を作った。脅おびえを隠そうとして歪ゆがんでしまったマリカとは違って、純粋に優しい笑顔を。

「だめ、先輩……」

　ガタガタと震えて。

　先ほどまでとは違った意味で、ナタレーナはマリカの腰にすがりついていた。幼い少女は一足先に、音もなく来訪する『何か』を見据えているようだった。

「そんなの絶対にダメ!!　雨あま脚あし先輩、ええとっ、何とかならないですかッ!?」

　マリカの背後から、ゆっくりと迫る。

　水晶のような素材でできた刀を手にした、彼の武器が。

「……これで俺の勝ちだ」

「いやだ、」

「喚わめき散ちらすのは構わないが、アイネに人の情や常識なんか通じると思うなよ。お前がその口で言ったろ、アイネは命令された事しかしないって。そして解除できるのは俺だけだ。つまりマリカ。お前は俺を殺さない限り、アイネに発した処刑命令を解除する事はできないんだよ」

「嫌だァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　水晶の装甲も、『プリセット』の『再生』も、基本的にマリカの魔法はマリカしか守らない。『障壁』だって万能ではない。全力全開でアイネが斬りかかってきた場合、マリカはアイネを倒せるかもしれない。だけどその間に一撃でも浴びればカルタは死ぬ。

　優しい子だと思う。

　言動は苛烈であっても、マリカは基本的に自分以外の誰かの事しか考えていない。自分が殺す側になっても殺される側になっても構わない。それでもこれと決めた小さな輪だけは、何があっても絶対に守る。その姿が恐ろしく思えるのは、刃を向けられているからに過ぎない。守られている間は、この上なく安心を与えてくれる身近な女の子だった。

　この乾いた世界には、そんな正義の代表がいたって良い。

　だけどマリカが自分の我を貫くというのであれば、こちらも我を貫く事に躊ちゆう躇ちよはしない。

　マリカにはマリカの最強があるように、カルタにはカルタの最強があっても良いはずだ。

　全てを殺さつ戮りくし。

　血の海の真ん中で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす、そんな最強じゃない。

　どれだけボロボロになっても、最低で救いようのない争いを止められる最強がいたって。

「マリカ」

　黙って少年がアイネに殺されるのを眺めるか、処刑命令を取り消すためにカルタを殺すか。究極の二択、どちらを選んでも結果は同じ。物心がついた時からずっと隣にいる優しい少女の顔を歪ゆがめて泣かせる究極のサディスト。まったく最低のクソ野郎は、笑顔と共にこう宣告した。




「お別れだ」




　なす術もなかった。

　直後にアイネの刀が最高速度で振り下ろされ、マリカの腕が手首の辺りから半透明の装甲ごと切断された。

　そう。

　音もなく歌うた貝がいカルタの首を突き抜けた殺しの刃が、容赦なく。
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「ふうん、なるほど……」

　離れた場所では、車椅子の生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカが訳知り顔で何やら呟つぶやいていた。

　手の中で弄んでいるのはスマートフォンだ。

　もちろんただの市販品ではない。複数のモバイルルーターと連結し、周囲を飛び交う電波を片っ端から拾い集めて暗号解読する、無差別電磁盗聴装置でもある。

（アナスタシア＝ブラストの機密に触れる。新しい身分を作ってセカンドグリモノアに送り込む。背後にいる黒幕が気軽に与えている情報やサービスが大掛かりな割に、当のナタレーナがどうにも頼りないとは思っていたのよね）

　身分を好きに書き換えられる立場の者なら、それこそ軍の精鋭や諜ちよう報ほう機き関かんの人間を生徒や教師に見せかけグリモノアへ送り込めば済んだはず。『殺すだけ』なら水晶魔法にこだわる必要もない。例えば目に見えない細菌、ガス、放射性物質などを使えば効率的に暗殺はできた。

　アナスタシアの妹。

　こうした記号性を持つ人物を復ふく讐しゆうに駆り立てて分かりやすい反攻作戦の旗印とする、というのも考えた。だが早い段階で一帯が通信障害に見舞われ、黒幕は情報封鎖に対抗しようともしない。世界中を沸騰させたいなら、むしろ拡散を促すべきなのに、その兆候が全くない。

　だとすると、

「ナタレーナ＝ブラストには最初から期待をしていなかった」

　その口で呟つぶやいてみて、なんて乾いた声だろうとキョウカは一人苦笑してしまった。

　自分はもう戻れないだろうと、何となく悟ってしまう。

（本命は倒したナタレーナの処遇を巡っての、仲間割れによるわたし達四人の空中分解。思えば最初からそういう予測はついていたはずよね。カルタ君が丁寧に話をまとめてくれたおかげで、一度はなりを潜めたものと思っていたけど、問題の核はそのままって訳か）

　キョウカはスマホの角を使って、車椅子の肘掛けを気軽に叩たたいた。

（ちょっと探りを入れ過ぎちゃったかしら。重々しいヴェールで素顔を隠している割に、中身の方は短気なようね。まるで子供みたい）

　元々、キョウカは水晶魔法を使う復ふく讐しゆう者しやや『脅威』よりも、その背後にいる人間の黒幕について思いを馳はせていた。スマホやモバイルルーターを使った電磁盗聴も、どこにでもいる追跡者から逆にデジタル情報を引っこ抜くために整備していたものだ。

　それが、『彼ら』を怒らせた。

　具体的にどこの誰かはまだ見えていないが、

（行動を起こしたという事は、核心に近づいているという事）

　笑う。

　ここでチャンスと思えるから、洋上水晶魔法学園グリモノアの頂点たる生徒会長なのか。

（深掘りが怖いなら、リアクションせずに流してしまうのが一番なのに。してやったりってつもりでいるのかもしれないけれど、かえって墓穴を掘ったね。目的地は設定できた。後はナビに従って道のりを辿たどるだけよ）

　何にしても、ここが正念場だ。

　道のりを辿たどるだけとは言ったが、逆に言えば到達前に力尽きてしまえば目的地には触れられない。カルタとマリカの結末がどうなるかは未知数。ここを越えられない限り、勝利が転がり込んでくる展開は途絶えてしまう。

「雨降って地固まるか、あるいはストレートにみんなバラバラになるか。それ次第で世界全体の行方が変わっていくようね」
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　とさり、という音はむしろ柔らかかった。

　氷の大地の上に降り積もっていた白い雪。その上に、力なく崩れ落ちていく影がある。

　命令されたアイネは無機質だった。刀を振り抜いた後、姿勢を保つ動作で足元の深い雪を蹴っている。

「あ」

　雨あま脚あしマリカが眺めているのは、切り離された己の手首ではない。

　そんなものどうでも良いい。

『再生』で回復できるからではない。そもそもツインテールの少女は、自分自身の命など天てん秤びんに載せてすらいないのだから。

「あああ」

　細かい水晶の破片が散らばっていた。

　分厚い雪の中に倒れ込んだ少年。埋もれてしまって傷口は見えないが、明白だった。マリカはカルタの首くびを摑つかんでいて、アイネはそれをカルタの背中側から切ったのだ。その状態で少女の手首を落とすとしたら、どうやったって刃はカルタの首を通過しなくてはならない。

　切り離されたのだ。

　たとえ目立った出血はなくたって。いびつな水晶が全てを覆い尽くしてしまうとしたって。

『プリセット』の『再生』は、致命傷以外の傷を全て三〇秒以内に回復させる。

　だけど。逆に言えば、致命傷となってしまえばその限りではない。

　首と胴体が切り離されてしまえば、もう。

　何百年か何千年か。

　とにかくマリカが生きている間には、二度と言葉を交わす事はできない。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」




　絶叫した。

　絶叫して、少女は崩れ落ちる。

　今まですがりついてでも止めようとしていたナタレーナの方が引きずられ、図らずもマリカの頭を両手で抱え込む格好になってしまった。ナタレーナだってそこまで気丈ではない。ふらりと体が揺れた途端、支えきれずに二人して雪の上に倒れ込む。

「せん、ぱい……」

　か細い声があった。

　カルタがどうしても守りたかったナタレーナ＝ブラストや、小こ首くびを傾かしげてただただ次の命令を待っているアイネの行方などどうでも良いい。そもそもマリカは、この少年を守らなくてはならないのだ。どんなに暴力を振るっても少年が戻ってこないのであれば、そんな事をする理由など何もなくなってしまう。

　ただし犠牲となった少年は、おそらく考慮してもいない。

　何もなくなった幼おさな馴な染じみが次の理由を見つける事ができるのか、という部分を。

　折れた。

　折られた。

　ぼっきりと、『世界最強』の芯がくの字に折り曲げられて無慈悲に破壊されたのだ。それが少女にははっきりと分かる。いつまでも絶叫する少女は、もはや自分の喉をレイピアの先で貫くという選択肢すら浮かばない。自殺をするにも原動力は必要なのだ。あらゆる希望を失った少女は復ふく讐しゆうすらできず、ただただ化石のように固まってその人生を終えていく事になる。

「……、た……」

　その時だった。

　吹きすさぶ風のせいかと一瞬思った。

「これで分かったか、マリカ」

　でも違う。

　確かに聞こえる。ボロボロになった顔のままマリカが恐る恐る音源に目をやる。

「あっ、あの」

　おどおどしながら、ナタレーナもまた口を開いていた。

「雨あま脚あし先輩、えと！　何かがおかしいですっ、あの子は水晶魔法なんですよね!?」

　そうだ。水晶少女のアイネは使い手たる少年を殺した刀を片手に下げたまま、今も普通に小こ首くびを傾かしげている。命令待機状態。形は違っていても、あれだって水晶魔法のはずだ。水晶魔法使いが死亡した後も装甲がそのまま残るなんて話は聞いた事がない。

　つまりは？

「待って……」

　慌てたように、だった。

　レイピア状のデバイスなど放り捨てて、這はいつくばってマリカは雪を掘り返す。

「ちょっと待って!!　アンタまさかッ!?」

　沈んだ中から、引っこ抜いた。

　歌うた貝がいカルタの顔を。

　だけ、ではない。何な故ぜだか知らないが、頭と体は繫つながったままだった。

　元々深い雪の上に倒れ、アイネが足で蹴った雪が首の所に被かぶさっていたせいで、見えなかったのだ。切断されたマリカの腕がばら撒まいた水晶片も傷の印象を高めていた。

　半分凍りついた少年は弱々しく笑ったまま、こう呟つぶやいていた。

「俺には常にこの選択肢がある。お前がそうやって暴走するたびに、このカードをテーブルに投げられるんだ。今回は未遂で終わった。でも、次は本当にへし折るぞ。お前の希望を」

「どう、やって？」

　まだ信じられないようだった。ねっとりとした悪夢の中を泳ぐような顔でマリカは叫ぶ。

「確かにアイネちゃんの刀はアンタの首ごと私の手首を落とした！　そうでないとあの位置から私の腕を斬る事はできなかったはずなのに!?」

「アイネに核や本体という考え方はありません。この心臓から刀の先まで全てを含めてアイネという名称で識別されています」

　答えたのはアイネだった。

　彼女は首くびを傾かしげたまま、

「そしてアイネは基本的ににえさまの体内に格納され、必要に応じて外界へ展開される形を取ります。心臓から刀の先まで含めたアイネは全てを格納できるのです。にえさまの体の中に」

　あ、と。

　今さらのようにマリカの口から間抜けな声が洩もれた。

「刀を首の後ろから収めて、首の前から再び取り出した」

　機械のように無感動。

　アイネにとっては、水面に刃を通すようなものでしかなかったのだろう。

「これならにえさまの頸けい部ぶを損傷せずにマリカ嬢の腕だけを正確に切断する事は可能です」

　そんな複雑な命令をするだけの時間はなかったはずだ。

　カルタが言い放ったのは、あくまでも『俺の首ごとマリカの腕を切り落とせ』だけ。

　ただし大前提が一つある。

「グリモノア関係者に対する非殺傷モードが解除されておりません」

「それって、まさか……」

　呟つぶやいたのはナタレーナだ。きっかけはカルタとナタレーナの出会い、最初の襲撃まで遡る。

　そしてもちろん、それは使い手本人である歌うた貝がいカルタも含まれている。

　なので、アイネとしてはその前提に沿った形で口頭命令を実行しなくてはならない。複数の条件を並べ立て、この精度で操ってこその歌うた貝がいカルタだ。

　青ざめた少女は困ったように眉を動かした。

　やはりこの水晶少女には。

　人間が勝手に設定した善悪など、通用しそうにない。

「それがなければもっと簡単だったはずです。戦闘条件に余計な縛りがあるとぶっちゃけ面倒臭いので意図をご説明していただきたいのですが、叶かなえられたためしがなく困っております」

「……、」

　だから生き残った。

　命を繫つないだ。

　だけど何も起きなかった訳ではない。肉体的な損傷の方は問題なくても、疑似的な死は、この幼おさな馴な染じみの心に確かな傷をつけたはずだ。

　カルタは確かに言っていた。

　お前がそうやって暴走するたびに、このカードをテーブルに投げられる。

　次は本当にへし折るぞ、と。

「まだやるか……」

　半分凍って。

　涙でぐしゃぐしゃになった少女に抱き抱えられたまま、しかしカルタは容赦なく宣告した。

　マリカが『絶対殺せない』カルタに対してやったのと同じ。

　その心を完全に折る事で、行動に歯止めをかけようとするアクション。

「アイネ、非殺傷モード解除。次は殺す気で構わない」

「了解しましたにえさま」

　冷たい声が返ってきた。

　くだらない予行練習はもう終わり。ここからが本番。

「余計な肩の荷が下りました。次からは全力で参ります」

　これより先、もうあんな抜け道などない。殺せと言えば容赦なくアイネは使い手のカルタを殺害する。十数年分の絆きずななんて、マリカの行動次第では一瞬で切れる。それでもこんな馬鹿げた最強同士の戦いを続けるのかと、カルタは突き付けてきた。

　たった今埋め込んだトラウマを見据えて。まだ止血もできていない傷を抉えぐるようにして。

　この恐怖を、『本物』にするかと。

「や、ら」

『世界最強』なんて、もうどこにもいなかった。

　半分凍ったカルタを抱き締めているのは。

　今まさに自分の半身を引き裂かれようとしている、無残な少女の泣き顔だけだった。




「もうやらっ、いやだ、もおやめへよォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」




　ああ、と歌うた貝がいカルタは呻うめいた。

　確かに勝った。雨あま脚あしマリカを食い止める事には成功した。

　だけど自分は一体いつから幼おさな馴な染じみの少女を泣かせて喜ぶような人間になったのだろう？　小さな子供の頰を叩たたいたり、腰の曲がった老人の背中を蹴るのと同じ。それだけは、絶対やってはいけない禁忌のはずだったのに。

　何かが、変わった。

　カルタ自身が知らない内に、誰かの手で。かつて『難なん問もん排はい除じよ』の五人を恨み抜いて仇あだ討うちを成し遂げ、その裏にあったものを垣かい間ま見みた少年としては、こう総括するしかなかった。

　一言で。

　おそらくはアナスタシア達も誰にも言えず、心の奥底で思っていた結論を。

「……『世界最強』なんて、ただの呪いだ」














終　章









　こうして極寒サバイバルな林間学校は何とか終了した。

　ただし帰る前に、いくつかの問題を片づけなくてはならない。

　切迫した危機さえなくなれば、人は無責任に優しくなれるものらしい。あれだけグリモノアの教員生徒を締め出してきたクリスタルビーチの他のドームが開放されていた。

　当然ながら締め出しを喰くらって極寒の中でデコイとはいえ『脅威』と戦ってきた中等部や高等部の生徒達は相当殺気立っていたが、それでも快適な気温と湿度で保たれ不自由ない衣食住を提供される快楽には誰も逆らえなかった。あるいは真っ当な感覚を取り戻し、兵器から人間へ戻っていったのかもしれない。

　ここは人工的に調整された常とこ夏なつ。その大型ホテルに併設された、貸し出し用の会議室だ。

　もっとも実際に会議に使う事は稀まれだろう。記者会見の席としての方が有名なはずだ。

「あの、」

「何かしら？」

　肩を小さくしているのは、一二歳の金髪少女ナタレーナ＝ブラストだ。

　彼女は正面にいる車椅子の生徒会長と目を合わせる事もできずに、

「……どうして私は両手に手錠じゃないんですか。あなた達の命を狙ったのは事実なのに」

「うーん、ただ具体的にあなたって何したのかしら。死ね殺すと叫ぶだけなら水晶魔法を使わない中高生でも普通に言うけど、その全てを殺人未遂や共謀罪で逮捕起訴していくつもり？」

「さ、三〇人以上亡なくなったんですよ。それで許してしまえるんですか!?」

「何も」

　あくまでも、だ。

　その女は、滑らかに言葉を取り出していた。

「何も感じていないと、本当に思う？　生徒会に不自然な空席ができたこの状況で」

「っ」

「ま、あなたを責めても仕方がないって分かっているから、気にしないで」

　くすりと笑って。

　表おもて参さん道どうキョウカは残酷な真実を告げる。

「背後にいる黒幕は、ナタレーナ＝ブラストそのものには何も期待していなかった」

「……、」

「わたし達が勝った後に、アナスタシアの妹をどう扱うか。そこで仲間割れを誘発させて、内側から空中分解するように仕向けてきたのね。それならあなたを復ふく讐しゆう者しやと定義するのは間違っている気がしない？　そもそも設定した側がそんなパラメータをつけていないんだから」

「でもっ」

　何な故ぜ、この少女は食い下がるのだろう。

　キョウカが気き紛まぐれに自分の意見を翻ひるがえしてしまえば、本当の本当に鉄てつ格ごう子しが待っている。『世界最強』に対する暗殺未遂なんて、その社会的影響を考えれば普通の罪よりも重たい刑が科せられるだろう。ぶち込まれてからやっぱやめと言い直しても何も変わらないというのに。

　それでも耐えられないとしたら、やはりこの少女には向いていない。

　悪事に対する才能が致命的に足りない。

　表おもて参さん道どうキョウカは、ここだけは打算抜きに小さく笑ってしまった。

　実際に最後までできてしまった天才的悪女には到達できない、真っ当な領域があった。そんな日向ひなたが似合う人間を、キョウカ達は危うくどす黒く染め上げるところだったのだ。

　歌うた貝がいカルタが守ろうとしていたものもそれだった。

『世界最強』なら許される。

　多少の悲劇や不幸で踏みつけにされた人がいたとしても、許容の範囲で収められてしまう。

　そんな時代を作ってしまったら、そこで敗北なのだ。

　アナスタシア達『難なん問もん排はい除じよ』と同じ、その先には冷たい分岐しか待っていない。何をどう選んだって死と嘆きがついて回る、そんな無数の選択肢の山しか残らなくなってしまう。

「水晶魔法、手放す気はないんでしょう？」

「……、」

「というより、正確にはお姉さんの相棒で形見でもある裁神アヌビスを」

　ナタレーナは答えられないようだった。

　そう簡単に全てを受け入れられるはずがない。しかし一方で、元から復ふく讐しゆうに向いていなかった小さな少女が強引にエンジンを回し続けるのも、もう無理な相談のはずだ。良くも悪くも、ナタレーナは復ふく讐しゆう対たい象しようと長く居過ぎた。彼らの都合や事情など考えず勝負に挑んでいれば良かったものを、その苦悩や涙、意地や怒りを目まの当あたりにしてしまった。

　だから、できない。

　なけなしの燃料も、もうエンジンには入らない。

「もしもあなたがそれでも復ふく讐しゆうという言葉に囚とらわれるのであれば、囚とらわれたいのだとすれば、このままわたし達と合流する事をオススメするよ。もちろんグリモノアの生徒としてね」

　ちょっとしたお茶に誘う程度の口振りだった。

「アナスタシア＝ブラストを直接的に殺害したのはわたし達だった。だけど彼女の背中を押して戦場に立たせた存在は、別にいる。安全な場所から二つの魔法を戦わせて法外な利益を貪ろうとした、別の誰かさんが。どう？　一緒に真相を暴いてみる気はないかしら」

　元からそれがキョウカのスタンスだった。

　信頼関係を築いても良いし、拷問で無理矢理引きずり出しても構わない。

　幼いナタレーナ一人でアナスタシアの使っていた仰神魔法の詳細を知る事はできなかったはずだし、身分を偽ってセカンドグリモノアへ潜り込む事もできなかった。強大な力を持った黒幕が別にいるから、何としても話を聞き出したい、と。

「あの、」

　どうやら歌うた貝がいカルタは約束を守ってくれたようだ。

　表おもて参さん道どうキョウカが用意した、後味の悪いカードは使わずに済みそうだった。

　反撃開始。

　その全ての鍵、ナタレーナ＝ブラストはおずおずとこう口を開いたのだ。




「お姉ちゃんが死んだって話を知った時、ええと、私に声を掛けてきたのは……」










　カルタはＢ界ドームの医務室にいた。

　複数のドームを全部合わせれば普通の街程度はあるので、医務室と言ってもちょっとした総合病院くらいある。大抵の傷は三〇秒で治ってしまうものだが、失った血液や体温までは戻ってこない。カルタだって温かいベッドと輸血のパックがあるならそれに越した事はない訳だ。

「……何か言う事は？」

「ごめんなさい。二度としません」

　雨あま脚あしマリカ、珍しく平謝りである。

　その時だった。

　車椅子の生徒会長が個室の病室へやってきた。

「カルタ君、それからマリカちゃん。荷物はまとめた？　グリモノアに帰る必要が出てきたの、それもできるだけ急いで。アイネちゃんはカルタ君の中かしら？」

「いえ。自由にさせてるからその辺を歩き回っているのでは？　一体何があったんですか」

「新しい情報よ」

　それでカルタやマリカの顔つきが変わった。

　表おもて参さん道どうキョウカが追っていたものは二人も知っている。ナタレーナがこちらについたという事は、世界の裏側にいる黒幕についての有力な情報を聞き出せたのかもしれない。

　そんな風に思っていた。

　だけど世界はもっと残酷だった。

「『脅威』が現れたの。このタイミングで、しかも今度はおそらく『本物』よ」

「「……、」」

　全く種類が違った。

　しかも放置もできない。『黒幕』は、どこまで深く根を張っているのだろうか。『脅威』は彼らにとっても恐怖の塊か、あるいは『脅威』すらも彼らの手玉に取られているのか。その辺りもはっきりしていないが、このタイミングでの襲来は何かしら利用されているような気もする。

　マリカも慎重な感じで、

「……思えば、私達が防波堤だった『難なん問もん排はい除じよ』をやっつけた後、自由になった『本物』はどこで何をやっていたんだっていう疑問はあったけど」

「それで、場所はどこなんです？　『本物』っていうのは俺達人間側の重要施設を判断できるだけの頭を持っているんですか。石油備蓄基地とか、原子力発電所とか……」

　キョウカは首を横に振った。

　彼女はこう言っていたではないか。急いでグリモノアへ帰る必要があると。

　つまりは、

「大おお阪さか湾わん。より正確には神こう戸べ港こう港こう湾わん内ない、その直下」

「……まさか」

　カルタは絶句した。

　もしもそうだとすれば、世界の謎を追うなんてちゃんちゃらおかしい。『世界最強』などと持もて囃はやされている自分達は、一体どれだけ周回遅れになっているのだ!?

「まさかッ!!」

　車椅子の生徒会長、表おもて参さん道どうキョウカは決して最悪の考えを否定しなかった。

　そう。

　ヤツらは最初からそこにいた。

　何が人類の反攻の象徴だ。気づかなかったのはカルタ達だけだったのだ。

　つまりは、




「洋上水晶魔法学園セカンドグリモノア。その真下に音もなく集結していたのよ。港湾のソノブイにも反応しないレベルで密ひそやかに、正真正銘『本物の脅威』の大軍がね」














あとがき









　そんな訳で鎌かま池ち和かず馬まです。

　おめでとう二冊目!!　そしてありがとうシリーズ化ッ!!　お祝いの二巻目なので、新しいグリモノアでの学校生活をまず固めた上で、何かでっかい学校行事もやっておきたいと思って舞台設定を積み重ねていきました。体操服やスクール水着なんかを早い段階で次々出したのもその一環。林間学校については真夏と真冬の良いいトコ取りをしたい！　という訳で『こたつでアイス』の究極系となる人工ビーチの設定を組んでいきました。

　一見すると本編から切り離された序盤のグリモノアパートですが、何気に非殺傷モード設定や窓からの出入りなど、重要な伏線をちりばめる事ができてすっきりしております。




　シリーズ全体のテーマとして『仇あだ討うち』がありますが、今回は刃の向きを変えてカルタ達が復ふく讐しゆう劇げきに巻き込まれる側に。これで一巻で眺めてきた側面とは違う色をお見せできたかなと。

　今回はそのいびつさを表に出すため、美化された『仇あだ討うち』ではなく剝むき出だしの『復ふく讐しゆう』という言葉を多用しております。

　もしかしたら、カルタ達にもありえたかもしれない結末。

　思えば『ただただ標的と戦う事だけに専念していれば良かった』カルタの復ふく讐しゆう劇げきは、ある意味では恵まれていた訳ですね。（実は時代劇を意識して敢あえて反復構造にしていた）一巻では各章に必ず置かれたコメディパートも、『難なん問もん排はい除じよ』と戦い抜くには絶対に必要な構成要素でした。それを失えばどうなったか、ここまでお読みいただいた皆様なら十分にご理解いただけたはず。

　復ふく讐しゆうに必要なのは、信頼、友情、変わらぬ想おもい。

　本編でもカルタが絶句している通り、なかなかの皮肉だと思います。けどこれは、選択肢さえ間違っていなければヒーロー側にいたはずのキャラクターが悪の道へ突っ走っている、その象徴にもなっているのかなと思っています。人は、正しい力を正しい目的にだけ注げるとは限らない。そして『彼女達』が敗北した最大の原因は、たとえそれが悪い方向であったとしても、自分で決めた道を最後まで信じる事ができなかったからでは。ただし『復ふく讐しゆうを最後まで遂げる事が幸せなのか否いなか』によって、最後まで突っ走ったカルタ達が成功だったのか、途中で折れた『彼女達』の方がまだマシだったのかは考え方が変わると思います。




　ナタレーナ＝ブラストについては未熟な復ふく讐しゆう者しやというよりは、そもそも適性ナシ、日向ひなたの女の子が無理矢理にエンジンを回しているイメージでした。

　同時に、悪事には向いていない少女をアナスタシアの身内として登場させる事で、かつての世界最強の違った側面を見せられないかなと。アナスタシアは最後の一人まで追い詰められても『家族を頼る』という選択肢は選びませんでした。何な故ぜそうしなかったのか、いいや、できなかったのか。真実から遠ざけられて結末に関われなかったナタレーナが、それでもアナスタシアを大好きなお姉ちゃんと慕い続けた事で、その意味がじわりと伝わるようにしたいなと。

　また、やると決めたら容赦ナシなカルタ達も、実は自分達の仇あだ討うちにいくつかの禁止ルールを設けていた事が、ナタレーナの存在で明らかになったと思います。

　そう、復ふく讐しゆう対たい象しようの家族を人質に取る、という選択肢です。

　仇あだ討うちという形で言葉を美化しないと進めなかった以上、ここはマストだと考えていました。一巻でもエリシアを襲う段階で『仇あだ討うちとは無関係なヘリのパイロットを巻き込む形になるから』という理由で有効な作戦を蹴っていますが、こう、リスクを負ってでも最短最速の道からちょこちょこ遠回りをする事で妙に潔癖なところを見せられないかなと思っていました。

　裁神アヌビスに己の罪を告白して復ふく讐しゆうに歯止めをかける、という方法を取りましたが、こちらの味付けはいかがでしたでしょうか。精密な儀式という訳ではありませんが、『神様の名前を借りて魔法を使う』事に意味を持たせられたかなと。ジャッジは皆様にお任せいたします。




『脅威』については、水晶魔法で戦ったカルタ達はもちろんですが、『難なん問もん排はい除じよ』の五人がどうやって生き残ってきたかを推測していくと頭の中のイメージが広がるかもしれません。恐竜、光こう槍そう、大剣、再生、そして魔法。求められるまま最強となってしまった彼女達が、一体どんな戦いを期待されていたのか、とかですね。

　もしも既存戦力を無に帰してなす術もなく人類を撃滅するほどの存在がいるとしたら。そんなの絶対嬉き々きとして兵器開発の参考にするよね、というのが持論です。ましてスザニアほどの高精度のサイボーグを作れる時代設定であれば、もうチャンスでしかないのでは、と。




　ラストバトルの大ボスは『あの子』になりましたが、水晶魔法の使い手同士を戦わせる場合、本編でも語られている通り『プリセットの「再生」があるため、どちらかがどちらかに致命傷を与えない限り永遠に終わらない』というジレンマがあります。

　今回は心を折る方向に注力してしのぎましたが、巨大な共同生活の場であるグリモノア内部で規律違反が発生した場合にどう対処するかも含めて、色々な処理を考えられそうです。

　ところで、カルタ、アイネ、マリカ、キョウカ。皆様は、『天てん外がい四し神じん』と呼ばれる最強の中で誰が一番歪ゆがんでいると思われました？　個人的には、アイネは四章ラストの『ぶっちゃけ面倒臭い』も込みで可か愛わいいという認識です。本当に怖いのは、一巻二巻とあれだけの事に巻き込まれておきながら未いまだに一度も敵対者や分からず屋を攻撃的に怒鳴りつけた事がない、底の知れないキョウカかな、と。なので推しです。




　マリカの友情（？）が重すぎる！　と思われる方もたくさんいるかもしれません。ですが彼女はそもそも幼おさな馴な染じみ、地理的な都合で幼い頃からカルタと強く結びついていた親友です。そんな彼女が、地元の家を離れてグリモノアへやってきても関係を保っているとしたら、それは自然発生ではなく彼女自身の強い執着があって然しかるべきなのかなと。『引っ越してしまったらそれまでで、疎遠になる』という道を嫌った訳ですしね。

　その他大勢を敵に回しても良いから、自分の小さな世界を守る。

　もう二度と大切なものを失いたくない。そのためならいくらでもこの手を血で染められる。

　それもまた一つの正義、一つの最強なのだと思います。そこに背筋が凍る何かを感じるのは、『この作品世界では、真っ白な「だけ」の正義が必ずしも肯定されるとは限らない』からですね。『難なん問もん排はい除じよ』の五人だって、ひょっとしたら見方によっては時代劇のお侍さんのようにも映るかもしれません。ただ言葉による説得がなく、『だってそういうものだから』でいきなり斬られる方からすればたまったものではないでしょうが。

　その点において、『自分自身を殺してでも目の前の争いを絶対に止める』歌うた貝がいカルタの目指す道は、やはり『普通の最強』とはちょっと違うのでしょう。水晶魔法としてはイレギュラーだけど、特別である事が強さに繫つながるとは限らない。脆もろさと可能性を秘めた少年の戦いをこれからも見守ってくださればと願っております。







　イラストのMika Pikazoさんと担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、浜はま村むらさんには感謝を。何気に着替えが多くて大変だったのではと。そして書くのは一言だが描くのはとんでもなく地獄な『大軍』。人間にせよ『脅威』にせよ、とにかく多大なご迷惑をおかけしたと思います。本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。今度は孤独な戦いじゃない！　というテーマを象徴するため全校生徒で大きな事件に立ち向かった二巻目ですが、いかがでしたでしょうか。初詣とかラッシュ時の駅の混雑の人の出入りを見れば分かる通り、一千人もの人間が一度にそんなテキパキ動けるか!?　と思われるかもしれませんが、グリモノアでは全校生徒に集団戦を前提とした高度な戦闘教育を施しているはずですので、どうかご容赦を。こんなところまでお読みいただいて本当にありがとうございます！




　それでは今回はこの辺りで。




　異質だから最強になったのか、最強になったから異質に見えるのか


鎌かま池ち和かず馬ま









　猛吹雪の中だった。

　氷点下一五度。並の人間であれば立っているだけで確実に命を削られていく白い地獄。だけどこの少女にとってはさしたる痛苦もない。

　青ざめた肌の水晶少女。

　アイネは一人で何かを見ていた。それは黒い塊だった。最新鋭の魔法を扱う者達の手によって原形がなくなるまで破壊され尽くした、紛まがい物ものの『脅威』の残骸であった。

「ああ……」

　風で張り付いた雪のせいでじゃりじゃりとした感触を返す装甲を、アイネはそっと掌てのひらで撫なでる。下手をすれば掌てのひらの熱で溶けた雪が即座に凍り付いて皮膚が離れなくなるかもしれないが、水晶少女に気にする素振りはない。

　そのまま。

　彼女はそっと呟つぶやいたのだ。




「早く本物をこうしたい」
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